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はじめに

この項では、このマニュアルの対象読者および構成について説明します。

また、次のトピックについて取り上げます。

• 概要, xxvii ページ

• 対象読者, xxvii ページ

• マニュアルの構成, xxviii ページ

• 関連資料, xxix ページ

• マニュアルのサポートおよびセキュリティ ガイドライン, xxx ページ

• シスコ製品のセキュリティの概要, xxx ページ

• Acknowledgments, xxx ページ

概要
このマニュアルには、CiscoEmergencyResponder（EmergencyResponder）をインストール、設定、

管理および使用するために必要な情報が掲載されています。

対象読者
ネットワーク エンジニア、システム管理者、および電気通信エンジニアはこのガイドを読み、

ネットワークでEmergencyResponderを適切にセットアップするために必要な手順について習得す

る必要があります。 Emergency Responderと Cisco Unified Communications Managerは緊密に連携す

るので、Emergency Responder を配置する前に、Cisco Unified Communications Manager に精通して

おく必要があります。

セキュリティ担当者もこのマニュアルを読む必要があります。
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マニュアルの構成
次の表に、このマニュアルの構成を示します。

説明トピック

緊急コールの規定、この規定を満たすために

Emergency Responder がどのように役立つか、お

よび Emergency Responderを適切に配置するため

に実行する必要がある作業の理解に役立つ情報

を提供します。

Cisco Emergency Responder の計画, （1 ペー

ジ）

Emergency Responder のインストールまたはアッ

プグレードに関する詳細情報を提供します。

Cisco Emergency Responderのインストール, （

39 ページ）

Emergency Responder に対する Unified CM 4.1、

4.2、および4.3の設定手順について説明します。

Cisco Unified Communications Manager の設定,
（63 ページ）

Emergency Responder の設定手順について説明し

ます。

Cisco Emergency Responder の設定, （91 ペー

ジ）

Intrado V-9-1-1 Enterprise と相互運用するように

Emergency Responder を設定する方法について説

明します。

Emergency Responderと Intrado V9-1-1 Enterprise
Services, （169 ページ）

Emergency Responder Serviceability 機能を設定お

よび使用する方法について説明します。

Cisco Emergency Responder Serviceability の設

定, （185 ページ）

Cisco Unified Communications Operating System を

設定および使用する方法について説明します。

これは、EmergencyResponderに付属しています。

Cisco Emergency Responder の Cisco Unified
Operating System の設定, （197 ページ）

Cisco EmergencyResponderDisaster Recovery System
を設定する方法について説明します。

Cisco Emergency Responder Disaster Recovery
System の設定, （231 ページ）

Cisco Emergency Responder Admin Utilityを使用す

る方法について説明します。

Cisco Emergency Responder Admin Utility, （247
ページ）

Emergency Responder ユーザのさまざまなロール

について説明します。

CiscoEmergencyResponderユーザの準備, （251
ページ）

Emergency Responder で発生する可能性がある問

題に対処し、解決方法を提示します。また、問

題の特定と解決に関連するその他の作業も示し

ます。

Cisco Emergency Responder のトラブルシュー

ティング, （259 ページ）
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説明トピック

ALI フォーマット ツール（AFT）について説明

し、AFT の使用方法およびトラブルシューティ

ング方法に関する情報を提供します。

ALI Formatting Tool, （301 ページ）

Emergency Responder Administrator Web インター

フェイスの各ページのフィールドについて説明

します。

Cisco Emergency Responder Administration Web
インターフェイス, （307 ページ）

Emergency Responder Serviceability Web インター

フェイスについて説明します。

Cisco Emergency Responder ServiceabilityWebイ

ンターフェイス, （419 ページ）

Cisco Unified Operating System (OS) Administration
Web インターフェイスについて説明します。

Cisco Emergency Responder の Cisco Unified
Operating System Administration Web インター

フェイス, （441 ページ）

Cisco EmergencyResponderDisaster Recovery System
Administration Web インターフェイスについて説

明します。

Cisco Emergency Responder の Disaster Recovery
SystemWebインターフェイス, （469ページ）

Cisco Emergency Responder Admin UtilityWebイン

ターフェイスについて説明します。

Cisco Emergency ResponderのAdminUtilityWeb
インターフェイス, （481 ページ）

Cisco Unified OS Administration CLI に関する情報

を提供します。使用可能なコマンド、コマンド

の構文、パラメータなどです。

CLI

AFT とともに使用するサービス プロバイダー固

有の情報を提供します。

特定のサービス プロバイダーに対するAFTの

使用, （583 ページ）

EmergencyResponderベースのイベント ログ メッ

セージおよび管理アラートを示します。

イベント ログ メッセージ, （593 ページ）

Emergency Responder で使用されるポートに関す

る情報を提供します。

Cisco Emergency Responder でのポートの使用,
（603 ページ）

関連資料
Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）および Cisco Unified CommunicationsManagerの

詳細については、次の資料を参照してください。

• すべての Cisco Emergency Responder マニュアルは次の URL で入手できます。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps842/tsd_products_support_series_home.html
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第 1 章

Cisco Emergency Responder の計画

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）は、緊急コールに効率的に応答したり、緊急

コールの処理について地方自治体の規定を順守したりできるように、テレフォニー ネットワー

クで緊急コールを管理するのに役立ちます。 北米では、その法令は、「Enhanced911（E911）」

と呼ばれています。 同様の規定が他の国やロケールに存在します。

緊急コールの規定は、国、地域、州、あるいは都市圏においても場所によって異なることがある

ため、Emergency Responder は、緊急コール設定を特定のローカル要件に適合させるための柔軟

性を備えています。 ただし、規定が場所ごとに異なり、セキュリティ要件が企業ごとに異なる

ため、法的ニーズおよびセキュリティ ニーズに適合するように、Emergency Responder を配置す

る前に入念な計画と調査を行う必要があります。

この章の構成は、次のとおりです。

• Enhanced 911（E911）について, 1 ページ

• Cisco Emergency Responder について, 4 ページ

• ネットワークの準備, 22 ページ

• Emergency Responder 用のスタッフの準備, 25 ページ

• Emergency Responder の配置, 25 ページ

• ワイドエリア ネットワークでのローカル ルート グループの設定, 37 ページ

Enhanced 911（E911）について
Enhanced 911（E911）は、北米の標準的な緊急コールである基本型 911 の拡張版です。 次の各項

では、E911 の要件および用語について説明します。

Enhanced 911 の要件の概要

Enhanced 911（E911）は、標準的な緊急コールである基本型 911 を拡張し、信頼性をさらに高め

たものです。

Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

1









ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの要件

EmergencyResponderでは、さまざまなハードウェアおよびソフトウェアコンポーネントがサポー

トされています。 サポートされているハードウェアとソフトウェアの完全なリストについては、

『Release Notes for Cisco Emergency Responder』を参照してください。このマニュアルは、

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps842/prod_release_notes_list.html にあります。

Cisco Emergency Responder 8.7 のライセンス

Emergency Responder 8.7 では、初回インストールまたはアップグレードの実行にライセンス キー

は不要です。 Emergency Responder 8.0、8.5、または 8.6 からのアップグレードに新しいサーバ ラ

イセンスは不要ですが、新規インストールまたは Emergency Responder リリース 7.1 以前からの

アップグレード後 60 日以内に、新しいサーバ ライセンスをインストールする必要があります。

新しい Emergency Responder メジャー バージョンのサーバ ライセンスは、Emergency Responder ソ

フトウェアを注文することによってのみ入手できます。

ライセンス供与されていないEmergencyResponder 8.7ソフトウェアは、評価モードで、インストー

ル後 60 日間、電話機 100 台のキャパシティで通常どおり使用することができます。 評価モード

で 60 日が過ぎると、サーバは動作しなくなります。 追加のユーザ ライセンスは、サーバ ライセ

ンスをインストールしてから有効になります。

Emergency Responder を Emergency Responder リリース 7.1 以前からリリース 8.7 にアップグレード

すると、以前のサーバ ライセンスは無効になります。 以前のユーザ ライセンスは引き続き有効

ですが、新しいサーバ ライセンスがアップロードされた場合にのみ有効になります。

インストールまたは Emergency Responder 7.1 からのアップグレード後 60 日以内に新しいサー

バ ライセンスをインストールしないと、EmergencyResponder 8.7システムはシャットダウンさ

れます。

警告

EmergencyResponderでサポートされるすべてのUnifiedCMクラスタで制御されるすべてのエンド

ポイント（ハード IP Phone、IP Softphone、アナログ電話機など）について、ユーザ ライセンスを

購入する必要があります。Unified CMクラスタ内のエンドポイントの一部のみへのライセンス付

与は、サポートされていません。

Cisco Emergency Responder ですべての Unified CM エンドポイントに対してはユーザ ライセン

スがない場合、アラートおよび警告が表示される場合がありますが、Emergency Responder は

正しく機能します。

（注）

Emergency Responder 8.7 では、製品ライセンスの配布に Web ベースのシステムを使用します。

Emergency Responder 製品を Cisco.comWeb サイトで登録すると、サーバ ライセンスを含むファイ

ルが、電子メールにテキスト ファイル形式で添付されて送信されます。
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ライセンス要件

サーバ ライセンスの場合：

• Emergency Responder グループ内のサーバ（プライマリおよびセカンダリ）ごとにサーバ ラ

イセンスを取得するには、サーバ ソフトウェアを注文します。 サーバ ソフトウェアの 2 つ

のコピーをまとめて注文すると、2 つのノードを備えたサーバ グループに対して 1 つのサー

バ ライセンスを取得できます。 Emergency Responder ソフトウェアの追加のコピーを個別に

注文することによって、既存の Emergency Responder グループにセカンダリ サーバを追加で

きます。

• パブリッシャサーバとサブスクライバサーバ間では、サーバライセンスを共有できません。

既存のEmergencyResponderグループにセカンダリサーバを追加するには、EmergencyResponder
ソフトウェアのコピーを個別に注文する必要があります。

ユーザ ライセンスの場合：

• Emergency Responder グループごとに 1 つ以上（必要に応じて）のユーザ ライセンスを注文

します。

• 各 Emergency Responder グループ内のパブリッシャ サーバとサブスクライバ サーバ間でユー

ザ ライセンスを共有できます。

• EmergencyResponderユーザ ライセンスをEmergencyResponderクラスタ内の異なるEmergency
Responder グループ間で、または異なる Emergency Responder クラスタ間で共有することはで

きません（クラスタの詳細については、Emergency Responder のクラスタおよびグループ, （

15 ページ）を参照してください）。

例

Emergency Responder 設定で 500 ユーザをサポートする場合は、次のライセンスを購入する必要が

あります。

• EmergencyResponderパブリッシャ サーバのサーバ ライセンスを取得するための、Emergency
Responder ソフトウェアのコピーを 1 つ。

• 最大 500 人のユーザのユーザ ライセンス。

• Emergency Responder ソフトウェアの 2 つのコピーをまとめて注文すると、2 つのノードを備

えたサーバ グループに対して1つのサーバ ライセンスを取得できます。EmergencyResponder
ソフトウェアの追加のコピーを個別に注文することによって、既存の Emergency Responder
グループにセカンダリ サーバを追加できます。

サーバ ライセンス

サーバ ソフトウェアを注文して、サーバ グループにある Emergency Responder サーバごとにサー

バ ライセンスを取得する必要があります。 1 つのライセンス ファイルに Emergency Responder パ

ブリッシャとサブスクライバの両方のライセンスを含めることができます。または、Emergency
Responder サブスクライバの別個のライセンス ファイルを後で Emergency Responder パブリッシャ
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にインストールすることができます。 パブリッシャ サーバのハードウェアまたはラインセンス

MACアドレスを使用して、パブリッシャおよびサブスクライバのライセンスを生成する必要があ

ります。 Emergency Responder サブスクライバの MAC アドレスは使用しないでください。

ライセンス ファイルを開いて表示、変更、または保存しないでください。 ライセンスには認

証文字列が含まれているため、ファイルを編集または保存すると、この認証文字列が無効にな

ります。 認証文字列が無効な場合、Emergency Responder を機能させるには、新しいライセン

ス ファイルをインストールする必要があります。

（注）

EmergencyResponderソフトウェアを注文して新しいサーバライセンスを取得するには、次の手順

を実行します。

VMwareをインストールする場合、HOSTNAME=<LicenseMAC>を使用してライセンスファイ

ルを生成してください。

（注）

手順

ステップ 1 ご希望の注文方法で Emergency Responder ソフトウェアを注文します。 Emergency Responder ソフ

トウェアと一緒に製品認証キー（PAK）を受け取ります。

ステップ 2 https://tools.cisco.com/SWIFT/Licensing/PrivateRegistrationServlet に進み、PAK とパブリッシャの

Emergency Responder サーバのハードウェアまたはライセンス メディア アクセス コントロール

（MAC）アドレスを入力して Emergency Responder を登録します。 Emergency Responder サブスク

ライバのライセンス MAC アドレスは使用しないでください。

パブリッシャの Emergency Responder サーバの MAC アドレスを取得するには、次の手順を実行し

ます。

a) Cisco Unified OS Administration の Web サイトにログインします。

b) [Show] > [Network] の順に進みます。

c) [EthernetDetails]セクションにハードウェアまたはライセンスMACアドレスが表示されます。

処理後、電子メールにテキスト ファイル形式で添付されたサーバ ライセンス ファイルを受信

します。

ステップ 3 サーバ ライセンス ファイルをローカル サーバに保存して、そのファイルを Emergency Responder
サーバにアップロードできるようにします。

ステップ 4 Emergency Responder Administration Web インターフェイスを使用して、サーバ ライセンス ファイ

ルをアップロードします。 サーバ ライセンス ファイルをアップロードする方法の手順について

は、ライセンス ファイルのアップロード, （120 ページ）を参照してください。
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ユーザ ライセンス

ユーザ ライセンスは通常、プライマリ Emergency Responder サーバにインストールされますが、

ユーザ ライセンスのインストール先に関係なく、プライマリとセカンダリの両方の Emergency
Responder サーバでユーザ ライセンスが共有されます。

サーバ グループで常に使用できるユーザ ライセンス総数は、サーバ グループの両方のサーバで

使用できるユーザ ライセンスの合計です。

追加の Emergency Responder ユーザ ライセンスを取得するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 新規または追加のユーザ ライセンスを注文します。 新規または追加のユーザ ライセンスごとに

製品認証キー（PAK）を受け取ります。

ステップ 2 https://tools.cisco.com/SWIFT/Licensing/PrivateRegistrationServletに進み、PAKとプライマリEmergency
Responderサーバのハードウェアまたはライセンス メディア アクセス コントロール（MAC）アド

レスを入力して Emergency Responder を登録します。 ユーザ ライセンスがプライマリ Emergency
Responder サーバにインストールされます。 Emergency Responder サブスクライバの MAC アドレ

スは使用しないでください。 処理後、電子メールにテキスト ファイル形式で添付されたユーザ

ライセンスを受信します。

VMwareをインストールする場合、HOSTNAME=<LicenseMAC>を使用してライセンス

ファイルを注文してください。

（注）

ステップ 3 ユーザ ライセンス ファイルをローカル サーバに保存して、そのファイルをプライマリEmergency
Responder サーバにアップロードできるようにします。

ステップ 4 ユーザ ライセンス ファイルをアップロードします。 ユーザ ライセンスのアップロード方法の手

順については、ライセンス ファイルのアップロード, （120 ページ）を参照してください。

Emergency Responder ライセンス ファイルは、プライマリ サーバでのみアップロードで

きます。

（注）

Emergency Responder サーバ ライセンスには、暗黙的なユーザ ライセンスは含まれませ

ん。 ユーザ ライセンスは、明示的に購入する必要があります。

（注）

ライセンス ファイルを開いて表示、変更、または保存しないでください。 ライセンス

には認証文字列が含まれているため、ファイルを編集または保存すると、この認証文字

列が無効になります。 認証文字列が無効な場合、Emergency Responder を機能させるに

は、新しいライセンス ファイルを取得する必要があります。

（注）

ライセンス ファイルのアップロード

Emergency Responder Administration Web インターフェイスを使用して、ライセンス ファイルを

Emergency Responder サーバにアップロードできます。 パブリッシャ サーバを起動して実行して

いる場合、パブリッシャサーバからのみすべてのライセンスファイルをアップロードする必要が

あります。
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Emergency Responderライセンス ファイルは、プライマリEmergency Responderサーバからのみ

アップロードできます。

（注）

ライセンス ファイルをアップロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration Web サイトにログインします。

ステップ 2 [System] > [License Manager] の順に選択します。 [License Manager] ページが表示されます。

ステップ 3 [Upload license] をクリックします。 [Upload File] ページが表示されます。

ステップ 4 [Browse...] ボタンを使用して、ローカル システムからアップロードするライセンス ファイルを選

択します。

ステップ 5 [Upload] をクリックします。 選択したライセンス ファイルが Emergency Responder サーバにアッ

プロードされます。

関連トピック

License Manager, （318 ページ）

Emergency Responder とネットワーク

次の図に、CiscoEmergencyResponder（EmergencyResponder）をご使用のネットワークに適合させ

る方法を示します。

図 1：Cisco Emergency Responder をご使用のネットワークに適合させる方法

Emergency Responderは、会社のダイヤル プランについて Cisco Unified Communications Managerに

依存しています。緊急コールを Emergency Responder グループに送信するには、このダイヤル プ
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ランを変更する必要があります。 必要な Cisco Unified Communications Manager の設定の詳細につ

いては、Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）を参照してください。

電話機を追跡するために、Emergency Responderでは、クラスタに登録されている電話機のリスト

について Cisco Unified Communications Manager に照会します。 その後、Emergency Responder で

は、電話機が接続されているポートを判断するためにネットワーク上のスイッチ（Emergency
Responderで指定したスイッチ）に照会します。移動された電話機を識別できるように、Emergency
Responder では、日中に定期的にこの追跡を行います。 Emergency Responder のスイッチのセット

アップの詳細については、EmergencyResponderスイッチの設定, （141ページ）を参照してくださ

い。 Emergency Responderで、ポートおよび電話の設置場所に基づいて正しい PSAPに緊急コール

を送信できるようにするためのスイッチポートの設定については、電話機の管理, （152ページ）

を参照してください。

Ciscoレイヤ 2プロトコルを使用しているCisco IP Phoneの場所を、接続しているスイッチ ポー

トの検出を使用して特定する場合は、配線プランのマッピングと制御が必要です。 ドキュメ

ントの変更を誤ると、Emergency Responder はネットワーク内の電話機の場所を特定できなく

なる可能性があります。 配線を変更する場合は、配線プランを更新し、Emergency Responder
設定を更新する必要があります。

（注）

オプションとして、ご使用のネットワークまたはサービス プロバイダーにSMTP電子メール サー

バを設定することもできます。 電子メールをオンサイトのアラート（セキュリティ）担当者に送

信するようにEmergencyResponderを設定し、それらの担当者に緊急コールを通知することができ

ます。サーバを電子メールベースのページングサービスとして設定するとそれらの担当者がペー

ジングされます。

最後に、Emergency Responder で緊急コールを現地の Public Safety Answering Point（PSAP）にルー

ティングできるように、サービス プロバイダーのネットワークへの PRI または CAMA リンクを

備えたゲートウェイが必要です。

上の図 1 は、1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタをサポートしている 1 つの

EmergencyResponderグループを示しています。UnifiedCMで同一バージョンのソフトウェアを実

行している限り、1 つの Emergency Responder グループで複数の Cisco Unified Communications
Managerクラスタをサポートできます。 大規模なネットワークでは、複数の Emergency Responder
グループを設置してEmergencyResponderクラスタを作成できます。 この設置の詳細については、

Emergency Responder のクラスタおよびグループ, （15 ページ）を参照してください。

緊急コールがEmergencyResponderで管理される場合の緊急コールの処理手順の説明については、

緊急コール処理, （11 ページ）を参照してください。

関連トピック

Emergency Responder のクラスタおよびグループ, （15 ページ）

必要な Cisco Emergency Responder グループの決定, （19 ページ）

Emergency Responder の配置, （25 ページ）
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• 疑似電話：電話の MAC アドレスは、疑似電話の MAC アドレスと一致し、テスト用の緊急

応答ロケーション（ERL）に割り当てられます。 模擬電話機, （167ページ） と テスト ERL
のセットアップ, （136 ページ） を参照してください。

• スイッチ ポートの背後で追跡される IP 電話：IP 電話の MAC アドレスは、ERL に割り当て

られているスイッチ ポートの背後で追跡されます。 スイッチ ポートの設定, （152ページ）

を参照してください。

• IP サブネットを使用して追跡される IP 電話：IP 電話の IP アドレスは、ERL に割り当てられ

ている IPサブネットワークに属します。 IPサブネットベースの ERLのセットアップ, （135
ページ）を参照してください。

• 同じ Emergency Responder クラスタにある別（リモート）の Emergency Responder サーバ グ

ループによって追跡される IP 電話：リモートのサーバ グループでは、スイッチ ポートの背

後で、または IP サブネットで IP 電話を追跡します。 緊急コールを受信すると、リモートの

Emergency Responder サーバ グループで構成される Cisco Unified Communications Manager ク

ラスタに緊急コールが転送されます。クラスタ間の電話機の移動, （287ページ）を参照して

ください。

• 手動で設定された電話：電話の回線番号は、手動で ERL に割り当てられます。 電話機の手

動定義, （163 ページ）を参照してください。

• 位置未確認の電話：IP電話のMACアドレスは、ERLに割り当てられます。 位置未確認の電

話機の特定, （161 ページ）を参照してください。

• デフォルト ERL：上記の基準に当てはまらない場合、デフォルト ERL を使用して電話機の

ロケーションを判断します。 コールは、デフォルト ERL にルーティングされます。 デフォ

ルト ERL のセットアップ, （129 ページ）を参照してください。

Cisco Unified IP Phoneには、MACまたは IPアドレスの追跡が推奨されます。 IP電話が手動の

回線番号設定によってロケーションに割り当てられた場合でも、MACアドレスまたは IPアド

レスによって追跡されない IP 電話は位置未確認の電話として表示されます。

（注）

手動設定電話機は、先頭に+が付く回線番号に基づきEmergencyResponderによってロケーショ

ンに割り当てることができません。 Emergency Responder で回線番号に基づきロケーションを

アナログ電話機に割り当てる場合は、UnifiedCMで先頭に+を付けて回線番号を設定しないで

ください。

（注）

お客様は、[Unlocated Phones] ページから IP 電話が削除されることがないように、IP 電話が MAC
または IP アドレスによって追跡されない問題を解決するようにしてください（Unlocated Phones,
（261ページ）を参照）。 [Unlocated Phones]ページでERLを IP電話に直接割り当てることはでき

ますが、その電話機に手動の回線番号設定でロケーションが割り当てられていると、この割り当

ては有効になりません。 ERL デバッグ ツールを使用して、[Unlocated Phones] ページに表示され

る IP 電話に有効な ERL 割り当てを決定します。

位置未確認の電話の識別

Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド
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EmergencyResponderでは、位置未確認の電話機が次のすべての基準を満たすCiscoUnified IP Phone
として定義されます。

• IP 電話が、Emergency Responder グループに認識される Cisco Unified Communications Manager
に登録されていること。

• IP 電話の MAC アドレスがスイッチ ポートの背後で追跡されていないこと。

• IP 電話の IP アドレスが IP サブネットを使用して追跡されていないこと。

• IP 電話の MAC アドレスが Emergency Responder で疑似電話として定義されていないこと。

リモートの Emergency Responder サーバ グループによって追跡される Cisco Unified IP Phone と

ERLに手動で回線番号が割り当てられている IP電話機も [Unlocated Phones]画面に表示されま

す。

（注）

位置未確認の電話への ERL の割り当て

Emergency Responder では、ERL を [Unlocated Phones] 画面に表示される IP 電話に割り当てる手順

を提供します。 この割り当てによって、位置未確認の電話の MAC アドレスが管理者によって選

択される ERL に関連付けられます。 この関連付けには、次の規則が適用されます。

• [Unlocated Phones] ページでの ERL の IP 電話への関連付けによって、IP 電話のステータスは

変更されません。つまり、IP電話が上記に説明されているように位置未確認の電話の基準と

一致しているため、IP 電話は [Unlocated Phones] ページに表示されたままです。

• ERL の関連付けが使用されるのは、上記の規則を使用して Emergency Responder で決定され

るように IP 電話が検出されない場合だけです。

たとえば、電話Aは現在検出されず、[Unlocated Phones]ページに表示されます。 位置未確認の電

話にERL割り当て機能を使用して、この電話のERLとしてロケーションAが割り当てられます。

後続の電話の追跡サイクルによって、スイッチポートの背後で電話Aが検出されると、[Unlocated
Phones] ページに電話 A が表示されなくなります。 電話 A のロケーション A への割り当ては無効

になります。関連付けは不変であるため、その後も IP電話の位置が不明である場合でも、その割

り当ては有効です。

CTI アプリケーションのコール転送

CiscoUnityなどのコンピュータテレフォニーインテグレーション（CTI）アプリケーションによっ

て、緊急コールが 911 に転送される場合、コール ルーティングおよび PSAP レポートで使用され

るロケーションは、元の発信者のロケーションではなく、アプリケーション サーバのロケーショ

ンとなります。 これについては、Unified CM 4.2(3) および 4.3、Unified CM 5.1、6.0、および 6.1
で可能であるように、アプリケーションによって元の発信側回線が保持される場合でも引き続き

適用されます。 このため、911 を直接ダイヤルする必要があります。

関連トピック

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）
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データの整合性および信頼性, （20 ページ）

ERL, （125 ページ）

ELIN 番号の緊急コールおよび PSAP コールバック, （76 ページ）

ゲートウェイおよび PSAP 接続のコーリング サーチ スペースのセットアップ, （85 ページ）

ネットワークの準備, （22 ページ）

Emergency Responder のクラスタおよびグループ

ご使用のネットワークに Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）を一対の冗長サーバ

として配置します。 1 つのサーバはパブリッシャ サーバとして指定し、もう 1 つのサーバはサブ

スクライバ サーバとして指定します。 Emergency Responder のパブリッシャ サーバとサブスクラ

イバ サーバの組み合わせは、それぞれ 1つのEmergencyResponderサーバ グループを構成します。

サーバグループの設定データは、パブリッシャのデータベースに保存されます。このデータは、

サブスクライバに複製されます。

Emergency Responderクラスタは、正しい緊急コール処理機能を提供するためにデータを共有する

一連の Emergency Responder サーバ グループです。 Emergency Responder クラスタ情報は、クラス

タ内のクラスタ データベースと呼ばれる場所に一元的に保存されます。EmergencyResponderサー

バ グループは、そのグループがクラスタ内の他のサーバ グループと同じクラスタ データベース

を指定している場合、そのクラスタの一部であると見なされます。

Emergency Responder では、次の 2 つの個別のデータベースを使用します。

• 1 つのデータベースには、Emergency Responder の設定情報が保存されます。

• 2 つ目のデータベースには、Emergency Responder のクラスタ情報が保存されます。

インストール時に、両方のデータベースが各 Emergency Responder サーバに作成されます。 ただ

し、クラスタ データは、1 つの Emergency Responder サーバにのみ含まれます。

同一のEmergency Responderグループには、バージョンが異なるEmergency Responderを配置で

きません。最新バージョンのEmergencyResponderにアップグレードする場合、両方のEmergency
Responderサーバを同じバージョンにアップグレードするようにしてください。Unified CMに

登録されている電話機がEnergyWisePowerSavePlusモードで設定されている場合は、EnergyWise
が以前のバージョンの Emergency Responder でサポートされていないため、クラスタ内のすべ

ての Emergency Responder サーバ グループが Emergency Responder 8.6 以降になっている必要が

あります。 Emergency Responder 8.6 以降の大規模検出では、EnergyWise Power Save Plus モー

ドの電話機は削除されません。

（注）
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次の図は、CiscoEmergencyResponder（EmergencyResponder）グループを 1つのEmergencyResponder
クラスタに結合する方法を示しています。

図 3：Cisco Emergency Responder グループと Cisco Emergency Responder クラスタ間の関係の概要

この例では、次のようになります。

• 2 つの Cisco Unified Communications Managerクラスタ、Unified CM クラスタ A および Unified
CM クラスタ B があります。

• Emergency Responder サーバ グループ 1 と Emergency Responder サーバ グループ 2 で 1 つの

Emergency Responder クラスタが形成されています。

• Emergency Responder サーバ グループ 1 は Unified CM クラスタ A をサポートし、Emergency
Responder サーバ グループ 2 は Unified CM クラスタ B をサポートしています。

• Cisco ER1 パブリッシャのクラスタ データベースに、両方の Emergency Responder サーバ グ

ループの Emergency Responder クラスタ情報が保存されます。 点線は、Emergency Responder
サーバとクラスタ データベース ホストとの通信を示します。

• 各 Emergency Responder サーバには、Emergency Responder の設定情報が含まれたデータベー

スがあります。

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド
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EmergencyResponderクラスタ内の電話の追跡が正確に動作するように、クラスタ内のEmergency
Responderサーバがそのホスト名で検出され、その他すべてのEmergencyResponderサーバから

ネットワーク上のクラスタ内の Emergency Responder サーバに到達できるようにする必要があ

ります。

（注）

Emergency Responder サーバ グループの設定を設定するときに、[System Administrator Mail ID]
フィールドにシステム管理者の電子メール アカウントを入力した場合、スタンバイ サーバに

よってコールが処理されるときに、またはスタンバイ サーバがプライマリ サーバを継承する

ときに、システム管理者は電子メール通知を受信します。 （サーバ グループのセットアップ,
（116 ページ）を参照）。

（注）

EmergencyResponderクラスタの作成を完了するには、クラスタ内トランクとルートパターンを作

成することにより、Emergency Responder グループがグループ間で緊急コールを渡したり（Cisco
Emergency Responderグループ間の通信に対するルート パターンの作成, （85ページ）を参照）、

Emergency Responder でこれらのルート パターンを設定したり（サーバのグループ テレフォニー

設定のセットアップ, （117 ページ）を参照）できるようにする必要があります。

Emergency Responder クラスタの作成前に、Emergency Responder クラスタによってサポートさ

れるすべての Cisco Unified Communications Manager クラスタのダイヤル プランを一意にする

必要があります。 たとえば、1つの Cisco Unified Communications Managerクラスタには、内線

2002のみを設定できます。 ダイヤル プランが重複している場合は、Emergency Responderクラ

スタを分離しておく必要があります。その場合、これらのCiscoUnifiedCommunicationsManager
クラスタ間の電話機の動的な移動をサポートできません。

注意

E.164 ダイヤル プランのユーザは、Cisco Emergency Responder が、先頭の桁として「+」が含

まれる数字列で使用されるようには設計されていないことに注意してください。

注意

電話機のクラスタ

次のシナリオは、Emergency Responderでクラスタ間の電話機の移動を処理する方法について示し

ます。

• Server Group A（SGA）には、SGA 以外に移動する電話機（Phone_1）があります。

◦ Emergency Responder は Server Group B（SGB）で Phone_1 を検出します。

◦ SGA の [Unlocated Phones] ページに SGB の電話機が表示されます。

• SGB の両方の Emergency Responder サーバ（パブリッシャとサブスクライバ）が停止した後

も、SGA には引き続き SGB の Phone_1 が表示されます。
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◦ このときに Phone_1 から発信されたコールは SGB にリダイレクトされ、Emergency
Responder サーバがその SGB 内に存在しない場合、Emergency Responder は同じ手順を

実行してこの緊急コールをルーティングします。

◦ また、両方の SGB Emergency Responder サーバが停止している場合、Phone_1 は SGB 内

の他の電話機と同様に扱われます。

• Phone_1 が Server Group C（SGC）に移動した場合：

◦ SGA、SGC の順で次回の増分電話機のトラッキングが実行されると検出されます。

◦ [Unlocated Phones] ページでは、Phone_1 から SGC への関連付けが変更されます。

• Phone_1が元のSGAに移動すると、次回の増分電話機トラッキングで検出され、対応するス

イッチ ポートの下に表示されます。

Emergency Responder システムを計画する際には、次のことに留意してください。

• 1 つの Emergency Responder グループで、Cisco Unified Communications Manager バージョンが

混在しているクラスタをサポートすることはできません。 たとえば、Emergency Responder
は、すべての Cisco Unified Call Manager 4.2 クラスタまたはすべての Cisco Unified Call
Manager 5.1 をサポートできます。

ただし、Emergency Responder クラスタには、異なるバージョンの

Cisco Unified Communications Managerをサポートする Emergency Responderグループを含める

ことができます。 この方法により、Emergency Responder で、テレフォニー ネットワーク内

の Cisco Unified Communications Manager バージョンの混在をサポートできます。

• Emergency Responder サーバ グループは、バージョン 1.3 以降の Emergency Responder サーバ

グループとともに Emergency Responder クラスタを形成できます。

共用回線を使用してCisco Unified IP Phoneから緊急コールを発信すると、コールがクラスタを

介して間違った ERL に終端する可能性があります。

（注）

検出されて ERLに関連付けられている電話機を、同じ Emergency Responderクラスタに属する

別の Emergency Responderサーバ グループによって追跡される別のUnified CMクラスタに移動

するには、現在の Emergency Responder サーバ グループから ERL の関連付けを削除する必要

があります。 現在の Emergency Responder サーバ グループから ERL の割り当てを解除するに

は、位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）のステップ 7 を参照してください。

（注）

関連トピック

Emergency Responder とネットワーク, （9 ページ）

緊急コール処理, （11 ページ）
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必要な Cisco Emergency Responder グループの決定

EmergencyResponderの効率的なパフォーマンスを実現するには、EmergencyResponderの配置を計

画する際に各 Emergency Responder グループでサポートできる制限を考慮する必要があります。 1
つの Emergency Responderグループでは、複数の Cisco Unified Communications Managerクラスタを

サポートできますが、1 つの Emergency Responder グループでサポートできるのは、1 つの

Cisco Unified Communications Manager クラスタだけであることに留意してください。

設定を含む 1 つの Emergency Responder グループのキャパシティについては、『Release Notes for
CiscoEmergencyResponder』を参照してください。 別の数値に達していなくても、1つの制限に関

して最大数値を満たすことができることに留意してください。 たとえば、1,000 個のスイッチを

定義できますが、スイッチ ポートは 30,000 個未満です。

追加のグループをインストールすることにより、さらに大規模なネットワークを管理できます。

各 Emergency Responder グループは、1 つ以上の Cisco Unified Communications Manager クラスタと

連携できます。

これらのグループごとの制限に加えて、サービスプロバイダーのALIデータベースプロバイダー

の管轄区域も考慮する必要があります。ネットワークが複数のALIデータベースプロバイダーの

管轄区域に拡張されている場合は、ALI フォーマット ツール（AFT）を使用して、ALI レコード

を複数の ALI データベース形式でエクスポートする必要があります。

1つのEmergencyResponderグループで複数のLECをサポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder からの ALI レコード ファイル出力を標準の NENA 形式で入手します。 この

ファイルには、複数の LEC に宛てられたレコードが含まれています。

ステップ 2 必要な ALI 形式ごとに元のファイルの 1 つのコピーを作成します（LEC ごとに 1 つのコピー）。

ステップ 3 最初の LEC（たとえば、LEC-A）の AFT を使用して、NENA 形式のファイルのコピーをロード

し、他の LECに関連付けられているすべての ELINのレコードを削除します。 （AFTの使用方法

については、ALIFormattingTool, （301ページ）を参照してください）。削除する情報は、通常、

NPA（またはエリア コード）によって識別できます。

ステップ 4 結果として生成されたファイルを、LEC-Aに必要なALI形式で保存し、適宜ファイル名を付けま

す。

ステップ 5 各 LEC に対してステップ 3 と 4 を繰り返します。

各 LEC に AFT を使用できない場合、テキスト エディタで NENA 形式のファイルを編集すること

で、同じ結果をアーカイブできます。

関連トピック

Emergency Responder のクラスタおよびグループ, （15 ページ）

Emergency Responder の配置, （25 ページ）

ALI 送信およびサービス プロバイダーの要件, （23 ページ）
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サービス プロバイダー向け ALI 情報のエクスポート, （139 ページ）

ALI Formatting Tool, （301 ページ）

ALI Formatting Tool, （414 ページ）

データの整合性および信頼性

ローカル PSAP への緊急コールの正しいルーティングは、ERL 設定に基づきます。 ご使用のネッ

トワーク内では、正しい電話機の識別によって、サービス プロバイダーのネットワークへの接続

に使用するゲートウェイが決定されます。サービスプロバイダーのネットワークでは、ルーティ

ングは ELIN に基づきます。ELIN は、発信者の ALI の検索にも使用されます。 そのため、正確

な ELIN が緊急コールに割り当てられるように、ERL 設定の信頼性を確保する必要があります。

ERL 設定の信頼性を維持するために考慮する事項を次に示します。

• ERL は、ポート自体のロケーションではなく、ポートに接続されているデバイスのロケー

ションに基づいてスイッチ ポートに割り当てられます。 したがって、ポートに接続されて

いるワイヤを変更すると（たとえば、2 つ以上のポート間でワイヤを切り替えることによっ

て）、ポートに現在接続されているデバイスが実際には別のERLに配置されている可能性が

あります。 ポートに割り当てられているERLを変更しない場合、誤ったELINがポートに使

用され、間違った ALI が PSAP に送信されてしまいます。

1 つの LAN スイッチが別の PSAP によってカバーされる ERL に接続される可能性は低いた

め、通常、この種の変更によって、コールが誤ってルーティングされることはありません。

ただし、送信されたALIは間違っているため、発信者が実際に 4階にいる場合の緊急に対し

てセキュリティ スタッフは 3 階を調べる可能性があります。

この問題を防止するには、ワイヤリング クローゼットが安全に配置されていることを確認

し、スイッチ ポート間のワイヤを交換しないようにネットワーキング スタッフに指導しま

す。

• 電話機が Emergency Responder によって自動的に追跡されない場合、電話機を移動、追加、

または変更した結果、Emergency Responder 設定も更新していることを確認します、 このよ

うなタイプの電話機の定義については、電話機の手動定義, （163ページ）を参照してくださ

い。

スイッチ ポートのマッピングが変更された場合、電子メール アラートが送信

されます。

（注）

• Emergency Responder 1.2 よりも前は、登録された電話機がスイッチ ポートの背後で検出され

なかった場合、EmergencyResponderによって、[Unlocated Phones]ページに電話機のリストが

表示されます。

Emergency Responder 1.2 以降では、これらの電話機は次のように検索されます。

◦ 登録された電話がスイッチ ポートの背後で検出されない場合、設定された IP サブネッ

トの 1 つで見つけることができます。
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◦ 登録された電話がスイッチ ポートの背後で検出されない場合、電話機の IP サブネット

が設定されていない場合、あるいは電話機が疑似電話として設定されていない場合、

Emergency Responder によって、[Unlocated Phones] ページに電話機のリストが表示され

ます。

Emergency Responder でコール ルーティングに使用する ERL を決定するには、ERL デ

バッグ ツールを使用して電話機を検索します。 検索によって、この電話機からの緊急

コールのルーティングで使用される現在の ERL と Emergency Responder によってその

ERL が選択された理由がわかります。 詳細については、Emergency Responder Admin
Utility, （281 ページ）を参照してください。

• Emergency Responder をインストールする際に、パブリッシャ サーバ（プライマリ）とパブ

リッシャを指定するサブスクライバ サーバ（バックアップ）を設置します。 パブリッシャ

サーバおよびサブスクライバ サーバは、それぞれ 1 つの Cisco Emergency Responder サーバ

グループを構成します。 この冗長性は、1 つのサーバの障害が緊急コールの発信機能に影響

しないようにするのに役立ちます。 別のサブネット上にある、プライマリ サーバと物理的

に離れた場所にスタンバイ サーバを設置することを検討してください。 この分離は、プラ

イマリ サーバを設置しているビルの火災、プライマリ サーバのホストとなるサブネットと

の接続切断などのような中断から保護することができます。

• スイッチの（たとえば、モジュールの追加や変更による）追加、削除、または更新時に

Emergency Responder の設定が定期的に更新されることを確認します。 スイッチを変更した

ら、Emergency Responderでスイッチを表示し、[Locate Switch Ports]をクリックして、スイッ

チ上でスイッチ ポートおよび電話機更新プロセスを実行します。 詳細については、LAN ス

イッチの指定, （145 ページ）を参照してください。

未定義のスイッチに接続されている電話機は、EmergencyResponderに位置未確認の電話機と

してリストに表示されます。定義されたスイッチを変更した場合、新しいポート、または変

更されたポートは、ERL の関連付けのないポートになります。 新しいスイッチ ポート、ま

たは追加されたスイッチ ポートに対して ERL を割り当てる必要があります。 ネットワーク

変更に関係する反復的な作業については、Emergency Responder ネットワーク管理者のロー

ル, （254ページ）およびEmergency Responder ERL管理者のロール, （252ページ）を参照し

てください。

• ERL/ALI 設定を変更する際には、その情報をエクスポートし、ALI データベースに含めるた

めにサービス プロバイダーにその情報を送信する必要があります。 これにより、緊急コー

ルが正しい PSAP にルーティングされ、PSAP に正しい ALI が提示されるようになります。

詳細については、ERL 情報のエクスポート, （138 ページ）およびサービス プロバイダー向

け ALI 情報のエクスポート, （139 ページ）を参照してください。

関連トピック

緊急コール処理, （11 ページ）

Emergency Responder のクラスタおよびグループ, （15 ページ）

必要な Cisco Emergency Responder グループの決定, （19 ページ）

Cisco Emergency Responder ユーザの準備, （251 ページ）
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ネットワークの準備
次のトピックでは、Cisco Emergency Responder を配置する前の、ネットワークの準備に必要な手

順について説明します。

CAMA トランクおよび PRI トランク

緊急コールを処理するには、PRI トランクまたは CAMA トランクを取得してサービス プロバイ

ダーに接続する必要があります。ご使用のサービスプロバイダーでサポートされているトランク

のタイプが 1つだけである可能性があります。 サービス プロバイダーに問い合わせて、最適に機

能する接続のタイプを決定します。

次の問題について検討してください。

• PRI：緊急コールにPRI接続を使用する場合、標準電話トラフィックで接続を共有できます。

標準トラフィックにトランクを使用する場合、トランク使用率を監視して、緊急コールの処

理に利用可能な帯域幅が十分にあることを確認します。キャパシティが不十分である場合、

緊急の発信者はコールを発信したときにビジー信号を受け取る可能性があります。キャパシ

ティ プランニングが緊急コールの要件に基づいていることを確認します。

PRI トランクを設定する際に、汎用番号（サイトのメイン番号など）ではなく、実際の発信

者番号が送信されるように設定する必要があります。そのように設定しないと、PSAPでは、

予測される ELIN が受信されず、緊急コールが正しい PSAP にルーティングされない可能性

があります。

• CAMA：CAMA トランクは、緊急コール専用であり、ほとんどのエリアで使用できます。

CAMA トランクは、標準音声トラフィックによって使用されることはないため、CAMA ト

ランクにキャパシティを計画する必要はありません。

サービスプロバイダーと連携して、ご使用のネットワークに必要なトランク数を決定します。た

とえば、一部のサービス プロバイダーでは、10,000 台の電話機に対して 2 つの CAMA トランク

を使用するガイドラインを採用しています。

また、トランク数は、ローカルPSAPに対するオフィスの分配に応じて異なる可能性があります。

たとえば、ニューヨークとシカゴにオフィスがある場合は、電話機の総数に必要なトランク数が

ニューヨークにだけオフィスがあったとした場合より少なくても、両方の都市にトランクが必要

です。 PSAP のアクセシビリティに基づいたトランクの要件について、緊急コール ネットワーク

のレイアウトを把握するサービス プロバイダーによる指示を受けることができます。

関連トピック

ゲートウェイおよび PSAP 接続のコーリング サーチ スペースのセットアップ, （85 ページ）

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

22

Cisco Emergency Responder の計画

ネットワークの準備



DID サービス プロバイダー番号

緊急応答ロケーション（ERL）の緊急ロケーション識別番号（ELIN）として使用するために、サー

ビス プロバイダーからダイヤルイン（DID）番号を入手する必要があります。

一般に、ERLごとに少なくとも 1つの一意な番号が必要です。 緊急コールは ERLの ELINに基づ

いてローカルPSAPにルーティングされるため、一意のELINがないと、コールが正しくルーティ

ングされません。 また、ALI データベース プロバイダーによって、重複する ELIN が含まれてい

る ALI が受け入れられない可能性があります。

ERL ごとに複数の ELIN が必要になることがあります。 ERL に複数の電話機がある場合、短時間

（3 時間未満）の間に ERL から複数の緊急コールが発信される可能性があります。 ERL に ELIN
を 1 つだけ割り当てると、各緊急コールにその ELIN が再利用されます。 したがって、1 時間の

間に 4人が緊急コールを発信した場合、PSAPで ELINをコールすると、最後の発信者に接続され

ます。 PSAP でそれよりも前の発信者の 1 人に接続しようとする場合に、これが問題となること

があります。

ERL ごとに複数の ELIN を定義した場合、Emergency Responder では、すべての ELIN が使用され

るまで順にそれらのELINを使用します。その後、それらのELINを順に再利用します。Emergency
Responderでは、ELIN間のリンクと実際の緊急発信者の内線番号が最大3時間まで保持されます。

サービス プロバイダーからそれらのDIDを購入する必要があるため、予算の必要性と正しい発信

者に到達するために PSAP の機能を維持する必要性のバランスを取る必要があります。

取得する DID 数は、Emergency Responder で処理できる緊急コール数とは関係しません。

Emergency Responder では定義した ELIN が再利用されるため、すべての緊急コールが処理さ

れ、適切な PSAP にルーティングされます。 ELIN の数が影響するのは、PSAP が目的の緊急

の発信者にコールバックする成功率に対してだけです。

（注）

関連トピック

ELIN 番号の緊急コールおよび PSAP コールバック, （76 ページ）

ERL の作成, （129 ページ）

ALI 送信およびサービス プロバイダーの要件

緊急コールは、緊急の発信者の緊急ロケーション識別番号（ELIN）に基づいて適切なPSAPにルー

ティングされます。緊急コールをルーティングするには、テレフォニーネットワークで、それら

のELINをロケーションにマップする自動ロケーション情報（ALI）が必要です。緊急コールの適

切なルーティングに加え、ALIデータベースによって、PSAP画面に表示されるロケーション情報

も提供され、発信者の特定に役立ちます。

Emergency Responderには、ALIを作成する機能と、サービス プロバイダーに受け入れ可能な各種

形式でALIをエクスポートする機能が含まれています。 ERL/ALI設定を作成した後、ALIデータ

をエクスポートし、そのデータを ALI データベース プロバイダーに送信する必要があります。
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データの送信方法は、ロケーション間またはサービス プロバイダー間で異なる場合があります。

サービス プロバイダーと連携して、ALI データの提出に選択できるサービスを決定する必要があ

ります。 最低限でも、予測されるデータ形式と必要な転送方法を把握する必要があります。

Emergency Responder には、ALI を自動的に送信する機能はありません。

ご使用のネットワーク全体に Emergency Responder を配置する前に、サービス プロバイダーと

一緒に ALI 提出プロセスをテストしてください。 サービス プロバイダーと協力して、PSAP
でALIデータを使用してご使用のネットワークに正常にコールバックできることをテストしま

す。 各サービス プロバイダーやALIデータベース プロバイダーのALI情報に関する規則は少

し異なります。 Emergency Responderでは、一般的なNENA標準に従ってALIデータを作成で

きますが、ご使用のサービス プロバイダーまたはデータベース プロバイダーにはより厳しい

規則があります。

ヒント

関連トピック

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）

ERL の作成, （129 ページ）

ERL 情報のエクスポート, （138 ページ）

スイッチおよび電話機のアップグレード

Emergency Responderの最も強力な機能は、ご使用のネットワークで電話機の追加および移動を自

動的に追跡できることです。 ユーザが都市間で電話機を移動しても、この動的な機能により、緊

急コールがローカル PSAP に確実にルーティングされます。 これによって、移動、追加、または

変更が簡素化され、電話ネットワークの維持コストを削減することができます。

ただし、Emergency Responder で電話機の移動を自動的に追跡できるのは、特定のタイプの電話

機、および特定のタイプのスイッチポートに接続された電話機の場合だけです。これらの電話機

およびスイッチのリストについては、ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの要件,
（5 ページ）を参照してください。

完全な自動化を実現するには、ご使用のスイッチをサポートされているモデルまたはソフトウェ

ア バージョンにアップグレードするか、ご使用の電話機をサポートされているモデルと交換して

ください。

関連トピック

Emergency Responder スイッチの設定, （141 ページ）

電話機の管理, （152 ページ）
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Emergency Responder 用のスタッフの準備
Emergency Responder は、既存の緊急手順に置き換わるものではありません。 それよりむしろ、

Emergency Responder はそれらの手順の強化に使用できるツールです。 Emergency Responder を配

置する前に、EmergencyResponderをどのように手順に適合させるか、およびEmergencyResponder
システムの機能をどのように使用するかを検討してください。

Emergency Responderをどのように使用するかを決定する際に検討する主な内容を次に示します。

• 誰かが緊急コールを発信すると、EmergencyResponderによって、割り当てられたオンサイト

のアラート（セキュリティ）担当者（緊急応答チーム）に発信者のロケーションが通知され

ます。 この情報の大部分は ERL 名です。 緊急応答チームと協力して、緊急応答チームが緊

急に対して迅速に応答するのに役立つ ERL 命名方法を策定することを検討してください。

検討する内容の種類は、ビルの名前、階数、およびその名前に含まれている理解しやすいそ

の他のロケーション情報です。

• Emergency Responder で 3 つのタイプの管理ユーザを定義すると、Emergency Responder シス

テム管理、ネットワーク管理、およびERL管理全体の責任を分割できます。1人でこれらの

作業に必要なスキルおよび知識を持っていることはめったにありません。それらのスキルに

従って Emergency Responder 設定の責任を分割することを検討してください。

• 緊急コールのルーティングと正確なALIの送信は、まさにサービスプロバイダーに提出する

ALI 定義の信頼性とネットワーク トポロジの安定性を意味します。 ERL 管理者が ALI デー

タを最新の状態にしておく重要性を理解し、ネットワーク管理者が安定したネットワークを

維持する重要性を理解していることを確認してください。データの整合性に関する詳細につ

いては、データの整合性および信頼性, （20 ページ）を参照してください。

関連トピック

Emergency Responder オンサイト アラート担当者の準備, （251 ページ）

Emergency Responder ERL 管理者のロール, （252 ページ）

Emergency Responder ネットワーク管理者のロール, （254 ページ）

Emergency Responder システム管理者のロール, （256 ページ）

Emergency Responder の配置
次の各項では、さまざまなネットワークのタイプに応じた配置モデルについて説明します。 さら

に大規模で複雑なネットワークを形成するために、次の例を組み合わせ、それらの例をモジュー

ルとして使用できます。
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メイン サイトと PSAP での配置

1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタで構成される簡易テレフォニー ネットワー

クをサポートするには、2つのEmergencyResponderサーバを設置し、1つのサーバをパブリッシャ

として、もう 1 つのサーバをパブリッシャを指定するサブスクライバとして設定します。

ローカル PSAP が 1 つだけであるため、テレフォニー ネットワークのキャパシティ プランニング

で複数のゲートウェイが必要になる可能性がある場合でも、サービス プロバイダーのネットワー

クへの必要なゲートウェイは 1 つだけです。 このゲートウェイを使用するために、すべてのルー

ト パターンを設定します。

次の図に、1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタを含む単純なテレフォニー ネッ

トワークに Emergency Responder を適合させる方法を示します。

図 4：1 つの PSAP がある 1 つのメイン サイトでの Cisco Emergency Responder の配置

これらの例をより複雑なネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

• メイン サイトと 2 つ以上の PSAP での配置, （27 ページ）

• サテライト オフィスがあるメイン サイトでの配置, （28 ページ）

• 複数のサイトをカバーするメイン サイトでの配置, （31 ページ）

• 2 つのメイン サイトの配置, （33 ページ）

関連トピック

緊急コール処理, （11 ページ）

Emergency Responder とネットワーク, （9 ページ）

必要な Cisco Emergency Responder グループの決定, （19 ページ）

新しいシステムへのインストール, （54 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）
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メイン サイトと 2 つ以上の PSAP での配置

次の図は、2 つ以上の PSAP でカバーされている 1 つのメイン サイトを含む Emergency Responder
の設定を示します。 この例では、1 つの Cisco Unified Communications Manager クラスタがあるこ

とを前提とします。 複数のクラスタがある場合、設定は論理的に2 つのメイン サイトの配置, （

33 ページ）で説明されている設定と同じです。

図 5：2 つ以上の PSAP がある 1 つのメイン サイトでの Cisco Emergency Responder の配置

このタイプのネットワークをサポートするには、2 つの Emergency Responder サーバを設置し、1
つのサーバをパブリッシャとして設定して、もう 1 つのサーバを、パブリッシャを指定するサブ

スクライバとして設定します。

ロケーションをカバーする PSAP が 2 つあるため、サービス プロバイダーのネットワークの別の

部分に接続している複数のゲートウェイが必要になる場合があります。 ただし、これは、サービ

ス プロバイダーのネットワークのレイアウトによって決まります。つまり、PSAP が、緊急コー

ルをインテリジェントに複数の PSAP にルーティングできる選択ルータに接続される場合、必要

なゲートウェイが 1つだけである可能性があります。 サービス プロバイダーと話し合い、ビルの

要件を決定します。 この例では、2 つのゲートウェイが必要であることが前提です。 当然なが

ら、ご使用のテレフォニー ネットワークのキャパシティ プランニングでは、各リンクに複数の

ゲートウェイが必要な場合があります。

ゲートウェイを設定してサービス プロバイダーのネットワークに正しく接続した後、ゲートウェ

イAを使用するためにビルAのERLで使用されるすべてのルートパターンを設定し、ゲートウェ

イ B を使用するためにビル B の ERL で使用されるすべてのルート パターンを設定します。 建物

間で電話機を移動すると、Emergency Responder によって、それらの ERL が動的に更新され、緊

急コールが目的のゲートウェイからルーティングされるようになります。
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これらの例を他のネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

• メイン サイトと PSAP での配置, （26 ページ）

• サテライト オフィスがあるメイン サイトでの配置, （28 ページ）

• 複数のサイトをカバーするメイン サイトでの配置, （31 ページ）

• 2 つのメイン サイトの配置, （33 ページ）

関連トピック

緊急コール処理, （11 ページ）

Emergency Responder とネットワーク, （9 ページ）

必要な Cisco Emergency Responder グループの決定, （19 ページ）

新しいシステムへのインストール, （54 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）

サテライト オフィスがあるメイン サイトでの配置

次の図は、1つのメイン サイトに 1つ以上のサテライト オフィスがある場合、つまり、メイン サ

イト上の Cisco Unified Communications Manager クラスタからサテライト オフィスの電話機を稼働

する Emergency Responder 設定を示します。 サテライト オフィスに独自の

Cisco Unified Communications Manager クラスタがある場合には、2 つのメイン サイトの配置, （33
ページ）を参照してください。

図 6：サテライト オフィスがある 1 つのメイン サイトでの Cisco Emergency Responder の配置
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この設定では、オフィス間のWANリンクが故障した場合、サテライト オフィスにいる人々は

Emergency Responder のサポートを使用して緊急コールを発信できません。 WAN が故障した

場合には、サテライトオフィスのSRSTによって、緊急コールの基本的なサポートが提供され

ます。

注意

このタイプのネットワークをサポートするには、2 つの Emergency Responder サーバを設置し、1
つのサーバをパブリッシャとして設定して、もう 1 つのサーバを、パブリッシャを指定するサブ

スクライバとして設定します。 両方のサーバをメイン オフィスに設置します。

ほとんどの場合、メインオフィス（コロンバス）とサテライトオフィス（チリコシー）をカバー

する個別の PSAP があります。 したがって、サービス プロバイダーのネットワークの別の部分

（サービス プロバイダーが異なることもあります）に接続している複数のゲートウェイが必要に

なる場合があります。 ただし、これは、サービス プロバイダーのネットワークのレイアウトに

よって決まります。つまり、PSAPに共有スイッチを使用する場合、必要なゲートウェイが1つだ

けである可能性があります。 サービス プロバイダーと話し合い、ビルの要件を決定します。 こ

の例では、2つのゲートウェイが必要であることが前提です。当然ながら、ご使用のテレフォニー

ネットワークのキャパシティ プランニングでは、各リンクに複数のゲートウェイが必要な場合が

あります。

ゲートウェイを設定してサービス プロバイダーのネットワークに正しく接続した後、ゲートウェ

イCOLを使用するためにコロンバスのERLで使用されるすべてのルートパターンを設定し、ゲー

トウェイCHILを使用するためにチリコシーの ERLで使用されるすべてのルート パターンを設定

します。 サイト間で電話機を移動すると、Emergency Responder によって、それらの ERL が動的

に更新され、緊急コールが目的のゲートウェイからルーティングされるようになります。

また、SNMP のパフォーマンスを WAN リンクのアカウントに合わせなければならない場合があ

ります。 Emergency Responder では、そこで電話機の移動を追跡するためにリモート サイトのス

イッチの SNMP クエリーを実行する必要があります。SNMP クエリーを正常に実行するために十

分な時間がない、または再試行できない場合には、SNMP タイムアウトの問題が発生する可能性

があります。 詳細については、SNMP接続のセットアップ, （142ページ）を参照してください。

これらの例を他のネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

• メイン サイトと PSAP での配置, （26 ページ）

• メイン サイトと 2 つ以上の PSAP での配置, （27 ページ）

• 複数のサイトをカバーするメイン サイトでの配置, （31 ページ）

• 2 つのメイン サイトの配置, （33 ページ）
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サテライト オフィスの規模が小さく（電話機 50 台未満）、Survivable Remote Site Telephony
（SRST）を使用している場合、メイン オフィスの Emergency Responder ではなく、ローカル

PSAP に対して CAMA トランクが設定されている FXO ポートに 911 コールを送信するように

リモート オフィスにゲートウェイを設定することで、緊急コールの直接サポートが容易にな

る可能性があります。

ヒント

関連トピック

緊急コール処理, （11 ページ）

Emergency Responder とネットワーク, （9 ページ）

必要な Cisco Emergency Responder グループの決定, （19 ページ）

新しいシステムへのインストール, （54 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）
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複数のサイトをカバーするメイン サイトでの配置

次の図に、2つ以上のメイン サイトに2つ以上のPSAPがあり、さらにサイトごとに1つのUnified
CM クラスタがある Emergency Responder の設定を示します。

図 7：2 つ以上のサイトをカバーする 1 つのメイン サイトでの Emergency Responder の配置

このタイプのネットワークをサポートするには、2 つの Emergency Responder サーバを設置し、1
つのサーバをパブリッシャとして設定して、もう 1 つのサーバを、パブリッシャを指定するサブ

スクライバとして設定します。

ロケーションをカバーする PSAP が 2 つあるため、サービス プロバイダーのネットワークの別の

部分に接続している複数のゲートウェイが必要になる場合があります。 ただし、これは、サービ

ス プロバイダーのネットワークのレイアウトによって決まります。つまり、PSAP が、緊急コー

ルをインテリジェントに複数の PSAP にルーティングできる選択ルータに接続される場合、必要

なゲートウェイが 1つだけである可能性があります。 サービス プロバイダーと話し合い、ビルの

要件を決定します。 この例では、サイトごとに 1 つのゲートウェイが必要であることが前提で

す。 当然ながら、ご使用のテレフォニー ネットワークのキャパシティ プランニングでは、各リ

ンクに複数のゲートウェイが必要な場合があります。

ゲートウェイを設定してサービスプロバイダーのネットワークに正しく接続した後、ローカルサ

イトのゲートウェイを使用するために、サイト A の ERL で使用されるすべてのルート パターン
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とサイト B の ERL で使用されるすべてのルート パターンを設定します。 建物間で電話機を移動

すると、Emergency Responder によって、それらの ERL が動的に更新され、緊急コールが目的の

ゲートウェイからルーティングされるようになります。

この例では、Emergency Responderが 2つのUnified CMクラスタに接続され、サイト間の電話機の

移動が容易になります。サイト A およびサイト B の Unified CM クラスタで、サイト A の ERL の

ルート パターンとサイト B の ERL のルート パターンを設定する必要があります。

EMCC を使用する複数のサイトをカバーする 1 つのサイト

2つのUnified CMクラスタ間でExtensionMobility Cross Cluster（EMCC）を使用すると、Emergency
Responder で 911 コールの拡張サポートを提供できるようになります。

図 7：2 つ以上のサイトをカバーする 1 つのメイン サイトでの Emergency Responder の配置, （31
ページ） は、1つのサイトでEmergencyResponderがどのように配置され、各サイトにあるUnified
CM を使用して 2 つ以上の各サイトをどのようにカバーするかを示しています。

このシナリオでは、Emergency Responder サーバは EMCC ユーザのホーム クラスタと Unified CM
の Visiting クラスタの両方で共有されます。 Emergency Responder で処理する場合、911 コールが

EMCC にログインしたユーザによって発信されても、Unified CM ホーム クラスタでは、911 コー

ルをユーザの Visiting クラスタに転送するために付属コーリング サーチ スペース（CSS）を使用

できません。

その代わりに、両方のクラスタをサポートしている共有 Emergency Responder サーバによって、

ユーザのホーム クラスタにある 911 コールが処理されます。

これらの例を他のネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

• メイン サイトと PSAP での配置, （26 ページ）

• メイン サイトと 2 つ以上の PSAP での配置, （27 ページ）

• サテライト オフィスがあるメイン サイトでの配置, （28 ページ）

• 2 つのメイン サイトの配置, （33 ページ）

関連トピック

緊急コール処理, （11 ページ）

Emergency Responder とネットワーク, （9 ページ）

必要な Cisco Emergency Responder グループの決定, （19 ページ）

新しいシステムへのインストール, （54 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

32

Cisco Emergency Responder の計画

複数のサイトをカバーするメイン サイトでの配置



2 つのメイン サイトの配置

次の図は、それぞれが個別の PSAP でカバーされている 2 つ（以上）のメイン サイトで構成され

ている Emergency Responder を示します。

図 8：2 つのメイン サイト内の Cisco Emergency Responder の配置

この例の説明と次の例を組み合わせることで、この例をより複雑な設定に適用させることができ

ます。

• 一部のメイン サイトにサテライト オフィスがある場合のそれらのオフィスでの Emergency
Responder の配置については、サテライト オフィスがあるメイン サイトでの配置, （28 ペー

ジ）を参照してください。

1つのメイン サイトが複数のPSAPでカバーされている場合のそのサイトでのEmergencyResponder
の配置については、メイン サイトと 2 つ以上の PSAP での配置, （27 ページ）を参照してくださ

い。 このタイプのネットワークをサポートするには、次のことを行います。

• シカゴに 2つの Emergency Responderサーバを設置し、1つのサーバをパブリッシャとして、

もう 1つのサーバをパブリッシャを指定するサブスクライバとして設定します。 設置後、シ

カゴの Emergency Responderグループにある Emergency Responderパブリッシャ サーバを、ク

ラスタ データベースとして使用するために選択します。 Emergency Responder クラスタおよ

びクラスタ DB ホストのセットアップ, （124 ページ）を参照してください。

• ニューヨークに 2つの Emergency Responderサーバを設置し、1つのサーバをパブリッシャと

して、もう 1 つのサーバをそのパブリッシャを指定するサブスクライバとして設定します。

設置後、シカゴの Emergency Responder グループにある Emergency Responder パブリッシャ
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サーバを、クラスタ データベースとして使用するために選択します。 Emergency Responder
クラスタおよびクラスタ DB ホストのセットアップ, （124 ページ）を参照してください。

ほとんどの場合、メイン オフィスをカバーする個別の PSAPがあります。 この例では、シカゴと

ニューヨークで異なる PSAP を使用します。 サービス プロバイダーのネットワークの別の部分

（別のサービス プロバイダーを使用している場合があります）に接続するには、シカゴとニュー

ヨークにそれぞれ、少なくとも 1つのゲートウェイが必要です。 サービス プロバイダーと話し合

い、ビルの要件を決定します。当然ながら、ご使用のテレフォニーネットワークのキャパシティ

プランニングでは、各サイトに複数のゲートウェイが必要な場合があります。

ゲートウェイを設定してサービス プロバイダーのネットワークに正しく接続した後、シカゴの

ERLで使用されるすべてのルート パターンをゲートウェイCHIを使用するように設定し、ニュー

ヨークの ERL で使用されるすべてのルート パターンをゲートウェイ NYC を使用するように設定

します。

シカゴとニューヨーク間で電話機の移動を可能にするには、クラスタ間トランクを設定して、

CiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタをリンクし、EmergencyResponderグループ間のルー

ト パターンを作成して、Emergency Responder で個別の Emergency Responder グループでカバーさ

れる Cisco Unified Communications Manager クラスタ間のコール転送ができるようにする必要もあ

ります。 この状況において Emergency Responder で電話機の移動を処理する方法の詳細について

は、Cisco Emergency Responder グループ間の通信に対するルート パターンの作成, （85 ページ）

を参照してください。

サイト間で電話機を移動すると、Emergency Responder によって、それらの ERL が動的に更新さ

れ、緊急コールが目的のゲートウェイからルーティングされるようになります。 ただし、WAN
リンクが使用不能になった場合、Emergency Responderでサイト間の電話機の移動を追跡できませ

ん。
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WAN を介したクラスタリングによる 2 つのメイン サイトへの配置

次の図は、WAN を介したクラスタリング（CoW）による 2 つのメイン サイトを含む Emergency
Responder 構成を示しています。

図 9：WAN を介したクラスタリングによる 2 つのメイン サイトへの Cisco Emergency Responder の配置

このタイプのネットワークをサポートするには、各サイトにEmergency Responderサーバを 1つず

つインストールし、一方のサーバをパブリッシャとして、もう一方のサーバをサブスクライバと

して設定します。 ER パブリッシャはプライマリ Unified CM CTI Manager とともに配置し、ER サ

ブスクライバはセカンダリ Unified CM CTI Manager とともに配置する必要があります。

次の制約事項に注意してください。

• ERパブリッシャとERサブスクライバ間で（データレプリケーション用に）少なくとも1.544
Mbps の帯域幅が利用可能であること

• Unified CM サーバとどちらか一方の ER サーバ間で RTT が 80 ミリ秒を超えないこと
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WAN を介した CTI および JTAPI のサポート

「通常の動作でのWANを介した JTAPI」の図に、日常または通常の動作でのWANを介した JTAPI
を示します。

このトポロジでは、プライマリ CTI Manager はサイト 1 の Unified CM サブスクライバ上で動作し

ています。 サイト 2 の Unified CM サブスクライバからの緊急コールは、WAN を介した CTI を使

用し、サイト 1のプライマリCTIManagerを経由してサイト 1の ERパブリッシャに到達します。

図 10：通常の動作での WAN を介した JTAPI

「フェールオーバー動作での WAN を介した JTAPI」の図に、フェールオーバー動作での WAN を

介した JTAPI を示します。

Emergency Responderのフェールオーバー動作では、サイト 1のUnified CMサブスクライバからの

緊急コールは、WAN を介した JTAPI を使用し、サイト 1 の Unified CM サブスクライバで動作し

ているプライマリ CTI Managerを経由して、サイト 2 の Emergency Responderサブスクライバに到

達します。

図 11：フェールオーバー動作での WAN を介した JTAPI

Emergency Responder のフェールオーバーでは、ER サブスクライバがプライマリ CTI Manager に

登録します。 Emergency Responder のフォールバックでは、Emergency Responder パブリッシャが

プライマリ CTIManagerに再登録します。 Emergency Responderのフェールオーバーおよびフォー

ルバックには、4 ～ 5 分かかります。 この時間は、設定されている CTI ポートの数によって異な

る場合があります。

WAN を介した CTI と WAN を介した JTAPI の両方で、最大 80 ミリ秒のラウンドトリップのネッ

トワーク遅延がサポートされます。
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EMCC を使用する 2 つのメイン サイトでのクラスタ配置

2つのUnified CMクラスタ間にExtensionMobility Cross Cluster（EMCC）を使用すると、Emergency
Responder によって、911 の拡張サポートが提供されます。

図 8：2 つのメイン サイト内の Cisco Emergency Responder の配置, （33 ページ）は、2 つ（また

はそれ以上）のメイン サイトがあり、各サイトに個別の PSAP がある Emergency Responder の設

定を示します。

このシナリオでは、EMCCに 2つのクラスタを設定する必要があります。 EMCCにログインした

ユーザが 911 コールを発信すると、コールはそのユーザのホーム クラスタにある Emergency
Responder グループに転送されます。

ユーザのホームクラスタおよびVisitingクラスタにあるEmergencyResponderグループは、Emergency
Responder クラスタを形成します。 ホーム クラスタにある Emergency Responder グループによっ

て、コールが 2 つの Unified CM クラスタ間のクラスタ内トランク（ICT）を経由して Visiting の

Emergency Responder グループにリダイレクトされ、Visiting の Emergency Responder によって、

コールが適切な PSAP にルーティングされます。

このシナリオでは、Unified CM に付属 CSS は設定されません。（注）

これらの例を他のネットワークに拡張するには、次の例を参照してください。

• メイン サイトと PSAP での配置, （26 ページ）

• メイン サイトと 2 つ以上の PSAP での配置, （27 ページ）

• サテライト オフィスがあるメイン サイトでの配置, （28 ページ）

• 複数のサイトをカバーするメイン サイトでの配置, （31 ページ）

関連トピック

緊急コール処理, （11 ページ）

Emergency Responder とネットワーク, （9 ページ）

必要な Cisco Emergency Responder グループの決定, （19 ページ）

新しいシステムへのインストール, （54 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）

ワイドエリア ネットワークでのローカル ルート グルー

プの設定
ワイドエリア ネットワーク（WAN）上で複数のロケーションにまたがって Emergency Responder
と Cisco Unified Communications Manager を配置した場合、Emergency Responder と Cisco Unified
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CommunicationsManager間の接続が故障した状況でもユーザが緊急コールを発信できるようにロー

カル ルート グループ（LRG）を設定することを推奨します。

Emergency Responder と Cisco Unified Communications Manager の間に通信障害が発生している間、

次の Emergency Responder 機能はサポートされません。

• オンサイト アラート

• Web アラート

• 電子メール アラート

• PSAP コールバック

• デバイス モビリティ

デバイスモビリティをサポートするには、あるロケーションから別のロケーションに電話機

を移動する際に 911 コールが新しい LRG ロケーションにルーティングされるように Cisco
Unified Communications Manager でデバイス モビリティを設定する必要があります。

LRG を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Manager Administrationで、911 緊急コール ルーティング用に LRG の

ルート パターンおよびルート ポイントを設定します。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Manager Administration で、LRG のルート パターンを使用して緊急

コールのルート ポイントで転送されている接続先のルート ポイントを設定します。

ステップ 3 Emergency Responder Administrationで、LRGのルート パターンをデフォルト ERLとして設定しま

す。

関連トピック

緊急コール処理, （11 ページ）

Emergency Responder とネットワーク, （9 ページ）

必要な Cisco Emergency Responder グループの決定, （19 ページ）

新しいシステムへのインストール, （54 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）
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第 2 章

Cisco Emergency Responder のインストール

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）は、Cisco Unified Communications Operating
System ソフトウェアを含む、Emergency Responder をインストールするために必要なすべてが含

まれたインストール用 DVD で配布されます。

Emergency Responder 7.1 または Emergency Responder 8.0 は、Emergency Responder 8.6 以降にアッ

プグレードできます。 その他のバージョンのEmergency Responderは、直接Emergency Responder
8.6 以降にアップグレードすることはできません。 （例：Emergency Responder 1.x、Emergency
Responder 2.x、Emergency Responder 7.0）。

• ハードウェアおよびソフトウェア要件, 39 ページ

• システムの準備, 40 ページ

• Cisco UCS サーバ上のインストールおよび移行, 43 ページ

• 新しいシステムへのインストール, 54 ページ

• Emergency Responder のアップグレード, 61 ページ

ハードウェアおよびソフトウェア要件
Cisco Emergency Responder を適切に実行するには、特定のハードウェアおよびソフトウェアが必

要です。 インストールまたはアップグレードを行う前に、次の各項を確認してください。

• 最新バージョンの Cisco Emergency Responder のリリース ノートを参照して、Emergency
Responder の動作に必要なすべてのハードウェアおよびソフトウェアがサポートされている

バージョンで設置およびインストールされていることを検証し、

CiscoMCSUnified CommunicationsManager Applianceプラットフォームに、必要とする設定を

満たす Emergency Responder 機能が用意されていることを確認してください。 （また、シス

コが認定する同等のサーバを使用することもできます）。

• ライセンス要件, （6 ページ）を参照して、インストール処理を開始する前に、必要なライ

センス キーがすべて使用できることを確認してください。
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システムの準備
EmergencyResponderのインストール プロセスでは、プラットフォーム ソフトウェアとEmergency
Responder ソフトウェアの両方がインストールされます。 インストール中には、インストールを

完了するためにシステムで必要な情報の入力を求めるプロンプトが表示されます。

インストールまたはアップグレードは、オフピーク時間中に実行することを推奨します。 イ

ンストールおよびアップグレード手順により、ハードディスクが完全にフォーマットされま

す。したがって、インストールまたはアップグレード中は、Emergency Responder を使用でき

ません。

（注）

システムに Cisco Emergency Responder をインストールする前に、またはシステムをアップグレー

ドする前に、次の情報を確認してください。

• Emergency Responder のアップグレード：

◦ 最新のバージョンの Emergency Responder にアップグレードする前に、現在使用してい

るバージョンの Unified CM との互換性があることを確認する必要があります。 Cisco
Unified Communications Compatibility Tool を使用して、この問題を調べることができま

す。このツールは次の URL から入手可能です。http://tools.cisco.com/ITDIT/vtgsca/
VTGServlet

◦ Unified CM をアップグレードする前に、Emergency Responder をアップグレードする必

要があります。 新しいバージョンの Emergency Responder をインストールした後にの

み、Unified CM をアップグレードできます。

◦ Emergency Responder と Unified CM の両方をアップグレードした後で、Emergency
Responder 上で Unified CM のバージョンを更新する必要があります。

◦ アップグレードの正しい順序およびこの内容に関する追加情報については、表 1：アッ

プグレード作業, （42 ページ）を参照してください。

• Emergency Responder のバージョン

◦ 別のバージョンの Emergency Responderを同じ Emergency Responderグループ内に配置す

ることはできません。 プライマリ Emergency Responder サーバとスタンバイ Emergency
Responderサーバで同じバージョンのEmergencyResponderを実行する必要があります。

最新バージョンの Emergency Responder にアップグレードする場合、両方の Emergency
Responder サーバを同時にアップグレードするようにしてください。
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Emergency Responder では、クラスタ内で異なるバージョンの Emergency
Responderを実行している 2つのサーバ グループ間での相互運用性がサポート

されます。たとえば、クラスタ内のあるグループが最新バージョンのEmergency
Responderを実行し、クラスタ内の別のサーバ グループでEmergencyResponder
1.3、Emergency Responder 2.0.x、Emergency Responder 7.x、および Emergency
Responder 8.0 を実行することができます。 ただし、Emergency Responder に

は、EmergencyResponder 1.3以前のバージョンとの相互運用性はありません。

（注）

• Emergency Responder のホスト名とパスワードを決め、一覧にします。

◦ Emergency Responder をインストールする前に、Emergency Responder サーバで恒久的に

使用するホスト名、ユーザ インターフェイス管理者名、およびパスワードを決定しま

す。 インストール後に Emergency Responder サーバのホスト名を変更すると、問題が発

生する場合があります。

◦ Emergency Responder のパブリッシャおよびサブスクライバのホスト名には、アンダー

スコア文字（_）を使用しないでください。 既存の Emergency Responder サーバでホス

ト名にアンダースコアを使用している場合は、そのサーバのホスト名を変更してから

Emergency Responder をインストールしてください。

◦ Cisco Emergency Responder 管理ユーザのパスワードを決定します。

Emergency Responder 管理ユーザのパスワードは、長さ 6 文字以上にしてくだ

さい。パスワードには英数字、ハイフン、アンダースコアを使用できます。

また、英数字から始まるパスワードにしてください。

（注）

• イーサネット NIC 速度とデュプレックス モード

◦ イーサネットNIC速度およびデュプレックスのオートネゴシエーションをイネーブルに

するかどうかを決定します。

◦ イネーブルにする場合、追加の情報は必要ありません。

◦ イネーブルにしない場合は、使用するイーサネットNIC速度およびデュプレックスモー

ドを決定します。

• DHCP の設定

◦ IPアドレスの割り当てに、DynamicHost Configuration Protocol（DHCP）を使用するかど

うかを決定します。

◦ 使用する場合、追加の情報は必要ありません。

◦ 使用しない場合は、[Static Network Configuration] で入力するホスト名、IP アドレス、IP
マスク、およびゲートウェイ アドレスが必要になります。

Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

41

Cisco Emergency Responder のインストール

システムの準備



• NTP クライアントの情報

◦ 外部ネットワーク タイム プロトコル（NTP）サーバのセットアップが要求されます。

システム時刻を正確に保つために、外部 NTP サーバを使用することを推奨します。

◦ 外部 NTP サーバを使用する場合は、サーバの IP アドレスまたはホスト名を入力する必

要があります。

◦ 外部 NTP サーバを使用しない場合は、システムの日付と時刻の情報を手動で入力する

必要があります。

UCS サーバに Emergency Responder をインストールする場合は、NTP サーバの使用が必須で

す。

（注）

• Database Access Security パスワードを決定します

◦ servergroupのノードが通信できるようにするには、データベースアクセスセキュリティ

パスワードが必要です。パスワードは、servergroupのすべてのノードで共有されます。

◦ パスワードは、長さ6文字以上にしてください。パスワードには英数字、ハイフン、ア

ンダースコアを使用できます。 また、英数字から始まるパスワードにしてください。

• SMTP ホストの設定（任意）

◦ SMTP ホストを使用するかどうかを決定します。

◦ 使用する場合は、SMTP ホストのホスト名または IP アドレスを決めます。

• 警告：

◦ インストールの前に、次の URL にある最新の Emergency Responder のリリース ノート

を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps842/prod_release_notes_list.html

Emergency Responder のコンポーネントは、表 2：インストール作業, （43 ページ）に示す順序で

インストールしてください。

表 1：アップグレード作業

参照先インストール作業

• http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/
tsd_products_support_series_home.html

• http://www.cisco.com/univercd/cc/td/doc/product/voice/
c_callmg/index.htm

• ソフトウェア アップグレード, （218 ページ）

EmergencyResponderのアップグレー

ド
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参照先インストール作業

CiscoUnified CommunicationsManagerのバージョンの変更,
（247 ページ）

Unified CM のアップグレード

Cisco Unified Communications Manager バージョンの更新,
（481 ページ）

Unified CM のバージョンの更新

表 2：インストール作業

参照先インストール作業

• http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/
tsd_products_support_series_home.html

• http://www.cisco.com/en/US/products/sw/voicesw/ps556/
tsd_products_support_series_home.html

Cisco Unified CommunicationsManager
のインストール

新しいシステムへのインストール, （54 ページ）新規インストールとしてのEmergency
Responder のインストール

Cisco UCS サーバ上のインストールおよび移行
次の各項では、Cisco UCS サーバ上の Cisco Emergency Responder のインストールの変更、アップ

グレード、および移行について説明しています。

システム要件

Cisco UCS サーバで Cisco Emergency Responder を実行するには、表 3：システム要件, （43 ペー

ジ）で示している要件をシステムが満たしている必要があります。

表 3：システム要件

システム パラメータのオプションシステム パラメータ

次の URL にあるドキュメントを参照してください。

http://www.cisco.com/go/uc-virtualized

SupportedVirtualMachine Configuration

次の URL にあるドキュメントを参照してください。

http://www.cisco.com/go/uc-virtualized

IOPS per virtual machine (VM)
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システム パラメータのオプションシステム パラメータ

ESXi 4.0 Update 1

ESXではなく、ESXiを使用してCisco UCSサー

バ上で Cisco Emergency Responder を実行してい

ることを確認してください。 ただし、サーバを

ESXホストを含むVMware vCenterの一部にする

ことはできます。

（注）

VMware version

No

シスコでは、実行中の VM 上での vMotion はサ

ポートされません。 ただし、VM の電源を切断

し、異なるラック サーバでVMをリブートした

場合は、サポートされます。ラックサーバをメ

ンテナンス モードに設定する場合、これが役立

つことがあります。

（注）

VMware—vMotion

YesVMware—Site Recovery Manager

YesVMware—High Availability

YesVMware—Data Recovery (VDR)

非サポートリストに含まれていない他のすべて

の VMware 機能

Cisco Emergency Responder を Cisco UCS サーバで正常に動作させるには、VMware ESXi を実行し

ているホストサーバ管理の経験とスキルが必要です。この経験がなく、必要な情報をすぐに取得

したい場合は、VMware を簡単に動かせる Web ベースのアプリケーションである VMware GO の

使用を検討してください。

VMware GO を使用する場合でも、Cisco UCS サーバの Cisco Emergency Responder でサポート

する VMware 設定が必要です。この設定については、http://www.cisco.com/go/swonly および

http://www.cisco.com/go/uc-virtualized で説明しています。

（注）

Cisco UCS サーバへのインストール

次の各項では、Cisco UCS サーバへの Cisco Emergency Responder の新規インストールの実行方法

について説明します。

• サーバのインストールおよび設定に関する設定チェックリスト, （45 ページ）

• インストールの準備, （46 ページ）
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• RAID のセットアップ, （47 ページ）

• vSphere クライアントのインストール, （48 ページ）

• VM に使用されるデータストアのアライン, （48 ページ）

• 仮想マシンの作成, （48 ページ）

• 仮想マシン テンプレート（OVA テンプレート）のダウンロード, （49 ページ）

• Emergency Responder の VM へのインストール, （50 ページ）

サーバのインストールおよび設定に関する設定チェックリスト

次の手順に、Cisco Emergency Responder を Cisco UCS サーバにインストールして設定するために

必要な、主な手順を示します。

手順

ステップ 1 サーバの設置を準備します。

詳細については、インストールの準備, （46 ページ）を参照してください。

ステップ 2 サーバを物理的に設置し、接続します。

ステップ 3 サーバで電源を投入し、リモート管理用の Cisco Integrated Management Controller（CIMC）の設定

を行います。

ステップ 4 UCS サーバを別に購入した場合、RAID 設定の仕様を次のように設定します。

• 最初の2つのドライブは、RAID1（ミラー化）ドライブとして設定されます。このドライブ

は、ESXi のインストール用です。

• 次の 4 つのドライブは、RAID 5 ドライブとして設定されます。 このドライブは、VM 用で

す。

ドライブの数は、UCS サーバの各バージョンによって異なる場合がありま

す。

（注）

詳細については、RAID のセットアップ, （47 ページ） を参照してください。

ステップ 5 UCS サーバを別に購入した場合、BIOS を次のように設定します。

• Quiet モードを無効にします。

• CDROM アクセスの拡張 SATA を有効にします。

• 次のブート順序を設定します。

◦ 1 番めに SATA5:Optiarc DVD
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◦ 2 番めに PCI RAID アダプタ

ステップ 6 2 台の使用可能なディスクのより小さい方（約 130 GB）に VMware EXSi 4.0.0 Update 1 をインス

トールし、設定します。

詳細については、VMware ESXi のマニュアルを参照してください。

ステップ 7 vSphere クライアントをインストールします。

詳細については、vSphere クライアントのインストール, （48 ページ）および vSphere クライアン

トのマニュアルを参照してください。

ステップ 8 VM のデータストアをアラインします。

詳細については、VMに使用されるデータストアのアライン, （48ページ）を参照してください。

ステップ 9 802.1q トランキングを使用する場合、MTU サイズを 1472 に設定します。

ステップ 10 仮想マシン（VM）をインストールし、設定します。

詳細については、仮想マシンの作成, （48ページ）と仮想マシン テンプレート（OVAテンプレー

ト）のダウンロード, （49 ページ）を参照してください。

ステップ 11 Cisco Emergency Responder を VM にインストールします。

詳細については、Emergency Responder の VM へのインストール, （50 ページ）を参照してくださ

い。

インストールの準備

この項では、スタンドアロン構成（つまり、データセンターにはない状態）での、CiscoUCSサー

バへの Cisco Emergency Responder のインストールを準備する方法について説明します。

設置前に、次のリソースを確保する必要があります。

• 2 RU の UCS サーバを設置するラック内のスペース。

• UCS サーバに近いスイッチ上のイーサネット ポート。

◦ 1 つのポートは CIMC 用。

◦ 2 つのポートは LAN on motherboard（LOM）NIC 用。

• CIMC 管理ポートの IP アドレス。

• 仮想ホストの IP アドレス。 これは、UCS サーバの IP アドレスで、ESXi によって使用され

ます。

• ホスト名と、仮想ホストのホスト名で任意に設定する DNS。

• VM の IP アドレス。
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Cisco UCSサーバでVMを作成し、Cisco Emergency Responderのインストールを準備するには、次

の手順を実行します。

手順

ステップ 1 アプリケーションに VM テンプレートをダウンロードします。

詳細については、仮想マシン テンプレート（OVAテンプレート）のダウンロード, （49ページ）

を参照してください。

ステップ 2 UCS サーバにあるデータストアにテンプレートをアップロードします。

この場合には、より小さいデータストア（ESXiをインストール済み）を使用することを推奨しま

す。

ステップ 3 このテンプレートを UCS サーバで使用できるようにします。

ステップ 4 vSphere クライアントを使用してテンプレート ファイルを配置します。 新しい VM に次の情報を

入力します。

• hostname

• datastore：十分なリソースがあるデータストアを選択します。

ステップ 5 VM の作成を完了します。

これで、アプリケーションの使用に適した容量の RAM、CPU の数、およびディスクのサイズと

数で、新しい VM が作成されました。

ステップ 6 VM 上の Cisco UCS サーバに Cisco Emergency Responder をインストールします。

詳細については、Emergency Responder の VM へのインストール, （50 ページ）を参照してくださ

い。

仮想マシン テンプレート（OVA テンプレート）のダウンロード

Cisco Emergency Responder 仮想マシンの構成は、サポート対象仮想マシン テンプレートに一致さ

せる必要があります。

次の手順を実行して、Cisco UCS サーバの Cisco Emergency Responder 用の仮想マシン テンプレー

トを取得します。

手順

ステップ 1 ブラウザで、次の URL を選択します。
http://tools.cisco.com/support/downloads/go/Redirect.x?mdfid=278875240
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ステップ 2 ブラウザで指示された場合は、Cisco.com のユーザ名およびパスワードをテキスト ボックスに入

力し、[Log In] ボタンをクリックします。

ステップ 3 [IP Telephony] > [Call Control] > [Cisco Unified Communications Manager (Cisco Unified CM)] の順に選

択します。 Unified CM の最新バージョンを選択します。

ステップ 4 [Unified Communications Manager Virtual Machine Templates] リンクをクリックします。

ステップ 5 Latest Releases フォルダで、[1.0(1)] リンクをクリックします。

ステップ 6 [DownloadNow]ボタンをクリックします。 プロンプトに従い、必要な情報を入力し、ソフトウェ

アをダウンロードします。

ステップ 7 [Download Cart]ウィンドウが表示されたら、[Readme]リンクをクリックして、仮想マシン テンプ

レートのリリース情報を参照します。

Emergency Responder の VM へのインストール

次の手順に従って、新しい VM に Cisco Emergency Responder をインストールします。

手順

ステップ 1 vSphere クライアントで、次に VM がリブートされたときに BIOS 設定が適用されるよう、VM を

編集します。

ステップ 2 VMDVD-ROMドライブで、Emergency Responderインストール メディアを使用できるようにしま

す。

ステップ 3 VM の電源を投入し、次に BIOS 設定で、ハード ドライブの前に CD ROM からブートするように

設定します。

ステップ 4 VM のブートを完了します。

Cisco Emergency Responder のインストール プログラムが起動します。 インストールの詳細につい

ては、『Installing Cisco Emergency Responder』を参照してください。

UCS サーバの Emergency Responder のライセンス

次の各項では、CiscoUCSサーバのCiscoEmergencyResponderのライセンスについて説明します。

新しいライセンス付与手順によるお客様への影響

Cisco UCS サーバの Cisco Emergency Responder は、MCS サーバの Cisco Emergency Responder とは

異なるライセンシング モデルを使用します。 NIC カードの MAC アドレスは、ライセンスのサー

バへの関連付けには使用されなくなりました。
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ライセンスを再ホストするには、ライセンスチームに問い合わせる必要があります。ライセンス

チーム（licensing@cisco.com ）までお問い合わせください。

仮想マシンの構成とライセンス

シスコからのサポートを受けるには、Cisco UCS サーバ上で Cisco Emergency Responder を実行す

る仮想マシンの構成が、システム要件, （43 ページ）に記載されている仕様を満たしている必要

があります。

Cisco Emergency Responder は他の仮想マシン設定でもインストールし、ライセンスを得ることが

できますが、シスコではこのような設定をサポートしません。

Cisco UCS サーバの Emergency Responder への移行

Media Convergence Server（MCS サーバ）から Cisco UCS サーバの Cisco Emergency Responder への

移行では、サーバ ハードウェアを交換する手順に類似した手順を実行します。

次の手順に、移行プロセスの概要およびその他の関連資料を示します。

手順

ステップ 1 MCS サーバを Cisco Emergency Responder の最新バージョンにアップグレードします。

ステップ 2 MCSサーバと異なる IPアドレスが Emergency Responder VMで使用されている場合、MCSサーバ

の IP アドレスを、Emergency Responder VM で使用されている値に変更します。

Emergency Responder VM 上のホスト名は、MCS サーバ上のホスト名と同じままにする

必要があります。

（注）

ステップ 3 MCS サーバで DRS バックアップを実行します。

ステップ 4 MCS ノードの代替として使用する Cisco UCS サーバに仮想マシン（VM）を作成します。

詳細については、Cisco UCS サーバへのインストール, （44 ページ）を参照してください。

ステップ 5 Cisco UCS サーバに Cisco Emergency Responder の新しいバージョンをインストールします。

詳細については、Cisco UCS サーバへのインストール, （44 ページ）を参照してください。

ステップ 6 DRSの復元を実行して、MCSサーバからバックアップされたデータをCisco UCSサーバに復元し

ます。

ステップ 7 新しいライセンスを Cisco UCS サーバの Cisco Emergency Responder にアップロードします。

VMware のサポート

Cisco UCS サーバで Cisco Emergency Responder を使用する場合、次の事項を考慮してください。

• サーバに DVD ドライブがない場合は、インストール、アップグレード、復元手順には ISO
や Virtual Floppy（FLP; 仮想フロッピー）などの「ソフト メディア」を使用します。
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• USB テープのバックアップはサポートされません。

• VMware 仮想スイッチでは、NIC チーミングが設定されています。

• ハードウェア SNMP および Syslog は、VMware および UCS Manager に移動されます。

• インストール ログは、仮想シリアル ポートのみに書き出されます。

• ユーザ介入なしのインストールでは、USB の代わりに仮想フロッピーが使用されます。

• 基本的な UPS 統合はサポートされません。

• ブート順序は、VMware VM の BIOS によって制御されます。

• ハードウェア BIOS、ファームウェア、ドライバは必要なレベルでなければなりません。ま

た、VMware 製品およびバージョンをサポートする Cisco Emergency Responder と互換性があ

るよう設定する必要があります。

UCS C シリーズ サーバの詳細については、次の URL を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/c/sw/gui/config/guide/1.1.1/b_Cisco_UCS_C-Series_
Servers_Integrated_Management_Controller_Configuration_Guide_1_1_1.html

Cisco UCS C シリーズの Integrated Management Controller の製品インストールおよび設定のガイド

については、次の URL を参照してください。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10739/products_installation_and_configuration_guides_list.html

Cisco UCS Manager の製品インストールおよび設定のガイドについては、次の URL を参照してく

ださい。

http://www.cisco.com/en/US/products/ps10281/products_installation_and_configuration_guides_list.html

Cisco UCS サーバ上の Emergency Responder の日常業務

Cisco UCS サーバの Cisco Emergency Responder ソフトウェア アプリケーションの日常業務は、ア

プリケーションを MCS サーバにインストールした場合と同様です。

ただし、ハードウェアの管理と監視の一部に違いがあります。これは、Cisco UCS サーバの Cisco
Emergency Responder は仮想環境で動作しているためです。

VM からのハードウェアのモニタリング

VMで実行されているアプリケーションには、物理ハードウェアをモニタする機能はありません。

ハードウェアのモニタリングは、CIMC、ESXi プラグイン、vCenter、または物理的な点検（LED
の点滅など）から行う必要があります。

CIMC からのハードウェア モニタリング

CIMC では次のハードウェア モニタリング機能が提供されています。

• CPU、メモリ、および電源の状況の概要
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• CPU、メモリ、電源、およびストレージなどのハードウェア インベントリの概要

• 電源、ファン、温度、および電圧のセンサーのモニタリング

• BIOS およびセンターのエントリが含まれているシステム イベント ログ

vSphere クライアントおよび vCenter からのハードウェア モニタリング

vSphere クライアントでは次のモニタリング機能が提供されています。

• vCenter にログインしているとき、vSphere クライアントでは、[Alarms] タブで定義されてい

るハードウェア アラームおよびシステム アラームが表示されます。

• VM リソースの使用状況が、[Virtual Machines] タブおよび各 VM の [Performance] タブで表示

されます。

• ホストのパフォーマンスおよびリソースの使用状況が、そのホストの [Performance]タブで表

示されます。

• ESXi がスタンドアロン（vCenterなし）で使用される場合、ハードウェア ステータスおよび

リソースの使用状況は使用できますが、アラーム機能は使用できません。

関連資料

『UCS RAID Controller SMI-S Reference Guide』では、Cisco UCS サーバでの Storage Management
Initiative Specification（SMI-S）サポートについて説明しています。これは、次の URL にありま

す。

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/sw/utilities/raid/reference/guide/ucs_raid_smis_
reference.html

新しいシステムへのインストール
この手順では、新規インストールとしてEmergencyResponderをインストールする方法について説

明します。

Emergency Responderグループ設定は、次の各項で説明するように、パブリッシャ（プライマリ）

およびサブスクライバ（セカンダリ）サーバのペアに基づいて、EmergencyResponderAdministration
Web インターフェイスを使用して入力します。

Emergency Responder パブリッシャのインストール

Emergency Responderをインストールするには、パブリッシャ（プライマリ）を最初にインストー

ルしてから、サブスクライバ（バックアップ）を別のサーバにインストールします。 Emergency
Responder は、Cisco Unified Communications Manager またはすべての Cisco Unified Communications
アプリケーションとは別のサーバにインストールする必要があります。
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新しくインストールするには、約 1 時間かかります。

Publisher をインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder インストール用 DVD を挿入します。

システムでDVDが検出されると、DVDに何らかの問題があるかどうか確認するため、インストー

ルの前にメディアチェックを実行するかどうか尋ねられます。DVDのチェックサムが表示され、

このチェックサムを Emergency Responder の Web サイトで確認するよう指示されます。

画面の下部に、要素間を移動したり要素を選択する手順が、次のように表示されます。

• 次の要素に進むには Tab キーを使用します。

• 前の要素に戻るには Alt キーを押した状態で Tab キーを押します。

• 強調表示した要素を選択するには、スペース キーを使用します。

メディアチェックの実行を選択した場合は、システムによってメディアチェックが実行され、結

果が表示されます。

メディア チェックの結果が [PASS] の場合、[OK] をクリックします。 インストールが開始されま

す。 ステップ 2, （55 ページ） に進みます。

メディア チェックの結果が [FAIL] の場合、シスコから新しいインストール用 DVD を入手してく

ださい。

ステップ 2 CiscoUnifiedCommunicationsシステムのインストールが開始されます。 [ProductDeploymentSelection]
画面に、Cisco Emergency Responder 製品スイートがインストールされることを示すメッセージが

表示されます。 [OK] をクリックして続行します。

ステップ 3 [Proceed with Install] ページに、ハード ドライブにある現在のソフトウェア バージョンとインス

トール用 DVD のソフトウェア バージョンが表示されます。

新規インストールを実行する場合、ハード ドライブにはソフトウェアがなく、インストールを進

めてよいか確認するメッセージが表示されます。 [Yes] をクリックして進みます。

アップグレードを実行する場合、現在のソフトウェアバージョンが表示され、ハードドライブを

上書きしてよいか確認するメッセージが表示されます。 [Yes] をクリックして進みます。

[Yes] をクリックした場合は、インストールが続行され、[Platform Configuration Wizard] が表示さ

れます。

[No] をクリックすると、インストールは終了します。

ステップ 4 [the Platform Configuration Wizard] ページで、[Proceed] をクリックしてプラットフォームのインス

トールを続行します。 [Import Windows Data] ページが表示されます。 ステップ 5, （56 ページ）

に進みます。

[Skip] をクリックした場合は、プラットフォームと Emergency Responder ソフトウェアの両方がイ

ンストールされ、情報の提供を求めるプロンプトはインストール中に表示されません。 インス

トールが完了してシステムがリブートすると、必要な設定情報の入力を求めるプロンプトが表示

されます。
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ステップ 5 [Import Windows Data] ページに、Emergency Responder からのデータのインポートを求めるプロン

プトが表示されます。このページは、新規インストールやLinuxベースの旧バージョンのEmergency
Responder からのアップグレードでは使用しません。 [No] をクリックして、新規インストールを

続行します。 [Basic Install] ページが表示されます。

ステップ 6 [Continue] をクリックして進みます。 [Timezone Configuration] ページが表示されます。

ステップ 7 表示されるリストから、正しい時間帯を選択します。

次のキーを使用して、[Timezone Configuration] ページの要素間を移動します。

• 上矢印または下矢印を使用して、リストから時間帯を選択します。

• 正しい時間帯を選択したら、[OK]をクリックします。 [Auto Negotiation Configuration]ページ

が表示されます。

ステップ 8 [Yes]をクリックして、イーサネットNIC速度およびデュプレックスのオートネゴシエーションを

イネーブルにします。 [DHCP Configuration] ページが表示されます。 [Yes] をクリックした場合

は、ステップ 11, （56 ページ） に進みます。

[No] をクリックした場合、[NIC Speed and Duplex Configuration] ページが表示されます。

ステップ 9 [NIC Speed and Duplex Configuration] ページで、次を行います。

a) [NIC Speed] を選択します。 選択肢は [10 Megabit]、[100 Megabit]、[1000 Megabit] です。

b) [NIC Duplex] 設定を選択します。 選択肢は [Full] または [Half] です。

c) [OK] をクリックします。 [DHCP Configuration] ページが表示されます。

ステップ 10 [MTU Configuration] ページでは、次の手順に従って、ネットワークで送信できる最大伝送単位

（MTU）を設定できます。

a) 1500 バイト未満の MTU 値を設定する場合は、[Yes] をクリックします。

b) デフォルトの MTU 値の 1500 バイトを使用する場合は [No] をクリックします。

ステップ 11 Dynamic Host Configuration Protocol（DHCP）を使用する場合は [Yes] をクリックします。

[Administration Login Configuration] ページが表示されます。 ステップ 15, （57 ページ） に進みま

す。

[No] をクリックした場合は、[Static Network Configuration] ページが表示されます。

ステップ 12 DHCPを使用しない場合は、[StaticNetworkConfiguration]ページに関する次の情報を入力します。

• Host Name

• IP Address

• IP Mask

• Gateway (GW) Address

[OK] をクリックします。 [DNS Client Configuration] ページが表示されます。

ステップ 13 [DNS Client Configuration] ページで、ドメイン ネーム システム（DNS）クライアントを設定する

か尋ねられます。

DNS 設定の詳細については、[Help] ボタンをクリックしてくださ

い。

（注）

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

56

Cisco Emergency Responder のインストール

Emergency Responder パブリッシャのインストール



[Yes] を選択すると、2 つ目の [DNS Client Configuration] ページが表示されます。

[No] を選択すると、[Administration Login Configuration] ページが表示されます。 ステップ 15, （

57 ページ） に進みます。

ステップ 14 2 つ目の [DNS Client Configuration] ページで、次の情報を入力するよう求められます。

• Primary

• Secondary DNS（任意）

• Domain

[OK] をクリックします。 [Administration Login Configuration] ページが表示されます。

ステップ 15 [Administration Login Configuration] ページで、管理者アカウントの ID およびパスワードを入力し

ます。 このパスワードは、CLIと、Cisco Unified OS AdministrationおよびDisaster Recovery System
（DRS）のWebサイトにアクセスするために使用されます。 [Help]をクリックすると、このパス

ワードを作成するガイドラインが表示されます。

入力が終わったら、[OK] をクリックします。 [Certificate Information] ページが表示されます。

ステップ 16 [Certificate Information] ページに関する次の情報を入力します。

• Organization

• Unit

• Location

• State

• Country（スクロールダウン メニューから選択）。

[OK] をクリックします。 [Publisher Configuration] ページが表示されます。

ステップ 17 実行するインストールのタイプに基づき、次のいずれかを行います。

• 設定しているサーバがサーバ グループの Publisher である場合は、[Yes] をクリックします。

[Network Time Protocol Client Configuration] ページが表示されます。 ステップ 18, （57 ペー

ジ） に進みます。

• インストールしているサーバがサーバ グループの Publisher ではない場合、次に進む前に

Publisherで最初にこのサーバを設定する必要があります。 また、このサーバは、インストー

ルが正常に完了するよう、稼働中の Publisher にネットワークでアクセスする必要がありま

す。 Subscriberを設定している場合のみ、[No]をクリックします。 サブスクライバのインス

トールの詳細については、Emergency Responder サブスクライバのインストール, （60 ペー

ジ）を参照してください。

ステップ 18 [NetworkTimeProtocol Client Configuration]ページで、外部ネットワーク タイム プロトコル（NTP）

サーバを設定するか尋ねられます。

Ciscoでは、システム時刻を正確にしておくために、外部NTPサーバを使用することを

強くお勧めします。

（注）
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UCSサーバに Emergency Responderをインストールする場合は、NTPサーバの設定が必須

になります。

注意

[Yes] をクリックした場合は、2 つ目の [Network Time Protocol Client Configuration] ページが表示さ

れます。表示されたフィールドに、外部NTPサーバの IPアドレスまたはホスト名を入力し、[OK]
をクリックします。 [Database Access Security Configuration] ページが表示されます。 ステップ 19,
（58 ページ） に進みます。

[No] をクリックした場合は、[Hardware Clock Configuration] ページが表示されます。 次の情報を

入力します。

• Year（yyyy）

• Month（mm）

• Day（dd）

• Hour（hh）

• Minute（mm）

• Second（ss）

この情報を入力したら、[OK] をクリックします。 [Database Access Security Configuration] ページ

が表示されます。

ステップ 19 [Database Access Security Configuration] ページで、表示されるフィールドにセキュリティ パスワー

ドを入力し、パスワードを確認します。

セキュリティパスワードは、長さ6文字以上にしてください。パスワードには英数字、

ハイフン、アンダースコアを使用できます。 また、英数字から始まるパスワードにし

てください。 このセキュリティ パスワードは、インストール/アップグレード、DRSの

バックアップまたは復元、および「新しいパブリッシャの指定」操作を実行する際に

Emergency Responder サーバ グループ間で安全に通信するために使用されます。

（注）

[Help] をクリックするとガイドラインが表示されます。 終了したら、[OK] をクリックします。

[SMTP Host Configuration] ページが表示されます。

ステップ 20 Simple Mail Transport Protocol（SMTP; シンプル メール転送プロトコル）ホストを設定するか尋ね

られます。 この手順は任意です。

• [Yes]をクリックした場合、2つ目の [SMTPHost Configuration]ページが表示されます。 [Help]
をクリックするとガイドラインが表示されます。表示されたフィールドに SMTPホスト名ま

たは IP アドレスを入力します。 入力が終わったら、[OK] をクリックします。 [Platform
Configuration Confirmation] ページが表示されます。

• [No] をクリックした場合、[Platform Configuration Confirmation] ページが表示されます。

ステップ 21 [Platform Configuration Confirmation] ページで、次のいずれかを行います。

• [OK] を選択してプラットフォーム設定情報を保存し、インストールを続行します。 [Cisco
Emergency Responder Configuration] ページが表示されます。

[OK] を選択すると、プラットフォーム設定情報は変更できませ

ん。

（注）
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または
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ホスト名が IPアドレスに解決されるよう、Emergency ResponderはDNSを使用して設定

されていることを確認してください。

（注）

Emergency Responder サブスクライバのインストール

Publisher のインストール後に、Emergency Responder Subscriber をインストールする必要がありま

す。 Subscriber は Emergency Responder Publisher とは別のサーバにインストールする必要がありま

す。

Subscriber のインストールを開始する前に、Publisher のインストールを完了する必要がありま

す（これには、リブートが含まれます）。

注意

Emergency Responder サブスクライバをインストールするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Publisher サーバで、次を行って Subscriber サーバの詳細を追加します。

a) パブリッシャの Emergency Responder Administration Web サイトにログインします。

b) [System] > [Add Subscriber] を選択します。 [Add Server] ページが表示されます。

c) 新しい Subscriber のホスト名を入力して [Insert] をクリックします。 [Add Subscriber] ページが

再度表示されます。

d) [Configured Servers] リストで、新しい Subscriber のホスト名と IP アドレスが表示されているか

確認します。

ステップ 2 新しいシステムへのインストール, （54 ページ）のステップ 1, （55 ページ）からステップ 16,
（57 ページ）までを行ってください。 ステップ 16, （57 ページ） が完了すると、[Publisher
Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 [Publisher Configuration] ページで、[No] を選択して Publisher ではなく Subscriber をインストール

するよう指定します。 Publisher ではない場合は、続行する前に、Publisher の管理 Web インター

フェイスを使用して最初にこのサーバを設定する必要があることを知らせる警告が表示されます

（詳細については、この手順のステップ 1, （60 ページ） を参照してください）。 また、追加し

ているこのサーバは、インストールが正常に完了するよう、稼働中の Publisherにネットワークで

アクセスする必要があります。

[OK] をクリックして警告を閉じます。

ステップ 4 [Network Connectivity Test Configuration] ページが表示されます。 システムの接続性の検証が試行

されます。 [No] をクリックしてインストールを続行します。

ステップ 5 [Publisher Access Configuration] ページが表示されます。 次を入力します。
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• Publisher のホスト名

• Publisher の IP アドレス

• Publisher のデータベース/セキュリティ パスワード

ステップ 6 Publisher 情報が正しいか確認して [OK] をクリックします。

ステップ 7 [SMTP Host Configuration] ページが表示されます。 SMTP ホストを設定する場合は [Yes] を選択し

ます。

ステップ 8 [Platform Configuration Complete] ページが表示されます。 次のオプションのいずれかを選択しま

す。

• Publisher 情報が正しい場合、[OK] をクリックします。

• 情報が正しくない場合、[Back] ボタンをクリックして、[Publisher Access Configuration] ペー

ジで必要な変更を行います。 [OK] をクリックします。

Emergency Responder Subscriber のインストールが開始され、完了するまでに 20 ～ 30 分かかりま

す。

ステップ 9 インストールが完了したら、Subscriber の [Emergency Responder Administration] Web サイトを表示

して Subscriber が正常にインストールされているか確認します。 正常にインストールされた場合

は、「Primary Cisco Emergency Responder is active」というメッセージが表示されます。 このメッ

セージは Subscriber が正常にインストールされたことを示します。

サブスクライバのインストールでパブリッシャを検証できなかった場合は、トラブル

シューティングの章のパブリッシャを確認できない, （277 ページ）を参照してくださ

い。

（注）

Emergency Responder のアップグレード
バージョン 7.1(1) 以降の Cisco Emergency Responder を最新バージョンの Emergency Responder に

アップグレードするには、Cisco Unified OS Administration Web インターフェイスを使用します。

アップグレードの実行方法については、「ソフトウェア アップグレード」の項を参照してくださ

い。

Emergency Responder 7.0 から最新バージョンの Emergency Responder にアップグレードするには、

初めにEmergencyResponder 7.1へのアップグレードを完了する必要があります。これを行うには、

Cisco.comからダウンロードして入手できるソフトウェアアップグレードを使用します。Emergency
Responder 7.1への直接アップグレードの実行については、『�&�L�V�F�R�(�P�H�U�J�H�Q�F�\�5�H�V�S�R�Q�G�H�U�$�G�P�L�Q�L�V�W�U�D�W�L�R�Q
�*�X�L�G�H�I�R�U�(�P�H�U�J�H�Q�F�\�5�H�V�S�R�Q�G�H�U������』の「Performing Software Upgrades」の項を参照してください。
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ステップ 5 [Insert] をクリックして、新しいコーリング サーチ スペースを追加します。

関連トピック

Emergency Responder のパーティションの作成, （66 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）

電話機のルート プランのセットアップ, （64 ページ）

緊急コールのルート ポイントの作成, （68 ページ）

ELIN 番号の緊急コールおよび PSAP コールバック, （76 ページ）

代替緊急コール番号の作成, （84 ページ）

ゲートウェイおよび PSAP 接続のコーリング サーチ スペースのセットアップ, （85 ページ）

緊急コールのルート ポイントの作成

Unified CM で次の CTI ルート ポイントを設定する必要があります。

• 911 などのロケールの緊急コール番号。

アクセス コードとして 9を使用する場合の Emergency Responderの設定につい

ては、9.911のトランスレーション パターンの作成, （79ページ）を参照して

ください。

（注）

• Emergency Responder スタンバイ サーバでリッスンする必要がある 912 などの番号。

• Public Safety Answering Point（PSAP）からの着信コールで使用される番号。 PSAP が切断さ

れ、発信側にコールする必要がある場合、Emergency Responder ではこれらのコールを ELIN
設定に基づいて変更し、緊急コールを開始した担当者にコールをルーティングします。その

他の ELIN 設定については、ELIN 番号の緊急コールおよび PSAP コールバック, （76 ペー

ジ）を参照してください。

はじめる前に

次の手順では、メインの緊急コール番号として 911 を使用していることを前提とします。 ロケー

ルで別の番号を使用する場合は、「911」をその番号に置き換え、同様に「911」に基づいて「912」
などの他の番号に置き換えます。たとえば、ロケールの緊急コール番号が112である場合、112、

および場合によっては 113、114 を使用します。

EmergencyResponderをインストールする際には、緊急コール番号を入力する必要があります。次

の手順では、インストール時に指定する同一の番号を設定します。

表 4：緊急コールのルート ポイント, （69 ページ） では、緊急コールのルート ポイントについ

て説明します。
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表 4：緊急コールのルート ポイント

ルート ポイントルート ポイント

の設定
ELIN（913）バックアップ番号

（912）

プライマリ番号

（911）

RPELIN913RP912RP911Device Name

PSAP からのすべての着信コール

の接続先。 Emergency Responder
によって、それらのコールが緊急

の発信者に転送されます。ルート

パターンはプレフィックス（913）
と 10 個の X です。 X の数は、番

号計画に基づいてロケールで使用

されている標準電話番号と同じに

する必要があります。

この番号は、数字とXのみで構成

する必要があります。

E.164ダイヤルプランの

場合、X の数に先頭の

「+」は含まれません。

（注）

Emergency Responder
スタンバイ サーバの

ルート ポイント。 プ

ライマリ サーバで

コールを処理できな

い場合には、この

ルート ポイントを経

由してスタンバイ

サーバでコールを処

理します。

エリアの緊急コール

番号。 Emergency
Responder では、こ

の番号へのすべての

コールを処理しま

す。

Description

913XXXXXXXXXX912911Directory Number

E911E911電話機Partition

E911CSSE911CSSE911CSSCalling Search
Space

[Destination]：オンサイトのセキュ

リティ番号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：次のい

ずれかです。

• デフォルト ERL
のルートパター

ン。

• オンサイトのセ

キュリティ番

号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：912

[CSS]：E911CSS

Forward Busy
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ルート ポイントルート ポイント

の設定
ELIN（913）バックアップ番号

（912）

プライマリ番号

（911）

[Destination]：オンサイトのセキュ

リティ番号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：次のい

ずれかです。

• デフォルト ERL
のルートパター

ン。

• オンサイトのセ

キュリティ番

号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：912

[CSS]：E911CSS

Forward No
Answer

[Destination]：オンサイトのセキュ

リティ番号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：次のい

ずれかです。

• デフォルト ERL
のルートパター

ン。

• オンサイトのセ

キュリティ番

号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：912

[CSS]：E911CSS

Forward On
Failure

スタンバイ サーバにコール転送番号を設定すると、スタンバイ サーバでコールを処理できな

い場合にコールがデフォルトERLを担当するPSAP、またはオンサイトのセキュリティにルー

ティングされるようになります。 スタンバイ サーバを設置しない場合には、プライマリ サー

バにそれらの設定を使用します。 ELIN ルート ポイントにコール転送番号を設定すると、

Emergency Responder でコールを処理できない場合に PSAP のコールバックがオンサイトのセ

キュリティに転送されるようになります。

（注）

緊急コールのルート ポイントを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CM で [Device] > [CTI Route Point] の順に選択します。

[Find and List CTI Route Points] ページが表示されます。
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EmergencyResponderがそれらの担当者に発信できる同時コール数です。このコール数は、Emergency
Responderが処理できる、またはPSAPに転送できる緊急コール数とは関連していません。Emergency
Responder が処理できる同時緊急コール数に設定可能な制限はありません。

はじめる前に

Emergency Responder では、CTI ポートの内線番号は連続していなければならないため、未使用の

内線のブロックを探す必要があります。 たとえば、3001から始まる 4つのCTIポートを作成する

場合、3001、3002、3003、および 3004 を使用できるようにする必要があります。

必要な CTI ポート作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Device] > [Phone] を選択します。

Unified CM に [Find and List Phones] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add a New Phone] をクリックします。

Unified CM に [Add a New Phone] ページが表示されます。

ステップ 3 [Phone Type] で [CTI Port] を選択し、[Next] をクリックします。

Unified CM に [Phone Configuration] ページが表示されます。

ステップ 4 次の情報を入力し、CTI ポートを設定します。

• [Device Name]：CTI3001 などの意味のある名前を入力します。

• [Device Pool]：適切なデバイス プールを選択します。 このデバイス プールでは、G.711 リー

ジョンを使用する必要があります。

• [Calling Search Space]：[PhoneCSS] を選択します。

ステップ 5 [Insert] をクリックします。

Unified CM によって、CTI ポートが作成され、回線 1 を設定するかどうかが尋ねられます。 [OK]
をクリックします。 Unified CM に [Directory Number Configuration] ページが表示されます。

ステップ 6 次の情報を入力し、CTI ポートに回線 1 を設定します。

• [Partition]：[Phones] を選択します。

• [Calling Search Space]：[PhoneCSS] を選択します。

各CTIポートには回線を1つだけ設定します。オンラインアラート通知がそれらのポー

トを介して開始されると、1つ以上の回線からオンサイトのセキュリティのアラートプ

ロンプトが表示されない場合があります。

（注）

ステップ 7 [Insert] をクリックします。

Unified CM によって、回線がデバイスに追加されます。 この手順を繰り返して、必要な各 CTI
ルート ポイントを作成します。
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その後作成するすべてのCTIポートは、最初のCTIポートのDNから連続している必要

があります。

（注）

関連トピック

Emergency Responder のパーティションの作成, （66 ページ）

Emergency Responder のコーリング サーチ スペースの作成, （67 ページ）

Emergency Responder Cisco Unified Communications Manager ユーザの作成, （88 ページ）

Cisco Unified Communications Manager クラスタの指定, （121 ページ）

ERL の作成, （129 ページ）

Cisco Emergency Responder の Cisco Unified Communications Manager グ
ループの作成

Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）グループは、コール処理を支援するためにデ

バイス プールに割り当てられた最大 3 つの Unified CM のリストです。 リスト内の最初の Unified
CM は、グループのプライマリ Unified CM として動作し、他のメンバーはセカンダリおよびター

シャリまたはバックアップ Unified CM として動作します。 Unified CM グループを作成すると、

コール処理の負荷を複数の Unified CM に分散し、ネットワークの冗長性のレベルを確保できま

す。

各デバイス プールには 1 つの Unified CM グループが割り当てられるため、Unified CM グループ

によって、デバイス プールへの負荷分散を向上できます。 デバイスは登録されると、Unified CM
グループ内のプライマリ Unified CM に接続しようとします。 プライマリ Unified CM が使用でき

ない場合、デバイスはセカンダリ Unified CM に接続しようとします。 セカンダリ Unified CM が

使用できない場合、デバイスはターシャリ Unified CM に接続しようとします。

Emergency Responder の Unified CM グループを作成する必要があります。

Cisco ER のデバイス プールに割り当てられたグループ内のプライマリ Cisco Unified CM は、

Cisco Emergency Responder のプライマリ CTI Manager でもあることが必要です。 グループに

は、Cisco ER のセカンダリ CTI Manager も含める必要があります。

（注）

Unified CM Group を作成する場合は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [System] > [Unified CM Group] を選択します。

[Find and List Unified CM Groups] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add New] をクリックします。
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[Unified CM Group Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 適切なフィールドに、次の情報を入力します。

• [Name]：Cisco Emergency Responder CM Group などの意味のある CM グループ名を入力しま

す。

• [Auto-registration Cisco Unified CommunicationsManager Group]：Emergency ResponderのUnified
CM グループについては、このボックスをオンにしないでください。

• [Cisco Unified CommunicationsManagers]：使用可能なCisco Unified CommunicationsManagerか

ら Emergency Responder のプライマリおよびセカンダリ CTI Manager をそれぞれ選択し、下

矢印をクリックして、選択済みCiscoUnifiedCommunicationsManagerのリストに追加します。

ステップ 4 [Save] をクリックします。

エラー メッセージおよびシステム メッセージ

Unified CMはさまざまなアラームを生成して、Emergency Responderの問題のトラブルシューティ

ングを支援します。EmergencyResponderイベントの通知をセットアップして、電子メールにより

重要なイベントのアラートが通知されるようにする必要があります。

表 5： 関連する Unified CM アラームに、関連アラームを示します。

表 5： 関連する Unified CM アラーム

推奨処置説明アラーム レベル関連アラーム

このアラームは情報提

供だけを目的としてい

るため、処置は必要あ

りません。

アプリケーションが正

常にプロバイダーを

オープンしました。

情報CtiProviderOpened

Cisco Emergency
Responder が稼働して

いることを確認し、ア

プリケーションサーバ

と Unified CM の間の

ネットワーク接続を確

認し、アプリケーショ

ン サーバと Unified
CMのCPU使用率が安

全な範囲にあることを

確認します。

アプリケーションに

よってプロバイダーが

閉じられました。

情報CtiProviderClosed
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推奨処置説明アラーム レベル関連アラーム

Cisco Emergency
Responder が稼働して

いることを確認し、ア

プリケーションサーバ

と Unified CM の間の

ネットワーク接続を確

認し、アプリケーショ

ン サーバと Unified
CMのCPU使用率が安

全な範囲にあることを

確認します。

CTIManager とアプリ

ケーションの間のTCP
接続または TLS 接続

が切断されています。

警告ApplicationConnectionDropped

正しいバージョンの
Cisco Emergency
Responder が使用され

ていて、その Unified
CM のバージョン設定

が正しいことを確認し

ます。 Unified CM の

バージョンの確認およ

び更新を行うには、
Cisco Unified
Communications
Manager のバージョン

の変更を参照してくだ

さい。

Cisco Emergency
Responder のバージョ

ンまたはその Unified
Communications
Manager の設定に、こ

のバージョンの

CTIManager との互換

性がありません。

警告CtiIncompatibleProtocolVersion

デフォルトでは、エラー イベントのみがイベント ログに書き込まれます。 警告が書き込まれる

ようにイベントレベルを変更するか、またはEmergencyResponderユーザがアプリケーション/ポー

トを閉じた場合のカスタマー アラートを設定する必要があります。

これを行うには、[Alarm] > [Configuration] > [Server] > [Service Group (CM Services)] > [Service (Cisco
CTI Manager)]を選択して、Serviceability Web ページに移動します。 上の表の最後の 3 つのアラー

ムすべてが SysLog に書き込まれるように、[Alarm Event Level] を [Error] に変更します。

これらのアラームはシステム全体のアラームであり、Emergency Responder固有のアラームではな

いことに注意してください。つまり、EmergencyResponderだけではなく、警告メッセージをトリ

ガーするすべてのCTIアプリケーションがイベント ログへの書き込みを行います。 プロバイダー

がアウトオブサービスになった場合に、電子メールまたは他の通知イベントによるアラートを使

用できるように、EmergencyResponderに関連するUnifiedCMイベントの通知をセットアップする

必要があります。
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ELIN 番号の緊急コールおよび PSAP コールバック

緊急コールは、着信者番号ではなく、発信者番号に基づいてルーティングされます。 何らかの理

由により緊急コールが切断された場合（発信者がコールを切るなど）、PSAPは発信者番号を使用

して緊急の発信者にコールバックできるようにする必要があります。 緊急コールを通常通り終了

した後に、更新された情報を入手するために PSAP がコールバックすることもあります。

EmergencyResponderによって、発信者の内線が緊急ロケーション識別番号（ELIN）に変更されま

す。この番号を使用して緊急コールのルーティングとPSAPコールバックの有効化を実現します。

Emergency Responderでは、同じ番号セットが再利用され、コール発信元電話の内線番号の履歴が

最大 3 時間保持されます。 ELIN と内線電話番号との間に有効な関連付けがない場合、Emergency
Responder は、その ELIN へのコールをオンサイト セキュリティにルーティングします。

ELIN番号を設定するには、まずサービスプロバイダーからダイヤルイン（DID）番号を入手する

必要があります。 各番号の料金を支払う必要があるため、取得する DID の数は ERL ごとに 2 つ

または 3 つに制限することを推奨します。 DID は ERL ごとに一意にする必要があります。

Emergency Responder は、必要に応じて ERL に割り当てられた ELIN 番号を再利用します。 たと

えば、1 つの ERL に 2 つの番号を設定し、3 時間の間に 3 回の緊急コールが発信された場合、最

初の緊急の発信者の ELIN マッピングが第 3 の発信者の内線に置き換えられます。 したがって、

PSAPは、最初の発信者にコールすると、第 3の発信者に到達します。 各 ERLに必要なDIDの数

を決定する際には、この点に留意してください。

それらの番号を使用して ERL を設定する方法については、ERL の作成, （129 ページ）を参照し

てください。

ERL のルート パターンの作成

Emergency Responder は、ルート パターンを使用して緊急コールを適切な Public Safety Answering
Point（PSAP）にルーティングします。 ルート パターンでは、パターンを PSAP に接続するゲー

トウェイと関連付けています。選択するゲートウェイは、ルートパターンの割り当て先である緊

急応答ロケーション（ERL）に応じて異なります。

ネットワークでERLごとに1つのルートパターンを作成する必要があります。それらの番号は、

PSAP がネットワークにコールできるようにサービス プロバイダーから取得するダイヤルイン

（DID）番号です。

はじめる前に

各 ERL には、ELIN に一意なルート パターンが必要です。 ERL 管理者と協力して必要なルート

パターンの数とERLのロケールを把握し、適切なゲートウェイを選択できるようにします。ERL
管理者は、作成するルート パターンを ERL 定義に入力する必要があります。 ERL については、

ERL の作成, （129 ページ）を参照してください。

ERL のルート パターンを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Route Plan] > [Route Pattern] の順に選択します。

Unified CM に [Find and List Route Patterns] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add a New Route Pattern] をクリックします。

Unified CM に [Route Pattern Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 次のようにルート パターンの情報を入力します。

• [RoutePattern]：緊急コール番号に変換できるパターン。通常、これは数字、ドット、および

緊急コールです。 たとえば、10.911、11.911 などです。 パターンに含めることができるの

は、数字とドットのみです。

• [Partition]：[E911] を選択します。

• [Numbering Plan]：エリアの番号計画を選択します。

• [Gateway/Route List]：ローカル PSAP への接続に使用するゲートウェイを選択します。

• [Route Option]：[Route this pattern] を選択します。

• [Use Calling Party's External Phone Number Mask]：これを選択します。

• [Discard Digits]：10.911などのように提案されたパターンを使用する場合には、[PreDot]を選

択します。別の方法を使用する場合、適切な設定を選択し、必要に応じて（緊急コール番号

にダイヤルするために）[Called Party Transform Mask] に入力します。

+が先頭に付くE.164番号としてELINが受信される場合は、トランスレーションパター

ンでも先頭の+および国番号（任意）を削除する必要があります。これにより、トラン

スレーション パターンが Emergency Responder で設定した北米番号計画または他の国内

形式の番号と一致します。

（注）

ステップ 4 [Insert] をクリックします。

Unified CM によって、ルート パターンが保存されます。 ルート パターンを追加するには、「ス

テップ Unified CM に [Route Pattern Configuration] ページが表示されます。」に戻ります。

多数のルート パターンを作成することになる可能性があるため、ルート パターンにつ

いて詳細な命名方法の開発を検討してください。 たとえば、xyzzaaab.911などのパター

ンを使用するとします。この場合、xはEmergencyResponderクラスタ ID、yはEmergency
Responder グループ ID、zz は PSAP ID、aaa は ERL ID、b は ELIN ID（ERL 内）です。

ヒント

関連トピック

ELIN のトランスレーション パターンの作成, （78 ページ）

Emergency Responder のパーティションの作成, （66 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）

ERL, （125 ページ）
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ERL の作成, （129 ページ）

ELIN のトランスレーション パターンの作成

ELIN番号に使用しているダイヤルイン（DID）番号をカバーするトランスレーションパターンを

作成します。 PSAP では、それらの ELIN を使用してネットワークにコールします。 Emergency
Responderでは、それらのコールを傍受し、コールを正しい緊急の発信者にルーティングできるよ

うにする必要があります。 緊急コールのルート ポイントの作成, （68 ページ）で説明されてい

るように、ELINにプレフィックスとして付加された番号が PSAPコールバックに対して設定した

ルート ポイントになるようなトランスレーション パターンが必要です。

ELIN を先頭に+ が付いた E.164 番号にすることはできません。 10 桁の北米番号計画または他

の国内形式の番号を使用します。

（注）

ELIN に使用しているすべての DID のリストがあることを確認します。

ELIN のトランスレーション パターンを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Route Plan] > [Translation Pattern] の順に選択します。

Unified CM に [Find and List Translation Patterns] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add a New Translation Pattern] をクリックします。

Unified CM に [Translation Pattern Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 次のようにトランスレーション パターンを作成します。

• [Translation Pattern]：ELIN として使用している DID。 可能な場合は、X 変数を使用して複数

のDIDをカバーするパターンを作成します（たとえば、5555551XXX）。 パターンを作成で

きない場合は、DID ごとのトランスレーション パターンを個別に定義します。

• [Partition]：[E911] を選択します。

• [Numbering Plan]：エリアの番号計画を選択します。

• [Calling Search Space]：[E911CSS] を選択します。

• [Route Option]：[Route this pattern] を選択します。

• [Called Party Transformations, Prefix Digits (Outgoing Calls)]：番号に付けるプレフィックスの桁

数を入力します。 PSAPコールバックのルート ポイントを作成する際に使用した桁数を入力

します。

ステップ 4 [Insert] をクリックします。

UnifiedCMによって、トランスレーションパターンが保存されます。トランスレーションパター

ンを追加するには、「ステップ Unified CM に [Translation Pattern Configuration] ページが表示され

ます。」に戻ります。
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関連トピック

ERL のルート パターンの作成, （76 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL の作成, （129 ページ）

9.911 のトランスレーション パターンの作成

外部アクセス コードが 9 であるシステムでは、ユーザが外部の接続先にダイヤルすると、911 ま

たは 9.911 の CTI ルート ポイントがユーザのセカンダリ ダイヤルトーンのタイミングに干渉する

可能性があります。 911 および 9.911 にトランスレーション パターンを作成すると、セカンダリ

ダイヤルトーンのタイミングが無視されます。

ユーザが外部アクセス コード 9と 911をダイヤルしたときに、前に緊急コールのルート ポイント

の作成, （68 ページ）で作成した単一の 911 パターンにコールが転送されるようにトランスレー

ション パターンを作成します。

はじめる前に

次の手順は、外部アクセス コードが 9 であるシステムに適用されます。 外部アクセス コードが

9 以外である場合には、次の手順は適用されません。

次の手順を完了するために、Cisco Emergency Responder のインストール用にパーティションおよ

びコーリング サーチ スペースを追加しておく必要があります。

表 6：外部アクセス コード 9 のトランスレーション パターン, （79 ページ） に、外部アクセス

コード 9 のトランスレーション パターンを示します。

表 6：外部アクセス コード 9 のトランスレーション パターン

9.911911トランスレーション パターン

電話機電話機Partition

E911CSSE911CSSCalling Search Space

Route this patternRoute this patternRoute Option

このボックスをオンにする。このボックスをオンにする。Provide outside dial tone

PreDoなしCalled Party Transformations,
Discard Digits (Outgoing Calls)

表 6：外部アクセス コード 9 のトランスレーション パターン, （79 ページ） に説明されている

トランスレーション パターンを作成するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Route Plan] > [Translation Pattern] の順に選択します。

Unified CM に [Find and List Translation Patterns] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add a New Translation Pattern] をクリックします。

Unified CM に [Translation Pattern Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 次のようにトランスレーション パターンを作成します。

• [Translation Pattern]：911

• [Partition]：Phones

• [Numbering Plan]：エリアの番号計画を選択します。

• [Calling Search Space]：[E911CSS] を選択します。

• [Route Option]：[Route this pattern] を選択します。

• [Provide Outside Dial Tone]：このボックスがオンになっていることを確認します。

• [Called Party Transformations, Discard Digits]：<none> を選択します。

ステップ 4 [Insert] をクリックします。

Unified CM によって、トランスレーション パターンが保存されます。

ステップ 5 次のように変更してステップ 2, （78 ページ） からステップ 4, （78 ページ） を繰り返します。

• [Translation Pattern]：9.911

• [Called Party Transformations, Discard Digits (Outgoing Calls)]：Predot

9.911 トランスレーション パターンの設定後に、ルート ポイントを作成する必要があります。 表

6：外部アクセス コード 9 のトランスレーション パターン, （79 ページ） は、9.911 の緊急コー

ルのルート ポイントを示します。

次のルート ポイントは、緊急コールのルート ポイントの作成, （68 ページ）で作成し

たルート ポイントとほぼ同じです。 この場合、パーティションに Phones ではなく、

E911 を入力します。

（注）

表 7：9.911 の緊急コールのルート ポイント

ルート ポイントルート ポイント

の設定
ELIN（913）バックアップ番号

（912）

プライマリ番号

（911）

RPELIN913RP912RP911Device Name
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ルート ポイントルート ポイント

の設定
ELIN（913）バックアップ番号

（912）

プライマリ番号

（911）

PSAP からのすべての着信コール

の接続先。 Emergency Responder
によって、それらのコールが緊急

の発信者に転送されます。ルート

パターンはプレフィックス（913）
と 10 個の X です。 X の数は、番

号計画に基づいてロケールで使用

されている標準電話番号と同じに

する必要があります。

この番号は、数字とXのみで構成

する必要があります。

Emergency Responder
スタンバイ サーバの

ルート ポイント。 プ

ライマリ サーバで

コールを処理できな

い場合には、この

ルート ポイントを経

由してスタンバイ

サーバでコールを処

理します。

エリアの緊急コール

番号。 Emergency
Responder では、こ

の番号へのすべての

コールを処理しま

す。

Description

913XXXXXXXXXX912911Directory Number

E911E911E911Partition

E911CSSE911CSSE911CSSCalling Search
Space

[Destination]：オンサイトのセキュ

リティ番号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：次のい

ずれかです。

• デフォルト ERL
のルートパター

ン。

• オンサイトのセ

キュリティ番

号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：912

[CSS]：E911CSS

Forward Busy
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ルート ポイントルート ポイント

の設定
ELIN（913）バックアップ番号

（912）

プライマリ番号

（911）

[Destination]：オンサイトのセキュ

リティ番号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：次のい

ずれかです。

• デフォルト ERL
のルートパター

ン。

• オンサイトのセ

キュリティ番

号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：912

[CSS]：E911CSS

Forward No
Answer

[Destination]：オンサイトのセキュ

リティ番号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：次のい

ずれかです。

• デフォルト ERL
のルートパター

ン。

• オンサイトのセ

キュリティ番

号。

[CSS]：E911CSS

[Destination]：912

[CSS]：E911CSS

Forward On
Failure

スタンバイ サーバにコール転送番号を設定すると、スタンバイ サーバでコールを処理

できない場合にコールがデフォルトERLを担当するPSAP、またはオンサイトのセキュ

リティにルーティングされるようになります。 スタンバイ サーバを設置しない場合に

は、プライマリ サーバにそれらの設定を使用します。 ELIN ルート ポイントにコール

転送番号を設定すると、Emergency Responder でコールを処理できない場合に PSAP の

コールバックがオンサイトのセキュリティに転送されるようになります。

（注）

関連トピック

ERL のルート パターンの作成, （76 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）

ERL, （125 ページ）
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代替緊急コール番号の作成

以前、9（または別の番号）をダイヤルして外線に接続していた場合、ユーザは、最初に外線のア

クセス番号をダイヤルしてから緊急コール番号をダイヤルしてしまう可能性があります。 たとえ

ば、緊急コール番号が 911 である場合、ユーザは 9911 をダイヤルする可能性があります。 この

ような可能性に対応する場合に、ユーザがダイヤルする可能性が高い番号のトランスレーション

パターンを設定します。 次の手順は、代替緊急コール番号として 9911 を設定する方法を示して

います。

代替緊急コール番号を作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Route Plan] > [Translation Pattern] の順に選択します。

Unified CM に [Find and List Translation Patterns] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add a New Translation Pattern] をクリックします。

Unified CM に [Translation Pattern Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 次のようにトランスレーション パターンを作成します。

• [Translation Pattern]：緊急番号として対応する番号。 この例では、9.911 です。

• [Partition]：[Phones] を選択します。

• [Numbering Plan]：エリアの番号計画を選択します。

• [Calling Search Space]：[E911CSS] を選択します。

• [Route Option]：[Route this pattern] を選択します。

• [Provide Outside Dial Tone]：これを選択します。

• [Called Party Transformations, Discard Digits (Outgoing Calls)]：[Predot] を選択します。

ステップ 4 [Insert] をクリックします。

UnifiedCMによって、トランスレーションパターンが保存されます。トランスレーションパター

ンをさらに追加するには、ステップ 2, （78 ページ） に戻ります。

関連トピック

Cisco Unified Communications Manager の設定, （63 ページ）

電話機のパーティションの作成, （64 ページ）

電話機のコーリング サーチ スペースの作成, （64 ページ）
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ゲートウェイおよび PSAP 接続のコーリング サーチ スペースのセット

アップ

緊急ネットワークまたは PSTNへの CAMA接続または PRI接続を使用するためにゲートウェイを

設定し、緊急コールをローカル PSAP にルーティングできるようにする必要があります。 ゲート

ウェイの設定については、ご使用のゲートウェイのマニュアルとUnified CMのマニュアルを参照

してください。 ゲートウェイの設定後、次の手順を実行してゲートウェイにコーリング サーチ

スペースを設定できます。

PSAP への接続に使用されるゲートウェイにコーリング サーチ スペースを設定するには、次の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 [Device] > [Gateway] を選択します。

Unified CM に [Find and List Gateways] ページが表示されます。

ステップ 2 選択基準を入力せずに [Find] をクリックしてすべてのゲートウェイを表示するか、または設定す

るゲートウェイを表示するために必要な検索条件を入力して [Find] をクリックします。

基準に一致するゲートウェイが Unified CM に表示されます。

ステップ 3 設定するゲートウェイをクリックします。

Unified CM に [Gateway Configuration] ページが表示されます。

ステップ 4 [Calling Search Space] の [E911CSS] を選択します。

ステップ 5 [Update] をクリックします。

Unified CM によって、変更が保存されます。

関連トピック

Emergency Responder のコーリング サーチ スペースの作成, （67 ページ）

CAMA トランクおよび PRI トランク, （22 ページ）

Emergency Responder の配置, （25 ページ）

Emergency Responder とネットワーク, （9 ページ）

Cisco Emergency Responder グループ間の通信に対するルート パターン

の作成

Emergency Responder クラスタに複数の Emergency Responder グループが存在するときに、発信者

の電話機が電話機の現在のロケーション外にあるUnified CMクラスタにコールを発信する場合、

各 Emergency Responder グループで緊急コールを別の Emergency Responder グループにルーティン
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グできるようにルート パターンを設定する必要があります。 Emergency Responder クラスタ内で

EmergencyResponderグループ間の通信を行う方法の詳細については、EmergencyResponderのクラ

スタおよびグループ, （15 ページ）を参照してください。

次の手順では、1つのEmergency Responderグループのルート パターンを作成する方法について説

明します。 Emergency Responder グループによってサポートされていない Unified CM クラスタに

このパターンを作成する必要があります。 次の図のネットワークのセットアップについて考えま

す。

グループ間の通信を可能にするには、次のように定義する必要があります。

• UnifiedCMクラスタ間の通信を可能にするために、各UnifiedCMクラスタにクラスタ間トラ

ンクを定義する必要があります。このようなタイプのゲートウェイの作成については、Unified
CM のマニュアルを参照してください。

• Unified CM クラスタ CCM-C および CCM-D にルート パターン 1000.911 を定義する必要があ

ります。

• Unified CM クラスタ CCM-A および CCM-B にルート パターン 2000.911 を定義する必要があ

ります。

• Emergency Responder グループ 1 に、Emergency Responder グループのルート パターンとして

1000.911 を定義します。

• Emergency Responder グループ 2 に、Emergency Responder グループ間のルート パターンとし

て 2000.911 を定義します。

これらの定義によって、Emergency Responder グループ 1 で運用されている Unified CM クラスタ

CCM-B に電話機がコールを発信する場合でも、Emergency Responder グループ 2 で管理されてい

る ERL のコールを Emergency Responder グループ 2 にルーティングすることができます。

図 12：Cisco Emergency Responder グループ間のルート パターンについて

はじめる前に

ダイヤル プランは、Emergency Responder クラスタによってサポートされているすべての Unified
CMクラスタ間で一意でなければなりません。 たとえば、図12：CiscoEmergencyResponderグルー

プ間のルート パターンについて, （86 ページ）に示すネットワークでは、Unified CM クラスタ

CCM-B に内線 3003 のみを定義することができます。

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

86

Cisco Unified Communications Manager の設定

Cisco Emergency Responder グループ間の通信に対するルート パターンの作成



1つのEmergency Responderグループにルート パターンを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Call Routing] > [Route/Hunt] > [Route Pattern] の順に選択します。

Unified CM に [Find and List Route Patterns] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add a New] をクリックします。

Unified CM に [Route Pattern Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 次のようにルート パターンの情報を入力します。

• [RoutePattern]：緊急コール番号に変換できるパターン。通常、これは数字、ドット、および

緊急コールです。 1000.911、2000.911などです。 このパターンは、数字とドットのみで構成

する必要があります。

• [Partition]：[E911] を選択します。

• [Numbering Plan]：エリアの番号計画を選択します。

• [Gateway/Route List]：Emergency Responder グループ間のルート パターンを定義している

Emergency Responder グループによってサポートされている Unified CM クラスタに接続する

ために使用するクラスタ間トランク ゲートウェイを選択します。

• [Route Option]：[Route this pattern] を選択します。

• [Called Party Transformations, Discard Digits]：1000.911 などのように提案されたパターンを使

用する場合には、[PreDot] を選択します。 別の方法を使用する場合、適切な設定を選択し、

必要に応じて（緊急コール番号にダイヤルするために）[Called Party Transform Mask] に入力

します。

ステップ 4 [Save] をクリックします。

UnifiedCMによって、ルートパターンが保存されます。ルートパターンをさらに追加するには、

ステップ [Add a New Route Pattern] に戻ります。 Unified CM に [Route Pattern Configuration] ページ

が表示されます。

ステップ 5 Emergency Responder グループ間のルート パターンを定義している Emergency Responder グループ

以外の Emergency Responder グループで運用されているその他すべての Unified CM クラスタに、

ルート パターンを定義していることを確認します。

Unified CM 8.5 以降を使用する Emergency Responder クラスタの Emergency Responder
ServerGroups 間で緊急コールをやり取りするには、Unified CM Administration Web サイ

トの [Device] > [Trunk Configuration] ページで [Calling Party Selection] オプションを

[Originator] に設定します。

（注）
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UnifiedCM8.5以降を使用するEmergencyResponderクラスタのEmergencyResponder ServerGroups
間で緊急コールをやり取りするには、Unified CMAdministrationWebサイトの [Device] > [Trunk
Configuration] ページで [Calling Party Selection] オプションを [Originator] に設定します。

（注）

関連トピック

Emergency Responder のパーティションの作成, （66 ページ）

サーバのグループ テレフォニー設定のセットアップ, （117 ページ）

新しいシステムへのインストール, （54 ページ）

Emergency Responder Cisco Unified Communications Manager
ユーザの作成

Emergency Responder を Unified CM ユーザとして追加する必要があります。 ここで入力する設定

は、Emergency Responder 向けに Unified CM を設定する際に使用されます。

Emergency Responder を Unified CM ユーザとして追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Unified CM で、[User Management] > [Application User] の順に選択します。 [Add New] ボタンをク

リックします。

Unified CM に [Application User Configuration] ページが表示されます。

ステップ 2 次の必須フィールドに入力します。

• [UserID]：「Emergency_Responder_User」などの記述的な名前を入力します。

• [Password]：このユーザのパスワードを入力します。

• [Confirm Password]：このユーザのパスワードを再入力します。

ステップ 3 [Device Information] セクションで、必要なルート ポイントおよび CTI ポートを選択してから、下

矢印をクリックして選択したデバイスをユーザのコントロールリストに追加します。デバイスの

リストが [Controlled Devices] 領域に表示されます。

ステップ 4 次のデバイスを選択します。

必要なデバイスの選択に、[Find Phones] または [Find Route Points] を使用しなければな

らない場合があります。

（注）

a) Cisco Emergency Responderで使用するために作成されているすべてのCTIポート。 詳細につい

ては、「必要な CTI ポートの作成」の項を参照してください。

b) 911 などのプライマリ緊急コール番号。

c) 912 などのバックアップ緊急コール番号。
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手順

ステップ 1 電話機を Phones パーティションに配置します。

ステップ 2 912、913XXXXXXX を E911 パーティションに配置し、E911CSS を割り当てます。

ステップ 3 Phones パーティションを含む PhoneCSS を作成し、電話回線に割り当てます。

ステップ 4 911 を Phones パーティションに配置し、E911CSS を割り当てます。

ステップ 5 パーティション E911 と Phones を含む E911CSS を作成します。

ステップ 6 トランスレーション パターンを作成します。

ステップ 7 EmergencyResponderに設定されているオンサイトのセキュリティ担当者DNと一致するE911パー

ティションにトランスレーション パターンを配置します。

ステップ 8 トランスレーション パターンのコーリング サーチ スペースを PhoneCSS に設定します。

ステップ 9 着信側トランスフォーメーションで、[Prefix Digits] を [+] に設定します。

これで、トランスレーション パターンによって、電話機に割り当てられたパーティションを含む

CSS にコールがルーティングされます。
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第 4 章

Cisco Emergency Responder の設定

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）をインストールし、

Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）をインストールした後に、緊急コールの管

理を開始するように Emergency Responder を設定できます。

• 設定の概要, 91 ページ

• Emergency Responder ユーザの管理, 103 ページ

• Emergency Responder ロールの管理, 108 ページ

• Emergency Responder ユーザ グループの管理, 110 ページ

• Emergency Responder へのログイン, 113 ページ

• 同時セッションの最大数の制限, 114 ページ

• サーバおよびサーバ グループの設定, 116 ページ

• Emergency Responder クラスタおよびクラスタ DB ホストのセットアップ, 124 ページ

• Cisco Unified Communications Manager クラスタの変更, 124 ページ

• 緊急応答ロケーションの使用, 125 ページ

• Emergency Responder スイッチの設定, 141 ページ

• 電話機の管理, 152 ページ

設定の概要
Emergency Responder には、拡張された管理 Web サイト インターフェイス、ロールベースのユー

ザ管理、ユーティリティのアップロード/ダウンロードなど、さまざまな機能があります。
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Emergency Responder には Cisco EnergyWise との互換性があり、電源が切れている電話機での

ユーザ操作を検出できます。

（注）

Web サイト インターフェイス

Emergency Responderは、システムのさまざまな部分へのアクセスおよび使用を可能にするいくつ

かの Web サイトを提供します。 メインの Emergency Responder Web ページからは、次の領域にア

クセスできます。

• Emergency Responder Serviceability

• Emergency Responder Administration（デフォルト ホーム）

• Cisco Unified OS Administration

• Disaster Recovery System

• Emergency Responder User

• Emergency Responder Admin Utility

これらの各Webサイトを使用すると、システムのさまざまな部分へのユーザアクセスが可能にな

ります。これらのWebサイトでは、個別のログインおよびパスワードが必要になります。これら

のWebサイトへのアクセスは、ロールベースのユーザ管理メカニズムにより制御されます（詳細

については、ロールベースのユーザ管理, （92 ページ）を参照してください）。

EmergencyResponderシステムが初めてインストールされると、デフォルトのEmergencyResponder
Administratorユーザが作成されます。 デフォルトのAdministratorは、CiscoUnifiedOSAdministration
および Disaster Recovery System Web サイト以外のすべての Web サイトへのフル アクセス権を持

ち、ユーザ、ロール、およびユーザ グループを作成できます。 デフォルトのAdministratorは、シ

ステムから削除できません。

関連トピック

Cisco Emergency Responder Administration Web インターフェイス, （307 ページ）

Cisco Emergency Responder Serviceability Web インターフェイス, （419 ページ）

Cisco Emergency Responder の Cisco Unified Operating System Administration Web インターフェイ

ス, （441 ページ）

Cisco Emergency Responder の Disaster Recovery System Web インターフェイス, （469 ページ）

ロールベースのユーザ管理

EmergencyResponderでは、ロールベースのユーザ管理メカニズムが使用されます。次のトピック

では、このメカニズムについて説明します。
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ユーザ管理

インストール時に、システムはデフォルトのユーザ Emergency Responder Administratorを作成しま

す。 Emergency Responder Administrator は Platform Administration および Disaster Recovery System
画面以外のすべてのシステム管理画面にアクセスできます。デフォルトでは、EmergencyResponder
Administrator ユーザは、Emergency Responder System Administrator、Emergency Responder
Serviceability、Emergency Responder Admin Utility、および Emergency Responder User ユーザ グルー

プに割り当てられ、Emergency Responder System Admin、Emergency Responder Serviceability、
Emergency Responder Admin Utility、および Emergency Responder Userロールに定義されたリソース

にアクセスできます。

デフォルトの Emergency Responder Administrator ユーザは削除できません。（注）

追加ユーザは追加できます。 追加ユーザが追加されたら、ユーザ グループに割り当てます。 新

規ユーザは、そのユーザ グループに定義されているロールを継承します。

関連トピック

Emergency Responder ユーザの管理, （103 ページ）

Find and List Users, （392 ページ）

ロール管理

インストール時に、6 個のデフォルト ロールが作成されます。 表 8：デフォルト ロール, （93
ページ）に、デフォルト ロールのリストと説明を示します。

デフォルト ロールは削除できません。（注）

表 8：デフォルト ロール

説明ロール

すべてのシステム管理画面にアクセスできます。Emergency Responder System Admin

すべての Serviceability 画面にアクセスできます。Emergency Responder Serviceability

すべての Admin Utility 画面にアクセスできます。Emergency Responder Admin Utility

Cisco Unified Communications Manager、LAN スイッ

チ、および SNMP 設定画面にアクセスできます。

Emergency Responder Network Admin

すべての ERL 関連画面にアクセスできます。Emergency Responder ERL Admin
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説明ロール

ユーザ画面にアクセスできます。Emergency Responder User

新しいロールの作成または既存のロールの変更を行う場合、そのロールに割り当てるシステム リ

ソースを指定します。 リソースは、Emergency Responder Administration Web サイトの Web ページ

またはメニュー項目と同じものです。 たとえば、[Find and List Roles] Web ページはリソースであ

り、[User Management] > [Role] メニュー項目も同様です。

表 9：デフォルト ロールに割り当てられているリソース, （94 ページ）に、各デフォルト ロール

で使用可能なリソースを示します。

一部のリソースは、メニュー項目のグループです。 たとえば、Cisco Emergency Responder
ServiceabilityWebサイトの [Logs]メニューは 1つのリソースですが、多数のサブメニューが含

まれています。

（注）

表 9：デフォルト ロールに割り当てられているリソース

Emergency
Responder
User

Emergency
Responder
Admin
Utility

Emergency
Responder
Serviceability

Emergency
Responder
ERL
Admin

Emergency
Responder
Network
Admin

Emergency
Responder
System
Admin

リソース

xAdd Subscriber

xAdmin Utility

xALI Formatting Tool

xAll Logs

xApplication User

xCall History

xxUnified CM Details

xEmergency Responder
Groups in Cluster

xChange Unified CM
Version

xCluster DBHost Setting

xControl Center
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Emergency
Responder
User

Emergency
Responder
Admin
Utility

Emergency
Responder
Serviceability

Emergency
Responder
ERL
Admin

Emergency
Responder
Network
Admin

Emergency
Responder
System
Admin

リソース

xCPU and Memory Usage

xxDevice SNMP Settings

xDisk Usage

xxERL

xERL Audit Trail

xERL Debug Tool

xxERL Migration

xEvent Viewer

xFile Management Utility

xFunctional role

xxIntrado ERL

xIntrado VUI Settings

xxIP subnet

xLicense Management

xMail Alert Configurations

xxManually Configured
Phones

xMIB2 System Group
Configuration

xxOff-Premises ERL

xxOnsite Contact

xxPager Alert Configurations

xPhone Search

xPoint to New Publisher

Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

95

Cisco Emergency Responder の設定

ロールベースのユーザ管理



Emergency
Responder
User

Emergency
Responder
Admin
Utility

Emergency
Responder
Serviceability

Emergency
Responder
ERL
Admin

Emergency
Responder
Network
Admin

Emergency
Responder
System
Admin

リソース

xProcesses

xPS ALI Convert

xPS ALI Export

xPurge

xxRun Tracking

xxTracking Schedule

xServer

xServer Group

xxLAN Switches

xSNMP V1/V3c
Configuration

xSNMP V3 Configuration

xxSwitch Port

xxSynthetic Phone

xTelephony

xxUnlocated Phones

xUser Call History

xUser Group

xWeb Alert

関連トピック

Emergency Responder ロールの管理, （108 ページ）

Find and List Roles, （397 ページ）
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ユーザ グループ管理

インストール時に、6 個のデフォルト ユーザ グループが作成されます。 表 10：デフォルト ユー

ザ グループ, （97 ページ）に、デフォルト ユーザ グループのリストと説明を示します。

デフォルト ユーザ グループは削除できません。（注）

表 10：デフォルト ユーザ グループ

説明ユーザ グループ

割り当てられたシステム管理ロールEmergency Responder System
Administrator

割り当てられたネットワーク管理ロールEmergency Responder Network
Administrator

割り当てられた ERL 管理ロールEmergency Responder ERL
Administrator

割り当てられたサービスアビリティ ロールEmergency Responder Serviceability

割り当てられた Admin Utility ロールEmergency Responder Admin Utility

割り当てられたユーザ ロールEmergency Responder User

追加のユーザ グループを作成できます。 ユーザ グループを作成するとき、そのグループにロー

ルを割り当て、ユーザを追加します。 複数のロールを単一のグループに割り当て可能です。 グ

ループ内のユーザは、グループに割り当てられたロールで定義されたすべてのリソースにアクセ

スできます。

関連トピック

Emergency Responder ユーザ グループの管理, （110 ページ）

Find and List User Groups, （401 ページ）

アップロードおよびダウンロード ユーティリティ

Emergency Responder にはダウンロードおよびアップロード ユーティリティが含まれており、csv
ファイル形式でEmergencyResponderサーバからローカル システムへ（ダウンロード）およびロー

カル システムからEmergencyResponderサーバへ（アップロード）バルク データを転送できます。

たとえば、データベースの詳細を csv ファイルにエクスポートし、その csv ファイルをローカル

システムにダウンロードできます。 ローカル システムでは、csv ファイルを変更して Emergency
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File Name] フィールドに入力します。 [Export] をクリックします。 データが指定のファイルにエ

クスポートされます。

ステップ 3 [Select a File to Download]プルダウン メニューを使用して、ダウンロードするファイルを選択し、

[Download] をクリックします。 ファイルがローカル システムにダウンロードされます。

ファイルのアップロード

ローカル システムから Emergency Responder サーバにファイルをアップロードするには、次の手

順を実行します。

はじめる前に

手順を開始する前に、アップロードするファイルがローカル システムに存在することを確認して

ください。 ファイルは、以前に Emergency Responder サーバからダウンロードしたファイルか、

自分で作成したファイルです。

手順

ステップ 1 表 11：アップロードおよびダウンロード ユーティリティを含む Administrative Web ページ, （98
ページ） に一覧表示されているいずれかのページで、[Import] をクリックします。 [Import] ペー

ジが表示されます。

ステップ 2 [Upload] をクリックします。 [Upload File] ページが表示されます。

ステップ 3 [Browse] をクリックして、アップロードするファイルを選択します。 [Choose File] ウィンドウが

開き、ローカル システムのファイルが表示されます。

ステップ 4 アップロードするファイルを選択し、[Open]をクリックします。 [Upload File]ページの [Select the
file to be uploaded] にアップロードされるファイルのパス名が表示されます。

ステップ 5 [Upload] をクリックします。 ファイルが Emergency Responder サーバにアップロードされます。

これで、ファイルからデータをインポートできるようになります。

関連トピック

Conventional ERL, （329 ページ）

LAN Switch Details, （366 ページ）

Switch Port Details, （371 ページ）

Find and List IP Subnets, （376 ページ）

Find and List Manually Configured Phone, （384 ページ）

File Management Utility, （416 ページ）
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Emergency Responder 設定

次の手順では、Emergency Responderを設定するために完了する必要がある作業に関する情報およ

びその作業を完了できるユーザ タイプを示し、詳細情報の参照先を示します。

以下に示す作業の一部は、並行して進めることができます。（注）

• Emergency Responder のユーザとグループを作成してセットアップします。

この手順は、システム管理者が完了できます。

• スイッチを確認し、そのスイッチへの接続を設定します。

この手順は、ネットワーク管理者が完了できます。

• オンサイトアラート（セキュリティ）担当者を確認し、緊急応答ロケーション（ERL）を作

成して、それを電話機に割り当て、ALI データをサービス プロバイダーに送信します。

この手順は、ERL 管理者が完了できます。

• Intrado V9-1-1 for Enterprise Service で Emergency Responder をセットアップします。

関連トピック

ユーザおよびグループのセットアップ, （100 ページ）

スイッチ接続のセットアップ, （101 ページ）

オンサイト アラート、ERL、および ALI データの管理, （102 ページ）

Intrado V9-1-1 for Enterprise Service での Emergency Responder のセットアップ, （103 ページ）

ユーザおよびグループのセットアップ

次の手順では、Emergency Responderのユーザとグループをセットアップするために完了する必要

がある作業に関する情報を示します。 この作業は、システム管理者が完了できます。

• 組織で Emergency Responder の管理に必要なユーザを作成します。

• Emergency Responder グループを作成します。

• Emergency Responder グループのテレフォニー設定をセットアップします。

• Emergency Responder グループに対して Emergency Responder サーバを更新します。

• 製品ライセンス キーをアップロードします。

• この Emergency Responder グループで緊急コールを処理する Unified CM クラスタを特定し、

設定します。

この手順は、ネットワーク管理者が実行することもできます。（注）
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• 反復的なシステム管理作業を理解する。

• Intrado V9-1-1 for Enterprise Service を使用する場合、Intrado V9-1-1 for Enterprise Service をサ

ポートするように Emergency Responder を設定します。

• 構外ユーザをサポートしない場合は、Unified CM で AXL 認証情報を設定します。

関連トピック

Emergency Responder 設定, （100 ページ）

Emergency Responder ユーザの管理, （103 ページ）

Emergency Responder へのログイン, （113 ページ）

サーバ グループのセットアップ, （116 ページ）

サーバのグループ テレフォニー設定のセットアップ, （117 ページ）

サーバの設定, （119 ページ）

ライセンス ファイルのアップロード, （120 ページ）

Cisco Unified Communications Manager クラスタの指定, （121 ページ）

Emergency Responder システム管理者のロール, （256 ページ）

Intrado VUI 設定のセットアップ, （172 ページ）

AXL 認証のセットアップ, （180 ページ）

スイッチ接続のセットアップ

次の手順では、Emergency Responderのスイッチ接続をセットアップするために完了する必要があ

る作業に関する情報を示します。 この作業は、ネットワーク管理者が完了できます。

• SNMP read コミュニティ ストリングを入力する。

• Emergency Responder がスイッチからの情報更新を行うスケジュールを定義する。

• 電話機が接続されたスイッチを識別する。

• EmergencyResponderがスイッチのポートを識別し、電話機が接続されているかどうかを判断

できるようにスイッチ ポートと電話機の更新プロセスを実行する。

• 反復的なネットワーク管理作業を理解する。

関連トピック

Emergency Responder 設定, （100 ページ）

SNMP 接続のセットアップ, （142 ページ）

電話機トラッキングとスイッチ更新スケジュールの定義, （144 ページ）

LAN スイッチの指定, （145 ページ）

スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスの実行（手動）, （150 ページ）

Emergency Responder ネットワーク管理者のロール, （254 ページ）
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オンサイト アラート、ERL、および ALI データの管理

次の手順では、オンサイト アラート、ERL、および ALIデータを管理するために完了する必要が

ある作業に関する情報を示します。 この作業は、ERL 管理者が完了できます。

• Emergency Responder からのアラートを受信するオンサイト アラート（セキュリティ）担当

者を特定する。

• ERL を作成する。

• ERL をスイッチ ポートに割り当てる。

この作業を完了するには、ネットワーク管理者がスイッチを追加し、スイッチ ポートおよび

電話機更新プロセスを実行する必要があります。

（注）

• Emergency Responder が直接にはサポートしていない電話機を追加する。

Emergency Responder では、電話機の移動は自動的には追跡されません。（注）

• 位置未確認の電話機を特定し、ネットワーク管理者と連携して、EmergencyResponderがこれ

らの電話機を認識しない問題を解決する。 残っている ERL を電話機に割り当てる。

• ALI データをエクスポートし、サービス プロバイダーに送信する。 転送要件を判断するに

は、サービス プロバイダーにお問い合わせください。

• 反復的な ERL 管理作業を理解する。

関連トピック

Emergency Responder 設定, （100 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）

オンサイト セキュリティ担当者の追加, （128 ページ）

ERL の作成, （129 ページ）

スイッチ ポートの設定, （152 ページ）

電話機の手動定義, （163 ページ）

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）

ERL 情報のエクスポート, （138 ページ）

サービス プロバイダー向け ALI 情報のエクスポート, （139 ページ）

Emergency Responder ERL 管理者のロール, （252 ページ）
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Intrado V9-1-1 for Enterprise Service での Emergency Responder のセットアップ

次の作業は、Intrado V9-1-1 for Enterprise Service とともに Emergency Responder を使用する場合に

必要になります。

• Intrado ERL を作成し、Intrado ERL の ALI データの有効性および整合性を Intrado TN データ

ベースと比較して確認します。

• IntradoERLをスイッチポート、IPサブネット、および位置未確認の電話機に割り当てます。

• 構外ユーザをサポートする場合は、Off-PremiseERLを作成し、IPサブネットと位置未確認の

電話機に割り当てます。

Off-Premise ERL をスイッチ ポートに割り当てることはできません。（注）

関連トピック

Emergency Responder 設定, （100 ページ）

Intrado ERL のセットアップ, （173 ページ）

ALI の不一致の調整, （174 ページ）

スイッチ ポートの設定, （152 ページ）

IP サブネットベースの ERL のセットアップ, （135 ページ）

Off-Premise ERL のセットアップ, （180 ページ）

IP サブネットベースの ERL のセットアップ, （135 ページ）

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）

Emergency Responder ユーザの管理
Emergency Responderをインストールすると、システムには 1つのデフォルトEmergency Responder
Administrator ユーザが定義されます（詳細については、ユーザ管理, （93 ページ）を参照してく

ださい）。 追加ユーザを定義したり、既存ユーザを変更したりすることもできます。

次の各項では、新規ユーザを追加する方法と、既存ユーザを変更または削除する方法について説

明します。

ユーザの追加

システムにユーザを追加し、そのユーザをユーザ グループに割り当てることができます。 新規

ユーザのセキュリティ レベルは、割り当てたユーザ グループによって決まります。

EmergencyResponderでは、ユーザはローカル ユーザまたはリモート ユーザとして追加できます。

リモート ユーザは、認証に Unified CM のクレデンシャルまたは Active Directory のクレデンシャ

ルを使用する必要があります。
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ユーザは、単一の Emergency Responder グループ内にあるプライマリ サーバとスタンバイ サーバ

のいずれかに追加できます。 アクセス許可は 2つのサーバに定義されているユーザ グループの組

み合わせに基づいて行われるため、プライマリ サーバにのみ定義されているユーザは、バック

アップ サーバにログインできます。

はじめる前に

各セキュリティ レベルのユーザのリストを作成します。 すべてのオンサイト アラート担当者の

ユーザ名を把握する必要があります。また、それぞれの管理セキュリティ レベルへのアクセス権

を付与するユーザを決定する必要があります。

ユーザを追加する手順は次のとおりです。

この手順を使用して、ユーザの追加または削除を実行できます。ただし、EmergencyResponder
のインストール時に作成した管理ユーザは削除できません。

（注）

手順

ステップ 1 Emergency Responder AdministrationWebインターフェイスから、[User Management] > [User]を選択

します。

[Find and List Users] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add New User] ボタンをクリックします。 [User Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 [User Name]、[Authentication Mode]、[Password]、[Confirm Password]、[Unified CM Cluster] フィー

ルドに、必要な情報を入力します。

ステップ 4 [Insert] をクリックします。

ステップ 5 ユーザを追加するには、これらの手順を繰り返します。

ステップ 6 セキュリティ レベルを新規ユーザに割り当てるには、ユーザを 1つ以上のユーザ グループに追加

する必要があります。 詳細については、Emergency Responder ユーザ グループの管理, （110 ペー

ジ）を参照してください。

ステップ 7 Emergency Responder サーバ グループ内の他の Emergency Responder サーバで、この手順を繰り返

します。

ユーザをグループから削除するには、プライマリ サーバとスタンバイ サーバの両方で

ユーザをグループから削除する必要があります。

（注）

ユーザの変更

ユーザを作成した後は、ユーザの認証モードの変更、ローカル ユーザのパスワードの変更、また

はリモート ユーザの Unified CM クラスタの変更を行うことができます。
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ユーザの認証モードの変更

ユーザの認証モードを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder AdministrationWebインターフェイスから、[User Management] > [User]を選択

します。

[Find and List Users] ページが表示されます。

ステップ 2 変更する特定のユーザを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、

設定したすべてのユーザを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索

結果が表示されます。

ステップ 3 ユーザ名をクリックします。

ステップ 4 [User Configuration—Modify User] ページが表示されます。

ステップ 5 ユーザに割り当てる認証モードをドロップダウン ボックスから選択します。

• 認証モードとして [Remote] を選択した場合は、ドロップダウン ボックスから [Unified CM
Cluster] を選択します。

• 認証モードとして [Local] を選択した場合は、パスワードを入力し、確認用にもう一度パス

ワードを入力します。

ステップ 6 [Update] をクリックします。

ローカル ユーザのパスワードの変更

ローカル ユーザのパスワードを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder AdministrationWebインターフェイスから、[User Management] > [User]を選択

します。

[Find and List Users] ページが表示されます。

ステップ 2 変更する特定のユーザを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、

設定したすべてのユーザを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索

結果が表示されます。

ステップ 3 ユーザ名をクリックします。

ステップ 4 ユーザの設定に使用する [Modify User] ページが表示されます。

ステップ 5 ユーザに割り当てる認証モードをドロップダウン ボックスから選択します。
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認証モードとして [Local]を選択した場合は、新しいパスワードを入力し、確認用にもう一度新し

いパスワードを入力します。

ステップ 6 [Update] をクリックします。

リモート ユーザの Unified CM クラスタの変更

Emergency Responder では、既存のリモート ユーザの Unified CM クラスタを別の Unified CM クラ

スタに変更することもできます。

リモート ユーザの Unified CM クラスタを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder AdministrationWebインターフェイスから、[User Management] > [User]を選択

します。

[Find and List Users] ページが表示されます。

ステップ 2 変更する特定のユーザを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、

設定したすべてのユーザを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索

結果が表示されます。

ステップ 3 認証モードとして [Remote]を選択した場合は、ドロップダウン ボックスから [Unified CM Cluster]
を選択します。

ステップ 4 [User Configuration—Modify User] ページが表示されます。

ステップ 5 すべてのリモート ユーザの新しい Unified CM クラスタを選択します。

ステップ 6 [Update] をクリックします。

ユーザの削除

Emergency Responderでは、単一ユーザの削除や複数ユーザの一括削除など、バッチ処理を実行で

きます。

単一ユーザを削除したり、複数ユーザを一括して削除したりするには、次の手順を実行します。

EmergencyResponderのインストール時に作成したデフォルトの管理ユーザは削除できません。（注）

手順

ステップ 1 Emergency Responder AdministrationWebインターフェイスから、[User Management] > [User]を選択

します。
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[Find and List Users] ページが表示されます。

ステップ 2 削除する特定のユーザを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、

設定したすべてのユーザを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索

結果が表示されます。

ステップ 3 削除するユーザを見つけ、そのユーザの [Delete] アイコンをクリックします。

削除を確認する警告が表示されます。

ユーザを一括して削除するには、同様に、ローカルとリモートの両方のリストから複数のユーザ

を選択して（チェックボックスをオンにします）、[Delete Users] ボタンをクリックします。

削除を確認する警告が表示されます。

ステップ 4 [OK] をクリックします。 システムからユーザが削除され、そのユーザに対するすべてのユーザ

グループ アソシエーションが削除されます。

関連トピック

Emergency Responder へのログイン, （113 ページ）

Cisco Emergency Responder ユーザの準備, （251 ページ）

一括でのユーザのリモートへの変更

Emergency Responder では、ユーザはローカルまたはリモートに変更できます。 リモート ユーザ

は、Unified CM クラスタを使用して、認証されます。

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。（注）

ユーザの認証モードを変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder AdministrationWebインターフェイスから、[User Management] > [User]を選択

します。

[Find and List Users] ページが表示されます。
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ステップ 2 削除する特定のユーザを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、

設定したすべてのユーザを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索

結果が表示されます。

ステップ 3 ユーザ名をクリックします。 ユーザの設定に使用する [Modify User] ページが表示されます。

ステップ 4 ユーザに割り当てる認証モードを選択します。 ローカル ユーザをリモート ユーザに変更できま

す。

ステップ 5 ユーザをリモート ユーザに変更した場合は、ドロップダウン ボックスから [Unified CMCluster]を

選択します。

ステップ 6 [Update] をクリックします。

一括でユーザを変更するには、変更するユーザをチェックボックスで選択し、[Change
toRemoteUsers]ボタンをクリックします。前述のステップ6で説明したように、ドロッ

プダウン ボックスから [Unified CM Cluster] を選択します。

（注）

Emergency Responder ロールの管理
Emergency Responderをインストールすると、システムには 6つのデフォルト ロールが定義されま

す（デフォルト ロールの詳細については、ロール管理, （93 ページ）を参照してください）。

追加ロールを定義したり、既存ロールを変更したりすることもできます。

次のトピックでは、新規ロールを追加する方法と、既存ロールを変更または削除する方法につい

て説明します。

ロールの追加

システムに追加ロールを追加し、そのロールにリソースを割り当てることができます。

デフォルト ロールを削除または変更することはできません。（注）

はじめる前に

はじめる前に、作成する追加ロールを決定し、既存のデフォルト ロールが要求を満たしているか

どうかを判断する必要があります。

新規ロールを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration Web インターフェイスから、[User Management] > [Roles] を選

択します。

[Find and List Roles] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add a New Role] をクリックします。
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[Role Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 テキストボックスに、[Role Name]（必須）と [Description]（任意）を入力します。

ステップ 4 リソースのリストで、新規ロールにアクセス権を付与するリソースの隣にあるチェックボックス

をオンにします。

ステップ 5 [Insert] をクリックし、新しいロールをシステムに追加します。

ステップ 6 新規ロールが正常に追加されたことを確認するには、[User Management] > [Roles] ページに戻って

ロール検索を実行します。 作成した特定のロールを見つけるための検索条件を入力し、[Find] を

クリックします。または、設定したすべてのロールを表示するには、検索条件を指定せずに [Find]
をクリックします。検索結果が表示されます。新規ロールがリストに表示されていることを確認

します。

ロールの変更

既存ロールを変更するには、次の手順を実行します。

デフォルト ロールは変更できません。（注）

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration Web インターフェイスから、[User Management] > [Roles] を選

択します。

[Find and List Roles] ページが表示されます。

ステップ 2 変更する特定のロールを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、

設定したすべてのロールを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索

結果が表示されます。

ステップ 3 ロール名をクリックします。

[Role Configuration—Modify Role] ページが表示されます。

ステップ 4 必要に応じて、テキストボックスで [Role Name]と [Description]を変更します（表示されている場

合）。

ステップ 5 リソースのリストで、変更したロールにアクセス権を付与するリソースの隣にあるチェックボッ

クスをオンまたはオフにします。

ステップ 6 システムに更新したロール情報を追加するには、[Update] をクリックします。

ステップ 7 新規ロールが正常に変更されたことを確認するには、[User Management] > [Roles] ページに戻って

ロール検索を実行します。 変更した特定のロールを見つけるための検索条件を入力し、[Find] を

クリックします。または、設定したすべてのロールを表示するには、検索条件を指定せずに [Find]
をクリックします。検索結果が表示されます。ロール名をクリックし、変更されたロール情報が

[Role Configuration—Modify Role] ページに表示されたことを確認します。
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ロールの削除

既存ロールを削除するには、次の手順を実行します。

標準ロールは削除できません。（注）

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration Web インターフェイスから、[User Management] > [Roles] を選

択します。

[Find and List Roles] ページが表示されます。

ステップ 2 削除する特定のロールを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、

設定したすべてのロールを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索

結果が表示されます。

ステップ 3 削除するロールの [Delete] アイコンをクリックします。

ロールの削除を確認する警告メッセージが表示されます。

ステップ 4 ロールを削除するには、[OK] をクリックします。

[Find and List Roles] ページが更新され、ロールは [Role Names] リストに表示されなくなります。

Emergency Responder ユーザ グループの管理
Emergency Responderをインストールすると、システムには 6つのデフォルトのユーザ グループが

定義されます（デフォルトのユーザ グループの詳細については、ユーザ グループ管理, （97ペー

ジ）を参照してください）。追加ロールを定義したり、既存ユーザグループを変更したりするこ

ともできます。

次のトピックでは、新規ユーザグループを追加する方法と、既存ユーザグループを変更する方法

について説明します。

ユーザ グループの追加

システムにユーザグループを追加し、それぞれの新規ユーザグループにユーザおよびロールを割

り当てることができます。

はじめる前に

はじめる前に、作成する追加ユーザ グループを決定し、既存のデフォルト ユーザ グループが要

求を満たしているかどうかを判断する必要があります。
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新規ユーザ グループを追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration Web インターフェイスから、[User Management] > [User Group]
を選択します。

[Find and List User Groups] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add a User Group] をクリックします。

[User Group Configuration—Add User Group] ページが表示されます。

ステップ 3 テキストボックスに、[User Group Name]（必須）と[Description]（任意）を入力します。

ステップ 4 [Add Users] をクリックします。

[User Names] ページが表示されます。

ステップ 5 特定のユーザを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、設定した

すべてのユーザを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索結果が表

示されます。

ステップ 6 追加するユーザ名の左側にあるチェックボックスをオンにし、[Add] をクリックします。

[User Name] ページが閉じ、追加した名前が [Configuration—Add User Group] ページの [Add User to
Group] テキストボックスに表示されます。

リストからユーザを削除するには、ユーザ名を選択して [RemoveUsers]をクリックしま

す。

（注）

ステップ 7 [Add Roles] をクリックします。

[Role Names] ページが表示されます。

ステップ 8 特定のロールを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、設定した

すべてのロールを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索結果が表

示されます。

ステップ 9 追加するロールの左側にあるチェックボックスをオンにし、[Add] をクリックします。

[Role Names] ページが閉じ、追加されたロールが [User Group Configuration] ページの [Add Roles to
Group] テキストボックスに表示されます。

リストからロールを削除するには、ユーザ名を選択して [Delete Roles] をクリックしま

す。

（注）

ステップ 10 [Insert] をクリックし、新しいロールをシステムに追加します。

ユーザ グループの変更

既存ユーザ グループを変更するには、次の手順を実行します。
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デフォルト ユーザ グループは変更できません。（注）

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration Web インターフェイスから、[User Management] > [User Group]
を選択します。

[Find and List User Groups] ページが表示されます。

ステップ 2 変更する特定のユーザ グループを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。

または、設定したすべてのユーザ グループを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をク

リックします。 検索結果が表示されます。

ステップ 3 ユーザ グループ名をクリックします。

[User Group Configuration—Modify User Group] ページが表示されます。

ステップ 4 必要に応じて、[Description] テキストボックスでユーザ グループ（表示されている場合）の説明

を変更します。

ステップ 5 [Add Users to Group] テキストボックスには、対象のユーザ グループに現在割り当てられている

ユーザの名前が表示されます。 追加ユーザを追加するには、ユーザ グループの追加, （110 ペー

ジ）の手順に従います。

ユーザを削除するには、ユーザの名前を強調表示し、[Remove Users] をクリックします。

ステップ 6 [Assign Roles to Group] テキストボックスには、対象のユーザ グループに現在割り当てられている

ロールの名前が表示されます。追加ロールを追加するには、ロールの追加, （108ページ）の手順

に従います。

ロールを削除するには、ロールの名前を強調表示し、[Remove Roles] をクリックします。

ステップ 7 完了したら、[Update] をクリックし、更新したユーザ グループをシステムに保存します。

ステップ 8 ユーザ グループが正常に変更されたことを確認するには、[User Management] > [User Group] ペー

ジに戻って検索を実行します。変更した特定のユーザグループを見つけるための検索条件を入力

し、[Find] をクリックします。または、設定したすべてのユーザ グループを表示するには、検索

条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索結果が表示されます。 ユーザ グループ名をク

リックし、変更されたユーザ グループ情報が [User Group Configuration—Modify User Group] ペー

ジに表示されます。

ユーザ グループの削除

既存ユーザ グループを削除するには、次の手順を実行します。
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デフォルト ユーザ グループは削除できません。 削除できるのは、作成したユーザ グループだ

けです。

（注）

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration Web インターフェイスから、[User Management] > [User Group]
を選択します。

[Find and List User Groups] ページが表示されます。

ステップ 2 削除する特定のユーザ グループを見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。

または、設定したすべてのユーザ グループを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をク

リックします。 検索結果が表示されます。

ステップ 3 削除するユーザ グループの [Delete] アイコンをクリックします。

デフォルト ユーザ グループは削除できません。 削除できるのは、作成したユーザ グ

ループだけです。

（注）

ユーザ グループの削除を確認する警告メッセージが表示されます。

ステップ 4 ユーザ グループを削除するには、[OK] をクリックします。

[Find and List Roles] ページが更新され、削除したユーザ グループは [User Groups] リストに表示さ

れなくなります。

Emergency Responder へのログイン
システム設定を表示または変更するには、Emergency ResponderWebインターフェイスにログイン

する必要があります。 システム管理者は、ロールベースのユーザ管理メカニズムを使用してアク

セスを制御します。 詳細については、ロールベースのユーザ管理, （92 ページ）を参照してくだ

さい。

はじめる前に

Emergency Responder にログインするには、有効なユーザ ID とパスワードが必要です。 インター

フェイスにログインできず、管理作業を行うためのアクセス権が必要な場合は、中心的なEmergency
Responder 管理者に問い合わせてください。

Emergency Responder にログインするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 サポートされるブラウザを使用して、http://servername/ceradmin を開きます。ここで、servername
は Emergency Responder サーバの DNS 名または IP アドレスです。

ブラウザで [Emergency Responder Server Administration] ページが開きます。
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ステップ 2 [Navigation]プルダウン メニューを使用して、ログインするWebサイトを選択します。Emergency
Responder Web サイトには、次の領域があります。

• Emergency Responder Serviceability

• Emergency Responder Administration

• Cisco Unified OS Administration

• Disaster Recovery System

• Emergency Responder User

• Emergency Responder Admin Utility

ログイン ページを開くには、いずれかのリンクをクリックします。

ステップ 3 [Go] をクリックします。

選択した Web サイトのログイン画面が表示されます。

ステップ 4 ユーザ名とパスワードを入力し、[Login] をクリックします。

選択した Web サイトへのログインが行われます。 システム管理者としてログインする場合を除

き、メニューの一部のコマンドにロック アイコンが表示されることがあります。 このロック ア

イコンは、付与されている承認レベルが理由で表示できないページであることを示します。

操作完了後、ログアウトするには、メニュー バーの上にある [Logout] をクリックします。

Emergency Responder 8.5 以降では、ユーザ名の検証では大文字と小文字は区別されませ

ん。

（注）

関連トピック

Emergency Responder ユーザの管理, （103 ページ）

Emergency Responder ロールの管理, （108 ページ）

Emergency Responder ユーザ グループの管理, （110 ページ）

Cisco Emergency Responder ユーザの準備, （251 ページ）

同時セッションの最大数の制限
Emergency Responderでは、管理者は、任意のユーザに対して一度にアクティブにできる同時セッ

ションの最大数を制限できます。 この制限が有効になっていると、管理者は許可される同時セッ

ションの数の最大数（1 ～ 15）を指定できます。

この制限は、Emergency Responder に設定されているすべてのユーザに適用されます。

ユーザは、指定された数を超える同時セッションを確立できなくなります。 制限を超える数の同

時セッションを追加で確立しようとしたユーザは、Emergency Responder にログインできなくな

り、「Session limit exceeded. Please log out of any existing sessions and try again」というエラー メッ

セージが表示されます。
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この制限は、Emergency Responder の制限を超えてセッションを追加したすべてのユーザに適

用されます。

（注）

この制限は、各 Emergency Responder Web サイトに対して個別に強制されます。（注）

• Emergency Responder Administration

• Emergency Responder Serviceability

• Emergency Responder User

• Emergency Responder Admin Utility

ユーザが Emergency Responder Web サイトにログインし、ログアウトせずにブラウザを閉じた

場合、そのセッションは 30 分後にタイムアウトになるまでアクティブのまま維持されます。

この間にユーザが事前設定された制限を超えて追加のセッションを確立しようとしても、その

操作は成功しません。

警告

はじめる前に

Emergency Responder サーバ グループを設定するには、システム管理者権限が必要です。

Emergency Responder サーバ グループを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [System] > [Cisco ER Group Settings] を選択します。

[Emergency Responder Group Settings] ページが開きます。

ステップ 2 [Limit Concurrent Sessions] チェックボックスをオンにします。 このチェックボックスによって、

同時セッション数の制限が有効になり、[Max. number of concurrent sessions]ドロップダウン ボック

スで選択できるようになります。

ステップ 3 EmergencyResponderユーザに適用する同時セッションの最大数を [Max. number of concurrent sessions]
ドロップダウン ボックスで選択します。

ステップ 4 新しい変更を適用するには、[Update Settings] ボタンをクリックします。

同時セッションの最大数の設定を無効にするには、[System]> [EmergencyResponderGroup
Settings] の順に選択し、[Limit Concurrent Sessions] チェックボックスをオフにします。

（注）

関連トピック

Group Settings, （310 ページ）
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サーバおよびサーバ グループの設定
次のトピックでは、EmergencyResponderサーバおよびサーバグループを設定する方法と、Emergency
Responder グループと Unified CM 間のテレフォニー接続について説明します。

サーバ グループのセットアップ

EmergencyResponderサーバグループを設定するには、グループに含めるいずれかのサーバの管理

インターフェイスに接続する必要があります。 Emergency Responder サーバ グループは、最大 2
つの Emergency Responder サーバ（プライマリ サーバとスタンバイ サーバ、またはバックアップ

サーバ）で構成されます。 この冗長性により、いずれかのサーバが使用できなくなった場合でも

Emergency Responder を継続して利用できるようにします。

1つのグループ内に2つのサーバを配置し、物理的な位置を別個にすることを検討してください。

このような構成では、片方のサーバに火災、洪水、ネットワーク中断などの問題が生じた場合で

も、他方のサーバには影響しません。 詳細については、データの整合性および信頼性, （20 ペー

ジ）を参照してください。

はじめる前に

Emergency Responder サーバ グループを設定するには、システム管理者権限が必要です。

Emergency Responder サーバ グループを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [System] > [Cisco ER Group Settings] を選択します。

[Emergency Responder Group Settings] ページが開きます。

ステップ 2 GroupSettings, （310ページ）で説明されているように、グループ設定を入力します。多くのフィー

ルドには、大部分のネットワークで有効なデフォルトが設定されています。 少なくとも、以下の

フィールドは設定する必要があります。

• [Cisco ER Group Name]：グループの名前を入力します。 この名前はシステムを使用するとき

に使われるため、わかりやすい名前を選択してください。

• [SMTP Mail Server] および [Source Mail ID]：Emergency Responder システム管理者やオンサイ

トアラート担当者（セキュリティ）に電子メールアラートが送信されるようにする場合は、

メール サーバの IP アドレスまたは DNS 名、および電子メールの送信に使用するサーバのア

カウント名を入力します。 オンサイト アラート担当者の電子メール アドレスを設定すると

（オンサイトセキュリティ担当者の追加, （128ページ）を参照）、担当者が割り当てられて

いる領域で緊急コールが発生したときにこのアカウントから電子メールアラートが送信され

ます。 電子メール アドレスが、電子メールベースのポケットベルの場合、ポケットベルが

使用されます。

• [System Administrator Mail ID]：緊急なエラーの場合に電子メール アラートを送信するとき

は、システムの連絡先の電子メール アカウント情報を入力します。
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• [Calling Party Modification flag]：Emergency Responder を Cisco Call Manager ユーザとして作成

した場合、[Calling Party Modification] を有効にしたときは、このフラグを設定する必要があ

ります。

• [Enable Syslog]および [Syslog Server]：CiscoWorks2000をネットワーク管理ソフトウェアとし

て使用しているときは、syslog コレクタにログ メッセージを送信するように Emergency
Responderを設定できます。 syslogコレクタを使用するには、[Enable Syslog]を選択し、syslog
サーバの完全修飾 DNS 名を入力します。

• [Security end user web interface language]：ページをフランス語（カナダ）で表示するには、ド

ロップダウン ボックスからこの言語を選択します。 デフォルトの言語は英語です。

ステップ 3 設定が完了したら、[Update Settings] をクリックします。

Emergency Responder グループが作成されます。

関連トピック

サーバの設定, （119 ページ）

Group Settings, （310 ページ）

Syslog からの情報収集, （297 ページ）

サーバのグループ テレフォニー設定のセットアップ

Emergency Responder に緊急コールや ELIN に使用する電話番号を通知するには、テレフォニーを

設定する必要があります。

はじめる前に

テレフォニーを設定するには、システム管理者権限が必要です。

これらの設定を行う前に、UnifiedCMで必要なルート ポイントおよびルート パターンを作成しま

す。 詳細については、次のトピックを参照してください。

• 緊急コールのルート ポイントの作成, （68 ページ）

• Cisco Emergency Responder グループ間の通信に対するルート パターンの作成, （85 ページ）

テレフォニーを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [System] > [Telephony Settings] を選択します。

[Telephony Settings] ページが開きます。

ステップ 2 Telephony Settings, （313 ページ）に説明されているとおり、テレフォニー設定を入力します。
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• [UDP Port Begin]：Emergency Responder の最初の UDP ポートは電話に使用できます。 32000
などです。

• [Inter Cisco ER Group Route Pattern]：他の Emergency Responder グループがこのグループに緊

急コールをルーティングするために使用するルート パターン（1000.911 など）。

• [PSAP Callback Route Point Pattern]：PSAP からのコールを受け取るために作成した CTI ルー

ト ポイント。 913XXXXXXXXXX（913 の後ろに 10 個の X）などです。

• [ELINDigit Strip Pattern]：ELINを表示するために PSAPコールバック ルート ポイントから受

け取った数字。 913 などです。

• [Route Point for Primary Cisco ER Server]：使用する Emergency Responder プライマリ サーバ用

に作成したルート ポイント。 711 などです。 この数字は変更できます。 緊急電話番号の変

更, （118 ページ）を参照してください。

• [Route Point for Standby Cisco ER Server]：使用する Emergency Responder スタンバイ サーバ用

に作成したルート ポイント。 912 などです。

• [IP Type of Service (00-FF)]：IP ヘッダーに含まれる Type of Service（TOS; タイプ オブ サービ

ス）バイトの値。 デフォルトの 0xB8 は、プライオリティ キューの TOS クラスを意味しま

す。 このデフォルト値は Emergency Responder 用として使用することをお勧めします。

• [Onsite Alert Prompt Repeat Count]：オンサイト セキュリティ電話機に表示するプロンプトの

回数。

• [Intrado Route Pattern]：IntradoのEmergency Response Location（ERL;緊急応答ロケーション）

のルート パターン。

ステップ 3 変更を保存するには、[Update Settings] をクリックします。

緊急電話番号の変更

インストール時に [Route Point for Primary Cisco ER Server] フィールドに数字を入力して自動的に

設定された緊急電話番号を設定または変更できます。 緊急電話番号を設定または変更する前に、

新しいルート ポイントを設定し、Unified CM の Emergency Responder ユーザに関連付ける必要が

あります。

緊急電話番号の変更は、混雑していない時間に行ってください。注意

緊急電話番号を変更するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 新規ルート ポイントを、Unified CM の Emergency Responder ユーザに関連付けます。 Emergency
Responder Cisco Unified Communications Manager ユーザの作成, （88 ページ）を参照してくださ

い。

ステップ 2 新しい番号のルート ポイントを変更します。[Route Point for Primary Cisco ER Server] フィールド

に番号を入力します。

ステップ 3 [Update Settings] をクリックします。

Emergency Responder でサポートされる緊急電話番号は現在も 1 つだけです。番号を変

更すると、Emergency Responder は、新しい緊急電話番号ルート ポイントで受け取った

コールをルーティングするようになります。

（注）

関連トピック

Telephony Settings, （313 ページ）

緊急コールのルート ポイントの作成, （68 ページ）

ERL のルート パターンの作成, （76 ページ）

Cisco Emergency Responder グループ間の通信に対するルート パターンの作成, （85 ページ）

Cisco Unified Communications Manager クラスタの指定, （121 ページ）

サーバの設定

Emergency Responder グループを作成すると（サーバ グループのセットアップ, （116 ページ）を

参照）、[Server Settings]ページを使用してEmergency Responderサーバ設定の更新（サーバ名の変

更、トレースおよびデバッグ設定の変更など）や、サーバの削除を実行できます。

はじめる前に

Emergency Responder サーバの更新または削除を行うには、システム管理者権限が必要です。

Emergency Responder サーバを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [System] > [Server Settings] を選択します。

[Server Settings] ページが開きます。
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ステップ 2 サーバ設定（[Server Name]、[Debug Package List]、または [Trace Package List] の設定）を変更する

には、左側の [Servers]リストでサーバ名を選択します。 編集ボックスに、サーバの設定が読み込

まれます。 変更を加えて、[Update] をクリックします。

ステップ 3 グループからサーバを削除するには、サーバを選択して [Delete] をクリックします。 ネットワー

クからサーバを完全に削除する場合は、コールが誤って転送されたりドロップされたりすること

のないように、テレフォニー ネットワークに必要な変更を行ってください。

ステップ 4 設定が完了したら、[Update] をクリックします。

変更が保存され、ページ上部のサーバ リストに表示されます。

関連トピック

新しいシステムへのインストール, （54 ページ）

サーバ グループのセットアップ, （116 ページ）

サーバのグループ テレフォニー設定のセットアップ, （117 ページ）

Cisco Unified Communications Manager クラスタの指定, （121 ページ）

Server Settings for Emergency ResponderServerGroup, （316 ページ）

ライセンス ファイルのアップロード

サーバ グループのライセンス ファイルのアップロードには、2 つのオプションがあります。

• Emergency Responder を使用するため、パブリッシャ用の有効なサーバ ライセンス ファイル

と、サブスクライバ用の 2 番目のサーバ ライセンス ファイルをアップロードできます。

• パブリッシャとサブスクライバ用の独立したライセンスを注文する代わりに、2 つのノード

を備えたサーバ グループのライセンスをアップロードすることもできます。

詳細については、ライセンスを参照してください。

この手順を開始する前に、すべてのサーバおよびユーザのライセンス ファイルを用意してくださ

い。

必要なライセンス ファイルが明らかでない場合は、ライセンス要件, （6 ページ）を参照し

てください。

（注）

はじめる前に

[License Manager] ページにアクセスするには、システム管理者権限が必要です。

Emergency Responder ライセンス ファイルをアップロードするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration Web サイトから、[System] > [License Manager] を選択します。

[License Manager] ページが開きます。 サーバのライセンスの詳細が表示されます。

ステップ 2 ライセンスファイルをアップロードするサーバに基づいてプルダウンメニューからサーバ名を選

択し、[Upload License] をクリックして追加のライセンス ファイルをアップロードします。

[Upload File] ページが表示されます。

ステップ 3 [Browse] ボタンを使用してアップロードするライセンス ファイル（Cisco.com で Cisco Emergency
Responder システムを登録した後に電子メールの添付ファイルとして受信したファイル）に移動

し、ファイル名を選択して、[Open] をクリックします。

選択したファイル名が [Select file to be uploaded] テキストボックスに表示されます。

ステップ 4 [Upload]をクリックします。 追加ライセンス ファイルのアップロードとインストールが実行され

ます。

[License Manager] ページに、次の情報が表示されます。（注）

• サーバ グループのサーバ ライセンス情報。

• 統合ユーザ ライセンス情報（パブリッシャおよびサブスク

ライバ）

関連トピック

ライセンス

License Manager, （318 ページ）

Cisco Unified Communications Manager クラスタの指定

設定している Cisco Emergency Responder グループで管理する Unified CM クラスタごとに、1 つの

Unified CM サーバを指定する必要があります。 Cisco Emergency Responder は、これらの Unified
CM サーバに登録されている電話機リストを取得し、電話機の移動を追跡します。

Cisco Emergency Responder は、3 つのレベルの CTI フェールオーバーを提供します。 3 つのレベ

ルのCTIフェールオーバーを有効にするには、プライマリCTIManager、バックアップCTIManager
1、バックアップ CTI Manager 2 の IP アドレスまたは DNS 名を入力します。

はじめる前に

Unified CM クラスタを指定するには、システム管理者またはネットワーク管理者の権限が必要で

す。

Emergency Responder が Unified CM クラスタ リストにアクセスするには、サーバで Cisco Unified
Communications Manager をアクティブ化する必要があります。 詳細については、Software Bug
Toolkit を使用して「CSCsx52550」を参照してください。

Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

121

Cisco Emergency Responder の設定

Cisco Unified Communications Manager クラスタの指定

http://tools.cisco.com/Support/BugToolKit/search/getBugDetails.do?method=fetchBugDetails&bugId=CSCsx52550


Emergency Responder がサーバから必要な情報を取得できるように、Unified CM クラスタ内の各

Unified CM サーバで、SNMP サービスを実行する必要があります。

これらの設定を行う前に、必要なユーザとCTIポートを作成します。この情報は、CiscoEmergency
ResponderがCisco EmergencyResponderクラスタを使用してプロバイダーを作成しようとする前に

整っている必要があります。 Cisco Emergency Responder は、プロバイダーの作成時にユーザに関

連付けられているCTIポートとルート ポイントのみを登録します。 詳細については、次のトピッ

クを参照してください。

• Emergency Responder Cisco Unified Communications Manager ユーザの作成, （88 ページ）

• 必要な CTI ポートの作成, （71 ページ）

設定している Cisco Emergency Responder グループで管理する Unified CM クラスタごとに、1 つの

Unified CM サーバを指定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Phone Tracking] > [Cisco Unified Communications Manager Details] を選択します。

[Unified CM Details] ページが開きます。

ステップ 2 Unified CM サーバの詳細を入力します。

• [Cisco Unified Communications Manager]：サーバの IPアドレスまたは DNS名。 このサーバで

は、Unified CM と SNMP サービスを実行する必要があります。 Emergency Responder 設定で

は、同じ Unified CM クラスタ内に複数の Unified CM サーバを定義しないでください。

• [CTI Manager]：サーバが属するクラスタの CTI Manager の IP アドレスまたは DNS 名。

• [CTI Manager User Name]：Cisco Emergency Responder で作成したユーザ。 詳細については、

Emergency Responder Cisco Unified Communications Manager ユーザの作成, （88 ページ）を参

照してください。

• [CTI Manager Password]：ユーザのパスワード。

• [Backup CTI 1 Manager]：クラスタの最初のバックアップ CTI Manager の IP アドレスまたは

DNS 名。

• [Backup CTI 2Manager]：クラスタの 2 番目のバックアップ CTI Manager の IP アドレスまたは

DNS 名。

• [Telephony Port Begin Address]：Emergency Responder を使用するために作成した一連のポー

トの最初のCTIポート アドレス。 詳細については、必要なCTIポートの作成, （71ページ）

を参照してください。

• [Number of Telephony Ports]：Emergency Responder を使用するために作成した一連の CTI ポー

トの数。

ステップ 3 セキュアな JTAPI 通信を確立するには、次の手順を実行します。

a) [Enable Secure Connection] チェックボックスをオンにします。
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b) 次の必須情報を入力します。

• TFTP Server IP Address

• TTFTP Server Port
[TFTP Server Port] フィールドには、デフォルト値が設定されます。 Unified CM
に [TFTP Server Port]フィールドとは異なる値を入力した場合は、このフィール

ドにはデフォルト値ではなく、UnifiedCMと同じ値を入力する必要があります。

（注）

• CAPF Server IP Address

• CAPF Server Port
[CAPFServer Port]フィールドには、デフォルト値が設定されます。CiscoUnified
Communications Managerに [CAPF Server Port]フィールドとは異なる値を入力し

た場合は、このフィールドにはデフォルト値ではなく、Cisco Unified
Communications Manager と同じ値を入力する必要があります。

（注）

• Instance ID for Publisher

• Secure Authentication String for Publisher

• Instance ID for Subscriber

• Secure Authentication String for Subscriber
Cisco Unified Communications Manager クラスタにも、セキュアな JTAPI 通信を

設定する必要があります。 詳細については、必要な CTI ポートの作成, （71
ページ）を参照してください。

（注）

ステップ 4 [Insert] をクリックします。

EmergencyResponderにより、サーバ リストにUnifiedCMサーバが追加されます。 このEmergency
Responder グループで他の Unified CM クラスタをサポートしている場合は、この手順を繰り返し

ます。

ヒント • Unified CM サーバの設定を表示または変更するには、サーバ リストでサーバをク

リックします。 設定が編集ボックスに読み込まれます。 設定を変更するには、編

集して [Update] をクリックします。

• Emergency Responder設定からUnified CMサーバを削除するには、サーバ リストで

サーバをクリックし、[Delete] をクリックします。

関連トピック

Cisco Unified Communications Manager Clusters, （362 ページ）
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Emergency Responder クラスタおよびクラスタ DB ホスト

のセットアップ
Emergency Responder クラスタおよびクラスタ DB ホストを設定するには、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 次のことを確認します。

• すべての Emergency Responder グループを Emergency Responder クラスタに追加している

• いずれかのEmergencyResponderパブリッシャを「クラスタDBホスト」として設定している

• クラスタ間で、「クラスタ パスワード」として同じパスワードを使用している

ステップ 2 Emergency Responder Admin Utility Web インターフェイスを使用して、[Update] > [ClusterDB Host]
に移動し、ステップ 1 の値を入力します。

ステップ 3 クラスタ内の Emergency Responder サーバ グループごとにステップ 1 と 2 を繰り返します。

ステップ 4 Emergency Responder サービスを再起動します。

Emergency Responder サーバ グループが、Emergency Responder クラスタ内にある

Emergency Responder サーバ グループの Emergency Responder 1.3、2.x、7.1、および 8.0
以降のバージョンと通信できるようになります。

（注）

関連トピック

Update Cluster DB Host, （482 ページ）

Emergency Responder クラスタ データベース ホストの詳細情報の更新, （248 ページ）

Cisco Unified Communications Manager クラスタの変更
EmergencyResponderで指定されたUnifiedCMクラスタの変更やアップグレードを行った場合は、

Admin Utility を使用して、新しいバージョンの Unified CM を Emergency Responder に指定する必

要があります。

EmergencyResponderに指定されたUnifiedCMクラスタを別のバージョンに変更する方法について

は、Cisco Unified Communications Manager のバージョンの変更, （247 ページ）を参照してくださ

い。
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緊急応答ロケーションの使用
Emergency Response Location（ERL; 緊急応答ロケーション）は、緊急コールが発生する領域を定

義します。 セキュリティ担当者および緊急応答チームは、ERL情報を使用して緊急の発信者の場

所を特定します。

Unified CM 6.x では、IP Phone に新たな Do-Not-Disturb 機能が導入されました。 オンサイト セ

キュリティ電話機として指定された電話機でこの機能が有効になっていると、Emergency
Responderから電話機に緊急アラートが送信されても、オンサイト セキュリティ担当者へのア

ラート通知は行われません。 オンサイト アラート機能を搭載した電話機では、Do-Not-Disturb
機能を無効にすることが重要です。

（注）

UnifiedCMでは、Do-Not-Disturb機能が有効になっている電話機で、Cisco EmergencyResponder
からオンサイト セキュリティ担当者にアラートを通知する機能がサポートされています。

（注）

ERL の作成や変更を実行できるのは、Emergency Responder システム管理者または ERL 管理者で

す。 次の各項では、ERL について詳述し、Emergency Responder での使用方法について説明しま

す。

ERL
Emergency Response Location（ERL; 緊急応答ロケーション）は、建物、建物内の領域、または屋

外（電話機サービスを屋外にも広げている場合）で、これらの領域は緊急応答を行うための単一

ロケーションとして扱われます。ERL内のすべての電話は、同じロケーションからかかってきた

ものとして認識されます。

そのため、緊急コールが発生すると、Public Safety Answering Point（PSAP）とオンサイト アラー

ト（セキュリティ）チームにERLが通知されます。緊急時に、緊急コールの発信者の場所を特定

する必要がある場合、応答チームはERL内にいる個人を見つけなければなりません。各スイッチ

ポートの [Phone Location] フィールドを使用して、より詳細な情報を含めることができます。 こ

のレベルの詳細情報は、自動的に追跡される電話機でのみ利用可能で、オンサイト アラート担当

者の [Web Alert] 画面にのみ表示されます。

この方法は、ホーム ユーザの緊急コールの取り扱い方法と同様です。つまり、緊急応答チームは

コールの発信場所は把握しますが、発信者がわかるまで各部屋を探す必要があります。 家が大き

いほど、探す時間が長くなります。 同様に、ERLの領域が広いほど、応答チームが緊急の発信者

を見つけるまでの時間が長くなります。

ERL の広さに関する法は、地域によって異なります。 責任を持って、現地法に基づいた ERL の

設定を行ってください。電話機のサービスプロバイダーと連携して作業してください。現地法の

理解につながります。 ERL からのコールが適切な PSAP にルーティングされるように、最終的に

は ERLのAutomatic Location Information（ALI）をサービス プロバイダーに送信する必要がありま

す。
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関連トピック

ERL, （125 ページ）

Emergency Responder ERL 管理者のロール, （252 ページ）

オンサイト セキュリティ担当者の追加

セキュリティ担当者またはオンサイトアラート担当者を指定して、緊急応答ロケーション（ERL）

に割り当てる必要があります。ERLで緊急コールが発信されると、関係するオンサイトアラート

担当者は以下を受け取ります。

• Emergency Responder エンドユーザ インターフェイスでの Web ベースのアラート。

• 電子メールメッセージ。電子メールアドレスが、電子メールベースのポケットベルの場合、

ポケットベルが使用されます。

• 緊急コールが発信されたことを知らせる電話。

はじめる前に

システム管理者または ERL 管理者の権限で、Emergency Responder にログインする必要がありま

す。

名前、電話番号、電子メールアドレスなど、すべてのオンサイトアラート担当者に関する情報を

収集します。 さらに、各担当者に一意の識別名（バッジ番号など）を作成します（まだ作成して

いない場合）。

オンサイト セキュリティ担当者を追加するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ERL] > [Onsite Alert Settings] を選択します。

[Onsite Alert Settings] ページが開きます。

ステップ 2 セキュリティ担当者またはオンサイトアラート担当者の一意の ID、名前、電話番号、電子メール

アドレス、ポケットベル アドレスを入力します。

一意の IDには、バッジ番号、電子メール名、その他のサイト固有の一意の名前を指定できます。

この ID を使用して担当者を ERL に割り当て、有用な命名方法を構築できます。

電子メールベースのポケットベルアドレスを使用して、オンサイトアラート担当者が電子メール

ではなくポケットベルで受信するように設定できます。

ステップ 3 [Insert] をクリックします。

担当者が、オンサイト担当者のリストに追加されます。 この手順を繰り返して、すべてのセキュ

リティ担当者またはオンサイト担当者を定義します。

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

128

Cisco Emergency Responder の設定

オンサイト セキュリティ担当者の追加



ヒント • 担当者を削除するには、まず、すべての ERL 定義から担当者を削除します。 次

に、[Onsite Alerts Settings]ページの [Available Onsite Alerts]リストで、担当者レコー

ドに対応する [Delete] アイコンをクリックします。

• オンサイト アラート設定を変更するには、[Available Onsite Alerts] リストで、担当

者の [Onsite Alert ID]、[Onsite Alert Name]、[Onsite Alert Number]、[Onsite Alert Email
Address]、または [Onsite Alert Pager Address]をクリックします。 担当者の情報は、

このページの [Modify Onsite Alert Contact]セクションに表示されます。 必要に応じ

て情報を変更し、[Update] をクリックします。 担当者の [Onsite Alert ID] は変更で

きません。[Onsite Alert ID] を変更するには、担当者のエントリを削除して、新し

く作成する必要があります。

ERL の作成

次の各項では、緊急応答ロケーション（ERL）を作成する方法について説明します。

デフォルト ERL のセットアップ

EmergencyResponderでは、新しいスイッチポートや位置未確認の電話機をデフォルトの緊急応答

ロケーション（ERL）に割り当てる処理は自動的には行われません。 新しいスイッチ ポートおよ

び位置未確認の電話機は、「ERL は設定されていない」ものとして扱われます。

すべてのスイッチポート、位置未確認の電話機、手動で設定した電話機や IPサブネットに、必ず

しもデフォルト ERL を設定する必要はありません。 デフォルト ERL は、その電話機に設定され

ている他の ERL がない場合にのみ、Emergency Responder によって内部的に使用されます。

EmergencyResponderでは、EmergencyResponderサーバが初めて起動されたとき（またはスタンバ

イ Emergency Responder サーバがない場合に再起動されたとき）、最初のスイッチ ポート更新が

完了するまでの間、すべての緊急コールにデフォルトERLが使用されます（このプロセスは即座

に起動されます）。

はじめる前に

システム管理者または ERL 管理者の権限で、Emergency Responder にログインする必要がありま

す。

最初に、Unified CM で必要な ELIN を設定する必要があります（ELIN 番号の緊急コールおよび

PSAP コールバック, （76 ページ）を参照）。

デフォルト ERL を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ERL] > [Conventional ERL] を選択します。

[Find Conventional ERL Data] ページが開きます。
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ステップ 2 [Configure Default ERL] をクリックします。

[ERL Information for Default] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [ERL Information for Default] ウィンドウに情報を入力します。 各フィールドの詳しい説明につい

ては、Add New ERL, （331 ページ）を参照してください。

ステップ 4 [ALI Details] をクリックします。

[ALI Information] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [ALI Information] ウィンドウに情報を入力します。 各フィールドの詳しい説明については、ALI
Information, （336 ページ）を参照してください。

ALIへの情報入力が完了したら、[UpdateALI Info]をクリックします。ALIが保存されます。 ウィ

ンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。

ステップ 6 [ERL Information for Default] ウィンドウをアクティブ ウィンドウにして（アクティブになってい

ない場合）、[Update] をクリックします。

ERL とその ALI が保存されます。

ステップ 7 ウィンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。

デフォルトERLは削除できません。 また、デフォルトERLを設定しないと、他のERL
を設定できません。

ヒント

関連トピック

Conventional ERL, （329 ページ）

Add New ERL, （331 ページ）

ALI Information, （336 ページ）

各 ERL および自動ロケーション情報（ALI）のセットアップ, （131 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）

ERL のセットアップ（Non-PSAP 配置の場合）

Emergency Responder の配置は、オンサイト アラートの場合にのみ実行できます。 つまり、緊急

コールをPublic SafetyAnsweringPoint（PSAP）にルーティングする代わりに、指定のセキュリティ

電話機に緊急コールをルーティングします。

Non-PSAP 配置の設定には、2 つの方法があります。

[Configure Security IDs Only]：このシナリオでは、任意の ERL のゾーンにセキュリティ ID を設定

し、ルート/トランスレーション パターンは設定しません。 すべての緊急コールは、ERL セキュ

リティにルーティングされます。この処理に失敗すると、コールはデフォルトERLセキュリティ

にルーティングされます。次に、EmergencyResponderは設定されたセキュリティ電話機へのコー

ルを開始し、アラート セキュリティ担当者に緊急コールのプロンプトを再生します。

セキュリティ ID のみを設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 緊急コールを通知するセキュリティ担当者を指定します（オンサイトセキュリティ担当者の追加,
（128 ページ）を参照）。

たとえば、セキュリティ A に電話番号 1000 を設定します。

ステップ 2 ルート パターン/ELINは指定せず、ERLのセキュリティ IDを指定して、ERLを追加します（ERL
の作成, （129 ページ）を参照）。

たとえば、セキュリティ A を指定した ERL X を追加します。

ステップ 3 スイッチポート画面に移動し、検出されたスイッチポートを設定済みのERLに割り当てます（ス

イッチ ポートの設定, （152 ページ）を参照）。

たとえば、スイッチ IP Y のスイッチ ポートを ERL X に関連付けます。

スイッチ IP Yに接続された電話機からの緊急コールはすべて、ERLXを使用して、セキュリティ

A の電話番号 1000 を呼び出します。

ワイヤレス アクセス ポイントの IPアドレスを使用するワイヤレス IP Phoneやワイヤレ

ス電話機にレイヤ 3（IP）ローミングを使用すると、Emergency Responderでは、これら

の電話機の移動は自動的には追跡できません。 Emergency Responder では、電話機の IP
アドレスを使用して電話機の位置を特定するためです。 Emergency Responder を使用し

てネットワーク上でワイヤレス電話機の移動を自動的に追跡する必要がある場合は、レ

イヤ 3 ローミングを使用しないでください。

（注）

[Configure Security IDs and Route/Translation Patterns]：このシナリオでは、任意の ERL のゾーンに

セキュリティ IDを設定し、ELIN番号を指定せずにルート/トランスレーション パターンを設定し

ます。 Emergency Responder に、このゾーンには ELIN が設定されないことを知らせるポップアッ

プの警告メッセージが表示されます。 緊急コールは、ルート/トランスレーション パターンを使

用してルーティングされます。この処理に失敗すると、デフォルトのパターンが使用されます。

次に、Emergency Responder は設定されたセキュリティ電話機へのコールを開始し、アラート セ

キュリティ担当者に緊急コールのプロンプトを再生します。

このシナリオでは、各ゾーンに異なるルート/トランスレーション パターンを使用する

必要があります。

（注）

各 ERL および自動ロケーション情報（ALI）のセットアップ

この項では、単一の ERL を定義する方法について説明します。 複数の ERL に同様の情報が設定

されることが多いため、同様の ERL の定義を簡素化するための方法について複数の ERL のイン

ポート, （133 ページ）を参照してください。

はじめる前に

システム管理者または ERL 管理者の権限で、Emergency Responder にログインする必要がありま

す。

単一の ERL を定義するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [ERL] > [Conventional ERL] を選択します。

[Find conventional ERLs] ページが開きます。

ステップ 2 [Add New ERL] をクリックします。

[Add New ERL] ウィンドウが開きます。

ステップ 3 [AddNewERL]ウィンドウに情報を入力します。 各フィールドの詳しい説明については、AddNew
ERL, （331 ページ）を参照してください。

ステップ 4 [Add ALI] ボタンをクリックします。

[ALI Information] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 [ALI Information] ウィンドウに情報を入力します。 各フィールドの詳しい説明については、ALI
Information, （336 ページ）を参照してください。

ALI への情報入力が完了したら、[Save and Close] をクリックします。

ステップ 6 [Add New ERL] ウィンドウをアクティブ ウィンドウにして（アクティブになっていない場合）、

[Insert] をクリックします。

ERL とその ALI が保存されます。

ステップ 7 ウィンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。

ヒント • 既存 ERL に類似した ERL を作成するには、既存 ERL のリストで [Find] をクリッ

クし、類似した ERL を選択して [Copy] をクリックします。 ERL の一部の情報と

ALI のすべての情報がコピーされます。これらの情報を変更して、新しい ERL を

作成できます。

• ALIの定義プロセスを簡素化するため、タグの作成や更新を行うことができます。

[ALI Information] ウィンドウに移動し、samplevalidate.txt ファイルのロケーション

に関する情報を探します。 サンプル ファイルに、タグの設定方法の説明が載って

います。 必要なタグを作成または更新したら、[ALI Information]ウィンドウでタグ

の名前を選択します。[ALI]フィールドに、選択したタグに関係のある設定が読み

込まれます。

関連トピック

Conventional ERL, （329 ページ）

Add New ERL, （331 ページ）

ALI Information, （336 ページ）

複数の ERL のインポート, （133 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）
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複数の ERL のインポート

一度に 1つの ERLを定義するのではなく、各 ERLおよび自動ロケーション情報（ALI）のセット

アップ, （131ページ）で説明したように、複数のERL定義を含むファイルを作成して、これらの

ERL を一度に Emergency Responder 設定にインポートできます。 この方法は、スプレッドシート

にすでに ERL 定義を作成している場合や、Emergency Responder からエクスポートした ERL デー

タを使用して Emergency Responder 設定を復元する場合に特に便利です。

はじめる前に

システム管理者または ERL 管理者の権限で、Emergency Responder にログインする必要がありま

す。

インポート ファイルを準備します。 Emergency Responder の [Import ERL Data] ページで、必要な

ファイル形式に関する詳細情報を確認できます。 このページには、インポートを実行するときに

ファイルを配置するロケーションに関する情報も示されます。

従来型の ERL、Off-Premise ERL、または Intrado ERLをインポートできます。 [Import]リンクは、

[Find Conventional ERL Data] ページ、[Find Off-Premises ERLs Data] ページ、および [Find Intrado
ERLs Data] ページの右上にあります。

従来型の ERL の作成については、ERL の作成, （129 ページ）を参照してください。

IntradoERLの作成については、IntradoERLのセットアップ, （173ページ）を参照してください。

Off-Premise ERL の作成については、Off-Premise ERL のセットアップ, （180 ページ）を参照して

ください。

次の手順を使用して形式の表示、ファイルの作成/更新、必要なロケーションへのファイルのコ

ピーを行い、次の手順に従ってファイルをインポートしてください。

一度に複数の ERL をインポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Find ERL] ページ（[Find Conventional ERL Data] ページ、[Find Off-Premises ERLs Data] ページ、ま

たは [Find Intrado ERLs Data] ページ）で、[Import] をクリックします。

[Import ERL Data] ページが開きます。

ステップ 2 プルダウン メニューからインポート ファイルの形式（csv または xml）を選択します。

ステップ 3 ローカル マシンからファイルをアップロードするには、[Upload]をクリックします。 アップロー

ド ユーティリティの使用については、ファイルのアップロード, （99 ページ）を参照してくださ

い。

ステップ 4 インポート ファイルを選択します。

ステップ 5 [Import] をクリックします。

ERL と関連する ALI データのインポートが開始され、インポートの進捗状況が表示されます。

Emergency Responder設定に既存のデータと競合するデータがある場合は、インポートされるデー

タによって上書きされます。
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ステップ 6 [Close] をクリックして、[Import ERL Data] ウィンドウを閉じます。

関連トピック

Import ERL Data, （343 ページ）

各 ERL および自動ロケーション情報（ALI）のセットアップ, （131 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）

ALI データの変換

PS-ALI Converterツールを使用して、ERLの csv（カンマ区切り値）テキスト ファイルを生成しま

す。この形式のファイルは、Emergency Responder ERL で使用可能です。 ファイルを変換する前

に、既存のALIファイルをNENA 2.0形式で Emergency Responderにアップロードする必要があり

ます。

はじめる前に

システム管理者または ERL 管理者の権限で、Emergency Responder にログインする必要がありま

す。

ALI データを変換するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Tools] > [PS-ALI Converter] を選択します。

[PS-ALI Converter] ページが開きます。

ステップ 2 NENA 2.0 形式の ERL ファイルをアップロードするには、[Upload PSALI file] ボタンをクリックし

ます。 [Upload File] ページが表示されます。

ステップ 3 ファイルのアップロード, （99 ページ）の手順に従って、ERL ファイルをアップロードします。

ステップ 4 プルダウン メニューから、アップロードしたファイルを選択します。

ステップ 5 [Output file (in csv format) Name] フィールドに、変換後の csv ファイルの名前を入力します。

ステップ 6 csv ファイルを作成するには、[Convert] をクリックします。

生成された csv ファイルは、次のフォルダにあります。

���F�H�U�U�R�R�W�����L�P�S�R�U�W
このファイルのインポートやダウンロードを行うには、ファイルマネージャユーティリティを使

用します。

ステップ 7 必要に応じて、変換後の csv ファイルを変更します。 たとえば、ERL 名、ルート パターン、セ

キュリティの詳細を追加して、ERL を更新します。

ステップ 8 ウィンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。
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関連トピック

Import ERL Data, （343 ページ）

各 ERL および自動ロケーション情報（ALI）のセットアップ, （131 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）

IP サブネットベースの ERL のセットアップ

Emergency Responder では、スイッチ ポートベースの ERL だけでなく、IP サブネットベース（レ

イヤ 3）ERL もサポートされます。 IP サブネットを設定し、この IP サブネットに ERL を割り当

てることができます。設定された IP サブネットと ERL アソシエーションに基づいて、緊急コー

ルのルーティングが行われます。

これは、無線電話機を使用した設定など、厳密な IPアドレッシングルールに従い、仕切られたス

ペースごとの位置確認が不要な環境で有用です。

サブネットベースのトラッキングでは、IP サブネット レベルでのみ処理され、仕切りスペー

スごとのレベルでは処理されないことに注意してください。

（注）

IP サブネットベース ERL を使用して、802.11b エンドポイント（802.11b で実行中の

Cisco Unified Wireless IP Phone 7920 デバイスや Cisco IP SoftPhone など）の位置を特定し、追跡し

ます。 Emergency Responder では、Cisco アクセス ポイントに対する 802.11b ワイヤレス エンドポ

イントの位置を特定し、追跡することはできません。 以下に推奨事項を記載します。

• 各アクセス ポイントにサブネット ERL を設定します。

• アクセス ポイントが接続されたスイッチ ポートを指定し、802.11bワイヤレス エンドポイン

トを、そのアクセス ポイントに設定したサブネット ERL に割り当てます。

はじめる前に

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

IP サブネットベースの ERL を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ERL Membership] > [IP Subnets] を選択し、[Find and List IP Subnets] ページの [Add new IP Subnet]
リンクをクリックします。

[Configure IP Subnets] ページが開きます。
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ステップ 2 [Subnet ID] フィールドに、定義するサブネットの IP アドレスを入力します（10.76.35.0 など）。

ステップ 3 [SubnetMask]フィールドに、定義するサブネットのマスクを入力します（255.255.255.224など）。

ステップ 4 サブネットに割り当てる ERL を選択するには、[ERL Name] フィールドの隣にある [Search ERL]
ボタンをクリックします。 [Find ERL] ページが表示されます。

ステップ 5 [ERL Search Parameters] を入力し、[Find] をクリックします。 検索結果が表示されます。

ステップ 6 サブネットに割り当てるERLの隣にあるオプションボタンをクリックして、[SelectERL]をクリッ

クします。 [Find ERL] ページが閉じます。

ステップ 7 [Configure IP Subnet] ページで、[Insert] をクリックしてサブネットを追加します。

ポップアップ メッセージが表示され、スイッチ ポートを更新するように求められます。 この処

理は、すべての IP サブネットを追加してから行ってください。

ステップ 8 このページのフィールドの内容を、以前に保存した設定に戻すには、[Cancel Changes]をクリック

します。

ステップ 9 [Find and List IP Subnets] ページに戻るには、[Back to IP Subnet Search] をクリックします。

関連トピック

Find and List Synthetic Phones, （390 ページ）

Add New Synthetic Phone, （391 ページ）

テスト ERL のセットアップ

Cisco Unified OperationsManager 2.01を使用して、Emergency Responderのヘルスと機能性をモニタ

できます。

Emergency Responder とともに Cisco Unified Operations Manager を使用するには、従来型の ERL 用

にテスト ERL を設定し、模擬電話機を追加して、模擬電話機をテスト ERL に関連付けます。 模

擬電話機で緊急コールが発信されると、Emergency Responder は関連付けたテスト ERL を使用し

てコールのルーティングを行います。

テスト ERL は、模擬電話機に対してのみ設定できます。（注）

Off-Premise ERL や Intrado ERL には、テスト ERL は設定できません。（注）

Emergency Responder のテストに使用する模擬電話機はすべて、設定したいずれかのテスト ERL
に属する必要があります。テストERLに使用する電話機では、模擬電話機に割り当てられたMAC
アドレスまたはアドレス範囲を入力します。

次の条件はテスト ERLS に適用されます。

• 模擬電話機からのコールは、Call History ログには記録されません。
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• 模擬電話機から緊急コールが発信されても、Web アラートは生成されません。

• 模擬電話機から緊急コールが発信されても、電子メール アラートは生成されません。

• テスト ERLS の PS-ALI レコードは、NENA エクスポート ファイルにエクスポートされませ

ん。

テスト ERL の ALI データを入力する必要はありません。 テスト ERL 以外の ERL には、ALI
データが必要です。

ヒント

はじめる前に

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

テスト ERL を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ERL] > [Conventional ERL] を選択し、[ERL Configuration] ページの [Add New ERL] をクリックし

ます。

ステップ 2 [ERL] フィールドに、テスト ERL の名前を入力します。

ステップ 3 [Test ERL] フィールドで、ボックスをオンにして選択します。

この設定は、[ERL Information for Default] ページでは使用できません。デフォルト ERL
はテスト ERL として使用できません。

（注）

[ALI Details] をクリックして ALI データを入力しないでください。 テスト ERL に ALI
データの入力は不要です。テスト ERL 以外の ERL では、ALI データは必要です。

（注）

ステップ 4 [Insert] をクリックしてテスト ERL を保存し、[Close] をクリックしてウィンドウを閉じます。

ステップ 5 [ERLMembership] > [Synthetic Phones] を選択し、[Find and List Synthetic Phones] ページの [Add New
Synthetic phone] をクリックします。

ステップ 6 [MAC Address] フィールドに、模擬電話機に割り当てられた MAC アドレスまたは MAC アドレス

範囲を入力します。

MAC アドレスは次の形式で入力します。

xx-xx-xx-xx-xx-xx

または

xxxxxxxxxxxx

代用の MAC アドレスは、次の範囲内であることが必要です。

00059a3b7700 ～ 0059a3b8aff

Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

137

Cisco Emergency Responder の設定

テスト ERL のセットアップ



ステップ 7 [ERL Name] フィールドに、模擬電話機に割り当てるテスト ERL を入力します。 ドロップダウン

リストから、設定したテスト ERL を選択するか、または有効なテスト ERL 名を入力します。

ステップ 8 定義した模擬電話機のリストに電話機を追加するには、[Insert] をクリックします。

ステップ 9 このページのフィールドの内容を、以前に保存した設定に戻すには、[Cancel Changes]をクリック

します。

関連トピック

Find and List Synthetic Phones, （390 ページ）

Add New Synthetic Phone, （391 ページ）

ERL 情報のエクスポート

ERL の設定のバックアップや移動などに使用するために ERL エクスポート ファイルを作成する

には、[Export ERL] ページを使用します。 従来型の ERL、Off-Premise ERL、または Intrado ERL
をエクスポートできます。 [Export]リンクは、[FindConventionalERLData]ページ、[FindOff-Premises
ERLs Data] ページ、および [Find Intrado ERLs Data] ページの右上にあります。

従来型の ERL の作成については、ERL の作成, （129 ページ）を参照してください。

IntradoERLの作成については、IntradoERLのセットアップ, （173ページ）を参照してください。

Off-Premise ERL の作成については、Off-Premise ERL のセットアップ, （180 ページ）を参照して

ください。

ERLエクスポート ファイルはサービス プロバイダーに送信しないでください。サービス プロ

バイダーが使用できる形式ではエクスポートされません。

（注）

ALI情報のエクスポートについては、サービス プロバイダー向けALI情報のエクスポート, （139
ページ）を参照してください。

ERL で受け入れられるための ALI データの形式の変更については、サービス プロバイダー向け

ALI 情報のエクスポート, （139 ページ）を参照してください。

はじめる前に

システム管理者または ERL 管理者の権限で、Emergency Responder にログインする必要がありま

す。

ERL 情報をエクスポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Find ERL] ページ（[Find Conventional ERL Data] ページ、[Find Off-Premises ERLs Data] ページ、ま

たは [Find Intrado ERLs Data] ページ）で、[Export] をクリックします。
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[Export ER Data] ウィンドウが開きます。

ステップ 2 プルダウン メニューからエクスポート ファイルの形式（csv または xml）を選択します。

ステップ 3 [Enter Export File Name] フィールドに、エクスポート先のファイル名を入力します。

ステップ 4 [Export] をクリックします。

エクスポート ファイルが作成され、ファイルが作成された場所とエクスポートされたレコード数

が通知されます。

ステップ 5 エクスポートしたファイルをローカルマシンにダウンロードするには、プルダウンメニューから

該当のファイルを選択し、[Download] をクリックします。

ステップ 6 [Close] をクリックして、[Export ERL Data] ウィンドウを閉じます。

関連トピック

Export ERL Data, （342 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）

サービス プロバイダー向け ALI 情報のエクスポート

サービス プロバイダーとデータベース プロバイダーは、Automatic Location Information（ALI）を

必要とします。この情報を使用して、従来型の ERL から発信された緊急コールが正しい Public
Safety Answering Point（PSAP）にルーティングされるようになります。 PSAP では、この情報を

使用して緊急応答チーム（警察、消防署、医療機関）を派遣し、緊急事態に対処します。ERLと

そのALIの作成や更新を行うときは、必ず、データをエクスポートし、サービス プロバイダーま

たはデータベース プロバイダーが指定する形式でデータをこれらのプロバイダーに送信してくだ

さい。

サービス プロバイダーへのALIの詳細情報の送信については、ALIFormattingTool, （301ページ）

を参照してください。

はじめる前に

システム管理者または ERL 管理者の権限で、Emergency Responder にログインする必要がありま

す。

必ず、作成したすべての ALI エクスポート ファイルを送信してください。 ALI エクスポート

レコードには、レコードが新規に作成されたものか、変更されたものであるかを示す情報が含

まれます。 ALI エクスポート ファイルを送信しないと、送信する後続のファイルのステータ

スが不正確になり、送信レコードの一部（場合によっては全部）がサービス プロバイダーで

拒否される結果に陥るおそれがあります。

注意

サービス プロバイダーに送信する ALI 情報をエクスポートするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Tools] > [Export PS-ALI Records] を選択します。

[Export PS-ALI Records] ページが開きます。

ステップ 2 [Select the NENA Format]フィールドのドロップダウン リストから、サービス プロバイダーが必要

とする形式を選択します。

ステップ 3 [File to Export] フィールドに、エクスポート先のファイル名を入力します。

ステップ 4 [Company Name] フィールドに、会社名を入力します。

ステップ 5 [Cycle Counter] は、データをエクスポートするたびに自動的に増分されます。 以前のエクスポー

トを再実行する場合や修正する場合を除き、このカウンタを変更する必要はありません。 ただ

し、シーケンス番号を変更してもファイル内のデータには影響しません。エクスポートをやり直

す場合は、エクスポート ファイルを手動で編集して、レコード ステータス フィールドを変更す

る必要があります。

ステップ 6 [Export] をクリックします。

エクスポート ファイルが作成され、エクスポートされたレコード数が通知されます。

ステップ 7 ローカル マシンにファイルをダウンロードするには、[Download] をクリックします。

ステップ 8 [Close] をクリックして、[Export ALI Records] ウィンドウを閉じます。

ステップ 9 サービスプロバイダーのファイルの転送方法を使用して、サービスプロバイダーにファイルを送

信します。

関連トピック

ALI Information, （336 ページ）

Export ERL Data, （342 ページ）

Export PS-ALI Records, （409 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）

ERL の監査証跡の表示

ERLの監査証跡を参照すると、ERLの作成や変更がどのように、いつ、だれによって実行された

かを確認できます。

はじめる前に

監査証跡を表示するには、システム管理者、ERL 管理者、またはネットワーク管理者の権限が必

要です。

ERL の監査証跡を表示するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Reports] > [ERL Audit Trail] を選択します。

[ERL Audit Trail] ページが開きます。

ステップ 2 ERL の監査履歴を選択するための検索条件を入力します。

すべての ERL を表示するには、条件を入力せずに [Find] をクリックします。

検索を絞り込むには、次の手順に従います。

a) 検索するフィールドを選択し、検索関係を選択して、検索文字列を入力します。一部のフィー

ルドでは、右端にあるドロップダウン リストから、有効な文字列を選択できます。

b) フィールドの組み合わせを検索するには、[More]をクリックして、検索フィールドを追加しま

す。 いずれかの検索条件に一致する ERL を表示するには、リスト上部で [Any] を選択します

（OR 検索）。すべての検索条件に一致する ERL のみを表示するには、リスト上部で [All] を

選択します（AND 検索）。

c) すべての検索条件を入力したら、[Find] をクリックします。

条件に一致する監査レコードが表示されます。一致するレコード数が多い場合、結果は複数の

ページにわたって表示されます。 リストの下部にあるリンクを使用して、ページを変更しま

す。

特定の ERL の監査証跡を表示するには、[Find and List ERLs] ページに表示される

ERL リストの [Audit Trail] 列で [View] をクリックします。

ヒント

関連トピック

ERL Audit Trail, （407 ページ）

緊急応答ロケーションの使用, （125 ページ）

Emergency Responder スイッチの設定
スイッチポートをERLに割り当てるには、ネットワークで使用するスイッチをEmergencyResponder
に指定する必要があります。 次の各トピックでは、スイッチの要件および Emergency Responder
にスイッチを指定する方法について説明します。

Emergency Responder のスイッチ要件

EmergencyResponderは、CiscoDiscovery Protocol（CDP）を使用して電話機を検出するため、すべ

てのスイッチでCDPを有効にする必要があります。CDPを有効にしない場合、EmergencyResponder
ではスイッチのContentAddressableMemory（CAM）テーブルを使用して電話機の追跡が行われま

す。 CAM テーブルを使用すると、CDP を使用した場合と比較して効率性が低くなります。

ネットワーク上に CDP を使用しない電話機があると、Emergency Responder では、CAM テーブル

を使用した追跡が行われます。

Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

141

Cisco Emergency Responder の設定

Emergency Responder スイッチの設定



電話機を接続しているスイッチがEmergencyResponderでサポートされていることと、そのスイッ

チで必要なソフトウェア バージョンを実行していることを確認してください。 ネットワークの

ハードウェアおよびソフトウェアの要件, （5 ページ） に、サポートされるスイッチとソフト

ウェア バージョンを示します。

Catalyst 3500スイッチ クラスタを使用している場合は、各スイッチに IPアドレスを割り当てる必

要があります。 IP アドレスが設定されていないスイッチは、Emergency Responder とは連携でき

ません。

関連トピック

SNMP 接続のセットアップ, （142 ページ）

電話機トラッキングとスイッチ更新スケジュールの定義, （144 ページ）

LAN スイッチの指定, （145 ページ）

スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスの実行（手動）, （150 ページ）

SNMP 接続のセットアップ

Emergency Responder では、SNMP を使用して、スイッチ上のポートに関する情報を取得します。

Emergency Responder では、このポート情報は必須です。この情報を使用して、ポートの ERL へ

の割り当て、ポートに接続されている電話機の特定、ERL 割り当ての更新などを実行できます。

Emergency Responder では、SNMP 情報のみ読み込まれます。スイッチ設定への変更の書き込みは

行われないため、設定する必要があるのは SNMP read コミュニティ ストリングだけです。

はじめる前に

SNMP 設定を定義するには、システム管理者またはネットワーク管理者の権限が必要です。

EmergencyResponderに定義するすべてのスイッチの readコミュニティストリングを入手します。

スイッチ セットごとに異なるストリングを使用する場合は、対象のセットに IP アドレス パター

ンを定義できるかどうか確認してください。 たとえば、10.1 で開始するすべてのスイッチに同じ

ストリングを使用し、10.2 で開始するスイッチに別のストリングを使用する場合、10.1.*.* と

10.2.*.* のパターンを使用できます。

1つの IPアドレスに対して 2つ以上のパターンが一致すると、Emergency Responderでは、最も近

い一致パターンに関連付けられたSNMPストリングが使用されます。 たとえば、*.*.*.*と10.1.*.*
を定義した場合、IP アドレスが 10.1.12.24 であると、Emergency Responder では 10.1.*.* に定義さ

れた SNMP ストリングが使用されます。 このページのエントリの順序は、選択には影響しませ

ん。

スイッチに SNMPストリングを設定した場合は、Unified CMサーバにも SNMPストリングを設定

する必要があります。EmergencyResponderでは、サポート対象のクラスタにあるすべてのUnified
CM サーバについて SNMP クエリーを作成できる必要があります。

Cisco Emergency Responderサーバ、Unified CMサーバ、および Cisco IP Phoneがスイッチとは別の

サブネットにある場合は、サーバと電話機の両方のサブネットとスイッチのサブネットを設定す

るか、または *.*.*.* を使用する必要があります。

SNMP 接続を設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [Phone Tracking] > [SNMP Settings] を選択します。

[SNMP Settings] ページが開きます。

ステップ 2 SNMP read コミュニティ ストリングを関連付ける IP アドレス パターンを入力します。 ワイルド

カード文字としてアスタリスク（*）を使用します。 オクテットの範囲を使用することもできま

す（15-30 など）。 Emergency Responder では、[LAN Switch Details] ページで指定されたスイッチ

にのみアクセスを試行するため（詳細については、LANスイッチの指定, （145ページ）を参照し

てください）、指定する IPアドレスパターンがスイッチ以外のデバイスを対象としていても問題

ありません。

• すべてのスイッチで同じ readコミュニティストリングを使用している場合は、*.*.*.*と入力

します。 作成する必要のあるエントリは 1 つだけです。

• スイッチのサブセットが同じストリングを使用しているときは、それらのサブセットをカ

バーするマスクを作成します（可能な場合）。簡略化するため、パターンの数は最小限に抑

えてください。

• 各スイッチに別々のストリングを使用する場合は、このページにそれぞれのスイッチを入力

する必要があります。

ステップ 3 タイムアウト値と再試行の回数を入力します。これらの値は、EmergencyResponderがスイッチか

らのSNMP情報の取得を試みる回数と時間を決定するために組み合わせて使用されます。 最初の

試行は、タイムアウト値に指定された時間が経過するまで継続されます。 再試行回数に 1 以上の

値を入力すると、再試行されます。このときの試行時間は、前回の試行時間の 2 倍になります。

たとえば、タイムアウト値に 10 を指定すると、最初の再試行は 20 秒、2 回目の再試行では 40 秒

となります。

タイムアウトには 10 ～ 15 秒、再試行回数には 2 ～ 3 回が最適です。

ステップ 4 read コミュニティ ストリング（public など）を入力します。

ステップ 5 [Insert] をクリックします。

SNMP 設定が、設定のリストに追加されます。

ステップ 6 複数の設定を作成する必要がある場合は、ステップ 2, （143 ページ）に戻って操作します。

ヒント • スイッチの SNMP read コミュニティ ストリングを変更した場合は、Emergency
Responder の関連する設定を更新する必要があります。

• SNMP設定を変更するには、リストで対象の設定を選択します。編集ボックスに、

設定が読み込まれます。 変更を加えて、[Update] をクリックします。 SNMP 設定

を更新したら、スイッチでスイッチポートと電話機の更新プロセスを実行します。

[Phone Tracking] > [LAN Switch Details]を選択し、[LAN Switches]リストでスイッチ

を選択して、[Locate Switch Ports] をクリックします。 多数のスイッチの設定を変

更する場合は、[Phone Tracking] > [Run Switch-Port & Phone Update] を選択して、す

べてのスイッチでプロセスを実行します。

• 設定を削除するには、設定のエントリの削除アイコンをクリックします。
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関連トピック

SNMP Settings, （358 ページ）

LAN スイッチの指定, （145 ページ）

電話機トラッキングとスイッチ更新スケジュールの定義

電話機を正常に追跡するため、Emergency Responderでは、定期的にスイッチにアクセスしてポー

ト情報とデバイス情報を取得する必要があります。Emergency Responderは、次の 2つのプロセス

を使用してネットワーク情報を更新します。

• 電話機トラッキング：Unified CMに登録されている電話機の情報と、スイッチから取得した

ロケーション情報を定期的に比較します。 電話機が移動した場合、Emergency Responder に

よりその電話機の ERL が更新されます。 位置を確認できない電話機は、「位置未確認の電

話機」として分類されます（位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）を参照）。

電話機のスイッチ ポートの更新スケジュールを設定しないと、デフォルトの

スケジュールが午前 0 時に実行されます。

（注）

• スイッチポートと電話機の更新：電話機トラッキングプロセスに加え、ネットワークスイッ

チのより広範なチェックが実行されます。このチェックにより、新規または変更されたス

イッチモジュール（追加または削除されたポート）を特定できます。新たに検出されたポー

トは、デフォルト ERL に割り当てられます。 ERL 管理者により、新しいポートへの ERL 割

り当てが更新されることを確認してください。

はじめる前に

スケジュールを定義するには、システム管理者またはネットワーク管理者の権限が必要です。

電話機トラッキングとスイッチ更新スケジュールを定義するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Phone Tracking] > [Schedule] を選択します。

[Schedule] ページが開きます。

ステップ 2 増分電話機トラッキング スケジュールを分単位で入力し、[Update] をクリックします。

EmergencyResponderでは、前回の電話機トラッキングプロセスが完了した後、ここで指定した時

間（分）が経過してから電話機トラッキング プロセスが実行されます。

ステップ 3 スイッチ ポートおよび電話機の更新プロセスのスケジュールを入力します。 このプロセスは、1
日に 1 回以上実行する必要があります（ただし、1 日に 4 回を超えて実行しないでください）。
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たとえば、月曜日から金曜日の午前 0 時と、土曜日と日曜日の午後 6 時にプロセスを実行するに

は、次のような 2 つのスケジュール エントリを作成します。

• [Mon]、[Tue]、[Wed]、[Thu]、[Fri] を選択し、[Hour] に [00]、[Minute] に [00] を選択して、

[Insert] をクリックします。 スケジュールが、リストに追加されます。

• [Sat] と [Sun] を選択し、[Hour] に [18]、[Minute] に [00] を選択して、[Insert] をクリックしま

す。 スケジュールが、リストに追加されます。

スケジュールを重複して定義しても、EmergencyResponderでは 1つのプロセスしか実行され

ません。

電話機トラッキングが効果的に変更されるようにするには、Emergency Responder 管理

者はUnified CMの ccmPhoneStatusUpdateStorePeriod（CISCO-CCM-MIB）値がEmergency
Responder の増分電話機トラッキング間隔よりも長い時間に設定されていることを確認

する必要があります。

（注）

ヒント • スイッチ ポートおよび電話機の更新スケジュールを変更するには、リストで該当

するスケジュールをクリックします。EmergencyResponderのスケジュールのフィー

ルドに、スケジュールの設定が読み込まれます。変更を加えて、[Update]をクリッ

クします。

• スケジュールを削除するには、スケジュール リスト エントリの削除アイコンをク

リックします。

関連トピック

Phone Tracking Schedule, （360 ページ）

スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスの実行（手動）, （150 ページ）

LAN スイッチの指定

CiscoEmergencyResponder（EmergencyResponder）で、管理するスイッチを指定する必要がありま

す。EmergencyResponderでは、ポートの変更が追跡されます。これには、ポートに接続されたデ

バイスの変更も含まれます。また、電話機が接続されたポートも認識されます。 電話機が接続さ

れたすべてのスイッチを指定します。基本的に、エッジ スイッチはすべて指定します。

Emergency Responder ではスイッチからの情報を取得することが必要であるため、Emergency
Responderに入力した情報が正しいことと、最新情報に維持されていることを確認してください。

初期のスイッチリストを作成した後は、スイッチ定義のエクスポート、エクスポートファイルの

編集、ファイルの再インポートを行って、スイッチ定義をまとめて変更できます。

次の各項では、Emergency Responderにスイッチを指定する方法とスイッチ情報をエクスポートす

る方法について説明します。
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LAN スイッチの指定（一度に 1 台）

Emergency Responder設定に、一度に 1台のスイッチの情報を入力できます。 多数のスイッチを追

加する場合は、ここで説明する手順を使用するのではなく、インポート ファイルを作成して追加

することを検討してください。 詳細については、スイッチのグループのインポート, （148 ペー

ジ）を参照してください。

はじめる前に

スイッチ定義の追加、削除、変更を行うには、システム管理者またはネットワーク管理者の権限

が必要です。

ネットワークに、Cisco Discovery Protocol（CDP）を使用して存在をネットワークアナウンスする

機能を持たない電話機があるかどうかを確認します。 CDP 電話機以外の電話では、Emergency
Responder はスイッチの CAM 情報を使用して電話機を特定しなければなりません。 CAM アクセ

スが必要となる電話機の詳細については、ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの要

件, （5 ページ）を参照してください。

スイッチを追加する前に、必ず、SNMP readコミュニティ ストリングを設定してください。 詳細

については、SNMP 接続のセットアップ, （142 ページ）を参照してください。

Emergency Responder サーバのリブートまたはバージョンのアップグレードを実行すると、

Emergency Responder はすべてのスイッチを対象に完全な検出スキャンを実行します。 ネット

ワーク サイズやスイッチの数に応じて、このプロセスには時間がかかることがあります。

（注）

スイッチがネットワークから削除されている場合は、必ず、[EmergencyResponderAdministration]
> [Phone Tracking] > [LAN Switch Details] を使用して LAN スイッチを削除してください。

（注）

一度に 1 台の LAN スイッチを指定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Phone Tracking] > [LAN Switch Details] を選択します。

[LAN Switch Details] ページが開きます。

ステップ 2 スイッチに関する情報を入力します。

• スイッチの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。

• CDP が有効になっていない電話機がスイッチに接続されている場合は、[Enable CAM-based
Phone Tracking] を選択します。
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• EmergencyResponderのロケーションフィールドに、スイッチに設定されているスイッチポー

トの説明を表示するには、[Use port description as port location] を選択します。

ステップ 3 Emergency Responder 設定にスイッチを追加するには、[Insert] をクリックします。

EmergencyResponderにより、スイッチポートおよび電話機の更新プロセスを実行するかどうかが

尋ねられます。 Emergency Responder がスイッチ上のポートを特定し、ERL 管理者がポートを正

しい ERL に割り当てることができるように、このプロセスを実行する必要があります。

複数のスイッチを追加する場合は、最後のスイッチを追加してからこのスイッチを実行してくだ

さい。プロセスの実行を選択すると、スイッチポートおよび電話機の更新プロセスが最後に実行

された後に追加されたすべてのスイッチに対して、このプロセスが実行されます。

プロセスを実行しないように選択した場合は、[Phone Tracking] > [Run Switch-Port & Phone Update]
を選択して、後でこのプロセスを実行できます。

いずれの場合も、新たに検出されたポートは、デフォルト ERL に割り当てられます。

Emergency Responder では、1 つのシャーシには IP アドレス/ホスト名が 1 つだけ存在す

ることを見込んでいます。また、次の MIB にアクセスできることが必要です。

（注）

• mib-2

• IF-MIB

• CISCO-CDP-MIB

• ENTITY-MIB

• CISCO-VLAN-MEMBERSHIP-MIB

• RIDGE-MIB*

• CISCO-STACK-MIB

• Mib-2

• interface

• CISCO-2900-MIB

ヒント • スイッチの Emergency Responder 設定を表示するには、[LAN Switches] リストでス

イッチをクリックします。 設定を変更するには、変更を加えて [Update] をクリッ

クします。

• 既存スイッチの設定を表示している場合に、別のスイッチを追加するには、[Add
LAN Switch] をクリックします。

• スイッチを削除するには、[LAN Switches] リストから対象のスイッチを選択して

[Delete]をクリックします。スイッチをネットワークから削除しないと、Emergency
Responder では、スイッチに接続された電話機は「位置未確認の電話機」として認

識されます。
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関連トピック

スイッチのグループのインポート, （148 ページ）

スイッチ情報のエクスポート, （149 ページ）

LAN Switch Details, （366 ページ）

Emergency Responder のスイッチ要件, （141 ページ）

スイッチのグループのインポート

必要なスイッチ情報を含むファイルをインポートすることで、一度に多数のスイッチを定義でき

ます。 このファイルを作成するには、ネットワーク管理ソフトウェアからスイッチ情報をエクス

ポートし、スプレッドシート プログラムを使用して Emergency Responder ファイル形式要件に一

致するようにレコードに変更を加えます（列の削除、追加、再配置などを行います）。

大規模ネットワークの場合、スイッチ定義をインポートすることで、時間を大幅に節約できます。

はじめる前に

スイッチ定義をインポートするには、システム管理者またはネットワーク管理者の権限が必要で

す。

インポート ファイルを準備します。 Emergency Responder の [Import LAN Switch] ページで、必要

なファイル形式に関する詳細情報を確認できます。 このページには、インポートを実行するとき

にファイルを配置するロケーションに関する情報も示されます。 次の手順を使用してページの移

動、形式の表示、ファイルの作成、必要なロケーションへのファイルのコピーを行い、次の手順

に従ってファイルをインポートしてください。

スイッチを追加する前に、必ず、SNMP readコミュニティ ストリングを設定してください。 詳細

については、SNMP 接続のセットアップ, （142 ページ）を参照してください。

スイッチのグループをインポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Phone Tracking] > [LAN Switch Details] を選択します。

[LAN Switch Details] ページが開きます。

ステップ 2 左側のスイッチ リストで、[Import] をクリックします。

[Import LAN Switch] ページが開きます。

ステップ 3 インポートするファイル形式とファイル名を選択します。

ステップ 4 [Import] をクリックします。

Emergency Responderから、インポート先のスイッチ上で電話機トラッキングを実行するかどうか

が尋ねられます。電話機トラッキングを実行しないとスイッチポートを設定することができない

ため、通常は、[OK]を選択する必要があります。 [Cancel]を選択した場合は、EmergencyResponder
によってスイッチはインポートされますが、電話機トラッキング プロセスは実行されません。

いずれかを選択すると、Emergency Responderによりスイッチ設定が追加され、インポート状況が

表示されます。
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ステップ 5 ウィンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。

ステップ 6 インポートしたスイッチ上で電話機トラッキングを実行しなかった場合は、[PhoneTracking]> [Run
Switch-Port & Phone Update] を選択します。

Emergency Responderは各スイッチにアクセスして、スイッチ上のポートおよびポートに接続され

ている電話機を検出します。

または、[LAN Switch Details] ページで [Locate Switch Ports] をクリックすると、各スイッチの設定

を表示できます。 このプロセスは、選択したスイッチ上でのみ実行されます。

関連トピック

LAN スイッチの指定（一度に 1 台）, （146 ページ）

スイッチ情報のエクスポート, （149 ページ）

LAN Switch Details, （366 ページ）

Emergency Responder のスイッチ要件, （141 ページ）

スイッチ情報のエクスポート

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）設定をエクスポートできます。 この機能によ

り、データのバックアップを行ったり、Emergency Responderで多数のスイッチ定義の更新に使用

するファイルを作成したりすることができます。エクスポートファイルを編集して変更を加え、

ファイルを再インポートして Emergency Responder の情報を上書きできます。

はじめる前に

スイッチ定義をエクスポートするには、システム管理者またはネットワーク管理者の権限が必要

です。

スイッチ情報をエクスポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Phone Tracking] > [LAN Switch Details] を選択します。

[LAN Switch Details] ページが開きます。

ステップ 2 スイッチ リストで、[Export] をクリックします。

[Export LAN Switch] ページが開きます。

ステップ 3 ファイルのタイプを選択し、エクスポートファイルのファイル名を入力します。ファイル拡張子

を含めないでください。

ステップ 4 [Export] をクリックします。

エクスポート ファイルが作成されます。 ウィンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。
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関連トピック

LAN スイッチの指定（一度に 1 台）, （146 ページ）

スイッチのグループのインポート, （148 ページ）

LAN Switch Details, （366 ページ）

Emergency Responder のスイッチ要件, （141 ページ）

スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスの実行（手動）

ERL をスイッチ ポートに割り当てるには、スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスを使用し

て、EmergencyResponderにスイッチ上のポートを認識させる必要があります。EmergencyResponder
では、設定したスケジュールに基づいてこのプロセスを実行しますが（詳細については、電話機

トラッキングとスイッチ更新スケジュールの定義, （144 ページ）を参照してください）、各ス

イッチ上で電話機トラッキングを実行せずにスイッチ設定に多数の変更を加えた場合は、このプ

ロセスを手動で実行することを推奨します。

スイッチポートおよび電話機更新プロセスでは広範なチェックが行われるため、EmergencyResponder
のトラッキング結果全体をリフレッシュする場合にのみ、実行してください。 一定のスイッチの

結果のみを更新する場合には、各スイッチ上で電話機トラッキングを実行できます。 [Phone
Tracking] > [LAN Switch Details] を選択し、左側のリストでスイッチを選択して、[Locate Switch
Ports] をクリックします。

各スイッチ上で電話機トラッキングを実行することが必要になるのは、次のような場合です。

• Emergency Responder にスイッチを追加した場合。 スイッチを追加するとき、Emergency
Responder により、プロセスを実行するかどうかが尋ねられます。 このときにプロセスを実

行するように選択した場合は、[Locate Switch Ports] をクリックする必要はありません。

Emergency Responder では、完全なスイッチ ポートおよび電話機更新プロセスが最後に実行

された後に追加されたすべてのスイッチを対象にプロセスが実行されるためです。

• EmergencyResponderにすでに定義されたスイッチにモジュールの追加、削除、または変更を

行った場合。

• IP サブネットベースの ERL の追加や削除を行った場合。

次のような場合は、スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスを手動で実行してください。

• Emergency Responder のトラッキング結果をリフレッシュする場合。

• スイッチのグループのインポート,（148ページ）で説明したとおりにスイッチ定義をEmergency
Responder にスイッチを追加したが、インポートするときに電話機トラッキングを実行しな

かった場合。

• 位置未確認の電話機リストに多数のエントリが存在する場合（位置未確認の電話機の特定,
（161 ページ）を参照）。このプロセスを実行すると、Emergency Responder で一部の電話機

が検出されるかどうかを確認できます。 これらの問題についてはUnlocatedPhones, （261ペー

ジ）を参照し、スイッチポートおよび電話機更新プロセスを実行する前に、問題解決に役立

ててください。
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はじめる前に

スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスを手動で実行するには、システム管理者またはネット

ワーク管理者の権限が必要です。

スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスを手動で実行するには、次の手順を実行します。

手順

[Phone Tracking] > [Run Switch-Port & Phone Update] を選択します。

EmergencyResponderにより、プロセスが実行されます。表示しているページは変わりません。新

たに検出されたポートは、デフォルト ERL に割り当てられます。

関連トピック

電話機トラッキングとスイッチ更新スケジュールの定義, （144 ページ）

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）

Emergency Responder のスイッチ要件, （141 ページ）

スイッチ IP アドレス変更の動的なトラッキング

Emergency Responderでは、Emergency Responderが管理する LANスイッチ IPアドレスに変更が生

じた場合、それを動的に追跡できます。 この機能は、スイッチ ホスト名を使用して追加された

LAN スイッチを対象に実行されます。

LAN スイッチ IP アドレスを動的に追跡するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

LANスイッチ IPアドレスの動的なトラッキングを有効にするには、システム管理者権限が必要で

す。

手順

ステップ 1 [System] > [Cisco ER Group Settings] を選択します。

[Emergency Responder Group Settings] ページが開きます。

ステップ 2 スイッチの IP アドレスを動的に追跡するには、[Dynamic Tracking of Switch IP Address] チェック

ボックスをオンにします。

ステップ 3 変更を適用するには、[Update Settings] ボタンをクリックします。

次の増分検出サイクルが開始するのを待機する必要があります。 このサイクルで、Emergency
Responder によって LAN スイッチの新しい IP アドレスが検出され、データベースが更新されま

す。 変更が検出されたことは、Emergency Responder Event Viewer および管理者向けの電子メール

アラートによって通知されます。
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スイッチ IP アドレスの動的なトラッキングを有効にするのは、スケジュールしたメン

テナンス時間内のみにすることをお勧めします（この時間にスイッチの IP アドレスが

実際に変更されます）。 この処理は CPU への負荷が高いため、通常の運用時間中はこ

のオプションを無効にすることをお勧めします。

（注）

IP アドレスを使用して追加された LAN スイッチの場合、Emergency Responder は IP ア

ドレスの変更を追跡できません。 このような場合は、スイッチを削除して、新しい IP
アドレスを使用して追加し直す必要があります。

（注）

関連トピック

Group Settings, （310 ページ）

電話機トラッキングとスイッチ更新スケジュールの定義, （144 ページ）

電話機の管理
次のトピックでは、スイッチ ポートおよび電話機を適切な緊急応答ロケーション（ERL）に割り

当てる方法と、Emergency Responderが処理した緊急コールの履歴を表示する方法について説明し

ます。

スイッチ ポートの設定

ネットワーク管理者が Emergency Responder 設定にスイッチを追加してスイッチ ポートおよび電

話機更新プロセスを実行すると、スイッチ ポートを緊急応答ロケーション（ERL）に割り当てる

ことができます。 ポートを ERL に割り当てるときは、必ず、ポート自体のロケーションではな

く、ポートに接続されているデバイスのロケーションに基づいて ERL を割り当ててください。

たとえば、ワイヤリング クローゼットが Floor 1 にあるとします。 半数のポートは Floor 1 にサー

ビスを提供し、残りの半数は Floor 2 にサービスを提供しています。 また、Floor1 と Floor2 の 2
つの ERL を定義しています。 スイッチは Floor 1 にありますが、半数のポートは Floor1 ERL に属

し、残りの半数は Floor2 ERL に属しています。

ポートをERLに割り当てる前に、エンドポイント（仕切りスペース内の番号やオフィスの番号な

ど）に対するスイッチポートのマッピングの信頼性が高いことを確認してください。このマッピ

ングが固定されている場合（配線がスイッチ上のポート間で見境なく移動されない場合）にのみ、

信頼性が高いと判断できます。ネットワーク管理者と協力して、ワイヤリングクローゼットの整

合性を確実なものにしてください。 詳細については、データの整合性および信頼性, （20 ペー

ジ）を参照してください。

次のトピックでは、スイッチ ポートを ERL に割り当てる方法について説明します。

各スイッチ ポートのセットアップ

少数のスイッチ ポートを一括して ERL に割り当てることができます。 多数のポートをマップす

るには、ここで説明する手順ではなく、インポート ファイルを作成して追加する方法を使用する
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とより簡単に実行できます。詳細については、多数のポートのセットアップ, （154ページ）を参

照してください。

はじめる前に

ポートを ERL に割り当てるには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

設定できるのは、ログインしているEmergencyResponderグループに定義されているポートだけで

す。

スイッチ ポートを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ERL Membership] > [Switch Ports] を選択します。

[Switch Port Details] ページが開きます。

ステップ 2 設定するポートを一覧表示するための検索条件を入力します。

• [Find] をクリックすると、最大 1,000 レコードが表示されます。 必要に応じて検索結果を絞

り込みます。 表示するポートの数を制限するには、[Collapse search results]の隣にあるチェッ

クボックスをオンにします。検索結果には、見つかったスイッチの IPアドレスまたは名前が

表示されます。表示を展開してスイッチに関連付けられたすべてのポートを表示するには、

スイッチの隣にある [+] ボタンをクリックします。 リストを折りたたんでスイッチだけを表

示するには、スイッチの隣にある [-] ボタンをクリックします。

• 特定のスイッチにあるすべてのポートを一覧表示するには、[Switch IPAddress]または [Switch
Host Name]を選択し、IPアドレスまたはホスト名を入力して、[Find]をクリックします。 ス

イッチで検出されたすべてのポートが一覧表示されます。

• 複数の検索条件を使用して検索結果を絞り込むには、[+]ボタンをクリックして検索フィール

ドを追加します。 いずれかの検索条件に一致するポートを表示するには、リスト上部で

[Any]を選択します（OR検索）。すべての検索条件に一致するポートのみを表示するには、

リスト上部で [All] を選択します（AND 検索）。

• どの検索方法を使用する場合でも、検索対象とする Emergency Responder グループを選択し

ます。最初の検索で目的のポートが表示されない場合、そのポートは別のEmergencyResponder
グループで管理されている可能性があります。 一度に 1 つの Emergency Responder グループ

しか検索できません。

Emergency Responder では、ログイン セッション中は前回の検索条件が記憶されま

す。

（注）

ステップ 3 ポートを ERL に割り当てます。

a) ERL を割り当てるスイッチ ポートの隣にあるチェックボックスをオンにします。

スイッチに表示されているすべてのポートを割り当てるには、そのスイッチのチェックボック

スをオンにします。 一度に割り当てることができるのは、1ページ内に表示されているポート

だけです。このため、ポートが複数のページにわたって表示されている場合は、ページごとに

この操作を行う必要があります。
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b) ポートに割り当てる ERL を選択します。

c) [Phone Location] フィールドにより詳細なロケーション情報を入力することもできます。 情報

を入力するウィンドウを開くには、[view]をクリックします。たとえば、ポートがサービスを

提供する領域の番号やオフィスの番号を入力します。この情報はオンサイトアラート（セキュ

リティ）担当者に送信され、緊急の発信者の場所の特定に活用されます。電話機ロケーション

情報を更新できるのは、Emergency Responder グループのプライマリ Emergency Responder サー

バにログインしているときだけです。

d) 選択したポートに割り当てるERLを選択するには、[ERLName]フィールドの隣にある [Search
ERL] ボタンをクリックします。 [Find ERL] ページが表示されます。

e) [ERL Search Parameters] を入力し、[Find] をクリックします。 検索結果が表示されます。

f) スイッチ ポートに割り当てるERLの隣にあるオプション ボタンをクリックして、[Select ERL]
をクリックします。 [Find ERL] ページが閉じます。

g) [Assign ERL] をクリックします。

Emergency Responder により、選択したポートに ERL が割り当てられます。 引き続き、ポート

リストのこのページに表示されているポートを割り当てることができますが、この手順を完了

するまでは、検索結果ページを変更しないでください。

EmergencyResponderにより、ERLの割り当てがコミットされます。この手順まで実行したら、

別のページに進むことができます。または [Find]をクリックして、新しい検索条件を入力し、

別のポートのリストを表示できます。

ヒント • ポートリストに表示されるフィールドの変更や再配置を行う場合は、[EditView]
をクリックします。 標準ビューに戻るには、[Restore Defaults] をクリックしま

す。

• プライマリEmergencyResponderサーバに電話機ロケーション情報が保存されま

す。このデータは定期的にバックアップしてください。データのバックアップ

およびリカバリ, （298 ページ）を参照してください。

関連トピック

Switch Port Details, （371 ページ）

Import Switch Ports, （375 ページ）

多数のポートのセットアップ, （154 ページ）

スイッチ ポート情報のエクスポート, （156 ページ）

緊急応答ロケーションの使用, （125 ページ）

多数のポートのセットアップ

必要な情報を含むファイルをインポートすることで、一度に多数のポートをERLに割り当てるこ

とができます。

大規模ネットワークの場合、ポートとERLのマッピングをインポートすることで、時間を大幅に

節約できます。
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はじめる前に

スイッチ ポート定義をインポートするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要で

す。

インポートファイルを準備します。このファイルを作成する最も簡単な方法として、まずEmergency
Responder からスイッチ ポートの詳細をエクスポートし（スイッチ ポート情報のエクスポート,
（156ページ）を参照）、スプレッドシート プログラムを使用して ERLを目的に合わせて変更し

て、電話機ロケーション情報を追加する方法があります。 エクスポート ファイルを作成する前

に、必ず、スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスを実行してください。これにより、すべて

のスイッチ ポートに関するレコードがファイルに含まれるようになります。

ファイルをインポートする前に、[ImportSwitchPort]ページで指定したロケーションにファイルを

コピーする必要があります。このページの開き方については、次の手順で説明します。このペー

ジにあるリンクを使用して、インポート ファイルに必要なファイル形式に関する詳細情報を表示

することもできます（必要な場合）。

ファイルをインポートする前に、EmergencyResponderにポートを認識させる必要があります。イ

ンポートするすべてのポートのロケーションがEmergencyResponderによって認識されていること

を確認してください。

設定できるのは、ログインしているEmergencyResponderグループに定義されているポートだけで

す。

一度に多数のポートを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ERL Membership] > [Switch Ports] を選択します。

[Switch Port Details] ページが開きます。

ステップ 2 [Import] をクリックします。

[Import Switch Ports] ページが開きます。

ステップ 3 プルダウン メニューからインポート ファイルの形式（csv）を選択します。

ステップ 4 ローカル マシンからファイルをアップロードするには、[Upload]をクリックします。 アップロー

ド ユーティリティの使用については、ファイルのアップロード, （99 ページ）を参照してくださ

い。

ステップ 5 [Select File to Import] プルダウン メニューを使用して、インポート ファイルを選択します。

ステップ 6 [Import] をクリックします。

ファイルがインポートされ、インポートの結果が表示されます。EmergencyResponder設定に既存

のデータは、インポート ファイルの ERL とポートのマッピング情報およびポート ロケーション

情報で上書きされます。

ステップ 7 [Close] をクリックして、[Import Switch Port] ページを閉じます。
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関連トピック

Switch Port Details, （371 ページ）

Export Switch Ports, （374 ページ）

各スイッチ ポートのセットアップ, （152 ページ）

スイッチ ポート情報のエクスポート, （156 ページ）

緊急応答ロケーションの使用, （125 ページ）

スイッチ ポート情報のエクスポート

Emergency Responder のポート設定をエクスポートできます。 この機能により、データのバック

アップを行ったり、Emergency Responder で多数のスイッチ ポート マッピングの更新に使用する

ファイルを作成したりすることができます。エクスポートファイルを編集して変更を加え、ファ

イルを再インポートして Emergency Responder の情報を上書きできます。

はじめる前に

スイッチポート定義をエクスポートするには、システム管理者またはERL管理者の権限が必要で

す。

スイッチ ポート情報をエクスポートするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ERL Membership] > [Switch Ports] を選択します。

[Switch Port Details] ページが開きます。

ステップ 2 [Export] をクリックします。

[Export Switch Ports] ページが開きます。

ステップ 3 ファイル形式を選択し、目的のファイル名を入力して、[Export] をクリックします。

ファイルがエクスポート先にエクスポートされます。

ステップ 4 エクスポートしたファイルをローカル システムにダウンロードするには、[Select file to download]
プルダウン メニューからファイル名を選択し、[Download] をクリックします。

ステップ 5 [Close] をクリックして、[Export Switch Port] ページを閉じます。

関連トピック

Switch Port Details, （371 ページ）

各スイッチ ポートのセットアップ, （152 ページ）

多数のポートのセットアップ, （154 ページ）

緊急応答ロケーションの使用, （125 ページ）
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Wired Cisco Unified IP Phone に関するスイッチ ポート変更報告

Emergency Responder は、Wired Cisco Unified IP Phone のスイッチ ポート アソシエーションの変更

を検出します。 増分または完全な検出サイクルでは、スイッチ ポート アソシエーションが変更

された Cisco Unified IP Phone または新たに見つかった Cisco Unified IP Phone が検出されます。 検

出時に不明になったCiscoUnified IPPhoneも報告されます。これらの変更内容について、Emergency
Responder からシステム管理者に電子メールで通知されます。

不明な Cisco Unified IP Phone とは、Cisco Unified Communications Manager に登録されているも

のの、Emergency Responder が追跡するスイッチのポートに見つからないものを指します。

Emergency Responder AdministrationWebインターフェイスの [Unlocated Phones]ページに表示さ

れる Cisco Unified IP Phone は、不明リストにも含まれます。 スイッチ ポート変更報告は、

Emergency Responder が追跡するスイッチに接続されたときに、Cisco Unified IP Communicator
のロケーションの変更を報告します。

（注）

変更通知の電子メールには、次の情報が含まれています。

• 変更が検出された日時。 変更が検出された検出サイクルのおおよその完了時刻です。

• CiscoUnified IP Phoneの前回のスイッチの IPおよびポート番号。 新規のCiscoUnified IP Phone
である場合、このフィールドは空白になります。

• CiscoUnified IP Phoneの現在のスイッチの IPおよびポート番号。 不明なCiscoUnified IP Phone
である場合、このフィールドは空白になります。

• Cisco Unified IP Phoneの詳細。MACアドレス、デバイス名、電話機のタイプ、IPアドレス、

IP 電話の内線番号などが含まれます。

電子メールを読みやすくするために改行キーを使用できるようにするには、電子メール クラ

イアントを設定します。 電子メール クライアント設定の詳細については、サーバ グループの

セットアップ, （116 ページ）を参照してください。

（注）

[SupportedCiscoUnified IPPhones]：この機能は、次の両方の条件を満たすWiredCiscoUnified IPPhone
のみを対象とします。

• Cisco Discovery Protocol（CDP）トラッキングまたは Content-Addressable Memory（CAM）ト

ラッキングを使用して LAN スイッチ ポートで検出された Wired Cisco Unified IP Phone。

• Unified CM にアクティブに登録されている Wired Cisco Unified IP Phone。 ただし、以前に

Unified CM に登録されている Cisco Unified IP Phone は、この規則の例外として扱われます。

このような Cisco Unified IP Phone は不明として報告されます。

[Cluster Scenario]：クラスタ内の各サーバ グループにあるアクティブ サーバが、検出して追跡し

た Cisco Unified IP Phone ごとに通知を送信します。
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[Server Group Scenario]：サーバ グループ内で、Emergency Responder は、アクティブな Emergency
Responder サーバについてのみ、変更の検出と通知を行います。

[Feature Activation]：変更の検出と通知を行う機能を、手動で有効にする必要があります。

変更の検出と通知を行う機能を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [System] > [Mail Alert Configurations] を選択します。

[Email Alert Settings] ページが表示されます。

ステップ 2 [Misc parameters] セクションのプルダウン メニューを使用して、スイッチ ポートのロケーション

変更報告を行うパラメータを [True] に設定します。

ステップ 3 [Update Settings] をクリックします。

[ChangeNotification conditions]：EmergencyResponderは、次のいずれかの状況下で完全な検出サイ

クルを完了すると、変更を通知する電子メールを送信します。

• 通常のスケジュールされた検出を行うとき。

• Emergency Responder Administrator Web インターフェイスから手動で起動されたとき。

• システム管理者が Web インターフェイスを使用して Unified CM を追加したとき。

同様に、以下のいずれかの状況下で部分的な検出サイクルを完了すると、変更を通知する電子メー

ルを送信します。

• 通常のスケジュールされた検出を行うとき。

• LAN スイッチが Emergency Responder に追加されたとき（システム管理者が検出プロセスを

開始したとき）。

• システム管理者が [LANSwitch Details]ページで [Locate Switch Ports]ボタンを選択したとき。

増分検出で、検出サイクル中に電話機の登録が行われない場合は、UnifiedCMで不明な

Cisco Unified IP Phoneの位置の確認は行われません。 完全な検出では、完全な検出が最

後に実行された後の不明な Cisco Unified IP Phone はすべて検出されます。

（注）

次のイベントが発生しても、変更の通知は行われません。

• 最初の検出サイクルの後に、Emergency Responder Server が起動した場合。

• 最初の検出サイクルの後に、パブリッシャがオンライン状態に戻った場合。

• 検出サイクルの後に、電話のロケーション変更が発生しなかった場合。
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EnergyWise
Cisco EnergyWiseを使用すると、管理者は IPフォンなどの、Ciscoネットワークに接続されたデバ

イスのエネルギー消費を測定および低減できます。 各電話機は電力消費をスイッチまたはルータ

にレポートするため、ネットワーク全体でエネルギー消費をモニタできます。 その後で、電力供

給されたときに電源投入された電話機および供給された電力量を決定することで、電話機の電源

ステータスを管理できます。

Cisco EnergyWise Phone ユーザ エクスペリエンス

電話機が Power Save Plusモードになると、Unified CMから登録解除され、EnergyWiseスイッチと

のネゴシエーション後に電源を切断します。 管理者はスリープ時間とウェイクアップ時間を設定

します。これは、電話機によってスイッチと通信します。

ユーザは 6900、8900、および 9900 シリーズの電話機を Power Save Plus モードから復帰できます

が、7900 シリーズの電話機は復帰できません。

EnergyWise ユーザに共通な電話機検出シナリオ

次の 3つの電話機の検出シナリオは、EnergyWiseユーザに共通します。 これらのシナリオを使用

し、この機能をさらに理解します。

シナリオ 1. 電話機が Emergency Responder で検出に設定されているスイッチに接続した場合：

• 電話機は、Unified CM で EnergyWise を使用するように設定されます。

• 電話機は、スイッチに接続され、Emergency Responder によって検出されます。 電話機は、

[Switch Port] ページに表示され、スイッチ ポートに接続されます。

• 次の大規模検出の前に、電話機は Power Save Plusモードになり、Unified CMから登録解除さ

れます。

• 次の大規模検出中に、Emergency Responder は電話機のロケーション情報を保持します。 こ

れは、同じスイッチポートに接続されているため、[SwitchPort]ページに一覧表示されます。

• 電話機に再び電源を投入すると、次の増分検出または大規模検出を待たずに 911 コールを発

信できる場合、正しいロケーションが利用できます。

Power Save Plus モードの電話機を抜くと、スイッチの EnergyWise 設定は失われます。 大規模

検出を実行する場合、電話機情報も失われます。 電話機を同じポートに再接続し、電源を入

れスイッチに登録した場合でも、Emergency Responder は次の検出サイクルでこの電話機を新

しく登録された電話機として扱います。

（注）
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EnergyWise 電話機が Emergency Responder で検出に設定されているサポートされたスイッチに

接続されている場合、Power Save Plusモードにする前に少なくとも 1度電話機を検出する必要

があります。 その結果、Emergency Responder は次の大規模検出に電話機のロケーションおよ

び設定情報を保持できるようになります。 検出されずに電話機が Power Save Plus モードにな

ると、[Switch] ページに一覧表示されません。 ただし、代わりに、電話機は次の検出で [IP
Subnet] ページ（設定されている場合）または [Unlocated Phone] ページに一覧表示されます。

電源を投入し、スイッチに登録して検出された場合、電話機は [Switch Port]ページに一覧表示

されます。

（注）

シナリオ 2. Emergency Responder での IP サブネット ベースの電話機検出：

• 電話機は、Unified CM で EnergyWise を使用するように設定されます。

• 電話機は、IP サブネットに基づいて、Emergency Responder によって検出されます。 これは

[IP Subnet] ページに一覧表示されます。

• 次の大規模検出の前に、電話機は PowerSavePlus モードになり、Unified CM から登録解除さ

れます。

• 次の大規模検出中に、EmergencyResponderは電話機のロケーション情報を保持し、電話機は

[IP Subnet] ページに一覧表示されます。

• 電話機に再び電源を投入すると、次の増分検出または大規模検出を待たずに 911 コールを発

信できる場合、正しいロケーションが利用できます。

シナリオ 3. Emergency Responder での位置未確認の電話機：

• 電話機は、Unified CM で EnergyWise を使用するように設定されます。

• 電話機は、検出後、Emergency Responder の [Unlocated Phones] ページに一覧表示されます。

• 次の大規模検出の前に、電話機は Power Save Plusモードになり、Unified CMから登録解除さ

れます。

• 次の大規模検出中に、Emergency Responder は電話機のロケーション情報を保持します。 こ

れは [Unlocated Phones] ページに一覧表示されます。

• 電話機に再び電源を投入すると、ユーザは次の増分検出または大規模検出を待たずに 911
コールを発信できます。 ただし、電話機は、デフォルト ERL または位置未確認の電話機ス

イッチに割り当てられた ERL にあります。

Power Save Plus モードの制限

Power Save Plus モードの電話機から 911 コールを発信するユーザに対して、次の制限を考慮する

必要があります。

• スリープおよびウェイク アップ時間は Unified CM で設定されるため、ユーザは Power Save
Plus モードの 7900 シリーズの電話機を復帰できません。 電話機のロケーション情報は
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Emergency Responder から削除されませんが、ユーザは設定されたウェイク アップ時間に電

話機が達するまで 911 コールを発信できません。

• ユーザは Power Save Plus モードの 6900/8900/9900 シリーズの電話機をウェイク アップでき

ます。 ただし、電話機をウェイク アップして Unified CM で登録するまで数分かかるため、

緊急時はこの遅延を考慮する必要があります。

• スイッチに接続されている電話機は [Emergency Responder] ページで追跡できます。 検出さ

れずに電話機がPowerSavePlusモードになると、これらは位置未確認と見なされ、[Unlocated
Phones] ページに一覧表示されます。

• ネットワークがスタンドアロン Emergency Responder でバックアップ サブスクライバがない

場合、システムまたはEmergencyResponderの再起動の影響を考慮する必要があります。バッ

クアップ サーバがないため、システムを再起動すると、既存の検出データは消失します。

検出が行われると、新しい検出と見なされ、Emergency Responder は再起動前に Power Save
Plusモードになった電話機のスイッチロケーション情報を識別しません。EmergencyResponder
では、これらの電話機は [Unlocated Phones] ページまたは [IP Subnet] ページ（設定されてい

る場合）に一覧表示されます。 電話機の電源を投入して検出された場合、電話機は [Switch
Port] ページに一覧表示されます。 ただし、ERL を割り当てる際はこれらのスリープ中の電

話機とウェイク アップ時間を考慮してください。 Emergency Responder が停止した場合に

Power Save Plus モードの電話機を消失しないようにするため、バックアップ Emergency
Responder サブスクライバを設定することをお勧めします。 次にパブリッシャ Emergency
Responderサービスが停止したまたはサーバがダウンした場合、サブスクライバはPowerSave
Plusモードの電話機を含む、検出データのバックアップバージョンにアクセスします。再起

動されると、検出データがサブスクライバから取得され、Power Save Plus モードの電話機は

消失しません。

位置未確認の電話機の特定

EmergencyResponderが電話機の位置を特定できないと、電話機をデフォルトERLに配置し、「位

置未確認の電話機」のリストに載せます。このリストを使用して、電話機を別のERLに割り当て

直したり、Emergency Responderが電話機の位置を特定できない問題を確認することができます。

Emergency Responder で電話機の位置を特定できない原因はいくつかあります。

• Emergency Responder で定義されていないスイッチに電話機が接続されています。

• 電話機がサポート対象外のデバイスに接続されています。ルータポート、ルータに接続され

るハブ、サポート対象外のスイッチなどです。

• SNMP クエリーに応答しないなど、電話機が接続されているスイッチが現時点で到達不能で

す。

• 電話機は、異なるEmergencyResponderグループで処理されているスイッチに移動しました。

この場合、位置未確認の電話機リストで、その電話機について Emergency Responder グルー

プ名が表示されます。

• 電話機に IP サブネットが設定されていません。
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EmergencyResponderは位置未確認の電話機を適切なERLに割り当てることができないため、ネッ

トワーク上でこれらの電話機の位置が検出されない原因となっている問題のすべてを特定し、解

決してください。EmergencyResponderでスイッチを定義するか、電話機をサポートされているス

イッチポートに移動しても問題が解決されない場合は、手動で電話機をERLに割り当てることが

できます。 これらの問題を解決する方法の詳細については、UnlocatedPhones, （261ページ）を参

照してください。

また、Emergency Responder では、位置未確認の電話機のリストに次の情報を表示します。

• 手動で割り当てられた電話機。

• 位置未確認の電話機として特定され、ERL に割り当てられた電話機。

はじめる前に

位置未確認の電話機を表示または設定するには、システム管理者またはERL管理者の権限が必要

です。

位置未確認の電話機の位置を特定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ERL Membership] > [Unlocated Phones] を選択します。

[Unlocated Phones] ページが開きます。

ステップ 2 位置未確認の電話機を一覧表示するための検索条件を入力します。

ステップ 3 ERL を割り当てる電話機の隣にあるチェックボックスをオンにします。

ステップ 4 選択した電話機に割り当てる ERL を選択するには、[ERL Name] フィールドの隣にある [Search
ERL] ボタンをクリックします。 [Find ERL] ページが表示されます。

ステップ 5 [ERL Search Parameters] を入力し、[Find] をクリックします。 検索結果が表示されます。

ステップ 6 位置未確認の電話機に割り当てるERLの隣にあるオプションボタンをクリックして、[SelectERL]
をクリックします。 [Find ERL] ページが閉じます。

ステップ 7 [Assign ERL] ボタンをクリックします。

電話機がERLに割り当てられます（ただし、この電話機はまだリストに表示されたままです）。

Emergency Responderがこの電話機の位置を特定できない問題を解決すると、Emergency Responder
によって、この電話機はリストから削除され、ポートの割り当てに基づいて正しいERLが割り当

てられます。

ERLを割り当て解除するには、電話機を選択して [UnassignERL]ボタンをクリックしま

す。

（注）

ヒント • リストのタイトルにあるチェックボックスをオンにすると、表示されたページのす

べての電話機を選択できます。

• 電話機の ERL への割り当ては、一度に 1 ページでしか実行できません。 電話機が

複数のページにわたって表示されている場合は、リストの下部にあるリンクを使用

して、ページ間を移動します。
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Emergency Responder では、アナログ電話機や PBX に接続された電話機は自動的には検

出されません。 このため、これらの電話機は位置未確認の電話機のリストに表示され

ません。 このような電話機は手動で設定する必要があります。 詳細については、電話

機の手動定義, （163 ページ）を参照してください。

（注）

関連トピック

IP Subnet Phones, （379 ページ）

スイッチ ポートの設定, （152 ページ）

電話機の手動定義, （163 ページ）

電話機の手動定義

ネットワーク内のすべての緊急コールを管理するには、コールがUnified CMによってルーティン

グされるすべての電話機について、EmergencyResponderに認識させる必要があります。Emergency
Responder が直接サポートしない電話機についても同様です。 Emergency Responder では、手動で

定義された電話機からの緊急コールは、サポートされるスイッチ ポートに接続された電話機の緊

急コールと同様に扱われます。 唯一の相違点は、手動で定義された電話機が移動されても、

Emergency Responder ではその ERL を動的には変更できないということです。

次の条件のいずれかが該当する場合は、電話機を手動で定義する必要があります。

• Analog Telephone Adaptor（ATA）または Cisco VG200 シリーズの Analog Voice Gateway に接

続されたアナログ電話機など、アナログ回線ゲートウェイに接続されたアナログ電話機。

Emergency Responder では、このような電話機の自動トラッキングはサポートしません。

• 電話機が、ルータ ポート、ルータに接続されたハブ、サポートされていないスイッチ上の

ポートなどのサポートされていないポート上でホストされている。

• 電話機に IP サブネットが設定されていない。

手動定義が必要な電話機については、定期的にそのロケーションを監査し、Emergency Responder
で電話機の ERL 割り当てを更新する必要があるかどうかを確認してください。

EmergencyResponderでは、Analog TelephoneAdaptor（ATA）またはCiscoVG200シリーズのAnalog
VoiceGatewayに接続されたアナログ電話機などの自動トラッキングはサポートしません。代わり

に、このよう名電話機に電話機の回線番号に基づく ERL を手動で割り当てる必要があります。

新しいスイッチ ポートや位置未確認の電話機は、自動的にはデフォルト ERL に関連付けられ

ません。 このような電話機は、「ERL は設定されていない」ものとして扱われます。 デフォ

ルト ERL は、その電話機に設定されている他の ERL がない場合に、Emergency Responder に

よって内部的に使用されます。 Emergency Responderでは、デフォルト ERLに [Switch Ports]、
[Unlocated Phones]、[Manually Configured Phones]、または [IP Subnets] を設定することはできま

せん。

（注）
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Unified CM エクステンション モビリティで使用されている電話機を手動で追加することはで

きません。 Unified CM エクステンション モビリティを使用すると、ユーザは電話機にログイ

ンでき、電話機はユーザの内線番号に割り当てられます。 ただし、手動で定義された電話機

では、（デバイスではなく）内線番号に基づいて電話機を定義します。このため、ログインし

たユーザの内線番号は適切な ERLに割り当てられません。Unified CMエクステンション モビ

リティで使用する電話機が、サポートされたスイッチ ポートに接続されていることを確認し

てください。

（注）

はじめる前に

電話機を手動で定義するには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

電話機を手動で定義するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [ERL Membership] > [Manually Configured Phones] を選択します。

新たに [Find and List Manually Configured Phones] ページが開きます。

ステップ 2 変更が必要な電話機を検索するには、内線番号を入力して [Find] をクリックします。 検索が実行

され、検索結果が表示されます。

[Find and List Manually Configured Phones] ページの検索結果を使用して、電話機の削除、既存の電

話機の変更、または新しい電話機の追加を行うことができます。

ステップ 3 電話機を削除するには、電話機のエントリの削除アイコンをクリックします。

ステップ 4 既存の電話機を変更するには：

a) リストで電話機のエントリをクリックします。 [Add/Modify Phones] ページが開き、編集ボッ

クスに電話機の情報が表示されます。

b) 変更を加えて、[Update] をクリックします。 電話機が更新されます。

c) [Find and List Manually Configured Phones] ページに戻るには、[Back to Phone Search] をクリック

します。

ステップ 5 新しい電話機を追加するには：

a) [Add New Manual Phone] をクリックします。 [Add New Manual Phone] ページが開きます。

b) 定義する電話機の情報を入力します。 回線番号を入力し、ERL を選択する必要があります。

電話機が IP電話である場合は、その電話機の IPアドレスとMACアドレスの入力も必要です。

その他のフィールドはオプションで、主にユーザ情報として使用できます。

c) 選択したポートに割り当てるERLを選択するには、[ERLName]フィールドの隣にある [Search
ERL] ボタンをクリックします。 [Find ERL] ページが表示されます。

d) [ERL Search Parameters] を入力し、[Find] をクリックします。 検索結果が表示されます。

e) 手動の電話機に割り当てるERLの隣にあるオプション ボタンをクリックして、[Select ERL]を

クリックします。 [Find ERL] ページが閉じます。

f) [Insert] をクリックします。 電話機が手動定義の電話機のリストに追加されます。
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g) [Find and List Manually Configured Phones] ページに戻るには、[Back to Phone Search] をクリック

します。

関連トピック

Add New Manual Phone, （386 ページ）

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）

ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの要件, （5 ページ）

多数の手動設定電話機の ERL への割り当て, （165 ページ）

手動設定電話機情報のエクスポート, （166 ページ）

多数の手動設定電話機の ERL への割り当て

必要な情報を含むファイルをインポートすることで、一度に多数の手動設定電話機をERLに割り

当てることができます。

大規模ネットワークの場合、手動設定電話機とERLのマッピングをインポートすることで、時間

を大幅に節約できます。

はじめる前に

スイッチ ポート定義をインポートするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要で

す。

インポートファイルを準備します。このファイルを作成する最も簡単な方法として、まずEmergency
Responder から手動設定電話機の詳細をエクスポートし（手動設定電話機情報のエクスポート, （

166ページ）を参照）、スプレッドシートプログラムを使用してERLを目的に合わせて変更して、

電話機ロケーション情報を追加する方法があります。エクスポートファイルを作成する前に、必

ず、手動設定電話機および電話機更新プロセスを実行してください。これにより、すべての手動

設定電話機に関するレコードがファイルに含まれるようになります。

ファイルをインポートする前に、[Import Manual Phones] ページで指定したロケーションにファイ

ルをコピーする必要があります。このページの開き方については、次の手順で説明します。この

ページにあるリンクを使用して、インポート ファイルに必要なファイル形式に関する詳細情報を

表示することもできます（必要な場合）。

ファイルをインポートする前に、Emergency Responderに手動設定電話機を認識させる必要があり

ます。 インポートするすべての手動設定電話機が Emergency Responder によって認識されている

ことを確認してください。

設定できるのは、ログインしているEmergencyResponderグループに定義されている手動設定電話

機だけです。

多数の手動設定電話機を ERL に一括して割り当てるには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [ERL Membership] > [Manually Configured Phones] を選択します。

[Find and List Manually Configured Phones] ページが表示されます。

ステップ 2 [Import] をクリックします。

[Import Manually Configured Phones] ページが表示されます。

ステップ 3 プルダウン メニューを使用して、[Import Format (csv)] を選択します。

ステップ 4 ローカル マシンからファイルをアップロードするには、[Upload]をクリックします。 アップロー

ド ユーティリティの使用については、ファイルのアップロード, （99 ページ）を参照してくださ

い。

ステップ 5 [Select File to Import] プルダウン メニューを使用してインポート ファイルを選択します。

ステップ 6 [Import] をクリックします。

ファイルがインポートされ、インポートの結果が表示されます。EmergencyResponder設定に既存

のデータは、インポート ファイルの ERL とポートのマッピング情報および手動設定電話機のロ

ケーション情報で上書きされます。

ステップ 7 [Close] をクリックして、[Import Manually Configured Phone] ページを閉じます。

関連トピック

Switch Port Details, （371 ページ）

Export Switch Ports, （374 ページ）

各スイッチ ポートのセットアップ, （152 ページ）

スイッチ ポート情報のエクスポート, （156 ページ）

緊急応答ロケーションの使用, （125 ページ）

手動設定電話機情報のエクスポート

EmergencyResponderの手動設定電話機の設定をエクスポートできます。この機能により、データ

のバックアップを行ったり、Emergency Responderで多数の手動設定電話機マッピングの更新に使

用するファイルを作成したりすることができます。 エクスポート ファイルを編集して変更を加

え、ファイルを再インポートして Emergency Responder の情報を上書きできます。

はじめる前に

スイッチポート定義をエクスポートするには、システム管理者またはERL管理者の権限が必要で

す。

手動設定電話機についての情報をエクスポートするには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 [ERL Membership] > [Manually Configured Phones] を選択します。

[Find and List Manually Configured Phones] ページが開きます。

ステップ 2 [Export] をクリックします。

[Export Manual Phones] ページが開きます。

ステップ 3 [Select Export Format] プルダウン メニューからエクスポート ファイルの形式（csv）を選択しま

す。

ステップ 4 [Enter Export File Name] フィールドに目的のファイル名を入力し、[Export] をクリックします。

ファイルがエクスポート先にエクスポートされます。

ステップ 5 エクスポートしたファイルをローカル システムにダウンロードするには、[Select file to download]
プルダウン メニューからファイル名を選択し、[Download] をクリックします。

ステップ 6 [Close] をクリックして、[Export Manual Phones] ページを閉じます。

関連トピック

電話機の手動定義, （163 ページ）

多数の手動設定電話機の ERL への割り当て, （165 ページ）

緊急応答ロケーションの使用, （125 ページ）

模擬電話機, （167 ページ）

模擬電話機

Emergency Responder では、Cisco Unified Operations Manager 1.0 を使用して、Cisco Emergency
Responderのヘルスと機能性をモニタできます。CiscoEmergencyResponderでCiscoUnifiedOperations
Managerを使用するには、Emergency Responderで模擬電話機を設定し、テスト ERLとして使用す

る ERL に模擬電話機を関連付けます。 模擬電話機で緊急コールが発信されると、Emergency
Responder は関連付けたテスト ERL を使用してコールのルーティングを行います。

テスト ERL は、従来型の ERL にのみ設定できます。 Off-Premise ERL や Intrado ERL には、テ

スト ERL は設定できません。

（注）

詳細については、テスト ERL のセットアップ, （136 ページ）を参照してください。

緊急コール履歴の表示

Emergency Responderが処理対象とするネットワークで発信された緊急コールの履歴を表示できま

す。 Emergency Responder により、ERL で指定したオンサイト アラート担当者に緊急コール通知
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が送信されます。これらの担当者は、この通知に対処します。 管理者のインターフェイスを使用

して、オンサイト アラート担当者が参照するのと同じコール履歴を表示できます。また、オンサ

イト アラート担当者が作成したコールに関するコメントも参照できます。 使用状況の報告や、

コールのルーティングに関する問題のトラブルシューティングを行う場合に、コール履歴の確認

が必要になることがあります。

[CallHistory]ページでは、最近の10,000のコールについて詳細情報を参照できます。Emergency
Responder の raw コール ログ ファイルでは、それよりも古いレコードを検索できます。 詳細

については、コール履歴ログ, （292 ページ）を参照してください。

ヒント

緊急コール履歴を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Reports] > [Call History] を選択します。

[Call History] ページが開きます。

ステップ 2 [Find] をクリックします。

すべてのコールの概要が表示されます。

ステップ 3 緊急コール リストの作成に使用する検索条件を入力します。

すべてのコールのリストを表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。

検索を絞り込むには、検索する項目を選択し、[Find] をクリックします。 たとえば、特定の ERL
で作成されたコールや、特定の内線番号から発信されたコールを表示できます。 複数の条件を指

定して検索するには、[More]をクリックし、検索フィールドを追加します。 すべての検索条件に

一致するコールのみを表示するには、リスト上部で [All] を選択します（AND 検索）。いずれか

の検索条件に一致するコールを表示するには、リスト上部で [Any] を選択します（OR 検索）。

ステップ 4 検索条件に応じて表示されたコールのリストで、次のことを実行できます。

• コールの特性を確認します。

• ERL 名をクリックすると、ERL の詳細が表示されます。 ERL の詳細で、コールの ALI を参

照することもできます。

• コメントのフィールドで [edit] をクリックして、コメントを変更できます。 別のウィンドウ

が開くため、そこで編集できます。

多数のコールが検索条件と一致した場合は、複数ページにわたって表示されます。 リ

ストの下部にあるリンクを使用して、ページ間を移動します。

ヒント

関連トピック

コール履歴ログ, （292 ページ）
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第 5 章

Emergency Responder と Intrado V9-1-1
Enterprise Services

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）は、地域通信事業者（LEC）との直接接続の

代わりに、Cisco Unified Communications 環境で Intrado V9-1-1 for Enterprise Service をサポートし

ています。 Intrado V9-1-1 for Enterprise Service は、Intrado のお客様にローカル ルーティングおよ

び緊急サービス応答を提供します。 Emergency Responder は、Intrado と連携して、企業ネット

ワーク上に存在する（構内）電話機や、企業ネットワークから離れて設置されている（構外）電

話機への緊急サービスを提供します。

Emergency Responder の設定、Emergency Responder ユーザの管理、ERL 使用の詳細およびその他

関連トピックについては、スケジュールされた Intradoアップデートの追加, （181ページ）を参

照してください。

次の各トピックでは、Emergency Responder と Intrado V9-1-1 for Enterprise Service の連携動作の概

要や、Intrado V-9-1-1 Enterprise ユーザをサポートするための Emergency Responder の設定および

使用方法について説明します。

• Intrado V9-1-1 for Enterprise Service, 169 ページ

• Intrado V9-1-1 for Enterprise Service のサポートのセットアップ, 171 ページ

• ERL データの移行, 175 ページ

• Emergency Responder での構外ユーザのサポートのセットアップ, 176 ページ

• スケジュールされた Intrado アップデートの追加, 181 ページ

• スケジュールされた Intrado アップデートの更新, 182 ページ

Intrado V9-1-1 for Enterprise Service
IntradoV9-1-1 for Enterprise Service のサブスクライバである場合は、Emergency Responder を使用し

て緊急コールの管理を簡素化できます。 Emergency Responder には、ロケーション情報を直接

Intrado データベースに入力し、同期させることができるインターフェイスが用意されています。
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スイッチ ポートの設定, （152 ページ）

IP サブネットベースの ERL のセットアップ, （135 ページ）

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）

Intrado VUI 設定のセットアップ

Intrado VUI 設定を実行する前に、アカウント情報と Intrado からの証明書が必要です。

Emergency Responder サブスクライバへのフェールオーバーが発生した場合に緊急サービス サ

ポートを続行するには、証明書ファイルを Emergency Responder サブスクライバに個別にアッ

プロードする必要があります。

（注）

Intrado VUI 設定を行うには、次の手順を実行します。

手順

手順

ステップ 1 Emergency Responder から、[System] > [Intrado VUI Settings] を選択します。

[Intrado VUI Settings] ページが表示されます。

ステップ 2 [Upload Certificate] をクリックします。 [Upload Certificate] ウィンドウが表示されます。 [Browse]
ボタンを使用して Intrado 証明書ファイルを探し、ファイルを強調表示して [Upload] ボタンをク

リックします。

ステップ 3 隣接するテキスト ボックスに、証明書のパスワードとVUI URLを入力します。 [Test and Validate]
をクリックします。

ステップ 4 次のアカウント情報を入力します。

• VUI Schema URL

• Intrado Account ID

• Max VUI Connections

ステップ 5 [Update] をクリックします。

Intrado VUI 設定の詳細については、Intrado VUI Settings, （323 ページ）を参照してください。

関連トピック

Emergency Responder での Intrado ルート パターンのセットアップ, （173 ページ）

Intrado ERL のセットアップ, （173 ページ）

ALI の不一致の調整, （174 ページ）
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Emergency Responder での Intrado ルート パターンのセットアップ

Intrado V9-1-1 for Enterprise Service で何らかの緊急コールを完了できるようにするには、コールを

Intrado にルーティングするためのルート パターンを設定しておく必要があります。

Intrado のルート パターンを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder から、[System] > [Telephony Settings] を選択します。

[Telephony Settings] ページが表示されます。

ステップ 2 [Intrado Route Pattern Settings] で、Intrado のルート/トランスレーション パターンを入力して [Add]
ボタンをクリックします。

Intrado ERL のセットアップ

Intrado ERL を追加できるようにするには、まず Intrado ルート パターンを追加する必要がありま

す。

Intrado ERL は、次の点で従来の ERL とは異なります。（注）

• ルート パターンは、[Telephony Settings] Web ページの設定済みリストからのみ選択でき

ます。

• Intrado Validation & Update Interface（VUI; 検証および更新インターフェイス）を使用し

て、Intrado から ALI データを照会し、検証できます。

• 緊急コールを正常にルーティングするには、Intrado VUI を使用して ALI データ（TN 更

新）を Intrado に送信する必要があります。

Intrado ERL を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder から、[ERL] > [Intrado ERL] > [Intrado ERL(Search and List)] を選択します。

[Find Intrado ERL Data] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add New ERL] ボタンをクリックします。

[AddNewERL]ウィンドウが開きます。 各フィールドの詳細な説明については、Find Intrado ERL,
（348 ページ）を参照してください。
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ステップ 3 ERL 情報を入力します。

ステップ 4 [ALI Details] をクリックします。

[ALI Information] ウィンドウが開きます。

ステップ 5 ALI 情報を入力します。 Intrados MSAG データベースでアドレスを検索するには、[Query from
Intrado] をクリックします。

ステップ 6 ALI 情報の編集が終わったら、[Pre-validate from Intrado] をクリックします。

ステップ 7 [Add New ERL] ウィンドウをアクティブ ウィンドウにして（アクティブになっていない場合）、

[Insert] をクリックします。

ERL とその ALI が保存されます。

Intrado ERL のインポート

複数の ERL があり、それらをすべて一度に追加する場合は、複数の ERL 定義を含むファイルを

作成し、すべてのERLをEmergencyResponder設定に一度にインポートすることができます。ERL
のインポートの詳細については、複数のERLのインポート, （133ページ）を参照してください。

Intrado ERL 情報のエクスポート

ERL の設定のバックアップや移動などに使用するために ERL エクスポート ファイルを作成する

には、[Export ERL] ページを使用します。 ERL のインポートの詳細については、ERL 情報のエク

スポート, （138 ページ）を参照してください。

関連トピック

Intrado VUI 設定のセットアップ, （172 ページ）

Emergency Responder での Intrado ルート パターンのセットアップ, （173 ページ）

ALI の不一致の調整, （174 ページ）

ALI の不一致の調整

Emergency Responderを使用して、Intrado VUIのレコードをデータベース内のレコードと比較し、

不一致がある ALI レコードを表示できます。 各レコードを調べて、Intrado の情報でローカル レ

コードを更新するか、Intrado のレコードを更新するかを選択できます。

ALI の不一致レコードを調整するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration で、[ERL] > [Intrado ERL] > [View ALI Discrepancies] の順に選

択します。

[View Intrado ALI Discrepancies] ページが表示されます。
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ステップ 2 特定の ELIN を見つけるための検索条件を入力し、[Find] をクリックします。または、Intrado ALI
のすべての不一致を表示するには、検索条件を指定せずに [Find] をクリックします。 検索結果が

表示されます。

ステップ 3 表示する ELIN の横にあるオプション ボタンをクリックするか、[View ALI Discrepancies] ボタン

をクリックして特定の ELIN の [View Intrado ALI discrepancies] を開きます。

特定の ELIN の [View Intrado ALI Discrepancies] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 ローカルの Emergency Responder データベースまたは Intrado のどちらかから正しいデータを選択

します。

ステップ 5 ローカルの Emergency Responder データベースへの変更を保存するには、[Save] をクリックしま

す。 Intrado VUI への変更を保存するには、[Save Intrado ALI Info] をクリックします。

ステップ 6 このウィンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。

関連トピック

Intrado VUI 設定のセットアップ, （172 ページ）

Emergency Responder での Intrado ルート パターンのセットアップ, （173 ページ）

Intrado ERL のセットアップ, （173 ページ）

ERL データの移行
Emergency Responder は、既存の従来型 ERL から Intrado ERL への移行、およびその逆方向の移行

をサポートしています。

従来の ERL データの Intrado ERL データへの移行

従来の ERL を Intrado ERL に移行するには、次の手順を実行します。

手順

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration で、[ERL] > [ERL Migration Tool] の順に選択します。

[ERL Migration Tool] ページが表示されます。

ステップ 2 検索パラメータのドロップダウン ボックスで [Conventional ERL] を選択し、検索条件を入力して

[Find] をクリックします。

ステップ 3 ERL 名の横にあるチェックボックスをオンにして、移行する ERL を選択します。

[Enter Route Patterns for ERL Migration] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 4 ドロップダウン メニューから、更新されたルート パターンを選択します。

ステップ 5 [Migrate to Intrado ERL] をクリックします。

関連トピック

Intrado V9-1-1 for Enterprise Service のサポートのセットアップ, （171 ページ）

Intrado ERL データの従来の ERL データへの移行, （176 ページ）

Intrado ERL データの従来の ERL データへの移行

Intrado ERL を従来の ERL に移行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration で、[ERL] > [ERL Migration Tool] の順に選択します。

[ERL Migration Tool] ページが表示されます。

ステップ 2 検索パラメータのドロップダウン ボックスで [Intrado ERL] を選択し、検索条件を入力して [Find]
をクリックします。

ステップ 3 ERL 名の横にあるチェックボックスをオンにして、移行する ERL を選択します。

[Enter Route Patterns for ERL Migration] ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 隣接するテキスト ボックスに、更新されたルート パターン/トランスレーション パターンを入力

します。

ステップ 5 [Migrate to Conventional ERL] をクリックします。

関連トピック

従来の ERL データの Intrado ERL データへの移行, （175 ページ）

ERL, （125 ページ）

Emergency Responder での構外ユーザのサポートのセット

アップ
Cisco Emergency Responder を使用すると、社内ネットワークの外部（構外）にいるユーザは緊急

コールを発信できます。 構外緊急コールのサポートに必要なものは次のとおりです。

• Cisco Emergency Responder

• Unified CM 7.1 以降のバージョン
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• Intrado V9-1-1 Enterprise Services

Off-Premise ERLを設定すると、ユーザは [Unified CMUser Option]ページから、自分の構外電話機

用のロケーション情報を入力できます。

Emergency Responder の構外ロケーション管理機能を使用するエンドポイントには、DID とし

てダイヤル可能な 10 桁の北米番号計画番号が必要です。 ただし、Intrado への 911 コールの発

信側回線番号に 10 桁の DID を作成して、Unified CM に短縮回線番号と外部電話番号マスクを

設定できます。 回線番号と外部マスクの各組み合わせは、必要に応じて発信者のロケーショ

ンの特定と PSAP によるコールバックに使用されるため、1 人の構外ユーザに固有である必要

があります。

（注）

構外ユーザに対するEmergencyResponderのサポートをセットアップするには、次の作業を完了し

ます。

手順

ステップ 1 Intrado で使用するように Emergency Responder を設定します。

ステップ 2 構外サポートのために、Unified CM で Emergency Responder Location Management をイネーブルに

します。

ステップ 3 Unified CM で Emergency Responder の AXL アプリケーション ユーザを設定します。

ステップ 4 Cisco Unified Communications Manager で AXL 認証を設定します。

ステップ 5 Off-Premise ERL を設定します。

ステップ 6 Off-Premise ERL を IP サブネットと位置未確認の電話機に割り当てます。

Off-Premise ERL をスイッチ ポートに割り当てることはできませ

ん。

（注）

関連トピック

Intrado V9-1-1 for Enterprise Service のサポートのセットアップ, （171 ページ）

Cisco Unified Communications Manager での Emergency Responder Location Management のセット

アップ, （178 ページ）

AXL アプリケーション ユーザのセットアップ, （178 ページ）

AXL 認証のセットアップ, （180 ページ）

Off-Premise ERL のセットアップ, （180 ページ）

IP サブネットベースの ERL のセットアップ, （135 ページ）

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）
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Cisco Unified Communications Manager での Emergency Responder Location
Management のセットアップ

ユーザが Emergency Responder Location Management サーバを使用して構外ロケーションを入力で

きるようにするには、Unified CM サーバで Emergency Responder Location Management サーバを設

定する必要があります。

Unified CM で Cisco Emergency Location Manager を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

手順

ステップ 1 Unified CM Administration で、[System] > [Application Server] を選択します。

ステップ 2 [Add New] ボタンをクリックします。

[Application Server Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 [Application Server Type] ドロップダウン ボックスで [CER Location Management] を選択します。

[Next] をクリックします。

ステップ 4 Emergency Responder Off-Premise アプリケーションを識別する名前を入力します。

この名前は [User Option]ページのナビゲーション ドロップダウン ボックスに表示され、ユーザは

この名前を選択して [Emergency Responder Off-Premise] ページに移動します。

ステップ 5 [Emergency Responder Off-Premise] ページの URL を入力します。 この URL の形式は

�K�W�W�S�������F�H�U�B�K�R�V�W���R�I�S�X�V�H�Uです。ここで、�F�H�U�B�K�R�V�WはEmergencyResponderパブリッシャま

たは Emergency Responder サブスクライバの名前または IP アドレスです。

Unified CMAdministrationで、Emergency Responderパブリッシャと Emergency Responder
サブスクライバの両方を個別のアプリケーション サーバとして入力する必要がありま

す。

（注）

ステップ 6 [Save] をクリックします。

関連トピック

AXL アプリケーション ユーザのセットアップ, （178 ページ）

AXL 認証のセットアップ, （180 ページ）

Off-Premise ERL のセットアップ, （180 ページ）

AXL アプリケーション ユーザのセットアップ

Unified CM の Emergency Responder 用に、AXL アプリケーション ユーザを設定する必要がありま

す。これにより、構外ユーザが Emergency Responder の構外ユーザ Web サイトにログインできま

す。
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名前が Standard で始まるユーザ グループの一覧が表示されます。

ステップ 16 [Standard RealtimeAndTraceCollection] グループをクリックします。

ステップ 17 ユーザを Standard RealtimeAndTraceCollection グループに追加するには、ステップ 7 ～ 9 を繰り返

します。

AXL 認証のセットアップ

Emergency Responder と Unified CM 間に AXL 認証を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder から、[Phone Tracking] > [Unified CM] を選択します。

ステップ 2 [AXL Setting] で、次の情報を入力します。

• AXL Username

• AXL Password

• AXL Port Number

ステップ 3 [Insert] をクリックします。

Off-Premise ERL のセットアップ

従来の ERL とは異なり、Off-Premise ERL では ELIN または ALI 情報を入力する必要がありませ

ん。 電話機の ERLは、IPサブネットおよび電話機のMACアドレスの割り当てによって追跡され

ます。

Off-Premise ERL は、IP サブネット、位置未確認の電話機、および手動電話機にのみ割り当て

ることができます。 Off-Premise ERL をスイッチ ポートに割り当てることはできません。

（注）

Off-Premise ERL を設定するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Emergency Responderから、[ERL] > [Off-Premises ERL] > [Off-Premises ERL (Search and List)]を選択

します。

ステップ 2 [Add New ERL] ボタンをクリックします。

ステップ 3 [Add New ERL] ウィンドウで次の情報を入力し、[Insert] をクリックします。

• ERL Name

• Description

• Intrado route pattern/translation Pattern

• Onsite Alerts

[Add New ERL] ウィンドウで情報を入力します。 各フィールドの詳しい説明については、

Off-Premises ERL, （344 ページ）を参照してください。

Off-Premise ERLを追加できるようにするには、まず Intradoルート パターンを追加する

必要があります。

（注）

Off-Premise ERL のインポート

複数の ERL があり、それらをすべて一度に追加する場合は、複数の ERL 定義を含むファイルを

作成し、すべてのERLをEmergencyResponder設定に一度にインポートすることができます。ERL
のインポートの詳細については、複数のERLのインポート, （133ページ）を参照してください。

Off-Premise ERL 情報のエクスポート

ERL の設定のバックアップや移動などに使用するために ERL エクスポート ファイルを作成する

には、[Export ERL] ページを使用します。 ERL のインポートの詳細については、ERL 情報のエク

スポート, （138 ページ）を参照してください。

スケジュールされた Intrado アップデートの追加
Emergency Responder と Intrado の間で ALI アップデートとセカンダリ ステータス アップデートの

スケジュールを作成できます。 スケジュールされた ALI アップデートは、新しく作成された TN
レコードを Intrado に送信します。 スケジュールされたセカンダリ ステータス アップデートによ

り、クエリーが修正されたエラーがあるレコードの情報を要求する Intrado に送信されます。

Emergency Responder と Intrado の間でスケジュールされたアップデートを追加するには、次の手

順を実行します。
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手順

ステップ 1 Emergency Responder から、[ERL] > [Intrado ERL] > [Intrado Schedule] を選択します。

[Intrado Schedule] ページが表示されます。

ステップ 2 アップデートをスケジュールする曜日と時刻を選択します。

ステップ 3 このスケジュールをアクティブにする場合は、[Enable Schedule] ボックスをオンにします。

ステップ 4 [ALI Update Schedule] と [Secondary Status Update Schedule] のどちらかを選択します。

ステップ 5 スケジュールをスケジュールのリストに追加するには、[Add] をクリックします。

関連トピック

Emergency Responder ユーザの管理, （103 ページ）

Emergency Responder ロールの管理, （108 ページ）

Emergency Responder ユーザ グループの管理, （110 ページ）

Emergency Responder へのログイン, （113 ページ）

サーバおよびサーバ グループの設定, （116 ページ）

Emergency Responder クラスタおよびクラスタ DB ホストのセットアップ, （124 ページ）

Cisco Unified Communications Manager クラスタの変更, （124 ページ）

緊急応答ロケーションの使用, （125 ページ）

Emergency Responder スイッチの設定, （141 ページ）

電話機の管理, （152 ページ）

Secondary Status, （352 ページ）

Intrado Schedule, （353 ページ）

スケジュールされた Intrado アップデートの更新
Emergency Responder と Intrado の間でスケジュールされたアップデートを更新するには、次の手

順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder で、[ERL] > [Intrado ERL] > [Intrado Schedule] を選択します。

[Intrado Schedule] ページが表示されます。

ステップ 2 更新するスケジュールの横にある [Edit] リンクをクリックします。

ステップ 3 曜日と時刻を選択します。

ステップ 4 このスケジュールをアクティブにするには、[Enable Schedule] ボックスをオンにします。

ステップ 5 [Update] をクリックしてスケジュールの一覧のスケジュールを変更します。
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関連トピック

Emergency Responder ユーザの管理, （103 ページ）

Emergency Responder ロールの管理, （108 ページ）

Emergency Responder ユーザ グループの管理, （110 ページ）

Emergency Responder へのログイン, （113 ページ）

サーバおよびサーバ グループの設定, （116 ページ）

Emergency Responder クラスタおよびクラスタ DB ホストのセットアップ, （124 ページ）

Cisco Unified Communications Manager クラスタの変更, （124 ページ）

緊急応答ロケーションの使用, （125 ページ）

Emergency Responder スイッチの設定, （141 ページ）

電話機の管理, （152 ページ）

Secondary Status, （352 ページ）

Intrado Schedule, （353 ページ）
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第 6 章

Cisco Emergency Responder Serviceability の設

定

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）には、Emergency Responder Serviceability 機能

にアクセスできるServiceabilityインターフェイスが含まれています。 これらの機能は、[Tools]、
[SNMP]、[System Monitor]、[Emergency Responder Logs] という、Serviceability Web インターフェ

イス上の 4つのメイン メニューの下にグループ化されています。 すべてのServiceabilityWebペー

ジの詳細については、Cisco Emergency Responder ServiceabilityWebインターフェイス, （419ペー

ジ）を参照してください。

• Serviceability ツール, 185 ページ

• SNMP の設定, 187 ページ

• System Monitor ツール, 190 ページ

• Emergency Responder ログの使用, 194 ページ

Serviceability ツール
次の各項では、Emergency Responder Serviceability ツールについて説明します。

コントロール センターの使用

コントロール センターを使用すると、選択された Emergency Responder システム上で実行されて

いるサービスに対するアクションを実行できます。

選択されたEmergencyResponderシステム上で実行されているサービスに対するアクションを実行

するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスから、[Tools] > [Control Center] の順に選

択します。

[Control Center] ページが表示されます。

ステップ 2 サービスのステータスを変更するには、[Service Name] の左側にあるオプション ボタンをクリッ

クし、必要なアクションに対応するボタンをクリックします。 選択可能なアクションは次のとお

りです。

• Start

• Stop

• Restart

Cisco Tomcat および Cisco IDS サービスは、Emergency Responder Serviceability Web サイ

トから開始、停止、または再開することはできません。これらのサービスは、CLIを使

用してのみ開始、停止、または再開できます。詳細については、CLI, （485ページ）を

参照してください。

（注）

ステップ 3 ページを更新するには、[Refresh] をクリックします。

関連トピック

Control Center, （419 ページ）

Event Viewer の使用

Event Viewer を使用すると、過去 6 か月間のイベントを表示できます。

過去 6 か月間のイベントを表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスから、[Tools] > [Event Viewer]の順に選択

します。

[Event Viewer] ページが表示されます。

ステップ 2 過去6か月間に発生したすべてのイベントを検索するには、検索条件を入力せずに [Find]をクリッ

クします。

特定の条件に一致するイベントを検索するには、検索条件を入力します。

• 特定の月を選択すると、その月のイベントだけが表示されます。

• [Type]を選択した場合は、検索に使用するタイプを右側のプルダウン メニューから選択でき

ます。
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[Module]を選択した場合は、検索に使用するモジュールを右側のプルダウン メニューから選択で

きます。

使用可能なタイプとモジュールのリストについては、Event Viewer, （420ページ）を参

照してください。

（注）

検索条件を入力したら、[Find] をクリックします。

ステップ 3 結果を昇順または降順でソートできます。ソートを実行するには、[Time]、[Type]、または [Module]
列見出しの横にある上矢印または下矢印をクリックします。

関連トピック

Event Viewer, （420 ページ）

SNMP の設定
Emergency Responder は、SNMP V1/V2C および V3 をサポートしています。 Serviceability Web イ

ンターフェイスを使用すると、SNMPV1/V2C（コミュニティストリングと通知先）およびSNMP
V3（ユーザと通知先）を設定できます。

各 SNMP バージョンには、セキュリティ モデルとセキュリティ レベルがあります。 ユーザは、

セキュリティ モデルと指定されたセキュリティ レベルで定義されたグループに割り当てられま

す。 各グループには、MIBオブジェクトのセットに対する読み取りおよび書き込みについて定義

されたセキュリティアクセスレベルもあります。これらはビューと呼ばれます。スイッチには、

デフォルト ビュー（すべての MIB オブジェクト）と、SNMP V1 および V2C セキュリティ モデ

ル用に定義されたデフォルト グループがあります。 SNMP V3 は、メッセージの整合性、認証、

および暗号化をカバーする追加のセキュリティ機能を提供します。さらに、SNMPV3では、MIB
ツリーの特定の領域へのユーザ アクセスも制御されます。

次の各項では、SNMP V1/V2C および V3 の設定方法について説明します。

SNMP コミュニティ ストリングのセットアップ

SNMPを設定することによって、Emergency Responder SNMPエージェントへの SNMPアクセスを

制御できます。管理ステーションは、まず認証のための有効なコミュニティストリングを送信す

る必要があります。

コミュニティ ストリングを設定するには、コミュニティ ストリング名、そのコミュニティ スト

リングを使用して認証できるホストの IP アドレス、および許可されるアクセス権限を入力しま

す。 使用可能なアクセス権限は次のとおりです。

• ReadOnly

• ReadWrite

• ReadWriteNotify

• NotifyOnly
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• None

SNMP コミュニティ ストリングを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスから、[SNMP] > [V1/V2C Configuration] >
[Community String] の順に選択します。

[SNMP Community String Configuration] ページが表示されます。

ステップ 2 [Community String Name] テキスト ボックスに、コミュニティ ストリングの名前を入力します。

ステップ 3 SNMP パケットを受け入れる特定のホストを指定するには、[Accept SNMP Packets only from these
hosts] オプション ボタンをクリックし、テキスト ボックスに IP アドレスを入力して [Insert] をク

リックします。

任意のホストからSNMPパケットを受け入れるには、[Accept SNMPPackets fromanyhost]オプショ

ン ボタンをクリックします。

ステップ 4 既存のホストを削除するには、ホストの IP アドレスを選択し、[Remove] をクリックします。

ステップ 5 [Access Privileges]プルダウン メニューから、ホストのアクセス権限を選択し、[Insert]をクリック

します。

関連トピック

SNMP Community String Configuration, （423 ページ）

SNMP ユーザのセットアップ

SNMPV3は、メッセージの整合性、認証、および暗号化をカバーする追加のセキュリティ機能を

提供します。 さらに、SNMP V3 では、MIB ツリーの特定の領域へのユーザ アクセスも制御され

ます。

手順

ステップ 1 Emergency Responder ServiceabilityWebインターフェイスから、[SNMP] > [V3 Configuration] > [User]
を選択します。

[SNMP User Configuration] ページが表示されます。

ステップ 2 新しい SNMP ユーザを追加するには、[Add New] をクリックします。

ステップ 3 [User Name] テキスト ボックスに、新しいユーザの名前を入力します。

ステップ 4 認証を要求するには、[AuthenticationRequired]チェックボックスをオンにして、[Password]テキス

ト ボックスにパスワードを入力し、[Reenter Password]テキスト ボックスにパスワードを再入力し
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てから、[MD5]または [SHA]オプション ボタンのどちらかをクリックして使用するプロトコルを

選択します。 [Insert] をクリックして、ユーザを追加します。

ステップ 5 情報のプライバシーを要求するには、[PrivacyRequired]チェックボックスをオンにして、[Password]
テキスト ボックスにパスワードを入力し、[Reenter Password]テキスト ボックスにパスワードを再

入力してから、[DES] チェックボックスをクリックします。

変更を有効にするには SNMP マスター エージェントを再起動する必要があることを知

らせるメッセージが表示されます。 [OK]をクリックして SNMPマスター エージェント

を再起動するか、または [Cancel]をクリックしてマスター エージェントを再起動せずに

続行します。

（注）

[SNMP User Configuration] ページのユーザのリストに新しいユーザが追加されます。

ステップ 6 ユーザを追加するには、ステップ 2, （188 ページ） ～ステップ 4, （188 ページ） を繰り返しま

す。

関連トピック

SNMP User Configuration, （425 ページ）

SNMP V3 の通知先ストリングのセットアップ

SNMP V3 の通知先ストリングでは、各通知ストリングがユーザと関連付けられるため強力なセ

キュリティを提供します。 ユーザを設定する場合は、必要なレベルの認証とセキュリティを指定

できます。

SNMP V3 通知ストリングを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスから、[SNMP] > [V3 Configuration] >
[Notification Destination] の順に選択します。

[SNMP Notification Destination Configuration] ページが表示されます。

ステップ 2 新しい SNMP 通知先を追加するには、[Add New] をクリックします。

ステップ 3 [Host IP Addresses]プルダウン メニューから、[Add New]を選択します。 追加のフィールドが表示

されます。

ステップ 4 テキスト ボックスに、ホストの IP アドレスとポート番号を入力します。

ステップ 5 [Notification Type] プルダウン メニューから、[Inform] または [Trap] を選択します。

[Trap]を選択すると、[Security Level]プルダウン メニューが表示されます。 ステップ 7, （190ペー

ジ） に進みます。

[Inform] を選択すると、リモート エンジン ID の入力を求めるプロンプトが表示されます。
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ステップ 6 リモート エンジン ID を入力します。

ステップ 7 [Security Level] プルダウン メニューから、必要なセキュリティ レベルを選択します。

ステップ 8 [UserName]の左側にあるオプションボタンをクリックして、通知先に関連付けるユーザを選択し

ます。

ステップ 9 通知先を追加するには、ステップ 2, （189 ページ） ～ステップ 8, （190 ページ） を繰り返しま

す。

関連トピック

SNMP V3 Notification Destination Configuration, （427 ページ）

MIB2 のセットアップ

SNMP MIB2 ツールでは、MIB2 管理ノードの連絡先担当者、および管理ノードの物理ロケーショ

ンを指定できます。

MIB2 を設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 EmergencyResponder ServiceabilityWebインターフェイスから、[SNMP] > [SystemGroupConfiguration]
> [MIB2 System Group Configuration] の順に選択します。

[SNMP MIB2 Configuration] ページが表示されます。

ステップ 2 [System Contact] テキストボックスに連絡先の名前を入力します。

ステップ 3 [Location] テキスト ボックスに、管理ノードのロケーションを入力します。

ステップ 4 ページの左上隅にある [Update] アイコンをクリックします。

ステップ 5 情報を変更するには、ページの左上隅にある [Clear]アイコンをクリックし、[SystemContact]およ

び [Location] テキスト ボックスに新しい情報を入力して、[Update] アイコンを再びクリックしま

す。

関連トピック

MIB2 System Group Configuration, （430 ページ）

System Monitor ツール
次の各項では、System Monitor ツールの使用法について説明します。
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CPU and Memory Usage ツールの使用

CPU andMemoryUsageツールを使用して、この情報を監視し、記録できます。 デフォルトでは、

情報は 30 秒ごとに更新されます。 この情報の更新頻度は変更できます。または、自動更新機能

を無効にすることもできます。

CPU and Memory Usage ツールを使用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスから、[System Monitor] > [CPU &Memory
Usage] の順に選択します。

[CPU and Memory Usage] ページが表示されます。

このページは、[Processors] と [Memory] の 2 つのセクションに分かれています。 表示される情報

の詳細については、表100：[CPUandMemoryUsage]ページ, （431ページ） を参照してください。

ステップ 2 ページの更新間隔を変更するには、[Set the screen refresh value] テキストボックスに値（秒）を入

力し、[Set] をクリックします。 入力できる最小値は 5 秒です。

ステップ 3 自動更新機能を無効にするには、左上隅の [Disable Auto-Refresh] チェックボックスをオンにしま

す。

ステップ 4 CPU の使用状況のログ ファイルを作成するには、ページの [Processors] セクションの [Start Log]
ボタンをクリックします。

同様に、メモリ使用状況のログ ファイルを作成するには、ページの [Memory] セクションにある

[Start Log] ボタンをクリックします。

最大 25 のログ ファイルを作成できます。

デフォルトのロギング間隔は10秒です。ロギング間隔を変更するには、次の手順を実行します。

a) CPU のロギング間隔を変更するには、[Set CPU Logging Interval] テキストボックスに 5 ～ 600
秒の値を入力し、[Set] をクリックします。

b) メモリのロギング間隔を変更するには、[Set Memory Logging Interval] テキストボックスに 5 ～

600 秒の値を入力し、[Set] をクリックします。

ステップ 5 ログ ファイルをダウンロードするには、[Download CPU Log File] または[Download Memory Log
File] をクリックします。

現在のすべてのログ ファイルを示す [Log Files] ページが表示されます。 その後、ログ ファイル

はリサイクルされます。新しいログファイルが追加されると、最も古いログファイルが削除され

ます。

ステップ 6 個々のファイルをダウンロードするには、ダウンロードするログ ファイル名の左側にあるチェッ

クボックスをオンにします。 すべてのログ ファイルをダウンロードするには、[FileName]列見出

しの左側にあるチェックボックスをオンにします。 ファイルを選択したら、[Download]をクリッ

クします。ダウンロード用に複数のファイルを選択すると、CPULogs（プロセッサのログファイ
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ルの場合）および MemoryLogs（メモリのログ ファイルの場合）という名前の圧縮ファイルが作

成され、ダウンロードされます。

ステップ 7 ログファイルをダウンロードせずに、オンラインで表示することもできます。その場合は、ファ

イル名をクリックします。 ログ ファイルの内容が表示されます。

関連トピック

CPU and Memory Usage, （431 ページ）

Processes ツールの使用

Processesツールを使用して、プロセス情報を監視し、記録できます。 デフォルトでは、情報は30
秒ごとに更新されます。更新の最小値は 5 秒です。 この情報の更新頻度は変更できます。また

は、自動更新機能を無効にすることもできます。

Processes ツールを使用するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスから、[System Monitor] > [Processes] の順

に選択します。

[Processes] ページが表示されます。 表示される情報の詳細については、表 101：[CPU Log Files]
ページ, （433 ページ） を参照してください。

結果を昇順または降順でソートできます。 ソートを実行するには、並べ替える列の見出しの横に

ある上向き矢印または下向き矢印をクリックします。 たとえば、プロセスに基づいて降順のソー

トを実行するには、[Process]列見出しの横にある下矢印をクリックします。 同様に、プロセス ID
に基づいて昇順のソートを実行するには、[PID] 列見出しの横にある上矢印をクリックします。

ステップ 2 ページの更新間隔を変更するには、左上隅にある [Set the screen refresh value] テキストボックスに

値を入力し、[Set] をクリックします。 入力できる最小値は 5 秒です。

ステップ 3 自動更新機能を無効にするには、左上隅の [Disable Auto-Refresh] チェックボックスをオンにしま

す。

ステップ 4 プロセスの詳細を表示するには、プロセス名の左側にあるチェックボックスをオンにして、[View
Selected Processes] をクリックします。 最大 10 のプロセスを選択できます。

[SelectedProcesses]に、プロセスの詳細が表示されます。 このページで、更新頻度や自動更新機能

の無効化の設定も行えます。プロセスのロギングを開始するには、[StartLog]をクリックします。

ロギングを終了するには、[Stop Log] をクリックします。

プロセスのロギング間隔を変更するには、[Set Process Logging Interval] テキストボックスに 5 ～

600 秒の値を入力し、[Set] をクリックします。
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ステップ 5 ログ ファイルをダウンロードするには、[Process Log Files] ページから [Download Process Logs] を

クリックします。 （ログ ファイルをダウンロードするには、 [Processes] ページから [Download
Log File] をクリックします）。

ステップ 6 個々のファイルをダウンロードするには、ダウンロードするログ ファイル名の左側にあるチェッ

クボックスをオンにします。 すべてのログ ファイルをダウンロードするには、[FileName]列見出

しの左側にあるチェックボックスをオンにします。 ファイルを選択したら、[Download]をクリッ

クします。ダウンロード用に複数のファイルを選択すると、ProcessLogsという名前の圧縮ファイ

ルが作成され、ダウンロードされます。

ステップ 7 ログファイルをダウンロードせずに、オンラインで表示することもできます。その場合は、ファ

イル名をクリックします。 別ウィンドウにログ ファイルの内容が表示されます。

関連トピック

Processes, （434 ページ）

Disk Usage ツールの使用

Disk Usage ツールは、システム内のさまざまなパーティションで使用されている使用可能なディ

スク領域の割合を表示します。

Disk Usage ツールを使用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスから、[System Monitor] > [Disk Usage] の

順に選択します。

[Disk Usage] ページが表示されます。 [Disk Usage] ページの詳細については、表 105：[Disk Usage]
ページ, （437 ページ） を参照してください。

ステップ 2 昇順または降順のソートを実行するには、並べ替える基準にする列見出しの横にある上矢印また

は下矢印をクリックします。 たとえば、パーティションに基づいて降順で並べ替えるには、

[Partition]列の見出しの横にある下向き矢印をクリックします。同様に、使用可能なディスク領域

に基づいて昇順のソートを実行するには、[Available Space]列見出しの横にある上矢印をクリック

します。

関連トピック

Disk Usage, （436 ページ）
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Emergency Responder ログの使用
Emergency Responderには、システムやアプリケーションのログを収集するためのインターフェイ

スが用意されています。 これらのログは同じユーザ インターフェイスを共有し、ログ ファイル

は同じ方法で表示およびダウンロードできます。 次の手順は、すべての Emergency Responder ロ

グに適用されます。

Emergency Responderログは 3つの種類に構成されます。 これらの種類およびそれぞれに含まれる

ログは次のとおりです。

• Emergency Responder ログ

◦ CER Admin

◦ CER Server

◦ CER Phone Tracking

◦ JTAPI

◦ Tomcat

◦ Event Viewer

◦ Audio Driver

• プラットフォーム ログ

◦ CLI

◦ CLM

◦ Certificate Management/IPSec

◦ DRS

◦ Install/Upgrade

◦ Remote Support

◦ Syslog

◦ Servm

• DB ログ

◦ Cerdbmon

◦ Install DB

• CLI 出力ファイル

◦ Platform

◦ DB

Emergency Responder ログを表示するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスから、[System Logs] > [Log Type] > [Log
Name] の順に選択します。

選択された [Log Files] ページが表示されます。 これらの各ページの詳細については、Emergency
Responder ログの使用, （194 ページ）を参照してください。

結果を昇順または降順でソートできます。 ソートを実行するには、並べ替える列の見出しの横に

ある上向き矢印または下向き矢印をクリックします。

ステップ 2 [Download] ボタンを使用して、ログ ファイルをローカル システムにダウンロードします。

個々のファイルを選択するには、ダウンロードするファイル名の左側にあるチェックボックスを

オンにします。 すべてのログ ファイルを選択するには、[FileName]カラムの見出しの左側にある

チェックボックスをオンにします。ファイルを選択したら、[Download]をクリックします。ダウ

ンロード用に複数のファイルを選択すると、CPULogs という名前の圧縮ファイルが作成され、ダ

ウンロードされます。 圧縮ファイルの名前は、次のように、含まれるログの種類に基づきます。

• CER Admin

• CERr Server

• CER Phone Tracking

• Syslog

• JTAPI

• Tomcat

• Install

• DRS

• CLILogs

• CMILogs

• ServmLogs

• RemoteSupportLogs

• InstallDBLogs

• CertificateManagement&IPSecLogs

• CerdbmonLogs

• CLIOutputPlatform

• CLIOutputDB

ステップ 3 ログファイルをダウンロードせずに、オンラインで表示することもできます。その場合は、ファ

イル名をクリックします。 別ウィンドウにログ ファイルの内容が表示されます。 表示している

ログ ファイルを更新するには、[Reload Log File] をクリックします。 表示しているログ ファイル

をダウンロードするには、[Download Log] をクリックします。

Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

195

Cisco Emergency Responder Serviceability の設定

Emergency Responder ログの使用



関連トピック

[System Logs] メニュー, （437 ページ）
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第 7 章

Cisco Emergency Responder の Cisco Unified
Operating System の設定

この章の各トピックでは、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）に付属の

Cisco Unified Communications Operating System を設定および使用する方法について説明します。

• Cisco Unified Communications Operating System Administration へのアクセス, 197 ページ

• 管理者パスワードとセキュリティ パスワードのリセット, 198 ページ

• Cisco Unified OS 情報の表示, 200 ページ

• Cisco Unified OS 設定の表示と変更, 202 ページ

• ソフトウェア バージョンの管理, 205 ページ

• Emergency Responder サーバの IP アドレスの変更, 206 ページ

• セキュリティ管理, 208 ページ

• IPSEC 管理, 216 ページ

• ソフトウェア アップグレード, 218 ページ

• カスタマイズされたログイン メッセージのアップロード, 227 ページ

• Cisco Unified OS のサービス, 227 ページ

Cisco Unified Communications Operating System Administration
へのアクセス

CiscoUnified CommunicationsOperating SystemAdministrationにアクセスしてログインするには、次

の手順を実行します。
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Cisco Unified OS 情報の表示
[Cisco Unified OS Administration] Web ページを使用すると、オペレーティング システム、プラッ

トフォームハードウェア、およびネットワークのステータスを表示できます。次の各項では、こ

の情報の表示方法について説明します。

ServerGroup 情報の表示

クラスタ情報を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Cisco Unified OSAdministration]Webページから、[Show] > [ServerGroup]を選択します。

[ServerGroup] ページが表示されます。

ステップ 2 [ServerGroup]ページのフィールドの説明については、表108：[ServerGroup]ページ, （442ページ）

を参照してください。

ハードウェア ステータスの表示

ハードウェア ステータスを表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Show] > [Hardware] を選択します。

[Hardware Status] ページが表示されます。

ステップ 2 [Hardware Status] ページの各フィールドについては、表 109：[Hardware Status] ページ, （443 ペー

ジ）を参照してください。

ネットワーク ステータスの表示

表示されるネットワーク ステータス情報は、ネットワークの耐障害性がイネーブルになっている

かどうかによって異なります。ネットワーク耐障害性が有効になっていると、イーサネットポー

ト 0 に障害が発生した場合、イーサネット ポート 1 が自動的にネットワーク通信を継承します。

ネットワークの耐障害性がイネーブルになっている場合、ネットワーク ポートのイーサネット
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0、イーサネット 1、および Bond 0 のネットワーク ステータス情報が表示されます。 ネットワー

ク耐障害性が有効になっていない場合、イーサネット 0 のステータス情報のみが表示されます。

ネットワーク ステータスを表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Show] > [Network] を選択します。

[Network Settings] ページが表示されます。

ステップ 2 [Network Settings] ページの各フィールドについては、表 110：[Network Configuration] ページ, （

444 ページ）を参照してください。

インストールされているソフトウェアの表示

ソフトウェアバージョンとインストールされているソフトウェアオプションを表示するには、次

の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Show] > [Software] を選択します。

[Software Packages] ページが表示されます。

ステップ 2 [Software Packages] ページのフィールドの説明については、表 111：[Software Packages] ページ, （

445 ページ）を参照してください。

システム ステータスの表示

システム ステータスを表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Show] > [System] を選択します。

[System Status] ページが表示されます。

ステップ 2 [System Status] ページの各フィールドについては、表 112：[System Status] ページ, （446 ページ）

を参照してください。
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IP 設定の表示

IP 設定を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Show] > [IP Preference] を選択します。

[IP Preferences] ページが表示されます。

ステップ 2 データベース内のレコードをすべて表示するには、ダイアログボックスを空欄のままにして、ス

テップ 3, （202 ページ） に進みます。

レコードをフィルタまたは検索するには、次の手順を実行します。

• 最初のドロップダウン リスト ボックスで、検索パラメータを選択します。

• 2 番目のドロップダウン リスト ボックスで、検索パターンを選択します。

• 必要に応じて、適切な検索テキストを指定します。

検索条件をさらに追加するには、[+]ボタンをクリックします。 条件を追加した場合、

指定した条件をすべて満たしているレコードが検索されます。 条件を削除する場合、

最後に追加した条件を削除するには、[-] ボタンをクリックします。追加した検索条件

をすべて削除するには、[Clear Filter] ボタンをクリックします。

（注）

ステップ 3 [Find] をクリックします。

条件を満たしているレコードがすべて表示されます。 1 ページあたりの項目の表示件数を変更す

るには、[Rows per Page] ドロップダウン リスト ボックスで別の値を選択します。

Cisco Unified OS 設定の表示と変更
IP設定、ホスト設定、ネットワーク タイム プロトコル（NTP）設定を表示および変更するには、

設定オプションを使用します。 次の各項では、CiscoUnifiedOS設定を表示および変更する方法に

ついて説明します。

イーサネット設定のセットアップ

イーサネット設定オプションを使用して、DynamicHostConfigurationProtocol（DHCP）、ポート、

およびゲートウェイの情報を表示および変更できます。

[Ethernet Configuration]ページでは、DHCPを有効または無効にしたり、イーサネット ポートの IP
アドレスとサブネット マスクを指定したり、ネットワーク ゲートウェイの IP アドレスを指定し

たりできます。
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イーサネット設定はすべて Eth0 にのみ適用されます。 Eth1 を対象とした設定はできません。

Eth0 の最大伝送単位（MTU）のデフォルトは 1500 です。

（注）

イーサネット設定を表示または変更するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Settings] > [IP] > [Ethernet] を選択します。

[Ethernet Configuration] ページが表示されます。

ステップ 2 イーサネット設定を変更するには、目的のフィールドに新しい値を入力します。 [Ethernet
Configuration]ウィンドウのフィールドの説明については、表 114：[Ethernet Configuration]ページ,
（448 ページ）を参照してください。

DHCPを有効にすると、ポート情報とゲートウェイ情報の設定が無効になり、変更でき

なくなります。

（注）

ステップ 3 変更を保存するには、[Save] をクリックします。

NTP サーバのセットアップ

外部 NTP サーバが Stratum 9 以上（1 ～ 9）であることを確認してください。 外部 NTP サーバの

追加、削除、または変更を行うには、次の手順を実行します。

パブリッシャ上では NTP サーバ設定しか構成することができません。（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Settings] > [NTP Servers] を選択します。

[NTP Server List] ページが表示されます。 [NTP Server List] ページの詳細は、NTP Server List, （

450 ページ）を参照してください。

ステップ 2 NTP サーバの追加、削除、または変更ができます。

• NTP サーバを削除するには、当該のサーバの前にあるチェックボックスをオンにしてから

[Delete Selected] をクリックします。

• NTP サーバを追加するには、[Add] をクリックします。 [NTP Server Configuration] ページが

表示されます。 ホスト名または IP アドレスを入力してから [Save] をクリックします。

• NTP サーバを変更するには、IP アドレスをクリックします。 [NTP Server Configuration] ペー

ジが表示されます。 ホスト名または IP アドレスを変更してから [Save] をクリックします。
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NTPサーバに対する変更は、完了するまで最大で5分かかる場合があります。NTPサー

バを変更する場合、ページを更新して正しいステータスを表示する必要があります。

（注）

ステップ 3 [NTPServer Settings]ページを更新して正しいステータスを表示するには、[Settings] > [NTPServers]
の順に選択します。

NTPサーバの削除、変更、または追加が完了した後、変更を反映するには、すべてのパ

ブリッシャとサブスクライバを再起動する必要があります。

（注）

SMTP 設定のセットアップ

[SMTP Settings] ウィンドウでは、SMTP ホスト名の表示や設定ができ、SMTP ホストがアクティ

ブであるかどうかが表示されます。

SMTP ホスト設定を設定するには、次の手順を実行します。

システムから電子メールを送信する場合は、SMTP ホストを設定する必要があります。ヒント

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Settings] > [SMTP] を選択します。

[SMTPSettings]ページが表示されます。 [SMTPSettings]ページの詳細については、SMTPSettings,
（452 ページ）を参照してください。

ステップ 2 SMTP ホストのホスト名または IP アドレスを入力します。

ステップ 3 [Save] をクリックします。

時刻設定のセットアップ

時刻を手動で設定するには、次の手順を実行します。

サーバ時刻を手動で設定するには、設定済みのNTPサーバをすべて削除する必要があります。

NTP サーバの削除の詳細については、NTP サーバのセットアップ, （203 ページ）を参照して

ください。

（注）
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手順

ステップ 1 [Cisco Unified OSAdministration]Webページから、[Settings] > [Time]を選択します。 [Time Settings]
ページが表示されます。 [Time Settings]ページの詳細については、Time Settings, （453ページ）を

参照してください。

ステップ 2 システムの日付と時刻を入力します。

ステップ 3 [Save] をクリックします。

ソフトウェア バージョンの管理
このオプションは、新しいソフトウェアにアップグレードする場合と、以前のソフトウェアのバー

ジョンにフォールバックする場合の両方で使用します。

Emergency Responder ソフトウェア バージョンを再起動、シャットダウン、または切り替えるに

は、次の手順を実行します。

この手順を実行すると、システムが再起動し、一時的に使用できない状態になります。注意

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Settings] > [Version] を選択します。 [Version
Settings] ページが表示されます。 [Version Settings] ページの詳細については、Version Settings, （

453 ページ）を参照してください。

ステップ 2 アクティブなパーティションで実行しているバージョンを再起動するには、[Restart] をクリック

します。

[Restart] をクリックすると、現在のパーティションのシステムが、バージョンを切り替えずに再

起動します。

ステップ 3 システムをシャットダウンするには、[Shutdown] をクリックします。

[Shutdown] をクリックすると、すべてのプロセスが中断され、システムがシャット ダウンしま

す。

ハードウェアの電源は自動的には切れませ

ん。

（注）

サーバの電源ボタンを押すと、システムがただちにシャットダウンされま

す。

注意

ステップ 4 アクティブディスクパーティションで実行中のシステムをシャットダウンし、その後非アクティ

ブ パーティションのソフトウェア バージョンを使用してシステムを自動的に再起動するには、

[Switch Versions] をクリックします。
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[SwitchVersions]をクリックするとシステムが再起動し、現在非アクティブであるパーティション

がアクティブになります。

[SwitchVersion]ボタンは、非アクティブのパーティションにソフトウェアがインストー

ルされている場合にのみ表示されます。

（注）

このオプションは、新しいソフトウェアにアップグレードする場合、または以前のソフ

トウェアのバージョンにフォールバックする場合に使用します。

（注）

Emergency Responder サーバの IP アドレスの変更
Emergency Responder パブリッシャまたは Emergency Responder サブスクライバのいずれか、ある

いは両方の IP アドレスを変更できます。

次の各項では、Emergency Responder サーバの IP アドレスを変更する方法について説明します。

Emergency Responder パブリッシャまたはスタンドアロン サーバの IP
アドレスの変更

インストール後に Emergency Responder パブリッシャまたはスタンドアロン サーバの IP アドレス

を変更するには、次の手順を実行します。

サーバで IP アドレスの変更を開始する前に、DNS サーバの IP アドレス情報を更新します。（注）

手順

ステップ 1 次のオプションのいずれかを使用して、Emergency Responder パブリッシャの IP アドレスを変更

します。

• Cisco Unified Operating System Administration で、[Settings] > [IP] > [Ethernet] に新しい IP アド

レスを入力します。 Ethernet Configuration, （448 ページ）を参照してください。
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Internet Explorer のセキュリティ オプションの設定

サーバから証明書をダウンロードできるように Internet Explorerのセキュリティ設定が正しく設定

されていることを確認するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Internet Explorer を起動します。

ステップ 2 [Tools] > [Internet Options] を選択します。

ステップ 3 [Advanced] タブをクリックします。

ステップ 4 [Advanced] タブの [Security] セクションまでスクロールします。

ステップ 5 必要に応じて、[Do not save encrypted pages to disk] チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [OK] をクリックします。

Certificate Management
次の各項では、[CertificateManagement]メニューのオプションを使用して実行できる機能について

説明します。

証明書の表示

既存の証明書を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Security] > [Certificate Management] を選択しま

す。

[Certificate List]ページが表示されます。 [Certificate List]ページの詳細については、Certificate List,
（455 ページ）を参照してください。

ステップ 2 証明書のリストをフィルタするには、[Find] コントロールを使用します。

ステップ 3 証明書または信頼ストアの詳細を表示するには、そのファイル名をクリックします。

[Certificate Configuration] ページに該当の証明書の情報が表示されます。

ステップ 4 [Certificate List] ページに戻るには、[Related Links] リストの [Back To Find/List] を選択し、[Go] を

クリックします。
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証明書または CTL のダウンロード

証明書または CTL を Emergency Responder からローカル システムにダウンロードするには、次の

手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Security] > [Certificate Management] を選択しま

す。

[Certificate List] ページが表示されます。 証明書または CTL のファイル名をクリックします。

ステップ 2 証明書のリストをフィルタするには、[Find] コントロールを使用します。

ステップ 3 証明書または CTL のファイル名をクリックします。

[Certificate Configuration] ページが表示されます。

ステップ 4 [Download] をクリックします。

ステップ 5 [File Download] ダイアログボックスで、[Save] をクリックします。

証明書の削除および再作成

次の各項では、証明書の削除と再作成について説明します。

証明書の削除

信頼できる証明書を削除するには、次の手順を実行します。

証明書を削除すると、システムの動作に影響する場合があります。 [CertificateList]で選択する

証明書については、システムから既存の CSR がすべて削除されます。新しい CSR を生成する

必要があります。 詳細については、Generate Certificate Signing Request, （214 ページ）を参照

してください。

注意

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Security] > [Certificate Management] を選択しま

す。

[Certificate List] ページが表示されます。

ステップ 2 証明書のリストをフィルタするには、[Find] コントロールを使用します。

ステップ 3 証明書または CTL のファイル名をクリックします。

[Certificate Configuration] ページが表示されます。
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ステップ 4 [Delete] をクリックします。

証明書の再作成

証明書を再作成するには、次の手順を実行します。

証明書を再生成すると、システムの動作に影響する場合があります。注意

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Security] > [Certificate Management] を選択しま

す。

[Certificate List] ページが表示されます。

ステップ 2 [Generate New] をクリックします。

[Generate Certificate] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [Certificate Name] リストから、証明書の名前を選択します。 表示される証明書の名前の説明につ

いては、表 12：証明書の名前と説明, （211 ページ）を参照してください。

ステップ 4 [Generate New] をクリックします。

表 12：証明書の名前と説明

説明名前

この自己署名ルート証明書は、HTTPSサーバの

インストール中に作成されます。

tomcat

この自己署名ルート証明書は、MGCP ゲート

ウェイおよび H.323 ゲートウェイとの IPSec 接

続のインストール中に生成されます。

ipsec
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証明書または証明書信頼リストのアップロード

新しい証明書ファイルまたは証明書信頼リスト（CTL）ファイルをアップロードすると、シス

テムの動作に影響する場合があります。 新しい tomcat 証明書または証明書信頼リストをアッ

プロードした後、CLI コマンドの �X�W�L�O�V�V�H�U�Y�L�F�H�U�H�V�W�D�U�W�&�L�V�F�R�7�R�P�F�D�Wを入力して、Cisco
Tomcat サービスを再起動する必要があります。

注意

システムが信頼証明書を他のクラスタ サーバに自動的に配信することはありません。 複数の

サーバで同じ証明書が必要な場合は、証明書を各サーバに個々にアップロードする必要があり

ます。

（注）

次の各項では、CAルート証明書、アプリケーション証明書、またはCTLファイルをサーバにアッ

プロードする方法について説明します。

Upload Certificate

CA ルート証明書、アプリケーション証明書、CTL ファイルをサーバにアップロードするには、

次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Security] > [Certificate Management] を選択しま

す。

[Certificate List] ページが表示されます。

ステップ 2 [Upload Certificate] をクリックします。

[Upload Certificate] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [Certificate Name] リストから、証明書の名前を選択します。

ステップ 4 サードパーティのCAで発行されたアプリケーション証明書をアップロードする場合は、CAルー

ト証明書の名前を [Root Certificate] テキスト ボックスに入力します。 CA ルート証明書をアップ

ロードする場合は、このテキストボックスを空白のままにします。

ステップ 5 次のいずれかの手順で、アップロードするファイルを選択します。

• [Upload File] テキスト ボックスに、ファイルのパスを入力します。

• [Browse] ボタンをクリックしてファイルを選択し、[Open] をクリックします。

ステップ 6 ファイルをサーバにアップロードするには、[Upload File] ボタンをクリックします。
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信頼できる証明書のアップロード

信頼できる証明書をアップロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Security] > [Certificate Management] を選択しま

す。

[Certificate List] ページが表示されます。

ステップ 2 [Upload CTL] をクリックします。

[Upload Certificate Trust List] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [Certificate Name] リストから、証明書の名前を選択します。

ステップ 4 サードパーティのCAで発行されたアプリケーション証明書をアップロードする場合は、CAルー

ト証明書の名前を [Root Certificate] テキスト ボックスに入力します。 CA ルート証明書をアップ

ロードする場合は、このテキストボックスを空白のままにします。

ステップ 5 次のいずれかの手順で、アップロードするファイルを選択します。

• [Upload File] テキスト ボックスに、ファイルのパスを入力します。

• [Browse] ボタンをクリックしてファイルを選択し、[Open] をクリックします。

ステップ 6 ファイルをサーバにアップロードするには、[Upload File] ボタンをクリックします。

サード パーティ製の CA 証明書の使用

CiscoUnifiedOSは、サード パーティ製のCertificateAuthority（CA;認証局）が PKCS # 10Certificate
Signing Request（CSR; 証明書署名要求）によって発行した証明書をサポートしています。 次の手

順では、このプロセスの概要および参考となる文書を示します。

手順

ステップ 1 サーバに CSR を作成する。

ステップ 2 CSR を PC にダウンロードする。

ステップ 3 CSR を使用して、CA からアプリケーション証明書を取得する。

アプリケーション証明書の取得に関する情報は、CA から入手してください。

ステップ 4 CA ルート証明書を取得する。
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ルート証明書の取得に関する情報は、CA から入手してください。

ステップ 5 CA ルート証明書をサーバにアップロードする。

ステップ 6 アプリケーション証明書をサーバにアップロードする。

ステップ 7 新しい証明書の影響を受けるサービスを再起動する。

すべての証明書タイプで、対応するサービスを再起動します（たとえば、Tomcat の証明書を更新

した場合は Tomcat サービスを再起動します）。 さらに、CAPF または Unified CM の証明書を更

新した場合は、TFTP サービスも再起動します。

関連トピック

Generate Certificate Signing Request, （214 ページ）

証明書または CTL のダウンロード, （210 ページ）

サードパーティ製の CA 証明書, （215 ページ）

証明書または証明書信頼リストのアップロード, （212 ページ）

コントロール センターの使用, （185 ページ）

Generate Certificate Signing Request

証明書署名要求（CSR）を作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Security] > [Certificate Management] を選択しま

す。

[Certificate List] ページが表示されます。

ステップ 2 [Generate CSR] をクリックします。

[Generate Certificate Signing Request] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [Certificate Name] リストから、証明書の名前を選択します。

証明書署名要求をダウンロードするには、次の手順を実行します。

ステップ 4 [Generate CSR] をクリックします。

Download Certificate Signing Request

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Security] > [Certificate Management] を選択しま

す。
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[Certificate List] ページが表示されます。

ステップ 2 [Download CSR] をクリックします。

[Download Certificate Signing Request] ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 3 [Certificate Name] リストから、証明書の名前を選択します。

ステップ 4 [Download CSR] をクリックします。

ステップ 5 [File Download] ダイアログボックスで、[Save] をクリックします。

サードパーティ製の CA 証明書

サードパーティのCAが発行するアプリケーション証明書を使用するには、署名付きのアプリケー

ション証明書と CA ルート証明書の両方を CA から取得する必要があります。 これらの証明書の

取得に関する情報は、CA から入手してください。 入手の手順は、CA によって異なります。

CAPF および Emergency Responder の CSR には、CA へのアプリケーション証明書要求に含める必

要のある拡張情報が含まれています。 CA が拡張要求メカニズムをサポートしていない場合は、

CSR 作成プロセスの最後のページに表示される X.509 拡張を有効にする必要があります。

CiscoUnifiedOSでは、証明書はDERおよびPEMエンコーディング フォーマットで、CSRはPEM
エンコーディング フォーマットで生成されます。 また、DER および DER 符号化フォーマットの

証明書を受け入れます。

証明書有効期限モニタのセットアップ

証明書の有効期限日が近づいたときに、システムから自動的に電子メールを送信できます。

証明書有効期限モニタの表示と設定をするには、次の手順を実行します。

[Certificate Expiration Monitor] ページに関する情報を更新するには、Cisco Certificate Expiry
Monitor サービスが実行されている必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Security] > [Certificate Monitor] を選択します。

[Certificate Monitor] ページが表示されます。

ステップ 2 必要な設定情報を入力します。 [Certificate Monitor Expiration] フィールドの説明については、表

128：[Certificate Monitor] ページ, （461 ページ） を参照してください。

ステップ 3 変更内容を保存するには、[Save] をクリックします。
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IPSEC 管理
次のトピックでは、IPSec を管理する方法について説明します。

IPSec は、インストール中にサーバ グループ内のサーバ間で自動的にセットアップされませ

ん。

（注）

既存の IPSec ポリシーの表示または変更

既存の IPSec ポリシーを表示または変更するには、次の手順を実行します。

システムのアップグレード中、IPSec ポリシーに何らかの変更を行ってもその変更は無効にな

ります。アップグレード中は IPSec ポリシーを変更または作成しないでください。

（注）

IPSec はシステムのパフォーマンスに影響します（特に暗号化した場合）。注意

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedOSAdministration]Webページから、[Security] > [IPSECConfiguration]を選択します。

[IPSEC Policy Configuration] ページが表示されます。

既存の IPSec ポリシーを変更すると、システムの正常な動作に影響する場合がありま

す。

注意

ステップ 2 [Display Detail] リンクをクリックします。 [Association Details] ページが表示されます。 このペー

ジのフィールドの説明については、表 130：[IPSec Policy Configuration] ページ, （462 ページ）を

参照してください。

IPSec ポリシーのセットアップ

新しい IPSec ポリシーとアソシエーションを設定するには、次の手順を実行します。

システムのアップグレード中、IPSec ポリシーに何らかの変更を行ってもその変更は無効にな

ります。アップグレード中は IPSec ポリシーを変更または作成しないでください。

（注）
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IPSec はシステムのパフォーマンスに影響します（特に暗号化した場合）。注意

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedOSAdministration]Webページから、[Security] > [IPSECConfiguration]を選択します。

[IPSEC Policy List] ページが表示されます。

ステップ 2 [Add New] をクリックします。

[IPSEC Policy Configuration] ページが表示されます。

ステップ 3 [Next] をクリックします。

[Setup IPSEC Policy and Association] ページが表示されます。

ステップ 4 [IPSECPolicyConfiguration]ページに関する適切な情報を入力します。 このページにあるフィール

ドの説明については、表 130：[IPSec Policy Configuration] ページ, （462 ページ）を参照してくだ

さい。

ステップ 5 新しい IPSec ポリシーを設定するには、[Save] をクリックします。

既存の IPSec ポリシーの管理

既存の IPSec ポリシーを表示、イネーブル/ディセーブル、または削除するには、次の手順を実行

します。

システムのアップグレード中、IPSec ポリシーに何らかの変更を行ってもその変更は無効にな

ります。アップグレード中は IPSec ポリシーを変更または作成しないでください。

（注）

IPSec はシステムのパフォーマンスに影響します（特に暗号化した場合）。注意

既存の IPSec ポリシーを変更すると、システムの正常な動作に影響する場合があります。注意

手順

ステップ 1 [Security] > [IPSEC Configuration] を選択します。

[Security]メニューの項目にアクセスするには、管理者パスワードを使用してCiscoUnified
Communications Operating System Administration に再ログインする必要があります。

（注）

[IPSEC Policy List] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 ポリシーを表示、イネーブル、またはディセーブルにするには、次の手順を実行します。

a) ポリシー名をクリックします。

[IPSEC Policy Configuration] ウィンドウが表示されます。

b) ポリシーをイネーブルまたはディセーブルにするには、[Enable Policy] チェックボックスをオ

ンまたはオフにします。

c) [Save] をクリックします。

ステップ 3 1 つまたは複数のポリシーを削除するには、次の手順を実行します。

a) 削除するポリシーの横にあるチェックボックスをオンにします。

[Select All] をオンにしてすべてのポリシーを選択することも、[Clear All] をオンにしてすべて

のチェックボックスをオフにすることもできます。

b) [Delete Selected] をクリックします。

ソフトウェア アップグレード
次の各項では、ソフトウェアのアップグレードを実行する方法について説明します。

ソフトウェア アップグレード手順の概要

[Software Upgrade] ページでは、DVD（ローカル ソース）または Emergency Responder がアクセス

可能なネットワーク上の場所（リモート ソース）から Emergency Responder ソフトウェアをアッ

プグレードできます。EmergencyResponderパブリッシャを最初にアップグレードして、次にサブ

スクライバをアップグレードします。

このバージョンの Emergency Responder では、システムの運用中にサーバにアップグレード ソフ

トウェアをインストールすることができません。EmergencyResponder 8.6以前のすべてのバージョ

ンから最新のバージョンの Emergency Responder にアップグレードするには、リフレッシュ アッ

プグレードが必要です。 リフレッシュ アップグレードとは、非アクティブ パーティションへの

新規インストールを指しており、内蔵データの移行作業が含まれます。 リフレッシュ アップグ

レードでは、サーバのダウンタイムが必要となります。 これは、Emergency Responder パブリッ

シャとサブスクライバを備えた冗長システムでは、大きな影響を与えません。

アップグレードを開始する前に、システムをバックアップします。

MCS 7825-H3 サーバ上でアップグレードを実行するには、16 GB USB キーを使用して古いシステ

ムのデータを新しいインストール環境に移行する必要があります。

アップグレードソフトウェアをインストールする場合、EmergencyResponderソフトウェアのイン

ストール中にサーバが一時的に停止します。 アップグレードの開始後に、コマンドラインまたは

グラフィカルユーザインターフェイスを使用してデータが移行され、システムが自動的に再起動

します。この時点でサーバが停止します。停止の期間は、構成やデータ量により異なります。リ

フレッシュ アップグレードの開始時と終了時には、通知電子メールが送信されます。
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アップグレード プロセスの進行中に、管理者がデータのエクスポートなどの変更を行った場合、

そのデータはアップグレード後に失われます。

MCS 7825-H3 サーバのアップグレードの場合の例外として、以前のソフトウェアが次回のアップ

グレードまで非アクティブ パーティション上に保持されます。

手動のスイッチバックにより、古いバージョンに戻すことができます。 アップグレードに失敗し

た場合、システムは自動的に以前のバージョンに戻ります。設定情報は自動的にアクティブパー

ティションにあるアップグレード バージョンに移行されます。

何らかの理由でアップグレードから元の状態に戻す場合は、switch-versionオプションを使用して、

ソフトウェアの以前のバージョンがある非アクティブ パーティションからシステムを再起動でき

ます。

ただし、非アクティブ パーティション上のデータベースは更新されないため、ソフトウェアの

アップグレード後に行ったすべての設定変更は失われます。 アップグレード後にデータベースに

変更を加えた場合は、元のパーティションに戻してから同じ変更を繰り返す必要があります。

MCS 7825-H3 サーバ上でソフトウェアのアップグレードを行う場合、以前のバージョンの

Emergency Responder に戻すオプションはありません。

警告

サポートされるアップグレード

Emergency Responderの最新バージョンへの直接アップグレードは、リリース 7.1、8.0、8.5、およ

び 8.6 のみでサポートされています。 このアップグレードを開始する前に、リフレッシュ アップ

グレードをサポートするために cop ファイルにパッチを適用する必要があります。

リリース 1.3、2.0、および 7.0の場合、最新バージョンへのアップグレードは 2段階の処理になり

ます。

Emergency Responder 1.3 からアップグレードするには、最初に Emergency Responder 7.1 にアップ

グレードしてから、最新バージョンにアップグレードする必要があります。

Emergency Responder 2.0 または 7.0 からアップグレードするには、最初に Emergency Responder 7.1
または Emergency Responder 8.0 にアップグレードしてから、最新バージョンにアップグレードす

る必要があります。

Cisco Unified Operating System のアップグレード

アップグレード作業の項の項目を終了してから設定作業を実行します。 アップグレード中に

Cisco Emergency Responder の設定を変更しないでください。 設定の変更には、[Emergency
ResponderAdministration]または [EmergencyResponder Serviceability]ページでの変更も含まれま

す。 アップグレード時の設定の変更はアップグレード完了後に失われる可能性があり、一部

の設定によりアップグレードが失敗する可能性があります。

（注）
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EmergencyResponderのパブリッシャおよびサブスクライバの両方でアップグレードが完了し、

サーバをアップグレードされたパーティションに切り替えて、データベース レプリケーショ

ンが機能していることを確認するまでは設定作業を実行しないでください。

警告

手順

ステップ 1 すべての設定作業を停止します。これには、Cisco Emergency Responder に関連する各種の GUI ま

たは CLI でのすべての設定作業が含まれます。

ステップ 2 必要な COP ファイルを適用します。

ステップ 3 Emergency Responder パブリッシャをアップグレードします。

アップグレードされたシステムは、アップグレードされたパーティションに自動的にリ

ブートしません。 代わりに、2 つのオプション [Reboot to new partition] および [Do not
reboot to new partition] が表示されます。 [Do not reboot to new partition] はデフォルトのオ

プションであり、ベスト プラクティスであると見なされています。 ただし、新規パー

ティションへのリブートを選択した場合は、ステップ 5 および 6 が不要となります。

（注）

ステップ 4 Emergency Responder サブスクライバをアップグレードします。

ステップ 5 Emergency Responder パブリッシャを、アップグレードされたパーティションに切り替えます。

ステップ 6 Emergency Responderサブスクライバを、アップグレードされたパーティションに切り替えます。

ステップ 7 Emergency Responder パブリッシャと Emergency Responder サブスクライバ間でデータベース レプ

リケーションが機能していることを確認してください。

ステップ 8 その他すべてのアップグレード作業が完了したら、必要に応じて設定作業を実行できます。

アップグレード ファイル

アップグレード プロセスを開始する前に、Cisco Emergency Responder ソフトウェアを注文して、

適切なアップグレード ファイルを取得する必要があります。 COPファイルも Cisco.comからダウ

ンロードする必要があります。

インストールする前に、パッチ ファイルの名前を変更しないでください。システムで有効な

ファイルとして認識されなくなります。

（注）

アップグレード ファイルを解凍または untar しないでください。 これを行うと、システムは

アップグレード ファイルを読み取れなくなります。

（注）
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インストール プロセス中も、アップグレード ファイルにはローカル DVD またはリモートの FTP
または SFTP サーバからアクセスできます。 アップグレード ファイルにアクセスする際に入力す

るディレクトリ名とファイル名は、大文字と小文字が区別されるため、注意してください。

DVD からのソフトウェアのインストールまたはアップグレード

ローカル ディスク ドライブに挿入された DVD からソフトウェアをインストールしてから、アッ

プグレード プロセスを開始できます。

ソフトウェアのアップグレード プロセスを開始する前にシステム データをバックアップして

ください。 詳細については、Cisco Emergency Responder Disaster Recovery Systemの設定, （231
ページ）の章を参照してください。

（注）

ソフトウェアをDVDからインストールまたはアップグレードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 MCS 7825-H3 サーバ上のソフトウェアをアップグレードする場合、16 GB USB キーを挿入して、

データを古いシステムから新しいインストールに移行します。

MCS 7825-H3 サーバ上のソフトウェアをアップグレードする場合、Cisco Emergency
Responder の前のバージョンに戻すオプションはありません。 これらのマシンのいずれ

かでアップグレードを実行するには、16GBUSBキーを使用して、データを古いシステ

ムから新しいインストールに移行する必要があります。

（注）

ステップ 2 適切なアップグレード ファイルを注文します。 物理的な DVD を受け取るか、電子ソフトウェア

配信経由でディスク イメージ ファイルをダウンロードするかを選択できます。

ディスク イメージ ファイルをダウンロードする場合は、DVD を焼くための .iso ファイ

ルを使用して DVD を作成します。 .iso ファイルには、元の DVD ディスクの完全なイ

メージが含まれます。 .iso ファイルを DVD にコピーしないでください。 DVD 作成ソ

フトウェアを使用して、イメージに含まれているファイルを抽出し、これらを DVD に

書き込む必要があります。 これにより、DVD ディスクの正確な複製が作成されます。

（注）

ステップ 3 DVD をアップグレードするローカル サーバのディスク ドライブに挿入します。

ステップ 4 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Software Upgrades] > [Install/Upgrade] を選択し

ます。

[Software Installation/Upgrade] ページが表示されます。

ステップ 5 [Source] リストから [DVD/CD] を選択します。

ステップ 6 [Directory] フィールドに、DVD のパッチ ファイルのパスを入力します。

ファイルがルート ディレクトリにある場合は、スラッシュ（/）を入力します。
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ステップ 7 [Next] をクリックしてアップグレード プロセスを続行します。

ステップ 8 インストールするアップグレード バージョンを選択して、[Next] をクリックします。

ステップ 9 次のページで、ファイル名と転送されている MB 数を含むダウンロードの進行状況をモニタしま

す。

ステップ 10 アップグレードをインストールして、アップグレードされたパーティションに自動的に再起動す

るには、[Switch to new version after upgrade]を選択します。 システムが再起動され、アップグレー

ドされたソフトウェアが起動されます。

ネットワーク ドライブまたはリモート サーバからのソフトウェアの

インストール

ソフトウェアをネットワークドライブまたはリモートサーバからインストールするには、次の手

順を実行します。

ソフトウェアのアップグレード プロセスを開始する前にシステム データをバックアップして

ください。 詳細については、Cisco Emergency Responder Disaster Recovery Systemの設定, （231
ページ）の章を参照してください。

（注）

CiscoUnifiedOperating SystemAdministrationにアクセスしている間は、ブラウザの制御機能（表

示の更新や再読み込みなど）を使用しないでください。 代わりに、インターフェイスのナビ

ゲーション コントロールを使用してください。

（注）

MCS 7825-H3 サーバ上のソフトウェアをアップグレードする場合、Cisco Emergency Responder
の前のバージョンに戻すオプションはありません。これらのマシンのいずれかでアップグレー

ドを実行するには、16GBUSBキーを使用して、データを古いシステムから新しいインストー

ルに移行する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 [Cisco Unified OS Administration] Web ページから、[Software Upgrades] > [Install/Upgrade] を選択し

ます。

[Software Installation/Upgrade] ページが表示されます。

ステップ 2 [Source] リストから [Remote Filesystem] を選択します。

ステップ 3 [Directory] フィールドに、リモート システムのパッチファイルのパスを入力します。

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

222

Cisco Emergency Responder の Cisco Unified Operating System の設定

ネットワーク ドライブまたはリモート サーバからのソフトウェアのインストール



アップグレード ファイルが Linux または UNIX サーバ上に存在する場合は、指定するディレクト

リ パスの先頭にフォワード スラッシュを付加する必要があります。 たとえば、アップグレード

ファイルが patches ディレクトリに存在する場合は、/patches と入力する必要があります。

アップグレード ファイルが Windows サーバ上にある場合は、FTP サーバまたは SFTP サーバに接

続することになるため、次のような適切な構文を使用するよう注意してください。

• パスの先頭はフォワード スラッシュ（/）で始め、パス全体でフォワード スラッシュを使用

します。

• パスは、サーバの FTPまたは SFTPルート ディレクトリで始まる必要があります。C:などの

ドライブ レターで始まる Windows 絶対パスは入力できません。

ステップ 4 [Server] フィールドにサーバ名を入力します。

ステップ 5 [User Name] フィールドにユーザ名を入力します。

ステップ 6 [User Password] フィールドにパスワードを入力します。

ステップ 7 [Transfer Protocol] フィールドで、転送プロトコルを選択します。

ステップ 8 [Next] をクリックしてアップグレード プロセスを続行します。

ステップ 9 インストールするアップグレード バージョンを選択して、[Next] をクリックします。

ステップ 10 次のページで、ファイル名と転送されている MB 数を含むダウンロードの進行状況をモニタしま

す。

ステップ 11 ダウンロードが完了したら、ダウンロードしたファイルのチェックサム値と、Cisco.comに表示さ

れているチェックサム値を確認します。

アップグレード ファイルが本物の整合性のあるファイルであると保証するには、2 つの

チェックサム値が一致している必要があります。 チェックサム値が一致しない場合、

Cisco.com から新しいバージョンのファイルをダウンロードして、再度アップグレードを

試みてください。

注意

アップグレード プロセスの進行中にサーバとの接続を失った場合、またはブラウザを

閉じた場合は、[Software Upgrades] メニューに再度アクセスしようとすると、次のメッ

セージが表示されることがあります。

Warning: Another session is installing software, click Assume Control to take over the installation.

セッションを引き継ぐ場合は、[Assume Control] を選択します。

[Assume Control] が表示されない場合は、Real Time Monitoring Tool でアップグレードを

モニタすることもできます。

（注）

ステップ 12 アップグレードをインストールして、アップグレードされたパーティションに自動的に再起動す

るには、[Reboot to upgraded partition]を選択します。 システムが再起動され、アップグレードされ

たソフトウェアが起動されます。

ステップ 13 アップグレードをインストールして、後でアップグレードされたパーティションに手動で再起動

する場合は、次の手順を実行します。

a) [Do not reboot after upgrade] を選択します。

b) [Next] をクリックします。

[Upgrade Status] ウィンドウにアップグレード ログが表示されます。
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ステップ 3 製造中止されたサーバと同じホスト名で、サポートされる新しいサーバにEmergencyResponderの
新しいバージョンをインストールします。

ステップ 4 Emergency Responderの新しいバージョンを実行している新しくサポートされたサーバで、最初の

ノードに対して DRS の復元を実行します。

ブリッジ アップグレード可能なサーバのリストについては、『Emergency Responder
Release Notes』を参照してください。

（注）

カスタマイズされたログインメッセージのアップロード
[Cisco Unified Communications Operating SystemAdministration]ページ、[Unified CMAdministration]、
およびCLIに表示されるカスタマイズされたログイン メッセージが含まれるテキスト ファイルを

アップロードできます。

カスタマイズされたログイン メッセージをアップロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [CiscoUnifiedCommunicationsOperating SystemAdministration]ウィンドウで、[Upgrades] > [Customized
Logon Message] の順に選択します。

[Customized Logon Message] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 アップロードするテキスト ファイルを選択するには、[Browse] をクリックします。

ステップ 3 [Upload File] をクリックします。

10 KB を超えるファイルはアップロードできませ

ん。

（注）

システムにカスタマイズされたログイン メッセージが表示されます。

ステップ 4 デフォルトのログイン メッセージに戻すには、[Delete] をクリックします。

カスタマイズされたログインメッセージが削除され、システムにデフォルトのログインメッセー

ジが表示されます。

Cisco Unified OS のサービス
次の各項では、Cisco Unified OS のサービスの使用方法について説明します。
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第 8 章

Cisco Emergency Responder Disaster Recovery
System の設定

この章では、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）Disaster Recovery System の設定

方法について説明します。

• Disaster Recovery System の概要, 232 ページ

• バックアップおよび復元の手順, 233 ページ

• サポートされている機能およびコンポーネント, 234 ページ

• システム要件, 234 ページ

• Disaster Recovery System へのアクセス, 235 ページ

• マスター エージェントの役割とアクティブ化, 235 ページ

• ローカル エージェント, 236 ページ

• バックアップ デバイスの追加, 236 ページ

• バックアップ スケジュールの作成と編集, 237 ページ

• バックアップ スケジュールの管理, 238 ページ

• 手動バックアップの開始, 239 ページ

• バックアップ ステータスの確認, 239 ページ

• バックアップ ファイルの復元, 240 ページ

• サーバ グループの復元, 241 ページ

• バックアップおよび復元履歴, 244 ページ

• トレース ファイル, 245 ページ

• CLI, 245 ページ
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Disaster Recovery System の概要
メインのCiscoEmergencyResponderWebインターフェイスから起動できるDisaster Recovery System
（DRS）は、データの完全バックアップを行い、EmergencyResponderサーバ グループのすべての

サーバの機能を復元します。DisasterRecoverySystemでは、定期的にスケジュールされた自動デー

タバックアップまたはユーザ起動のデータバックアップを実行できます。DRSでは、複数のバッ

クアップ スケジュールがサポートされます。

CiscoDisaster Recovery Systemは、サーバ グループレベルのバックアップを実行します。つまり、

Emergency Responder サーバ グループのすべてのサーバのバックアップを中央の場所に収集し、

バックアップ データを物理的なストレージ デバイスにアーカイブします。

DRS は、プラットフォームのバックアップ/復元の一環として、独自の設定（バックアップ デバ

イス設定およびスケジュール設定）を復元します。 DRS は、drfDevice.xml ファイルおよび

drfSchedule.xml ファイルをバックアップおよび復元します。 これらのファイルとともにサーバを

復元するときは、DRS バックアップ デバイスおよびスケジュールを再設定する必要がありませ

ん。

システムデータ復元を実行するときには、サーバグループ内のどのサーバを復元するかを選択で

きます。

Disaster Recovery System には、次の機能があります。

• バックアップおよび復元タスクを実行するためのユーザ インターフェイス

• バックアップおよび復元機能を実行するための分散システム アーキテクチャ

• スケジュール バックアップ

• 物理的なテープ ドライブまたはリモート sftp サーバへのバックアップのアーカイブ

テープ ドライブが Publisher に接続されている必要があります。（注）

Disaster Recovery System には、マスター エージェント（MA）とローカル エージェント（LA）と

いう 2つの主要な機能が含まれています。 マスター エージェントは、バックアップおよび復元ア

クティビティをすべてのローカル エージェントと調整します。

サーバ グループ内のすべてのサーバでマスター エージェントとローカル エージェントの両方が

自動的にアクティブになります。

Disaster Recovery System は、Windows から Linux へ、または Linux から Linux へデータを移行

しません。復元は、バックアップと同じ製品バージョンで実行する必要があります。Windows
ベースのプラットフォームからLinuxベースのプラットフォームへのデータ移行については、

『Data Migration Assistant User Guide』を参照してください。

（注）
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コール処理が中断してサービスに影響が及ばないように、バックアップはオフピーク時間中に

スケジュールしてください。

注意

バックアップおよび復元の手順
次の各項では、バックアップ手順および復元手順のクイック リファレンスを示します。

バックアップ手順の実行

次の手順では、Disaster Recovery System を使用してバックアップ手順を行う場合に実行する必要

がある主要な手順と、その概要へのクイック リファレンスを発生順に示します。

Disaster Recovery System は、Windows から Linux へ、または Linux から Linux へデータを移行

しません。 復元は、バックアップと同じ製品バージョンで実行する必要があります。 次の手

順を実行する前に、WindowsベースのプラットフォームからLinuxベースのプラットフォーム

へのデータ マイグレーションの詳細について、『DataMigrationAssistantUserGuide』を参照し

てください。

（注）

手順

ステップ 1 データのバックアップ先となるバックアップ デバイスを作成する。

詳細については、バックアップ デバイスの追加, （236 ページ）を参照してください。

ステップ 2 スケジュールに従ってデータをバックアップするためのバックアップ スケジュールを作成および

編集する。

手動バックアップまたはスケジュールバックアップでは、サーバグループがバックアッ

プされます。

（注）

詳細については、バックアップスケジュールの作成と編集, （237ページ）を参照してください。

ステップ 3 データをバックアップするためのバックアップ スケジュールをイネーブルまたはディセーブルに

する。

詳細については、バックアップ スケジュールの管理, （238 ページ）を参照してください。

ステップ 4 （任意） 手動バックアップを実行します。

詳細については、手動バックアップの開始, （239 ページ）を参照してください。

ステップ 5 バックアップのステータスを確認します。

バックアップの実行中、現在のバックアップジョブのステータスを確認できます。詳細について

は、バックアップ ステータスの確認, （239 ページ）を参照してください。
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復元手順の実行

次の手順では、Disaster Recovery System を使用して復元手順を行う場合に実行する必要がある主

要な手順と、その概要へのクイック リファレンスを発生順に示します。

手順

ステップ 1 保存場所を選択します。

まず、バックアップ ファイルの復元元となる保存場所を選択する必要があります。

ステップ 2 バックアップ ファイルを選択します。

使用可能なファイルのリストから、復元するバックアップ ファイルを選択します。

ステップ 3 機能を選択します。

使用可能な機能のリストから、復元する機能を選択します。

ステップ 4 サーバを選択します。

選択した機能が複数のサーバからバックアップされたものである場合には、復元するサーバを選

択する必要があります。

ステップ 5 復元のステータスを確認します。

復元プロセスの実行中、現在の復元ジョブのステータスを確認できます。

関連トピック

バックアップ ファイルの復元, （240 ページ）

復元ステータスの表示, （244 ページ）

サポートされている機能およびコンポーネント
お使いの Emergency Responder リリースでは、Emergency Responder をバックアップおよび復元す

ることができます。

バックアップ機能を選択すると、そのすべてのサブコンポーネントが自動的にバックアップされ

ます。

システム要件
サーバ グループのすべてのサーバ上で最新のバージョンの Emergency Responder が実行中である

ことを確認します。

データをネットワーク上のリモート デバイスにバックアップするには、SFTP サーバの設定が完

了している必要があります。 シスコは次の SFTP サーバのテストを実行しており、これらを推奨

しますが、任意の SFTP サーバを使用できます。
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シスコは、サード パーティのソフトウェアはサポートしていません。 サポート上の問題につ

いては、SFTP ベンダーにお問い合わせください。

（注）

• Open SSH（UNIX システム用）

• Cygwin

• freeFTPD

• Titan

バックアップまたは復元の実行中は、Disaster Recovery System によりプラットフォームの API
がロックされ、すべての OS 管理要求がブロックされるため、OS 管理作業を行うことはでき

ません。 一方、ほとんどの CLI コマンドはブロックされません。これは、CLI ベースのアッ

プグレードコマンドだけがプラットフォームAPIロッキングパッケージを使用するためです。

（注）

Disaster Recovery System へのアクセス
Disaster Recovery System にアクセスするには、Emergency Responder の Web インターフェイスのメ

イン画面で [Navigation]プルダウン メニューから [Disaster Recover System]を選択します。Disaster
Recovery System にログインするには、Cisco Unified OS Administration Web インターフェイスで使

用するのと同じ管理者ユーザ名とパスワードを使用します。

管理者ユーザ名とパスワードはEmergencyResponderのインストール時に設定したものであり、

CLIを使用して、管理者パスワードを変更したり、新しい管理者アカウントをセットアップし

たりできます。 set password, （514 ページ）を参照してください。

（注）

マスター エージェントの役割とアクティブ化
マスターエージェントは、サーバグループのすべてのサーバで自動的に起動されますが、完全に

アクティブになるのはパブリッシャで実行されるマスター エージェントだけです。

マスター エージェント（MA）は、次の役割を果たします。

• MA は、システム全体のコンポーネント登録情報を保存します。

• MA は、スケジュールされた一連のタスクを Emergency Responder データベースに保持しま

す。ユーザインターフェイスから更新を受信すると、MAはスケジュールに従って、該当す

るローカル エージェントに実行可能なタスクを送信します。 （ローカル エージェントは、

遅滞なくただちにバックアップ タスクを実行します）。
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• Disaster Recovery System ユーザ インターフェイスを介してに MA アクセスして、バックアッ

プのスケジューリング、特定のサーバまたは定義済みサーバグループの新しいバックアップ

タスクの追加、既存のエントリの更新または確認、実行済みタスクのステータスの表示、シ

ステム復元の実行などのアクティビティを行います。

• MA は、バックアップ セットをローカルに接続されたテープ ドライブまたはリモート ネッ

トワーク上の場所に格納します。

ローカル エージェント
マスター エージェントが搭載されているサーバをはじめ、Emergency Responder サーバ グループ

内の各サーバには、それぞれのサーバのバックアップおよび復元機能を実行するためのローカル

エージェントが搭載されている必要があります。

デフォルトでは、ローカル エージェントはサーバ グループの各サーバ上で自動的にアクティ

ブになります。

（注）

ローカルエージェントは、サーバグループの各サーバ上でバックアップおよび復元スクリプトを

実行します。

バックアップ デバイスの追加
ディザスタ リカバリ システムを使用する場合は事前に、バックアップ ファイルの保存先を設定

する必要があります。 最大 10 個のバックアップ デバイスを設定できます。

バックアップデバイスを設定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Backup] > [Backup Device] を選択します。

[Backup Device List] ページが表示されます。

ステップ 2 新しいバックアップ デバイスを設定するには、[Add New]をクリックします。 バックアップ デバ

イスを編集するには、[BackupDevice]リストでバックアップデバイスを選択してから [Edit Selected]
をクリックします。

[Backup Device] ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 [Backup device name] フィールドにバックアップ デバイス名を入力します。

バックアップ デバイス名には、英数字、スペース（ ）、ダッシュ（-）、およびアン

ダースコア（_）だけを使用できます。 その他の文字は使用できません。

（注）

ステップ 4 次のいずれかのバックアップ デバイスを選択し、[SelectDestination]領域で適切なフィールド値を

入力します。
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• [Tape Device]：ローカルに接続されたテープ ドライブにバックアップ ファイルを保存しま

す。 リストから目的のテープ デバイスを選択します。

複数のテープに分散させたり、1つのテープに複数のバックアップを保存したりは

できません。

（注）

• [Network Directory]：バックアップ ファイルを SFTP 接続でアクセスできるネットワーク ド

ライブに格納します。 次の必須情報を入力します。

◦ [Server name]：ネットワーク サーバの名前または IP アドレス。

◦ [Path name]：バックアップ ファイルの保存先となるディレクトリのパス名。

◦ [User name]：リモート システム上のアカウントの有効なユーザ名。

◦ [Password]：リモート システム上のアカウントの有効なパスワード。

◦ [Number of backups to store on Network Directory]：このネットワーク ディレクトリに保存

するバックアップの数。

ネットワーク上に保存先を設定するには、SFTPサーバにアクセスする必要があります。

バックアップに先立って SFTP パスが存在する必要があります。 SFTP サーバへのアク

セスに使用するアカウントには、選択したパスに対する書き込み権限が必要です。

（注）

ステップ 5 これらの設定を更新するには、[Save] をクリックします。

ネットワークディレクトリのバックアップの場合は、[Save]ボタンをクリックすると、

選択したSFTPサーバがDRSマスターエージェントによって検証されます。ユーザ名、

パスワード、サーバ名、またはディレクトリ パスが無効であると、保存操作は失敗し

ます。

（注）

ステップ 6 バックアップ デバイスを削除するには、[BackupDevice]リストでバックアップ デバイスを選択し

てから [Delete Selected] をクリックします。

バックアップ スケジュールにバックアップ デバイスとして設定されているバックアッ

プ デバイスは削除できません。

（注）

バックアップ スケジュールの作成と編集
最大 10 個のバックアップ スケジュールを作成できます。 各バックアップ スケジュールには、自

動バックアップのスケジュール、バックアップする機能セット、保存場所など、独自のプロパティ

があります。

バックアップ スケジュールを管理するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Backup] > [Scheduler] を選択します。

[Schedule List] ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 次のいずれかの手順を実行して、新規スケジュールを追加するか、または既存のスケジュールを

編集します。

a) 新規スケジュールを作成するには、[Add New] をクリックします。

b) 既存のスケジュールを設定するには、[Schedule List] 列でその名前をクリックします。

スケジューラ ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 スケジュール名を [Schedule Name] フィールドに入力します。

デフォルトのスケジュールの名前は変更できませ

ん。

（注）

ステップ 4 [Select Backup Device] 領域でバックアップ デバイスを選択します。

ステップ 5 [Select Features] 領域でバックアップする機能を選択します。 少なくとも 1 つの機能を選択する必

要があります。

ステップ 6 [Start Backup at] 領域でバックアップを開始する日付と時刻を選択します。

ステップ 7 [Frequency] 領域でバックアップを行う頻度を選択します。[Once]、[Daily]、[Weekly]、[Monthly]
のいずれかになります。 [Weekly] を選択した場合は、バックアップを行う週の曜日も選択できま

す。

バックアップ頻度を火曜日から土曜日までの [Weekly] に設定するには、[Set Default] を

クリックします。

ヒント

ステップ 8 これらの設定を更新するには、[Save] をクリックします。

ステップ 9 スケジュールを有効にするには、[Enable Schedule] をクリックします。

設定した時刻になると自動的に次のバックアップが実行されます。

サーバグループのすべてのサーバが、EmergencyResponderの同じバージョンを実行し、

ネットワークからアクセスできることを確認してください。 スケジュール バックアッ

プの時刻にサーバが動作していないと、そのサーバはバックアップされません。

（注）

ステップ 10 スケジュールをディセーブルにするには、[Disable Schedule] をクリックします。

バックアップ スケジュールの管理
スケジュールをイネーブルまたはディセーブルにしたり、削除したりするには、次の手順を実行

します。

手順

ステップ 1 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Backup] > [Scheduler] を選択します。

[Schedule List] ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 変更するスケジュールの横にあるチェックボックスをオンにします。

• すべてのスケジュールを選択するには、[Select All] をクリックします。
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• すべてのチェックボックスをオフにするには、[Clear All] をクリックします。

ステップ 3 選択したスケジュールをイネーブルにするには、[Enable Selected Schedules] をクリックします。

ステップ 4 選択したスケジュールをディセーブルにするには、[DisableSelectedSchedules]をクリックします。

ステップ 5 選択したスケジュールを削除するには、[Delete Selected] をクリックします。

手動バックアップの開始
手動バックアップを開始するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Backup] > [Manual Backup] を選択します。

[Manual Backup] ページが表示されます。

ステップ 2 [Select Backup Device] 領域でバックアップ デバイスを選択します。

ステップ 3 [Select Features] 領域でバックアップする機能を選択します。

ステップ 4 手動バックアップを開始するには、[Start Backup] をクリックします。

バックアップ ステータスの確認
現在のバックアップジョブのステータスを確認し、現在のバックアップジョブをキャンセルでき

ます。バックアップ履歴を表示するには、バックアップおよび復元履歴, （244ページ）を参照し

てください。

現在のバックアップ ジョブのステータスを確認するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Backup] > [Current Status] を選択します。

[Backup Status] ページが表示されます。

ステップ 2 バックアップ ログ ファイルを表示するには、ログファイル名リンクをクリックします。

ステップ 3 現在のバックアップをキャンセルするには、[Cancel Backup] をクリックします。

現在のコンポーネントでバックアップ操作が完了すると、バックアップがキャンセルさ

れます。

（注）
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バックアップ ファイルの復元
Disaster Recovery System では厳格なバージョン チェックが行われ、Emergency Responder の一致す

るバージョンのみを復元できます。

復元ウィザードは、バックアップの復元に必要な手順を案内します。

サーバ グループ内のすべてのサーバを復元するには、サーバ グループの復元, （241ページ）

を参照してください。

ヒント

Emergency Responder を復元する場合は事前に、サーバにインストールされている Emergency
Responderバージョンが復元するバックアップ ファイルのバージョンに一致することを確認し

てください。 Disaster Recovery System は、Emergency Responder のバージョンが一致する場合

に限り復元をサポートします。

注意

要するに、Disaster Recovery System で Emergency Responder データベースを復元するには、製品

バージョンが完全に一致する必要があります。

復元するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Restore] > [Restore Wizard] を選択します。

復元ウィザードの最初のページ（[Step1 Restore—Choose Backup Device]）が表示されます。

ステップ 2 [Select Backup Device] 領域で復元元となるバックアップ デバイスを選択します。

ステップ 3 [Next] をクリックします。

[Step 2 Restore—Choose the Backup Tar File] ページが表示されます。

ステップ 4 復元するバックアップ ファイルを選択します。

バックアップ ファイル名から、バックアップ ファイルが作成された日付と時刻がわか

ります。

（注）

ステップ 5 [Next] をクリックします。

[Step 3 Restore—Select the Type of Restore] ページが表示されます。

ステップ 6 復元する機能を選択します。

選択したファイルにバックアップされている機能のみが表示されま

す。

（注）

ステップ 7 [Next] をクリックします。 [Step4 Restore—Final Warning for Restore] ページが表示されます。

ステップ 8 データの復元を開始するには、[Restore] をクリックします。

復元するサーバの選択を求めるプロンプトが表示されます。

ステップ 9 適切なサーバを選択します。
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データを復元するサーバを選択すると、そのサーバ上の既存のデータが上書きされま

す。

注意

ステップ 10 選択したサーバにデータが復元されます。 復元のステータスを表示するには、復元ステータスの

表示, （244 ページ）を参照してください。

ステップ 11 サーバを再起動します。

復元するデータベースとコンポーネントのサイズによっては、復元が完了するまでに 1
時間以上かかることがあります。

（注）

サーバ グループの復元
メジャー障害またはハードウェアアップグレードが発生した場合、サーバグループ内のすべての

サーバを復元する必要があります。 サーバ グループ全体を復元するには、次の手順を実行しま

す。

サーバ グループを復元する前に、サーバ グループ内のサブスクライバ サーバが起動し、パブ

リッシャ サーバと通信していることを確認します。 復元時にダウンしているか、またはパブ

リッシャ サーバと通信していないサブスクライバ サーバについては、新規インストールを実

行する必要があります。

（注）

手順

ステップ 1 復元ウィザードを使用して、Emergency Responder パブリッシャとサブスクライバの両方を選択

し、これらを同時に復元します。

ステップ 2 パブリッシャを再起動します。

ステップ 3 パブリッシャがオンラインに戻ってからサブスクライバを再起動します。

サーバ グループ内のすべてのサーバを同時に復元する必要がありま

す。

（注）

次の項では、サーバ グループ内のサーバを復元する手順について説明します。

パブリッシャ サーバの復元

パブリッシャ サーバを復元するには、次の手順を実行します。
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Emergency Responder を復元する場合は事前に、サーバにインストールされている Emergency
Responderバージョンが復元するバックアップ ファイルのバージョンに一致することを確認し

てください。 Disaster Recovery System は、Emergency Responder のバージョンが一致する場合

に限り復元をサポートします。

注意

手順

ステップ 1 パブリッシャ サーバ上でCisco Emergency Responderの新規インストールを実行します。 詳細につ

いては、Emergency Responder パブリッシャのインストール, （54 ページ）を参照してください。

ステップ 2 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Restore] > [Restore Wizard] を選択します。

復元ウィザードの最初のページ（[Step 1 Restore—Choose Backup Device]）が表示されます。

ステップ 3 [Select Backup Device] 領域で復元元となるバックアップ デバイスを選択します。

ステップ 4 [Next] をクリックします。

[Step 2 Restore—Choose the Backup Tar File] ページが表示されます。

ステップ 5 復元するバックアップ ファイルを選択します。

バックアップ ファイル名から、バックアップ ファイルが作成された日付と時刻がわか

ります。

（注）

ステップ 6 [Next] をクリックします。

[Step 3 Restore—Select the Type of Restore] ページが表示されます。

ステップ 7 復元する機能を選択します。

選択したファイルにバックアップされている機能のみが表示されま

す。

（注）

ステップ 8 [Next] をクリックします。

[Step4 Restore—Final Warning for Restore] ページが表示されます。

ステップ 9 データの復元を開始するには、[Restore] をクリックします。

ステップ 10 復元するサーバの選択を求めるプロンプトが表示されたら、Publisher のみを選択します。

ステップ 11 パブリッシャサーバにデータが復元されます。復元のステータスを表示するには、復元ステータ

スの表示, （244 ページ）を参照してください。

復元プロセス中、[Emergency Responder Administration] または [User] ページで作業をし

ないでください。

（注）

ステップ 12 サーバを再起動します。

復元するデータベースとコンポーネントのサイズによっては、復元が完了するまでに 1
時間以上かかることがあります。

（注）

ステップ 13 パブリッシャ サーバの再起動後、サブスクライバ サーバの復元, （243 ページ）に進みます。
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サブスクライバ サーバの復元

サーバ グループのサブスクライバ サーバを復元するには、次の手順を実行します。

サーバ グループを復元する場合は、パブリッシャ サーバを復元してからサブスクライバ サー

バを復元する必要があります。

注意

Emergency Responder を復元する場合は事前に、サーバにインストールされている Emergency
Responderバージョンが復元するバックアップ ファイルのバージョンに一致することを確認し

てください。 Disaster Recovery System は、Emergency Responder のバージョンが一致する場合

に限り復元をサポートします。

注意

手順

ステップ 1 サブスクライバ サーバ上でCisco Emergency Responderの新規インストールを実行します。 詳細に

ついては、Emergency Responder サブスクライバのインストール, （60 ページ）を参照してくださ

い。

ステップ 2 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Restore] > [Restore Wizard] を選択します。

復元ウィザードの最初のページ（[Step 1 Restore—Choose Backup Device]）が表示されます。

ステップ 3 [Select Backup Device] 領域で復元元となるバックアップ デバイスを選択します。

ステップ 4 [Next] をクリックします。

[Step 2 Restore—Choose the Backup Tar File] ページが表示されます。

ステップ 5 復元するバックアップ ファイルを選択します。

サーバ グループのサブスクライバ サーバを復元するには、Publisher の復元に使用した同

じバックアップ ファイルを選択する必要があります。

注意

ステップ 6 [Next] をクリックします。

[Step 3 Restore—Select the Type of Restore] ページが表示されます。

ステップ 7 復元する機能を選択します。

選択したファイルにバックアップされている機能のみが表示されま

す。

（注）

ステップ 8 [Next] をクリックします。

[Step4 Restore—Final Warning for Restore] ページが表示されます。

ステップ 9 データの復元を開始するには、[Restore] をクリックします。

ステップ 10 復元するサーバを選択するよう求められたら、サブスクライバのみを選択します。

ステップ 11 サブスクライバサーバにデータが復元されます。復元のステータスを表示するには、復元ステー

タスの表示, （244 ページ）を参照してください。

ステップ 12 サーバを再起動します。
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復元するデータベースとコンポーネントのサイズによっては、復元が完了するまでに 1
時間以上かかることがあります。

（注）

ステップ 13 サブスクライバがリブートされ、復元されたバージョンのEmergencyResponderを実行している場

合は、パブリッシャをリブートします。

ステップ 14 utils dbreplication status, （550 ページ）の説明に従って utils dbreplication status CLI コマンドを使用

して、すべてのノードで [Restore Status] の値を確認します。 各ノードの値が 2 と等しくなるよう

にしてください。

レプリケーションが正しくセットアップされない場合は、utils dbreplication reset, （551
ページ）の説明に従って utils dbreplication reset CLI コマンドを使用します。

ヒント

復元ステータスの表示

現行の復元ジョブのステータスを確認するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Restore] > [Status] を選択します。

[Restore Status] ページが表示されます。

[Restore Status] ウィンドウの [Status] 列に、復元手順の完了率など進行中の復元のステータスが表

示されます。

ステップ 2 復元ログ ファイルを表示するには、ログファイル名リンクをクリックします。

バックアップおよび復元履歴
次の各項では、最新のバックアップおよび復元ジョブを20個表示する方法について説明します。

バックアップ履歴の表示

バックアップ履歴を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Backup] > [History] を選択します。

[Backup History] ページが表示されます。
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ステップ 2 [BackupHistory]ページから、ファイル名、バックアップ デバイス、完了日付、結果、バックアッ

プする機能など、実行したバックアップを表示できます。

[Backup History] ページには、最新の 20 個のバックアップ ジョブだけが表示されま

す。

（注）

復元履歴の表示

復元履歴を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 メインの [Disaster Recovery System] Web ページから、[Restore] > [History] を選択します。

[Restore History] ページが表示されます。

ステップ 2 [RestoreHistory]ページから、ファイル名、バックアップ デバイス、完了日付、結果、復元された

た機能など、実行したバックアップを表示できます。

[Restore History] ページには、最新 20 件の復元ジョブのみ表示されま

す。

（注）

トレース ファイル
マスター エージェント、GUI、および各ローカル エージェントのトレース ファイルは、次の場所

に書き込まれます。

• マスター エージェントのトレース ファイルは platform/drf/trace/drfMA0* です。

• 各ローカル エージェントのトレース ファイルは、platform/drf/trace/drfLA0* です。

• GUI のトレース ファイルは、platform/drf/trace/drfConfLib0* です。

トレース ファイルはCLIを使用して表示できます。 詳細については、CLI, （485ページ）を参照

してください。

CLI
Disaster Recovery Systemでは表 13：Disaster Recovery SystemのCLI, （246ページ）に示すように、

バックアップおよび復元機能のサブセットにコマンドラインからアクセスできます。 次のコマン

ドおよび CLI の使用の詳細については、「CLI」を参照してください。
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表 13：Disaster Recovery System の CLI

説明コマンド

Disaster Recovery System インターフェイスに設定されている機

能を使用して、手動バックアップを開始します。

utils disaster_recovery backup

復元を開始します。復元するバックアップ場所、ファイル名、

機能、およびサーバを指定するためのパラメータが必要です。

utils disaster_recovery restore

進行中のバックアップ ジョブまたは復元ジョブのステータスを

表示します。

utils disaster_recovery status

既存のバックアップ ファイルを表示します。utils disaster_recovery
show_backupfiles

進行中のバックアップ ジョブをキャンセルします。utils disaster_recovery
cancel_backup

現在設定されている登録を表示します。utils disaster_recovery
show_registration

テープ識別情報を表示します。utils disaster_recovery
show_tapeid
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第 9 章

Cisco Emergency Responder Admin Utility

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）では、Admin Utilityは Emergency Responder自

体に統合されています。 Admin Utility には、メインの Emergency Responder Web ページからアク

セスできる専用の Web インターフェイスがあります。 他の Emergency Responder Administration
Webインターフェイスと同様に、AdminUtilityWebインターフェイスはパスワードで保護されて

います。

この章では、Emergency Responder Admin Utility の使用方法について説明します。

• Cisco Unified Communications Manager のバージョンの変更, 247 ページ

• Emergency Responder クラスタ データベース ホストの詳細情報の更新, 248 ページ

Cisco Unified Communications Manager のバージョンの変

更
Admin Utilityを使用して Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）のバージョンを変更

するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Admin Utility Web インターフェイスにログインします。

ステップ 2 メインの [Emergency Responder Admin Utility] ページで、[Update] > [CCM Version] の順に選択しま

す。 [Upgrade CCM Version] ページが表示されます。

ステップ 3 [Choose the CCM Version to Upgrade] プルダウン メニューから、Unified CM の新しいバージョンを

選択し、[Go] をクリックします。

パブリッシャおよびサブスクライバ ノードで個別に Unified CM バージョンを変更する

必要があります。

（注）

L2のアップグレード中に、Emergency Responderの低いバージョンでUnified CMバージョンが 6.0
以下として設定されている場合は、アップグレード後にEmergencyResponderによってUnifiedCM
が 6.1 バージョンに設定されます。
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この手順では、このサーバ グループの Emergency Responder クラスタ DB ホストの詳細のみが

更新されます。 この Emergency Responder クラスタ内の他のサーバが自動的に更新されること

はありません。

（注）

手順

ステップ 1 Emergency Responder Admin Utility Web インターフェイスにログインします。

ステップ 2 メインの [Emergency Responder Admin Utility] ページで、[Update] > [Cluster DBHost] の順に選択し

ます。 [Update Cluster DB Host] ページが表示されます。

ステップ 3 テキスト ボックスに、新しいクラスタDBHost名（DNSが設定されている場合）または IPアドレ

スを入力します。 クラスタが複数のドメインに分散している場合、完全修飾ホスト名を入力しま

す。

ステップ 4 [Password] テキスト ボックスに、新しいクラスタ DBHost のパスワードを入力します。

ステップ 5 [Confirm Password]テキスト ボックスに、新しいクラスタDBHostのパスワードを再入力します。

ステップ 6 [Go] をクリックします。

関連トピック

Update Cluster DB Host, （482 ページ）
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第 10 章

Cisco Emergency Responder ユーザの準備

次のトピックでは、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）ユーザのさまざまな役割

について説明します。 これらのトピックは、ソフトウェアの使用について説明しているだけで

なく、Emergency Responder を組織の緊急応答ニーズに適合させる方法を決定するために組織で

行う必要のあるより大きなポリシーや手順の決定を理解するためにも役立ちます。

• Emergency Responder オンサイト アラート担当者の準備, 251 ページ

• Emergency Responder ERL 管理者のロール, 252 ページ

• Emergency Responder ネットワーク管理者のロール, 254 ページ

• Emergency Responder システム管理者のロール, 256 ページ

Emergency Responder オンサイト アラート担当者の準備
緊急応答のポリシーや手順が、すでに設定されている場合があります。CiscoEmergencyResponder
（Emergency Responder）をこれらのポリシーや手順に適合させる方法について検討し、必要に応

じて、緊急応答チーム（オンサイト アラートまたはセキュリティ担当者）と協力してこれらの手

順を更新します。

Emergency Responder の次の側面に関して、これらの担当者のトレーニングを検討します。

• Emergency Responder Web インターフェイスの使用方法。 これらのトピックについては、

EmergencyResponderユーザWebインターフェイスのオンライン ヘルプを参照してください。

このオンライン ヘルプには、印刷してユーザに配布できる PDF 形式のユーザ ガイドが含ま

れています。 このユーザ ガイドに含まれている情報は、オンライン ヘルプに含まれている

情報と同じです。 次の領域に関して、ユーザのトレーニングを行います。

◦ ユーザ Web インターフェイスへのログイン方法。

◦ 画面でのアラートの表示方法。

◦ コールのロケーションに関する詳細情報の取得方法。概要情報には、発信者の実際の内

線番号、PSAPが緊急発信者の番号として取得する電話番号であるELIN、スイッチポー
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トに関連付けられた電話機ロケーション、および ALI のロケーション フィールドが含

まれます。 ユーザはまた、ALI 全体も表示できます。

◦ コールを確認し、それにコメントを追加する方法。これらの手順で緊急応答チームの一

貫した行動が保証されるようにするための規則の開発を検討します。

◦ 緊急コール履歴の緊急コールの検索方法。

• 緊急コールの通知を受信する方法について説明します。

• Emergency Responder ユーザ Web インターフェイスにログインしているすべてのユーザ

に対して、Web アラートが表示されます。

• ERL からの緊急コールが発生すると、ERL に割り当てられているすべての担当者に電

話がかかります。 この電話には、発信者の内線番号に関する情報が含まれます。

• 担当者の電子メールアドレスを設定した場合、これらの担当者はまた、電話コールより

詳細な情報（ERL 名や電話機ロケーションなど）を含む電子メールも受信します。 電

子メール アドレスが電子メール ベースのポケットベルのものである場合は、ポケット

ベルが使用されます。ポケットベルは、自分のデスクにいないユーザに情報を通知する

ための最も効率的な方法です。

スタンバイCisco EmergencyResponderサーバが緊急コールを処理した場合は、そのコー

ル自体と、スタンバイ サーバによってコールが処理されたことがすべてのオンサイト

アラート担当者に通知されます。 各担当者がこれらの通知に応答する方法を決定しま

す。

• 使用している ERL の名前と電話のロケーションを説明します。 これは、担当者が緊急発信

者のロケーションを識別するために保有する主要な情報です。

• 緊急コールに応答するための組織のポリシーについて説明します。まだポリシーがない場合

は、緊急応答チームと協力して、受け入れ可能なポリシーを開発します。

関連トピック

Emergency Responder 用のスタッフの準備, （25 ページ）

Emergency Responder ERL 管理者のロール
表 14：Cisco Emergency Responder ERL 管理の反復的な作業, （253 ページ） は ERL 管理者が担当

する反復的な作業のリストです。 システム管理者もまた、次の作業を実行できます。
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表 14：Cisco Emergency Responder ERL 管理の反復的な作業

詳細情報説明反復的な作業

スイッチ ポートの設定, （152 ペー

ジ）

スイッチがネットワークに追加され

た場合、または追加のポートを含む

モジュールが既存のスイッチに追加

された場合は、新しいポートに ERL
を割り当てます。

新規または変更さ

れたスイッチ ポー

トにERLを割り当

てる。

• ERL の作成, （129 ページ）

• スイッチ ポートの設定, （152
ページ）

ビジネスの拡張に伴い、必要に応じ

て新しい ERL を作成します。 テレ

フォニー管理者と協力して ERL の

ELINを取得し、ネットワーク管理者

と協力して Emergency Responderで定

義されている新しいスイッチを取得

します。

必要に応じて ERL
を作成する。

• ERL情報のエクスポート, （138
ページ）

• サービス プロバイダー向け ALI
情報のエクスポート, （139ペー

ジ）

• ERL の作成, （129 ページ）

• ALI 送信およびサービス プロバ

イダーの要件, （23 ページ）

ALIデータに変更を加えた場合、ERL
を追加または削除した場合、または

ERL に割り当てた ELIN を変更した

場合（追加、削除など）は、ALI を

エクスポートし、サービス プロバイ

ダーに再提出します。

ALI データをエク

スポートしてサー

ビス プロバイダー

に送信する。

• 電話機の手動定義, （163 ペー

ジ）

手動電話機の定義を定期的にチェッ

クして、各電話機が引き続き正しい

ERL に割り当てられていることを確

認します。 テレフォニー管理者と協

力して、これらの電話機に関するす

べての追加、移動、または変更の通

知を取得します。 必要に応じて電話

機を追加します。

手動で定義された

電話機を監査す

る。

• 位置未確認の電話機の特定, （

161 ページ）

• Unlocated Phones, （261ページ）

位置未確認の電話機リストを定期的

に監査し、ネットワーク管理者とと

もに、Cisco EmergencyResponderが電

話機の位置を確認できない理由を突

き止め、問題を解決します。

位置未確認の電話

機のリストを監査

する。
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詳細情報説明反復的な作業

• オンサイト セキュリティ担当者

の追加, （128 ページ）

• ERL の作成, （129 ページ）

オンサイトのアラート担当者が追加

されたら、彼らを Cisco Emergency
Responder で定義し、適切な ERL に

割り当てます。 同様に、担当者が削

除されたら、その担当者を ERL から

削除し、次に Cisco Emergency
Responder から削除します。 電話番

号、電子メール アドレス、その他の

連絡先情報が変更された場合は、こ

れらを更新します。

新しいオンサイト

担当者の追加、古

い担当者の削除、

電話番号の更新を

行う。

• IP サブネットベースの ERL の

セットアップ, （135 ページ）

Emergency Responder で検出する必要

のある新しい IP サブネットが存在す

る場合は、次の作業を実行します。

• 新しい IPサブネットの地理的な

ロケーションをカバーする ERL
を設定します。

• この新しい IPサブネットとそれ

に対応するマスクを設定し、こ

の IP サブネットを作成された

ERL に割り当てます。

IP サブネットを追

跡対象の IP サブ

ネットに追加す

る。

関連トピック

緊急応答ロケーションの使用, （125 ページ）

電話機の管理, （152 ページ）

Cisco Emergency Responder のトラブルシューティング, （259 ページ）

Emergency Responder ネットワーク管理者のロール
表 15：Cisco Emergency Responder ネットワーク管理の反復的な作業, （255 ページ） は、ネット

ワーク管理者が担当する反復的な作業のリストです。 システム管理者もまた、次の作業を実行で

きます。

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

254

Cisco Emergency Responder ユーザの準備

Emergency Responder ネットワーク管理者のロール



表 15：Cisco Emergency Responder ネットワーク管理の反復的な作業

詳細情報説明反復的な作業

• LANスイッチの指定, （145
ページ）

• スイッチポートおよび電話

機更新プロセスの実行（手

動）, （150 ページ）

ネットワークに追加するスイッチをすべ

て Cisco Emergency Responderの設定に追

加します。 スイッチは、その IP アドレ

スが Cisco Emergency Responderで定義さ

れていない場合に新規であると見なされ

ます。

新しいスイッチを追

加する。

• LANスイッチの指定, （145
ページ）

ネットワークからスイッチを削除した場

合は、そのスイッチを Cisco Emergency
Responder の設定から削除します。 存在

しないスイッチが Cisco Emergency
Responder に設定されていても問題は発

生しませんが、CiscoEmergencyResponder
によるスイッチへの接続の試みがタイム

アウトしないと次のスイッチに進むこと

ができないため、電話機の追跡を行うた

めに必要な時間が長くなります。

古いスイッチを削除

する。

• SNMP接続のセットアップ,
（142 ページ）

定義されたスイッチの readコミュニティ

ストリングを変更する場合は、

Cisco Emergency Responderの SNMP 設定

を更新する必要があります。設定が更新

されるまで、Cisco Emergency Responder
は、そのスイッチに接続された電話機を

追跡できません。

SNMP read コミュニ

ティが変更された場

合は更新する。

• Cisco Unified
Communications Manager ク

ラスタの指定, （121 ペー

ジ）

ネットワークにUnifiedCMクラスタが追

加または削除された場合は、クラスタを

サポートする Cisco Emergency Responder
グループの設定を更新します。これらの

更新を行うための権限はありますが、組

織で、主要な責任が Cisco Emergency
Responder システム管理者に割り当てら

れる可能性があります。

Unified CMサーバを

更新または削除する

• Emergency Responder Admin
Utility, （281 ページ）

ERLデバッグツールを使用して、選択さ

れた電話機に対して正しい、予測された

ERL が使用されていることを確認しま

す。

ERL 割り当てを

チェックする。
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関連トピック

Emergency Responder スイッチの設定, （141 ページ）

Cisco Emergency Responder のトラブルシューティング, （259 ページ）

Emergency Responder システム管理者のロール
表 15：Cisco EmergencyResponderネットワーク管理の反復的な作業, （255ページ） は、システム

管理者が担当する反復的な作業のリストです。 システム管理者もまた、EmergencyResponder ERL
管理者のロール, （252 ページ）およびEmergency Responder ネットワーク管理者のロール, （254
ページ）で説明されている、ERL 管理者とネットワーク管理者の作業の一部またはすべてを担当

することがあります。

表 16：Cisco Emergency Responder システム管理の反復的な作業

詳細情報説明反復的な作業

• 新しいシステムへのインス

トール, （54 ページ）

• サーバ グループのセット

アップ, （116 ページ）

• サーバのグループ テレフォ

ニー設定のセットアップ, （

117 ページ）

• サーバの設定, （119ページ）

• ライセンス ファイルのアッ

プロード, （120 ページ）

• Cisco Unified Communications
Manager クラスタの指定, （

121 ページ）

電話機がネットワークに追加され

ると、追加の Cisco Emergency
Responder グループが必要になる

ことがあります。これらをインス

トールおよび定義して、電話設定

を行います。

テレフォニー管理者と協力して、

必要な Unified CM の設定を完了

します。

Cisco Emergency Responder
グループを追加する

• Cisco Emergency Responderの

トラブルシューティング, （

259 ページ）

発生するすべての問題の解決を支

援します。必要に応じて、ネット

ワーク管理者、ERL管理者、およ

びテレフォニー管理者と協力しま

す。

システムを監視し、発生

するすべての問題をトラ

ブルシューティングす

る。
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詳細情報説明反復的な作業

• Emergency Responder ユーザ

の管理, （103 ページ）

オンサイトアラート担当者が変更

された場合や、Cisco Emergency
Responder システム、ネットワー

ク、および ERL 管理者が変更さ

れた場合は、必要に応じてそれら

を追加または削除します。

新しい Cisco Emergency
Responder ユーザを作成

し、古いユーザを削除す

る。

• Cisco Unified Communications
Manager クラスタの指定, （

121 ページ）

ネットワークに Unified CM クラ

スタが追加または削除された場合

は、クラスタをサポートする

Cisco Emergency Responder グルー

プの設定を更新します。これらの

更新を行うための権限はあります

が、組織で、主要な責任が

Cisco Emergency Responder ネット

ワーク管理者に割り当てられる可

能性があります。

Unified CM サーバを追加

または削除する。

• サーバ グループのセット

アップ, （116 ページ）

サーバグループの設定に電子メー

ル ID が設定されている場合は、

Cisco Emergency Responder から重

大なエラーに関する電子メールア

ラートが送信されます。エラーを

理解し、適切な措置を講じて問題

を解決する必要があります。

この電子メールアラートの理解や

問題の解決に役立つ情報について

は、電子メールアラートのトラブ

ルシューティング, （271ページ）

を参照してください。

Cisco Emergency Responder
によって生成された電子

メール アラートをモニタ

する。

関連トピック

サーバおよびサーバ グループの設定, （116 ページ）

電子メール アラートのトラブルシューティング, （271 ページ）
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第 11 章

Cisco Emergency Responder のトラブルシュー

ティング

ここでは、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）で発生する可能性がある問題に対

処し、解決方法を示します。また、問題の特定や解決に関連する他のタスクについても説明しま

す。

• 電話機に関する問題のトラブルシューティング, 260 ページ

• 緊急コールに関する問題のトラブルシューティング, 264 ページ

• 電子メール アラートのトラブルシューティング, 271 ページ

• Web アラートのトラブルシューティング, 276 ページ

• Emergency Responder のシステムおよび管理に関する問題のトラブルシューティング, 276
ページ

• Emergency Responder システムに関する問題のトラブルシューティング, 284 ページ

• Cisco Unified Communications Manager の設定に関する問題のトラブルシューティング, 285
ページ

• クラスタ内の Emergency Responder グループおよびサーバの特定, 286 ページ

• クラスタ間の電話機の移動, 287 ページ

• Emergency Responder サーバの管理, 287 ページ

• ALI データのアップロードのトラブルシューティング, 288 ページ

• コール履歴ログ, 292 ページ

• トレースおよびデバッグ情報, 293 ページ

• イベント メッセージ, 295 ページ

• パフォーマンス管理, 295 ページ

• ネットワーク管理システムの統合, 295 ページ
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• データのバックアップおよびリカバリ, 298 ページ

• Data Migration Assistant のトラブルシューティング, 298 ページ

• Linux アップグレードのトラブルシューティング, 299 ページ

電話機に関する問題のトラブルシューティング
次の各項では、ERLへの電話機の割り当ておよび電話機の管理に関する問題のトラブルシューティ

ングに役立つ情報を掲載しています。

Unified CM SNMP 設定の確認

Cisco EmergencyResponder（EmergencyResponder）がCiscoUnified CommunicationsManager（Unified
CM）に対してホーミング処理を実行している電話機を検出できない場合は、すべてのUnifiedCM
が SNMPで到達可能であることと、SNMP設定が正しいことを確認します。Unified CMが SNMP
で到達不能であっても Emergency Responder のログにはイベントが記録されます。

Unified CM の SNMP 設定を確認するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Administration CLI にログインし、次のコマンドを使用して Unified CM サー

バに ping を実行します。
�X�W�L�O�V�Q�H�W�Z�R�U�N�S�L�Q�J���L�S�D�G�G�U�H�V�V�R�I �&�8�&�0�!

ステップ 2 Unified CM への ping が成功した場合は、次のように Unified CM で SNMP 設定が正しいことを確

認します。

• Unified CM（バージョン 6.0 以降）の Linux バージョンを使用している場合、Unified CM
Serviceability Web インターフェイスにログインし、SNMP Web ページを使用して SNMP コ

ミュニティ ストリングの設定を確認します。

• UnifiedCMのWindowsバージョンを使用している場合、UnifiedCMのサービスを開き、[Start]
> [Settings] > [Control Panel] > [Administrative Tools] > [Services Properties] > [SNMP] > [Properties]
> [Security] タブを選択します。

ステップ 3 Emergency Responder サーバで次の CLI コマンドを実行して、Unified CM に SNMP で到達可能か

どうかを確認します。
�X�W�L�O�V�V�Q�P�S�J�H�W���F�F�P�L�S���D�G�G�U�H�V�V���K�R�V�W�Q�D�P�H�!���V�Q�P�S���U�H�D�G���F�R�P�P�X�Q�L�W�\���V�W�U�L�Q�J�!����������������������������������

Unified CM が SNMP で到達可能な場合、前述のコマンドの出力は次の例のようになります。

�9�D�U�L�D�E�O�H� ����������������������������������

�Y�D�O�X�H� �2�%�-�(�&�7�,�'�(�1�7�,�)�,�(�5 ���V�\�V���R�L�G���R�I���F�F�P�!
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Unlocated Phones
EmergencyResponderはUnifiedCMから登録済み電話機のリストを取得し、すべての電話機の位置

確認を試行します。 Emergency Responder がスイッチ ポートの背後や設定済み IP サブネット内

（該当する場合）にある電話機の位置を確認できず、その電話機が設定済みの疑似電話機ではな

い場合、その電話は位置未確認の電話機リストに追加されます。

位置未確認の電話機が多数ある場合は、まずスイッチ ポートと電話機の更新プロセスを実行し

て、EmergencyResponderで問題の一部が自動的に解決されるかどうかを確認してみます。詳細に

ついては、スイッチポートおよび電話機更新プロセスの実行（手動）, （150ページ）を参照して

ください。

Emergency Responder で電話機の位置を特定できない原因はいくつかあります。

• 電話機が CDP（Cisco Discovery Protocol）ネイバーであるとレポートするスイッチ ポートが

複数ある場合、電話機は位置未確認の電話機に表示されます。 電話機が CDP ネイバーであ

るとレポートするスイッチ ポートが 1つのみの場合、この条件は次回の電話機トラッキング

プロセスで修正されます。

• Emergency Responder で定義されていないスイッチに電話機が接続されています。 スイッチ

の定義については、LAN スイッチの指定, （145 ページ）を参照してください。

• 電話機がサポート対象外のデバイスに接続されています。ルータポート、ルータに接続され

るハブ、サポート対象外のスイッチなどです。サポートされるスイッチの一覧については、

ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの要件, （5 ページ）を参照してくださ

い。このような種類の電話機をサポート対象のデバイスに接続できない場合の電話機の設定

方法については、電話機の手動定義, （163 ページ）を参照してください。

• 電話機はハブに接続され、ハブはサポート対象のスイッチポートに接続されていますが、そ

のスイッチ ポートが CDPをサポートしていません。 Emergency Responderでは、（サポート

対象のスイッチ ポートに接続された）ハブに接続されている CDP 対応の電話機を常に検出

できますが、この方法で接続されている非 CDP 電話機は追跡できません。 非 CDP 電話機の

場合、サポート対象のスイッチ ポートに電話機を直接接続するようにしてください。

• SNMP クエリーに応答しないなど、電話機が接続されているスイッチが現時点で到達不能で

す。 この理由はいくつか考えられます。

◦ スイッチ上の SNMP の readコミュニティ ストリングが、Emergency Responderに設定さ

れているストリングと一致しません。EmergencyResponderの設定を修正します。SNMP
接続のセットアップ, （142 ページ）を参照してください。

◦ 電話機からCAMテーブルへのアクセスが必要ですが、EmergencyResponderのスイッチ

に対してCAMのトラッキングがイネーブルではありません。 LANスイッチの指定, （

145 ページ）を参照してください。

◦ ネットワークが停止しているため、Emergency Responder サーバとスイッチ間で通信で

きません。 ネットワークの停止の問題を突き止め、解決してください。
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Emergency Responder で次回のスイッチ ポートと電話機全体の更新プロセスが実行され

るまで、到達不能なスイッチへの接続は再試行されません。ただし、個々のスイッチに

対して更新プロセスを実行すると再試行されます。

• 電話機は、異なるEmergencyResponderグループで処理されているスイッチに移動しました。

この場合、位置未確認の電話機リストで、その電話機について Emergency Responder グルー

プ名が表示されます。 移動後、電話機が次の増分電話機トラッキング プロセスに含まれな

い場合、スイッチポートと電話機全体の更新プロセスが実行されるまでは、この電話機がど

の Emergency Responder グループに属していても位置確認はできません。

• 電話機には CAM ベースのトラッキングが必要ですが、電話機が接続されているスイッチで

CAM ベースのトラッキングがイネーブルではありません。 Cisco IP SoftPhone とその他の一

部の電話機モデルには、CAMベースのトラッキングが必要です。CAMベースのトラッキン

グについては、LANスイッチの指定, （145ページ）を参照してください。また、CAMベー

スのトラッキングが必要な電話機のリストについては、ネットワークのハードウェアおよび

ソフトウェアの要件, （5 ページ）を参照してください。

Emergency Responderで電話機の位置を確認できない問題を解決した後は、影響があるスイッチま

たはすべてのスイッチで、スイッチ ポートと電話機の更新プロセスを実行します。

• 特定のスイッチで更新プロセスを実行するには、[Phone Tracking] > [LAN Switch Details] を選

択し、左側の列のスイッチを選択し、[Locate Switch Ports] を選択します。

• すべてのスイッチでプロセスを実行するには、[Phone Tracking] > [Run Switch-Port & Phone
Update] を選択します。

関連トピック

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）

IP Subnet Phones, （379 ページ）

Cisco Unified OS CLI コマンド, （488 ページ）

Emergency Responder で電話機が表示されない

Emergency Responder が電話機のトラッキング プロセスを実行中で、電話機は他の Unified CM ク

ラスタに対してホーミング処理を実行中の場合、その電話機のレコードを保有するUnified CMク

ラスタはありません。 したがって、Emergency Responder は電話機の存在を認識せず、Emergency
Responderインターフェイスでその電話機を検索することはできません。ただし、電話機がUnified
CM クラスタへの接続に成功した場合、次回の増分電話機トラッキング プロセス時にその電話機

が追跡されるため、電話機は Emergency Responder インターフェイスに表示されます。

この問題は、EmergencyResponderでの電話機トラッキングプロセス中に、電話機がバックアップ

サーバからプライマリ Unified CM サーバに再接続された場合にも発生します。
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シェアド ラインで誤った ERL が使用される

シェアド ライン アピアランスを使用する複数の電話機が、ある Emergency Responder グループに

モニタされるスイッチから、異なるEmergencyResponderグループにモニタされるスイッチに移動

すると、このような電話機には、緊急コール時に誤ったERLが割り当てられることがあります。

異なる Unified CM クラスタがある異なるキャンパスに電話機が移動し、移動した電話機が元の

Unified CM クラスタにまだ登録されている場合、この問題が発生することがあります。また、複

数の Unified CM クラスタに処理されている 1 つの大規模なキャンパス内に電話機が移動した場合

にも発生することがあります。

移動した電話機は引き続き元のUnified CMクラスタに登録されているため、その電話機からの緊

急コールは、元の Emergency Responder グループへルーティングされます。 この場合、異なる

Emergency Responderグループがモニタしているスイッチに発信元の電話機が接続されていること

を Emergency Responder グループが検出し、コールは H.323 インタークラスタ トランクを介して

適切な Emergency Responder グループに転送されます。 クラスタ間トランクは発信元電話機の

MAC アドレスを渡さないので、受信側の Emergency Responder グループは発信元電話機の MAC
アドレスを認識しません。このため、発信者番号に基づいて、電話機をERLに関連付ける必要が

あります。

受信側のEmergency Responderグループがモニタしているスイッチに 1台の電話機が接続されてい

る場合、これは問題にはなりません。 ただし、シェアド ライン アピアランスを使用する複数の

電話機が、受信側のEmergencyResponderグループにモニタされているスイッチに接続している場

合、Emergency Responder は緊急コールを発信した電話機を推測する必要があります。 シェアド

ライン アピアランスを使用するすべての電話機が同じ ERL 内にある場合、推測は成功します。

電話機の ERL が複数の場合、推測に失敗する可能性があります。

関連トピック

2 つのメイン サイトの配置, （33 ページ）

Cisco Emergency Responder グループ間の通信に対するルート パターンの作成, （85 ページ）

不適切な ERL を使用した 802.11b エンドポイント

802.11b エンドポイント（802.11b で実行される Cisco Wireless IP 7920 Phone や Cisco IP SoftPhone
など）は、設定済みのサブネットベースの ERL ではなく、スイッチ ポートベースの ERL を使用

しています。

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）のコール ルーティングでは、スイッチ ポート

の関連付けが優先されます。 Emergency Responder は、エンド ポイント（802.11b エンドポイント

を含む）に対するスイッチ ポート マッピングを検出すると、そのスイッチ ポート マッピングを

使用して緊急コールをルーティングします。 スイッチ ポート マッピングが検出されない場合、

または対応するスイッチ ポートにERLが設定されていない場合、EmergencyResponderはサブネッ

ト ERL 設定を使用して緊急コールをルーティングします。

Emergency Responder は次のような状況下ではスイッチ ポートの背後で 802.11b エンドポイントを

検出することに注意してください。
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• 接続しているアクセス ポイントまたはスイッチ ポートで、Cisco Discovery Protocol（CDP）

がディセーブルです。

• 特定のスイッチの CAM トラッキングが Emergency Responder でイネーブルです。

スイッチ ポート画面またはERLデバッグ ツール（ERLDebugToolを使用したEmergencyResponder
設定の確認, （280 ページ）を参照）で、802.11b エンドポイントがスイッチ ポートに関連付けら

れていることを確認してください。

サブネットベースの ERL を使用して 802.11b エンドポイントを追跡することをお勧めします。 そ

のため、緊急コールを 802.11b エンドポイントからサブネット ベースの ERL にルーティングする

ように、スイッチ ポートおよびアクセス ポイントで CDP を有効にします。

関連トピック

IP サブネットベースの ERL のセットアップ, （135 ページ）

緊急コールに関する問題のトラブルシューティング
次の各項では、緊急コールのルーティングに関する問題のトラブルシューティングや、コール時

に提供される情報の使用法について説明します。

緊急コールが Emergency Responder で代行受信されない

Emergency Responderで緊急コールが代行受信されない場合、Unified CMの設定に誤りがあるか、

Emergency Responder 設定での表現に誤りがある可能性があります。

• 緊急コール番号（911）は Phones パーティション内にあり、E911CSS コーリング サーチ ス

ペースを使用します。 Emergency Responder のインストール時に、この番号が指定されてい

ることを確認します（新しいシステムへのインストール, （54 ページ）を参照）。 その結

果、ユーザは緊急番号にダイヤルできるようになります。 Unified CM でこの番号をセット

アップする方法については、緊急コールのルート ポイントの作成, （68ページ）を参照して

ください。

• スタンバイ Emergency Responder サーバのルート ポイント（912）は E911 パーティション内

にあり、E911CSS コーリング サーチ スペースを使用します。 Unified CM でこの番号をセッ

トアップする方法については、緊急コールのルート ポイントの作成, （68ページ）を参照し

てください。 Emergency Responder の設定で、この番号がスタンバイ サーバのルート ポイン

トとして定義されていることを確認します（サーバのグループ テレフォニー設定のセット

アップ, （117 ページ）を参照）。

• PSAPコールバック ルート ポイント パターン（913XXXXXXXXXX）は、E911パーティショ

ン内にあり、E911CSS コーリング サーチ スペースを使用します。 Unified CM でこの番号を

セットアップする方法については、緊急コールのルート ポイントの作成, （68ページ）を参

照してください。この番号が、PSAPコールバックルートポイントパターンとしてEmergency
Responderの設定で定義されていること、およびストリップ プレフィックス（913）も指定さ
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緊急コールが正しい PSAP にルーティングされない

緊急コールがどの PSAPにもルーティングされない場合、発信元のERLとデフォルトERLに使用

されているルート パターンが設定されていること、および正しいパーティションとコーリング

サーチ スペースを使用していることを確認します（ERLのルート パターンの作成, （76ページ）

を参照）。 ゲートウェイのパーティションとコーリング サーチ スペースが正しいことを確認し

ます（ゲートウェイおよび PSAP 接続のコーリング サーチ スペースのセットアップ, （85 ペー

ジ）を参照）。

911 コールが発信されると、プライマリ PSAP コールの失敗時にコールは代替 PSAP にはルー

ティングされません。 発信者にはビジー トーンが聞こえますが、Emergency Responder 管理者

は緊急コールがルーティングされたなかったことを通知する電子メール アラートを受信しま

せん。

（注）

緊急コールはローカル ネットワークから送出されますが、正しい PSAP にルーティングされない

場合、問題の原因と考えられる次の点を確認してください。

• 電話に割り当てられた ERL に、正しい ELIN を割り当てるように Emergency Responder を設

定していますか。 緊急コールは ELIN に基づいてルーティングされるため、誤った ELIN を

割り当てると、コールは正しくルーティングされません。 ERL の作成, （129 ページ）を参

照してください。

• ELINが正しい場合、ELINのルート パターンには正しいゲートウェイを使用するように設定

されていますか。 誤ったゲートウェイを選択すると、サービス プロバイダーのネットワー

ク内の、目的のPSAPに接続できない部分にコールがルーティングされる可能性があります。

ゲートウェイの要件を判断するには、サービス プロバイダーにお問い合わせください。

次のトピックを参照してください。

◦ ELIN 番号の緊急コールおよび PSAP コールバック, （76 ページ）

◦ メイン サイトと 2 つ以上の PSAP での配置, （27 ページ）

• サービス プロバイダーの ALI データベースに、ELIN の正しい情報が格納されていますか。

外部ネットワークでの緊急コールは、ローカル ネットワークの情報ではなく、サービス プ

ロバイダーのデータベースの情報に基づいてルーティングされます。ERL情報のエクスポー

ト, （138 ページ）を参照してください。

• 緊急コール発信元の電話が、発信元のスイッチ ポートをサポートする Emergency Responder
グループとは異なる Emergency Responder グループがサポートする Unified CM クラスタに登

録されていませんか。 この場合、Emergency Responder クラスタの設定が正しくない可能性

があります。 次のトピックを参照してください。

◦ 新しいシステムへのインストール, （54 ページ）

◦ Cisco Emergency Responderグループ間の通信に対するルート パターンの作成, （85ペー

ジ）
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◦ サーバのグループ テレフォニー設定のセットアップ, （117 ページ）

コールは PSAP に到達するが、PSAP が発信者と通話できない場合、リモート

Emergency Responderグループの Unified CM が、ゲートウェイとしてローカル

Emergency Responder グループの Unified CM を定義していることを確認しま

す。

（注）

緊急コールがビジー信号を受信し、ルーティングされない

発信者が緊急コール番号に発信したときにビジー信号が聞こえる場合、または緊急コールがルー

ティングされないことがある場合、スタンバイEmergencyResponderサーバの設定が原因の可能性

があります。

• プライマリ Emergency Responder サーバのみを設定している場合、スタンバイ Emergency
Responderサーバのインストールおよび設定を行います。 プライマリ サーバのCPU使用率が

100%に達すると、EmergencyResponderは緊急コールを処理できなくなります。 この場合、

スタンバイ サーバがあればコールを処理できます。

• スタンバイ サーバのルート ポイント設定を確認します。 緊急コール ルート ポイントのコー

ル転送設定で、この番号にコールが転送されるように指定します。UnifiedCMの設定につい

ては緊急コールのルート ポイントの作成, （68 ページ）を、Emergency Responder の設定に

ついてはサーバのグループテレフォニー設定のセットアップ, （117ページ）を参照してくだ

さい。

PSAP コールバック エラー

PSAP オペレータが、発信者 ID に指定されている ELIN を使用して緊急コールの発信者にコール

バックしようとしたときに、PSAP コールバック エラーが発生することがあります。 次の各項で

は、PSAP が発信元の緊急コール内線番号に到達できない場合、およびオンサイト セキュリティ

担当者が PSAP からのコールバックを受信できない場合のエラーについて説明します。

PSAP が元の緊急コール内線番号に到達できない

問題 PSAP は、元の緊急コール内線番号に到達できないことがあります。

解決法 Emergency Responder は、発信者の実際の内線番号と、ERL に定義した ELIN とのマッピ

ングをキャッシュします。ERLに定義したELINの数よりもコール数が多いと、EmergencyResponder
は番号を再利用するため、元の発信者の内線番号は上書きされます。 元の発信者の内線番号を判

断するには、コール履歴を確認します。 緊急コール処理, （11 ページ）を参照してください。
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これが問題ではない場合、Unified CM と Emergency Responder で PSAP コールバック ルート ポイ

ントの設定を確認し（緊急コールのルート ポイントの作成, （68 ページ）およびサーバのグルー

プ テレフォニー設定のセットアップ, （117ページ）を参照）、Unified CMで ELINトランスレー

ション パターンを確認します（ELIN のトランスレーション パターンの作成, （78 ページ）を参

照）。

オンサイト アラート セキュリティ担当者が PSAP からコールバックを受ける

問題 オンサイト アラート（セキュリティ）担当者は、PSAP からコールバックを受けます。

解決法 キャッシュにある緊急コールの ELIN から内線へのマッピングが期限切れになった場合、

Emergency Responder はデフォルトの ERL のオンサイト アラート担当者に PSAP コールバックを

ルーティングします。 デフォルトでは、これは 3 時間ですが、期限を 3 時間よりも長くしたり、

短くしたりすることができます。 Group Settings, （310 ページ）を参照してください。

オンサイト アラート担当者が電話機のアラートを受信できない

ERLで緊急コールが発信されたときに、オンサイト アラート担当者が電話機のアラートを受信で

きない場合、すべての電話機とCTIポート（デバイスと回線の両方）が Phonesパーティション内

にあり、PhoneCSS コーリング サーチ スペースを使用していることを確認します。 追加のパー

ティションは使用できますが、Emergency Responder パーティションおよびコーリング サーチ ス

ペースとの関係について、Group Settings, （310ページ）に記載されている例のパーティションと

同じ方法でパーティションを設定する必要があります。

さらに、Unified CMクラスタの Emergency Responder設定が正しいことも確認します。 Emergency
Responder 設定には、Unified CM で CTI ポートとして定義した電話ポートの正しい開始アドレス

が表示されること、および電話ポートの番号が正しいことを確認します。コールが発生した場合、

この番号は常に 0 より大きな値になります。 Emergency Responder では、オンサイト アラート担

当者への発信にこの CTI ポートを使用します。

Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスの Event Viewer に「No port to place call」
というメッセージが表示される場合、オンサイト アラート担当者に対するすべてのコールの開始

に必要な数のCTIポートが定義されていません。 そのため、追加のポートを定義する必要があり

ます。 Event Viewer にアクセスするには、Emergency Responder Serviceability Web インターフェイ

スにログインし、[Tools] > [Event Viewer] を選択します。

緊急コールの着信時にオンサイトアラート電話機の着信音が鳴らない

緊急コールの着信時にオンサイト アラート電話機の着信音が鳴らない場合、次の問題が発生して

いる可能性があります。

問題 緊急コールの着信時にオンサイト アラート電話機の着信音が鳴りません。
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考えられる原因 電話機の Do Not Disturb（DND）機能がイネーブルの場合、および Emergency
Responder に Unified CM 6.x が設定されている場合、オンサイト アラート電話機の着信音は鳴

りません。

解決法 オンサイト アラート電話機では、DND をイネーブルにしないでください。

電話機のアラートのプロンプトが再生されない

電話機のアラートのプロンプトが再生されない場合、次の問題が発生している可能性があります。

問題 コールが CTI ポートから発信された場合、オンサイト アラート電話機ではプロンプトは再

生されません。

考えられる原因 この問題は、複数の回線に単一の CTI ポートが設定されている場合に発生す

る可能性があります。 オンサイト アラートの通知コールがこのような 1 つまたは複数の回線

を介して発信された場合、その回線からのプロンプトは再生されない可能性があります。

解決法 この問題を回避するには、EmergencyResponderに設定されているUnifiedCMで、CTIポー

トにつき 1 行のみ設定します。

オンサイトアラート担当者に電子メールまたは呼び出し通知が送信さ

れない

オンサイト アラート担当者の電子メール アドレスを設定（Onsite Alert Settings, （325 ページ）を

参照）しても、電子メールまたは電子メールベースの呼び出しが送信されない場合、Emergency
Responder設定で SMTPの設定を確認します。 SMTPサーバ アドレスと発信元メール IDが正しい

ことを確認し（GroupSettings, （310ページ）を参照）、SMTPサーバにそのメール IDのアカウン

トがあることを確認します。

誤った位置情報がオンサイト アラート担当者に送信される

オンサイト アラート（セキュリティ）担当者に送信される緊急コールの位置情報に誤りがある場

合、次の問題の可能性を検討してください。

• ERL の ALI データは正しいですか。 ERL の作成, （129 ページ）を参照してください。

• スイッチ ポートの電話位置データは正しいですか。 スイッチ ポートの設定, （152ページ）

を参照してください。

• 電話が接続されるスイッチ ポートには、正しい ERL が割り当てられていますか。 これらの

条件に該当しない場合、次の 2 つの問題が考えられます。
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◦ 誰かがスイッチの配線を変更したため、以前は正しかった設定が無効になりました。配

線を別のポートに移動すると、ERL の割り当てが無効になる可能性があります。 デー

タの整合性および信頼性, （20 ページ）を参照してください。

◦ ワイヤリングクローゼットは保護されており、単にERLの割り当てが間違っています。

スイッチ ポートの設定, （152 ページ）を参照してください。

• （任意の永続的 ERL にデフォルトの ERL を使用していないという前提で）コールの発信元

はデフォルトの ERL でしたか。 この場合、次の問題が発生している可能性があります。

• 電話機はサポート対象外のポートに接続され、手動電話機として定義されていません。

電話機の手動定義, （163 ページ）を参照してください。

• 電話機はサポート対象外であり、手動電話機として定義されていません。電話機の手動

定義, （163 ページ）を参照してください。

• 電話機はサポートされていますが、Emergency Responder で位置を確認できませんでし

た。 この問題を解決できない場合、状況によっては手動で電話機を ERL に割り当てる

必要があります。 Unlocated Phones, （261 ページ）を参照してください。

• コールは手動で定義した電話機の内線番号から発信されましたか。その場合、おそらく電話

が移動されたために、誤った ERL が割り当てられている可能性があります。 電話機の手動

定義, （163 ページ）を参照してください。

緊急コールの履歴に関する問題

緊急コールの履歴情報を表示するとき、次の 2 つの問題が発生する可能性があります。

• 緊急コール情報がコール履歴に表示されない

• コール履歴にコールの ELIN およびルート パターンが表示されない

詳細については、緊急コール履歴の表示, （167 ページ）を参照してください。

緊急コール情報がコール履歴に表示されない

問題 緊急コール情報は、コール履歴にすぐには表示されません。

解決法 EmergencyResponderでは、15秒ごとにデータベースへコール履歴情報が書き込まれます。

履歴情報は、15 秒後に確認できます。

コール履歴にコールの ELIN およびルート パターンが表示されない

問題 コール履歴には、コールに使用された ELIN とルート パターンは表示されません。
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解決法 コールを PSAP にルーティングできなかった場合、ELIN またはルート パターンは表示さ

れません。コールをルーティングできなかった理由を確認して判断してください。緊急コールが

正しい PSAP にルーティングされない, （266 ページ）を参照してください。

電子メール アラートのトラブルシューティング
次の各項では、EmergencyResponderにより生成される電子メールアラートに関連する問題のトラ

ブルシューティングについて説明します。

JTAPI 非互換警告

Emergency Responder で設定されている Unified CM バージョンが、Emergency Responder ルート ポ

イントが登録されているバージョンと異なる場合、管理者は、対処方法を実行して緊急コールを

適切に処理できるように、アラートを受信します。 電子メール アラートが、SMTPメール サーバ

を使用して、設定された電子メール アドレスに送信されます。

Emergency Responder 管理ページの [Email Alert Settings] で、[Emergency Call Routing Parameters] の

電子メール アラートがイネーブルであることを確認してください。

アラートは、次のようになります。

Unified CM at <IP address> is version CUCM xwhich differs from CUCM version setting CUCM y on Cisco
Emergency Responder.

この警告は、Emergency Responder の Unified CM バージョン設定で選択されたバージョンが、

EmergencyResponderが統合されるUnifiedCMバージョンと異なる場合に、大規模検出に続いて表

示されます。

これは次の場合に発生します。

• Unified CMバージョンがサポートされなくなった（たとえば、Cisco Emergency Responder 8.7
または 9.0 と統合された Unified CM 2.0）

• Unified CM バージョンがまだサポートされていない（たとえば、Cisco Emergency Responder
8.7 または 9.0 と統合された Unified CM 9.5）

• UnifiedCMバージョンはサポートされているが、EmergencyResponderのUnifiedCMバージョ

ン設定が正しくない（たとえば、CiscoEmergencyResponder 8.7または9.0と統合されたUnified
CM 9.0 で、Emergency Responder の Unified CM バージョン設定が Unified CM 7.1）

同じ Emergency Responder 内に複数の Unified CM バージョンが存在すると、上記のいずれかが常

に発生します。
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JTAPI ルート ポイント登録失敗アラーム

EmergencyResponderで JTAPIルート ポイントを登録できない場合、管理者は、対処方法を実行し

て緊急コールを適切に処理できるように、アラートを受信します。

ルート ポイントを登録/登録解除するイベントを次に示します。

• Cisco Emergency Responder/SNMP サービスの再起動

• Cisco Emergency Responder のフェールオーバー/フォールバック

• JTAPI バージョンのアップグレード/ダウングレード

• 互換性のない JTAPI バージョン

• Emergency Responder/Unified CM のアップグレード

• アプリケーション ユーザのクレデンシャルが Emergency Responder で誤って指定される

• アプリケーション ユーザのパスワードの期限切れ

• CTI テレフォニー ポート開始番号が Emergency Responder で誤って指定される（CTI ポート

にのみ影響）

• CTI テレフォニー ポート カウントが Emergency Responder で誤って指定される（CTI ポート

にのみ影響）

• SNMP 設定が Emergency Responder または Unified CM で誤っている

• ルート ポイント DN 番号が Cisco Emergency Responder/Unified CM で一致しない

Unified CMが SNMP到達不能であるか、Unified CMに対するアプリケーション ユーザのクレデン

シャルが誤っている場合、Emergency Responder から、設定された電子メール ID に電子メール ア

ラートが送信されます。 Emergency Responder 管理ページの [Email Alert Settings] で、[Discovery
Parameters] の電子メール アラート設定がイネーブルであることを確認してください。

電子メール アラートは、次のようになります。

<CERserver hostname> Cisco ER Phone Tracking could not get information [using SNMP] from 1 Cisco
CallManager(s) Check EventViewer on CERServer for details.

これは重大な状況であり、Emergency Responderで緊急コールが受信および処理されないことを示

している可能性があります。アドミニストレーションガイドのトラブルシューティングの項の手

順に従って、緊急コールが正しく処理されるようにします。

緊急コール アラート

ユーザが 911（緊急）コールを発信すると、Emergency Responder で電子メール アラートが生成さ

れます。 Emergency Responderから、コールが発信された ERLに設定されている電子メール IDを

持つオンサイト アラート（セキュリティ）担当者全員に電子メール アラートが送信されます。

（サーバ グループのセットアップ, （116 ページ）を参照）。
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管理者は Emergency Responder Phone Tracking Engine サービスを再開する必要があります。

次に、Tracking Failure アラートの例を示します。

Subject: CER Server lost communication with CER Phone Tracking EngineMessage: CER Server could not
communicate with CER Phone Tracking Engine.

リモートの Emergency Responder サーバ グループへの位置未確認電話

機情報の送信エラー

サーバ グループに対してすでにエントリの送信プロセスが実行されているために、Emergency
Responder からそのサーバ グループに対して位置未確認エントリの送信に失敗した場合、このア

ラートが送信されます。

このアラートはほとんど発生しません。このアラートが発生するのは、1つのEmergencyResponder
サーバが複数の Emergency Responder サーバ グループで検出される場合です。 この問題を解決す

るには、古い設定のサーバ グループを確認し、そのサーバ グループを削除します。

Subject: CER Server failed to send Unlocated Phones details to Remote CER Server Group.Message: CER
Server failed to send Unlocated Phones to Remote CER Server Group. Please ensure that the CER servers
are not found under more than one CER Server Group. CER Servers in Remote Server Group:<< CERServer
HostNames >>

緊急コールのルーティング エラー

ERL に設定されている一部のルート パターンに対する緊急コールのルーティングが失敗する場

合、Emergency Responder からシステム管理者に電子メールが送信されます。

件名：Emergency call could not be routed using some route patterns (CERServer:<server hostname>)

メッセージ本文： Emergency call from :<Caller Extn> could not be routed using some Route Patterns.
Check Event Log.

Event Log には次のメッセージが表示されます。

Emergency call from <extn> could not be routed using the following route patterns <RoutePattern1>
<RoutePattern2> ***************** Call Routed to <RoutePattern-X> Please check the availability of the
above routes. Also, check for the following error conditions: 1. If FAC and/or CMC are configured on the
route patterns used for Cisco ER, please disable them. 2. If the "Calling Party Number Modification" flag on
the CER user page in the Cisco Unified CM is not enabled, please enable it.
ソリューション

• Unified CM 4.2または 4.3を実行している場合、Emergency Responderユーザ ページの [Calling
Party Number] チェックボックスがオンであることを確認します。

• Unified CM5.xまたはUnified CM6.xを実行している場合、ルートが使用可能であることを確

認します。

• Emergency Responder アプリケーション ユーザを「Standard CTI Allow Calling Number
Modification」ユーザ グループに追加します。
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発信側の修正エラー

発信側の修正に失敗した場合、Emergency Responderからシステム管理者に次の電子メールが送信

されます。

Subject: Emergency Calling Party Modification Failed (Emergency ResponderServer: <server>)

メッセージ本文： Emergency call from :<Caller Extn> cannot be routed with calling party modification.
Check Event Log.

Event Log には次のメッセージが表示されます。

Emergency Call from <Caller Extn> has been routed to default ERL because the calling party modification
failed. Please make sure that the check box "Enable Calling Party Number Modification: is checked on the
Cisco Unified CM user page for the CER user. PSAP callbacks MAY NOT work correctly. The CER service
will need to be restarted once the flag is checked on the Cisco Unified CM User page.
ソリューション

Unified CM 4.2 または 4.3 Administration の場合、Emergency Responder ユーザ ページの [Enable
Calling Party Number Modification] チェックボックスをオンにします。 このフラグをイネーブルに

した後は、変更内容を反映するために Emergency Responder サービスを再起動します。

Web アラートのトラブルシューティング
Web アラートの受信時に、Web アラートが 30 秒ごとに更新される場合があります。

Web アラートが 30 秒ごとに更新される

問題 Web アラートは 30 秒ごとに更新を続けます。 この問題を確認するには、ブラウザでステー

タスを確認します。 このモード中は、ステータスに更新までの残り時間（秒）が表示されます。

解決法 同じクライアント マシンで別の Web アラート画面が開いているかどうかを確認します。

リアルタイム モードで 1台のクライアント マシンから操作できるのは 1つのブラウザのみです。

余計なブラウザは削除します。

Emergency Responder のシステムおよび管理に関する問題

のトラブルシューティング
次の各項では、Emergency Responder のシステムおよび管理に関する問題（サーバや Web サーバ

の問題など）の解決に役立つ情報について説明します。
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ロセスを再試行します（スイッチの詳細情報を表示しているときに、[LocateSwitchPorts]をクリッ

クします。詳細については、LAN Switch Details, （366 ページ）を参照してください）。

問題が解決しない場合、スイッチがサポート対象であることを確認します（ネットワークのハー

ドウェアおよびソフトウェアの要件, （5 ページ）を参照）。また、Event Viewer でエラー メッ

セージを確認します。

一部の電話機がスイッチ ポート リストに表示されない

問題 一部の電話機がスイッチ ポート リストに表示されません。

解決法 設定済みの IP サブネットまたは模擬電話機内に電話機があるかどうかを確認します。 い

ずれの場所でも見つからなかった場合、位置未確認の電話機として配置されます。 電話機の位置

を確認できなかった理由のリストについては、UnlocatedPhones, （261ページ）を参照してくださ

い。

Emergency Responder の設定からスイッチを削除できない

問題 Emergency Responder の設定からスイッチを削除できません。

解決法 電話機のトラッキング プロセスが進行中の場合、スイッチは削除できません。 プロセス

の終了後に削除を再試行してください。これが問題ではない場合、EmergencyResponderサーバが

実行されていない可能性があります。コントロールセンターを確認し、サーバを再起動してくだ

さい（Emergency Responder サーバの管理, （287 ページ）を参照）。

スイッチ ポートの詳細の読み込みまたは書き出しに失敗する

問題 スイッチ ポートの詳細の読み込みまたは書き出しに失敗します。

解決法 スイッチ ポートの読み込みまたは書き出しの試行に失敗する場合、次の理由が考えられ

ます。第 1 に、スイッチ ポートと電話機の更新プロセスがまだ終了していません（完了するまで

待ってください）。第 2に、Emergency Responderサーバが実行されていません（コントロール セ

ンターを使用して再起動します。EmergencyResponderサーバの管理, （287ページ）を参照してく

ださい）。第 3 に、Emergency Responder サーバの初期化が完了していません（初期化されるまで

待ってください）。

一部のスイッチ ポート設定の読み込みに失敗する

問題 一部のスイッチ ポート設定の読み込みに失敗します。

解決法 スイッチ ポート設定を読み込むには、スイッチで Emergency Responder を設定済みであ

り、EmergencyResponderはスイッチポートと電話機の更新プロセスを使用して、まずスイッチ上
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のポートを検出する必要があります。EmergencyResponderでまだ検出されていないポートの設定

を読み込もうとすると、設定の読み込みに失敗します。 このプロセスの詳細については、スイッ

チ ポートおよび電話機更新プロセスの実行（手動）, （150 ページ）を参照してください。 ポー

ト設定を読み込むことができないスイッチでこのプロセスを実行してから、読み込みを再試行し

てください。

さまざまな Emergency Responder グループへ移動された電話機が、スイッチ ポート

の詳細に正しく表示されない

問題 電話機が他の Emergency Responder グループからこの Emergency Responder グループに移動

され、また元のグループに移動した場合、電話機は、このEmergencyResponderグループのスイッ

チ ポートの詳細に表示されます。

解決法 このような電話機は、次回のスイッチ ポートと電話機全体の更新プロセスが実行される

まで、スイッチポートの詳細から削除されません。これが問題の場合、そのスイッチ（またはす

べてのスイッチ）でプロセスを手動実行できません。スイッチポートおよび電話機更新プロセス

の実行（手動）, （150 ページ）を参照してください。

ERL Debug Tool を使用した Emergency Responder 設定の確認

ERL Debug Tool は検索条件として電話機の内線番号を使用し、電話機の緊急コールのルーティン

グに現在使用されている ERL を表示します。

この診断ツールは、ERL の作成期間と ERL の割り当てフェーズで Emergency Responder 設定を検

証したり、不正なERLに転送されたコールをトラブルシューティングしたりするために使用しま

す。

たとえば、手動設定した電話機として ERL_1 を設定したとします。ただし、設定を誤った IP サ

ブネットがこの電話機の IPアドレスと一致し、ERL_2と関連付けられています。この場合、Debug
Tool を使用して設定の問題を検出し、修正できます。

ERL Debug Tool を使用するには、次の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Tools] > [ERL Debug Tool] を選択します。

Emergency Responder の [ERL Debug Tool] ページが表示されます。

ステップ 2 特定の電話のリストを表示するには、[Find Phones] フィールドで検索条件を選択し、[Find] をク

リックします。

その電話機で緊急コールのルーティングに現在使用されている ERL が表示されます。

ステップ 3 設定が正しくない場合、必要に応じて修正します。
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Emergency Responder には最大 1,000 レコードが表示されま

す。

（注）

パブリッシャ サーバとサブスクライバ サーバの交換

次の各項では、問題のあるパブリッシャサーバまたはサブスクライバサーバを交換する方法につ

いて説明します。

問題のあるサブスクライバの交換

問題のあるサブスクライバを交換するには、EmergencyResponderAdministrationを使用し、そのサ

ブスクライバを削除します。 パブリッシャの新しい Emergency Responder サブスクライバをイン

ストールします（新しいシステムへのインストール, （54 ページ）を参照）。

新しい交換サブスクライバサーバで同じホスト名を使用しない予定の場合、パブリッシャサー

バの Emergency Responder Administration画面を使用して問題のあるサブスクライバを削除する

必要があります。

（注）

問題のあるパブリッシャの交換

パブリッシャを復元できるのは、Emergency Responder の一部として使用できる Disaster Recovery
Systemでパブリッシャをバックアップした場合だけです。データのバックアップおよびリカバリ,
（298 ページ）を参照してください。

問題のあるパブリッシャを交換するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 以前に使用していたものと同じホスト名を持つ同じバージョンの Emergency Responder パブリッ

シャをインストールします。

ステップ 2 インストール時には同じ設定オプションを選択します（Unified CM のバージョンなど）。

ステップ 3 Disaster Recovery System を使用して、古い設定データを復元します。

Emergency Responder Admin Utility
Emergency Responder Admin Utility ツールを使用して、次のタスクを実行できます。
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• Emergency Responder クラスタ データベース ホストの詳細を更新する

• CCM バージョンをアップグレードする

Emergency Responder Admin Utility ツールの使用

Emergency Responder Admin Utility ツールを使用するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Emergency Responder Admin Utility Web インターフェイスにログインします。

ステップ 2 メニュー バーを使用して、実行するタスクを選択します。

a) サブスクライバ サーバが示すパブリッシャを変更するには、[Update] > [Publisher] を選択しま

す。

b) Unified CM バージョンを更新するには、[Update] > [CCM Version] を選択します。

c) パブリッシャサーバとサブスクライバサーバの両方でクラスタ設定を更新するには、[Cluster]
> [DBHost] を選択します。

このアクションによって、このサーバ グループの Emergency Responder クラスタ DB
の詳細のみが更新されます。このEmergencyResponderクラスタの他のサーバは自動

更新されません。

（注）

ステップ 3 変更内容を保存するには、パブリッシャサーバとサブスクライバサーバの両方を再起動します。

サブスクライバ データベースのセットアップ

（DBレプリケーションとは別の）サブスクライバに関する問題がある場合、パブリッシャとサブ

スクライバを設定し直すには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 サブスクライバ サーバの Emergency Responder Admin Utility Web インターフェイスにログインし

ます。

ステップ 2 [Update] > [Publisher] を選択します。

ステップ 3 同じパブリッシャのホスト名、IPアドレス（すでに指定済み）、およびデータベースアクセスセ

キュリティ パスワードを指定します。

ステップ 4 [Go] をクリックします。

この設定手順には時間がかかることがあります。

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

282

Cisco Emergency Responder のトラブルシューティング

Emergency Responder Admin Utility







[Emergency Responder Groups in Cluster] 画面がロードされず、「Cannot
connect to cluster DB host」エラーが表示される

問題 [Emergency Responder Groups in Cluster] 画面がロードされず、「Cannot connect to cluster DB
host」というエラーが表示されます。

解決法 クラスタ DB ホストをホスト名で検出できることを確認します。

指定したクラスタの db ホスト パスワードが、クラスタ内のすべての Emergency Responder サーバ

グループで同じであることを確認します。

詳細については、Emergency ResponderクラスタおよびクラスタDBホストのセットアップ, （124
ページ）を参照してください。

関連トピック

クラスタ内の Emergency Responder グループおよびサーバの特定, （286 ページ）

Emergency Responder サーバの管理, （287 ページ）

イベント メッセージ, （295 ページ）

パフォーマンス管理, （295 ページ）

データのバックアップおよびリカバリ, （298 ページ）

Cisco Unified Communications Manager の設定に関する問

題のトラブルシューティング
ここでは、EmergencyResponderとUnifiedCMとの通信で発生する可能性があるいくつかの問題に

ついて説明します。 緊急コールの失敗に伴うその他の問題と現象については、緊急コールに関す

る問題のトラブルシューティング, （264 ページ）を参照してください。

Emergency Responder がルート ポイントと CTI ポートに登録されない

問題 Emergency Responder が、使用するために設定したルート ポイントと CTI ポートに登録され

ません。

解決法 ルート ポイントと CTI ポートが Unified CM Cisco Emergency Responder ユーザと関連付け

られていることを確認します（Emergency Responder Cisco Unified Communications Manager ユーザ

の作成, （88 ページ）を参照）。また、Unified CM サーバ上の CTI Manager（または Windows
ベースの Unified CM サーバ上の DC Directory）が適切に実行されていることを確認します。
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Emergency Responder 設定から Unified CM を削除できない

問題 Cisco Emergency Responder 設定から Unified CM を削除しようとしても削除できず、「Phone
tracking in progress」というメッセージが表示されます。

解決法 電話機のトラッキング プロセスの進行中は、Emergency Responder 設定から Unified CM
サーバを削除できません。 プロセスの終了後に削除を再試行してください。

デバイスの追加後の Cisco Emergency Responder の更新

Emergency Responderが Emergency Responderクラスタでプロバイダーを作成する前に、Emergency
Responder で使用する Unified CM ユーザを作成しておく必要があります。また、CTI ポートおよ

びルートポイントを作成し、そのユーザに割り当てておく必要もあります。EmergencyResponder
は、プロバイダーの作成時にユーザに関連付けられているCTIポートとルート ポイントのみを登

録します。したがって、EmergencyResponderの起動後にユーザに追加したデバイスは、Emergency
Responder によって登録されません。

Unified CM で Emergency Responder ユーザにデバイスを追加する場合は、Emergency Responder で

次のいずれかの方法を使用して、プロバイダーの再作成を強制的に行うことができます。

• Emergency Responder サーバを再起動します。

• Emergency Responder 設定から Unified CM サーバを削除し、再入力します。

• Emergency Responder 設定で Unified CM サーバのバックアップ CTI Manager 設定を変更し、

[Update]をクリックします。 この操作で、強制的にプロバイダーからログオフされ、プロバ

イダーが再作成されます。

• Unified CM でユーザ名を変更するか、新しいユーザを作成して、すべてのデバイスをその

ユーザに関連付けます。 次に、新しいユーザを使用する Emergency Responder 設定を更新し

ます。

クラスタ内の Emergency Responder グループおよびサーバ

の特定
EmergencyResponderサーバの管理者のインターフェイスに接続している場合、サーバとEmergency
Responderグループのスタンバイ サーバの詳細を表示するには、[System] > [CiscoERGroup Settings]
を選択します。

また、Emergency Responder グループと、同じ Emergency Responder クラスタ内にある Emergency
Responder サーバを特定することもできます。 クラスタ内の他の Emergency Responder グループを

表示するには、[System] > [Cisco ER Groups in Cluster]を選択します。 [Emergency Responder Groups
in Cluster] ページで、表示するグループを選択します。グループ内の Emergency Responder サーバ

が表示されます。 これらのサーバの詳細を表示するには、サーバのいずれかで実行されている
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Emergency Responder Administration インターフェイスにログインし、[System] > [Cisco ER Groups
in Cluster] を選択し、グループのリストから表示するグループを選択します。

Emergency Responderグループをアンインストールする必要がある場合、まずこのページを使用し

て Emergency Responder クラスタからグループを削除します。 グループを削除するには、システ

ム管理者としてログインする必要があります。 クラスタからグループを削除すると、Emergency
ResponderClusterDBからグループのエントリのみが削除されます。グループのサーバからEmergency
Responder は削除されません。

関連トピック

Server Groups in Cluster, （308 ページ）

クラスタ間の電話機の移動
次のシナリオでは、Emergency Responder クラスタの動作と、クラスタ間で移動する電話機を

Emergency Responder で扱う方法について説明します。

• Server Group A（SGA）には、SGA 以外に移動する電話機（Phone_1）があります。

◦ Emergency Responder は Server Group B（SGB）で Phone_1 を検出します。

◦ SGA の [Unlocated Phones] ページに SGB の電話機が表示されます。

• SGB の両方の Emergency Responder サーバ（パブリッシャとサブスクライバ）が停止した後

も、SGA には引き続き SGB の Phone_1 が表示されます。

• このときに Phone_1 から発信されたコールは SGB にリダイレクトされ、Emergency
Responder サーバがその SGB 内に存在しない場合、Emergency Responder は同じ手順を

実行してこの緊急コールをルーティングします。

• また、両方の SGB Emergency Responder サーバが停止している場合、Phone_1 は SGB 内

の他の電話機と同様に扱われます。

• Phone_1 が Server Group C（SGC）に移動した場合：

• SGA、SGC の順で次回の増分電話機のトラッキングが実行されると検出されます。

• [Unlocated Phones] ページでは、Phone_1 から SGC への関連付けが変更されます。

• Phone_1が元のSGAに移動すると、次回の増分電話機トラッキングで検出され、対応するス

イッチ ポートの下に表示されます。

Emergency Responder サーバの管理
Emergency Responderをインストールすると、コンピュータの電源投入またはリブート時に毎回自

動的に Emergency Responder サーバがセットアップされます。 ただし、コンピュータの電源オフ

やリブートを使用しなくても、Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスを介して
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Emergency Responder では、多様な NENA 形式で ALI データを書き出すことができます。 使用す

べき形式については、サービス プロバイダーにお問い合わせください。

アップロードプロセス時に、一部のALIデータレコードが正しくアップロードされないことがあ

ります。 この場合、お使いのサービス プロバイダーからエラーのリストを取得できます。また

は、サービス プロバイダーのデータ アップロード ソフトウェアの使用時に表示されるエラーを

確認できます。 誤りのあるレコードを修正し、ALI データの書き出しファイルを再送信する必要

があります。 レコードを修正するには、エラーのレコードを手動で編集する必要があります。

次の各項では、ALIデータ レコードを修正するための一般的な手順と、多様なNENA形式ファイ

ルの編集方法について説明します。

ALI データ レコードの修正

ALIレコードをサービス プロバイダーにアップロードするときに表示されることがあるデータ エ

ラーを修正するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

NENA またはサービス プロバイダーから、NENA Doc 02-010『Recommended Formats and Protocols
for Data Exchange』を入手してください。 この文書で、さまざまな NENA 形式が詳細に説明され

ています。

手順

ステップ 1 エラー レポートをよく読み、発生した問題について判断します。

ステップ 2 Emergency Responder Web インターフェイスで、失敗した ERL/ALI レコードのエラーになった

フィールドを変更します。 たとえば、[Street Suffix] の短縮表記が受け入れられなかった場合、受

け入れられる表記に変更します。 すべての変更を保存します。

ステップ 3 もう一度 ALI データを書き出します（オンライン ヘルプを参照）。

ステップ 4 エラー状態にあるすべてのレコードが新規だった場合、レコードのデータベース関数を変更する

必要があります。EmergencyResponderはすでにこれらのレコードを書き出した後なので、Emergency
Responder では新規の挿入ではなく更新としてラベル付けされます。 ただし、これらのレコード

はアップロード時に失敗したため、サービス プロバイダーのデータベースは新規と見なします。

テキスト エディタで ALI 書き出しファイルを開き、修正するレコードの関数コードを変更しま

す。書式設定や他の余計な文字を追加しないエディタを使用してください。ファイルの編集の詳

細については、次の項を参照してください。

• NENA 2.0 および 2.1 ファイル形式, （290 ページ）

• NENA 3.0 ファイル形式, （291 ページ）

ステップ 5 編集したファイルをサービス プロバイダーに送信します。
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説明フィールド

位置：バイト 62 ～ 67。

長さ：6 文字。

説明：サービス プロバイダーに送信するファイルのシーケンス番号

（1、2 など）。番号は右寄せにし、先頭にスペースを付加します。

サービス プロバイダーによっては、このフィールドを無視することが

あります。

Cycle Counter

位置：トレーラー レコードのバイト 62 ～ 70。

長さ：9 文字。

説明：サービス プロバイダーに送信するファイルに含まれるレコード

の合計数（1、2など）。数は右寄せにし、先頭にスペースを付加しま

す。

Record count

NENA 3.0 ファイル形式

NENA 3.0 ファイル形式には次の特徴があります。

• レコードは可変長です。

• フィールドはタグとデータの組み合わせであり、任意の順序にすることができます。

• 使用しないフィールドは含まれません。 タグの有無は次の影響があります。

◦ タグを含めない場合、その要素の前の値が何であっても、その値は未変更のままです。

◦ タグの値が空の場合、その要素の前の値は削除されます。

◦ タグに空ではない値が含まれる場合、要素の値はその新しい値に変更されます。

• タグはバーティカル バー（|）で区切られます。

• レコードの末尾は事前に定義した文字で示されます。

各フィールドのタグ名と値を決定するには、NENADoc 02-010『RecommendedFormats and Protocols
for Data Exchange』を参照してください。 値がフィールドの最大長を超えないようにしてくださ

い。 余計なスペースをパディングする必要はありません。

ファイルには 1つのヘッダーと 1つのトレーラー レコードが含まれます。 これらのレコードの間

に ALI データ レコードが含まれます。

表 19：NENA 3.0の一般的なフィールド, （292ページ） に、編集することが多いフィールドにつ

いて説明します。 他のフィールドを変更するには、Emergency Responder Web インターフェイス

を使用する必要があります。
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コール履歴レコードをダウンロードするには、コール履歴を表示するテーブルの上部にある

[Download] ボタンをクリックします。 これらのレコードは Excel（.xls）形式でダウンロードでき

ます。

トレースおよびデバッグ情報
EmergencyResponderで発生した問題についてシスコ テクニカル サポートに問い合わせをすると、

トレースおよびデバッグ情報を収集するよう求められることがあります。

トレースおよびデバッグ情報の収集は Emergency Responder のパフォーマンスに影響を与えるの

で、トレースとデバッグはシスコから要請された場合のみ有効にしてください。 生成される情報

は、シスコが製品の問題を解決するために使用されます。

Emergency Responder のトレースおよびデバッグ情報のイネーブル化

Emergency Responderの詳細なトレースおよびデバッグ情報をイネーブルにするには、次の手順を

実行します。

手順

ステップ 1 Emergency ResponderWebインターフェイスで、[Cisco ERGroup] > [Server Settings]を選択します。

[Server Settings] ページが開きます。

ステップ 2 左側の列から、デバッグまたはトレース情報を収集する必要があるサーバを選択します。

サーバの設定が表示されます。

ステップ 3 デバッグ パッケージとトレース パッケージのセクションまでスクロールし、シスコ テクニカル

サポートから求められたパッケージを選択します。

各セクションのリストは同一です。シスコから求められたリストのパッケージを選択するように

してください。 [Debug] リストで選択したパッケージでは、トレース情報と追加のデバッグ デー

タが生成されます。 シスコからすべてのパッケージを選択するように求められた場合、適切なリ

ストで [Select All] をクリックします。

使用できるパッケージには次が含まれます。

• CER_DATABASE：データベース サブシステム。データベース アクセス コードで生成され

るログ情報を含みます。

• CER_REMOTEUPDATE：リモート更新サブシステム。サーバ間の更新を管理します。

• CER_PHONETRACKINGENGINE：電話機のトラッキング サブシステム。電話機のトラッキ

ングとスイッチ ポートおよび電話機の更新プロセスを実行します。

• ER_ONSITEALERT：オンサイト アラート担当者に通知するためのオンサイト アラート サブ

システム。
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• CER_CALLENGINE：コール エンジン サブシステム。コールのルーティングとプロセスを行

います。

• CER_SYSADMIN：システム管理者 Web インターフェイス サブシステム。

• CER_TELEPHONY：電話機サブシステム。Unified CM とのインタラクションに使用されま

す。

• CER_AGGREGATOR：アグリゲータ モジュールは、電話機のトラッキング エンジンを使用

したすべての Emergency Responder サーバ通信とデータ処理を対象にします。 このモジュー

ルには、クラスタ、Administration、Cisco IP SoftPhone、コール ルーティングなど、サブシス

テムの追跡したデータの検索とルックアップが含まれます。

• CER_GROUP：Emergency Responder サーバ グループ サブシステム。グループ内のサーバ間

の通信に使用されます。

• CER_CLUSTER：サーバ クラスタ サブシステム。クラスタ内の Emergency Responder グルー

プ間の通信に使用されます。

ステップ 4 変更を保存してアクティブにするには、[Update] をクリックします。

要求したトレースおよびデバッグ情報の生成が開始されます。

Emergency Responderのトレースは、Emergency Responder ServiceabilityWebインターフェ

イスまたは CLI を使用して収集できます。

（注）

ステップ 5 デバッグおよびトレース情報の収集を完了したら、デバッグとトレースを無効にする選択を行っ

たセクションごとに、[Clear All] をクリックします。 次に [Update] をクリックして変更を完了し

ます。

関連トピック

Server Settings for Emergency ResponderServerGroup, （316 ページ）

Cisco Emergency Responder Serviceability Web インターフェイス, （419 ページ）

CLI, （485 ページ）

syslog のイネーブル化

トレースおよびデバッグ情報を収集するには、Emergency Responderの syslogをイネーブルにする

必要があります。

EmergencyResponderの syslogをイネーブルにするには、Syslogからの情報収集, （297ページ）を

参照してください。
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イベント メッセージ
Emergency Responder Serviceability Web インターフェイスを使用して Emergency Responder イベン

ト メッセージを確認すると、ソフトウェアの問題の診断に役立ちます。

Emergency Responderイベントの表示については、Event Viewerの使用, （186ページ）を参照して

ください。

[Find andList Events]ページの詳細については、EventViewer, （420ページ）を参照してください。

パフォーマンス管理
サポートされる Cisco MCS Unified CM Appliance プラットフォームとその Emergency Responder の

拡張性については、『�5�H�O�H�D�V�H�1�R�W�H�V�I�R�U�&�L�V�F�R�(�P�H�U�J�H�Q�F�\�5�H�V�S�R�Q�G�H�U』を参照してください。

EmergencyResponderがWANリンクのスイッチを管理している場合、EmergencyResponderパフォー

マンスに影響が出ることがあります。 Emergency Responder は必ず管理対象のスイッチに SNMP
要求を送信するため、WAN の遅延が SNMP タイムアウトの原因になり、電話機とスイッチの変

更を追跡するために必要な時間が増える可能性があります。 場合によっては、SNMP パラメータ

の調整が必要です。 詳細については、SNMP接続のセットアップ, （142ページ）を参照してくだ

さい。

ネットワーク管理システムの統合
CiscoWorks2000 または他の SNMP ベースのネットワーク管理システムを使用して、Emergency
Responder サーバのステータスをリモート管理できます。 CiscoWorks2000 は標準のシスコ ネット

ワーク管理システムですが、EmergencyResponderには付属していません。CiscoWorks2000、Campus
Manager、およびTopology Serviceの詳細については、次のURLにあるマニュアルを参照してくだ

さい。

http://www.cisco.com/en/US/products/sw/netmgtsw/tsd_products_support_category_home.html

次の各項では、Emergency Responderをネットワーク管理システムと統合するときに役立つ情報に

ついて説明します。

CDP のサポート

Cisco Emergency Responder では、アクティブなインターフェイスで、指定したマルチキャスト ア

ドレス宛てに、CiscoDiscovery Protocol（CDP）を使用して、CDPメッセージを定期的に送信しま

す。 これらのメッセージには、デバイスの識別、インターフェイス名、システム機能、SNMP
エージェントアドレス、存続可能時間などの情報が含まれます。CDPをサポートするすべてのシ

スコ デバイスは、この定期的なメッセージをリッスンして、Cisco Emergency Responder サーバの

位置を確認できます。
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CiscoWorks2000 Server は、CDP を介して提供された情報を使用して、Cisco Emergency Responder
サーバ、Campus Manager アプリケーション、および Topology Service を検出し、Cisco Emergency
Responder サーバを表示するトポロジ マップを構築できます。

Cisco Emergency Responder サーバは、CDP メッセージの送出に加え、CDP をサポートする電話機

の位置確認に CDP を使用します。 Cisco Emergency Responder で、スイッチに対する SNMP クエ

リーを介してこの情報を入手できるように、スイッチで CDP をイネーブルにする必要がありま

す。

表 20：Cisco Emergency Responder ハードウェア プラットフォームの OID に、Cisco Emergency
Responder ハードウェア プラットフォームの SNMP OID を示します。

表 20：Cisco Emergency Responder ハードウェア プラットフォームの OID

SNMP OIDハードウェア プラットフォーム

1.3.6.1.4.1.9.1.582Cisco MCS-7815-I

1.3.6.1.4.1.9.1.583Cisco MCS-7825-H

1.3.6.1.4.1.9.1.746Cisco MCS-7825-I

1.3.6.1.4.1.9.1.584Cisco MCS-7835-H

1.3.6.1.4.1.9.1.585Cisco MCS-7835-I

1.3.6.1.4.1.9.1.586Cisco MCS-7845-H

1.3.6.1.4.1.9.1.587Cisco MCS-7845-I

Emergency Responder コンポーネント

Cisco Emergency Responder は SYSAPPL-MIB をサポートします。SYSAPPL-MIB を使用すると、

CiscoWorks2000 またはサードパーティの SNMP ブラウザから次の Cisco Emergency Responder コン

ポーネントに関する情報にリモート アクセスできます。

• Cisco Emergency Responder Server

◦ CERServer.exe

• Cisco PhoneTrackingEngine

◦ CERPhoneTracking.exe

• MSQL Server 関連のサービス

SYSAPPL-MIBは SNMPを使用します。 Emergency Responderは次の SYSAPPL-MIBテーブルをサ

ポートします。
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• SysApplInstallPkgTable：メーカー、製品名、インストールされているバージョン、インストー

ルした日付、位置などのアプリケーション情報を提供します。これは、関連する [Application
Administration Web] ページ（適用される場合）にアクセスする部分 URL です。

• SysApplRunTable：アプリケーションの起動時間と実行時のステータスが記述されます。

• SysApplInstallElmtTable：個々のアプリケーション要素、または関連する実行可能要素が記述

されます。これはSysApplInstallPkgTableに定義されているアプリケーションから構成されま

す。

• SysApplElmtRunTable：ホスト システムで現在実行されているプロセス、または実行可能要

素が記述されます。

Syslog からの情報収集

Cisco SyslogCollectorを使用するようにEmergencyResponderを設定できます。Cisco SyslogCollector
とCiscoSyslogAnalyzerは、ResourceManagementEssentialsパッケージの一部として、CiscoWorks2000
と共に提供されます。 また、Emergency Responder からの syslog の出力を採用して、他のネット

ワーク管理システムに使用することもできます。

Cisco Syslog Collector は、Emergency Responder にレポートされるメッセージの共通システム ログ

を保守します。

Cisco Syslog Analyzerは、すべてのイベントを効率的に制御および表示するため、読み取りや解釈

が容易で、システム メンテナンスと問題解決にも簡単に利用できます。

Cisco SyslogCollectorのインストールと設定については、CiscoWorks2000のマニュアルを参照して

ください。

syslog をイネーブルにするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 [System] > [Cisco ER Group Settings] を選択します。

[Emergency Responder Group Settings] ページが開きます。

ステップ 2 [Enable Syslog] で [enable] を選択します。

ステップ 3 [Syslog Server] フィールドにサーバの完全修飾 DNS 名を入力します（server.domain.com など）。

ステップ 4 [Update Settings] をクリックして、変更を保存します。

直後に、syslog へのメッセージの書き込みが開始されます。

関連トピック

Group Settings, （310 ページ）
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データのバックアップおよびリカバリ
Emergency Responderは、システム データのバックアップと復元にDisaster Recovery Systemを使用

します。

Disaster Recovery Systemの使用方法については、Cisco Emergency Responder Disaster Recovery System
の設定, （231 ページ）を参照してください。

関連トピック

コール履歴ログ, （292 ページ）

Data Migration Assistant のトラブルシューティング
DataMigration Assistant（DMA）は 2つのフェーズで動作します。 第 1フェーズのDatabaseでは、

次のフォルダが tar ファイルにバックアップされます。

• export

• import

• etc

• nena_msag_records

第 2 フェーズでは、バックアップ Emergency Responder コンテンツが Emergency Responder データ

ベース スキーマに照らして検証されます。

DMA のバックアップと検証に失敗した

問題 DMA のバックアップと検証に失敗しました。

解決法 次のチェック リストを確認します。

• MSDE が実行されているかどうかを確認します。 データベースが実行されていない場合、

バックアップは成功しません。

• バックアップ対象のノードが Sbscriber ノードではなく Publisher ノードであることを確認し

ます。 Subscriber ノードでは DMA バックアップを実行できません。

• CSAが実行されていないことを確認します。CSAが実行されている場合、停止してからバッ

クアップを開始します。

DMA のバックアップは成功したが、検証に失敗した

問題 DMA のバックアップは成功しますが、検証に失敗します。
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解決法 次のチェック リストを確認します。

• CSAが実行されていないことを確認します。CSAが実行されている場合、停止してからバッ

クアップを開始します。 CSA が DMA 操作に干渉します。

• 以降の分析ついて、データ検証ログを収集します。 この場合、Emergency Responder への移

行が成功するには、データベースに含まれるデータを事前に変更する必要が生じることあり

ます。

DMA ログは次の場所にあります。

• exportdb.log および migratecCERCSV.log は C:\CiscoWebs\DMA\Bin にあります

• installdbw1.log、installdbw1.log.err、installdbccm.log、installdbccm.log.err、および

dbl_INSTALLDBxxxxxx.txt は C:\Program Files\Cisco\Trace\DBL にあります

• ログ ファイルは C:\Program Files\Cisco\Trace\DMA にあります

検証ログ ファイルは次のとおりです。

• exportdb.log

• installdbw1.log

• installdbw1.log.err

• dbl_INSTALLEDBxxxxxx.txt

Linux アップグレードのトラブルシューティング
現在のバージョンの Emergency Responder から今後のバージョンの Emergency Responder にアップ

グレードする場合、特定の問題が発生することがあります。 ここでは、このような問題の原因と

推奨されるアクションについて説明します。

[Install/Upgrade] メニューの最初のページに「No valid upgrade options
found」エラーが表示される

問題 [Install / Upgrade]メニューの最初のページでアップグレード パッチの詳細を入力した後に、

「No valid upgrade options found」というエラー メッセージが表示されます。

解決法 パブリッシャのアップグレード前に、サブスクライバはアップグレードしないでくださ

い。 Emergency Responder サーバ グループのアップグレード時には、必ずパブリッシャからアッ

プグレードします。

実際に指定したローカルまたはリモート パスに、有効で署名付きの ISOイメージが含まれ、拡張

子が .sgn.iso であることを確認します。
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[Install/Upgrade] メニューの最初のページに「Incorrect user
name/password」エラーが表示される

問題 [Install / Upgrade]メニューの最初のページでリモートの場所にあるアップグレード パッチの

詳細を入力すると、「Incorrect user name/password」というエラー メッセージが表示されます。

解決法 リモートの SFTP/FTP の場所について入力したユーザ名とパスワードが正しいことを確認

します。

ISO イメージを Emergency Responder サーバにダウンロードしたが、

チェックサム値が一致しない

問題 ISO イメージを Emergency Responder サーバにダウンロードしましたが、チェックサム値が

一致しません。

解決法 Cisco.com から新しく ISO イメージをダウンロードし、もう一度アップグレードを試行し

ます。

アップグレードがキャンセルされ、システムをリブートするように求

める警告メッセージが表示される

問題 アップグレードはキャンセルされましたが、システムをリブートするように求める警告メッ

セージが表示されます。

解決法 アップグレード時に、Emergency Responder サーバ上の特定のサービス（アップグレード

がキャンセルされたタイミングによって決まります）が停止した可能性があります。 この場合、

サーバをリブートすることが強く推奨されます。
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第 12 章

ALI Formatting Tool

ネットワークエンジニア、システム管理者、および電気通信エンジニアは次のトピックを読み、

AFT を使用し、トラブルシューティングするために必要な手順について習得する必要がありま

す。 AFT を配置するには、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）および

Cisco Unified Communications Manager（Unified CM）に関する知識が必要です。

サービス プロバイダー固有の情報については、特定のサービス プロバイダーに対するAFTの使

用, （583 ページ）を参照してください。

• 機能, 301 ページ

• ファイルの生成, 302 ページ

機能
Emergency Responder は、テレフォニー ネットワーク内での緊急コールの管理に役立ちます。

EmergencyResponderは、システムの電話機およびロケーションを追跡し、これらの情報をNational
Emergency Number Association（NENA）2.0、2.1、および 3.0 形式に準拠した ALI レコードでエク

スポートします。 ただし、多くのサービス プロバイダーは NENA 標準を使用しません。 AFT を

使用すると、Emergency Responder で作成した ALI レコードを、サービス プロバイダーで使用さ

れている形式と互換性のある形式に変更できます。これにより、サービスプロバイダーは、その

再フォーマットされたファイルを使用して自身の ALI データベースを更新します。

AFT は Emergency Responder で生成された ALI ファイルを読み取り、AFT の Web ページにすべて

の ELIN レコードを表示します。 AFT を使用して、次のことができます。

• ALI レコードの詳細を簡単に表示する。 ALI ファイルは、NENA の固定長形式での読み取り

が困難です。AFTはALIファイルを読み取り、読み取りが容易なインターフェイスでNENA
フィールドを表示します。

• レコードを選択し、ALI フィールドの値を更新する。 AFT では、ALI フィールドを編集し

て、さまざまなサービス プロバイダーの要件を満たすようにカスタマイズできます。 これ

により、サービス プロバイダーは、再フォーマットされた ALI ファイルを読み取り、その

ファイルを使用して ELIN レコードを更新できます。
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• 複数のALIレコードに対するバルク更新を実行する。バルク更新機能を使用すると、選択し

たすべてのレコード、1つのエリア コード、または 1つのエリア コードと 1つのシティ コー

ドに対して共通の変更を適用できます。

• エリア コード、シティ コード、または 4桁のディレクトリ番号に基づいて、ALIレコードを

選択的にエクスポートする。 たとえば、あるエリア コードのすべての ALI レコードを選択

してエクスポートすることにより、各サービス プロバイダーのすべての ELIN レコードにす

ばやくアクセスできるため、複数のサービス プロバイダーを簡単にサポートできます。

ファイルの生成
ここでは、ALI フォーマット ツール（AFT）の使用方法について説明します。

• ALI フォーマット ツールのインターフェイスの使用

• AFT を使用したフォーマット済み ALI ファイルの生成

ALI フォーマット ツールのインターフェイス機能

AFT を使用して、次のフィールドを編集できます。

• ヘッダー フィールドとトレーラ フィールド。 ALI フォーマット ツール（AFT）によって、

すべての ALI レコード データが [ALI] タブに表示されます。 ALI ファイルは、1 つのヘッ

ダー レコードと 1 つのトレーラー レコードのみで構成されます。ELIN レコードごとの個別

のヘッダー レコードやトレーラー レコードはありません。

• [Function/Transaction Code] フィールド。

• サービス プロバイダー固有のフィールド。

AFT では、次のフィールドは編集できません。

• Emergency Responder から設定し、編集する ALI レコード フィールド。 これらは AFT では

ディセーブルになっています。

• レコード カウント フィールド。 AFT は、この数値をエクスポート用に選択されたレコード

数に基づいて内部で計算するため、このトレーラ フィールドは編集できません。

表 21：AFT インターフェイスを使用した主な作業の実行, （303 ページ）に、AFT インターフェ

イスを使用して主要な AFT 作業を実行する方法を示します。
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表 21：AFT インターフェイスを使用した主な作業の実行

コメント手順タスク

適切な権限を使用して
Emergency Responder
AdministrationWebサイト

にログインする必要があ

ります。

[Tools] > [ALI Formatting Tool] の順に選択します。

プルダウン メニューでサービス プロバイダーの名

前をクリックします。

サービスプロバ

イダーに対して

AFT を開く

NENA ファイルが表示さ

れない場合は、[Tools] >
[Export PS-ALI Record] を

選択して、NENA2.0ファ

イルをエクスポートしま

す。

AFT の入力ファイルをプルダウン メニューのファ

イルのリストから選択します。

AFTへの入力と

してNENAファ

イルを指定する

AFT への入力として指定された NENA ファイル内

のすべての ELIN が表示されます。 特定の ELIN に

絞り込むには、ELIN 検索を実行します。

特定の ELIN 番

号を選択する

ALI の編集可能なフィー

ルドに新しい値を入力し

て、ALI レコードを編集

できます。

各ELINはリンクです。特定のELINリンクをクリッ

クして、そのレコードを表示します。 ELIN の詳細

が画面の右側に表示されます。

ELIN の ALI 詳

細を表示す

る/ELIN を選択

してその ALI
フィールドを編

集する

バルク更新を実行する ELIN を選択します。 ELIN
のリストの上にある [BulkUpdate]ボタンをクリック

します。

ALI ファイルに

対するバルク更

新を実行する。

[Review Changes/Generate
File]ページで [ELIN]リン

クをクリックして、変更

された情報を表示しま

す。

変更した後で、[Review Changes/Generate File] ボタ

ンをクリックします。

変更されたすべてのELINのリストが表示されます。

変更を確認する

ヘッダー レコードは ALI
ファイルに共通であり、

ELINに固有ではありませ

ん。

[ALI Record Details for ELIN] ページでいずれかの

ELIN を選択し、[Header Record] リンクをクリック

します。

これで、ヘッダーレコードの編集可能フィールドを

編集できます。

ヘッダーレコー

ドを表示または

編集する。
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ステップ 8 サービス プロバイダーが推奨するファイル送信方法を使用して、ALIファイルをサービス プロバ

イダーに送信し、AFT ALI ファイルの ELIN で E911 データベースを更新できるようにします。

記録として、AFT ALI ファイルのコピーを保存しておいてください。 これは、サービ

ス プロバイダーからエラーがレポートされた場合に役立ちます。すべての AFT フォー

マット変更をやり直さなくても、必要な変更をファイルに加えることができます。

（注）

ステップ 9 サービス プロバイダーから ALI ファイルのステータスが返されます。

サービスプロバイダーからエラーは存在しないと報告された場合は、そのままAFTを使用して、

さらにフォーマット済みのレコードを生成することも、プログラムを終了することもできます。

サービス プロバイダーから ALI エラーが報告された場合は、次の手順を実行します。

a) サービス プロバイダーに送信したフォーマット済みファイルに修正を加えます。 サービス プ

ロバイダーのエラーコードはすべて、そのサービスプロバイダーのALIフォーマットのマニュ

アルで定義されています。 ファイル内のエラーを特定し、AFT を使用してエラーを修正する

には、サービス プロバイダーのマニュアルを参照してください。

AFT を使用して編集できないフィールドでエラーが発生した場合は、Emergency
Responder を使用してフィールドを訂正する必要があります。 訂正後、AFT を使用

してファイルを再生成します。

（注）

b) 修正されたファイルをサービス プロバイダーに送信します。 記録として、訂正したファイル

のコピーを保存しておいてください。

c) サービス プロバイダーがフォーマット済みのファイルを読み取って、ELIN レコードの更新に

使用できるようになるまでこのプロセスを繰り返します。

関連トピック

ALI データの変換, （134 ページ）

ALI Formatting Tool, （414 ページ）
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付 録 A
Cisco Emergency Responder Administration Web
インターフェイス

この付録では、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）Administration Web インター

フェイスのページ上のフィールドについて説明します。

• Server Groups in Cluster, 308 ページ

• Group Settings, 310 ページ

• Telephony Settings, 313 ページ

• Server Settings for Emergency ResponderServerGroup, 316 ページ

• License Manager, 318 ページ

• Email Alert Settings, 320 ページ

• Add Subscriber, 322 ページ

• Intrado VUI Settings, 323 ページ

• Onsite Alert Settings, 325 ページ

• Pager Alert Settings, 328 ページ

• Conventional ERL, 329 ページ

• Off-Premises ERL, 344 ページ

• Secondary Status, 348 ページ

• Find Intrado ERL, 348 ページ

• Default ALI Values, 351 ページ

• Secondary Status, 352 ページ

• Intrado Schedule, 353 ページ

• View ALI Discrepancies, 354 ページ
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• ERL Migration Tool, 357 ページ

• SNMP Settings, 358 ページ

• Phone Tracking Schedule, 360 ページ

• Cisco Unified Communications Manager Clusters, 362 ページ

• LAN Switch Details, 366 ページ

• Run Switch-Port and Phone Update, 371 ページ

• Switch Port Details, 371 ページ

• Find and List IP Subnets, 376 ページ

• Unlocated Phones, 382 ページ

• Find and List Manually Configured Phone, 384 ページ

• Find and List Synthetic Phones, 390 ページ

• Find and List Users, 392 ページ

• Find and List Roles, 397 ページ

• Find and List User Groups, 401 ページ

• Call History, 404 ページ

• ERL Audit Trail, 407 ページ

• Export PS-ALI Records, 409 ページ

• PS-ALI Converter, 410 ページ

• ERL Debug Tool, 412 ページ

• ALI Formatting Tool, 414 ページ

• File Management Utility, 416 ページ

• Purge Call History, 417 ページ

Server Groups in Cluster
[System] > [Cisco Emergency Responder Groups in Cluster]を選択すると、Emergency Responder [Server
Groups in Cluster] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者、ERL 管理者、またはネットワーク管理者の権

限が必要です。

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

308

Cisco Emergency Responder Administration Web インターフェイス

Server Groups in Cluster





コメント説明フィールド

クラスタから Emergency Responderグ

ループを削除できるのはシステム管

理者だけです。

Emergency Responder グループをアン

インストールする前に、クラスタか

らグループを削除します。

表示している Emergency Responderグ

ループを Emergency Responderクラス

タから削除するには、[Delete] をク

リックします。

[Delete] ボタン

関連トピック

クラスタ内の Emergency Responder グループおよびサーバの特定, （286 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Group Settings
[System] > [Cisco ER Group Settings] を選択すると、Emergency Responder [Group Settings] ページが

表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者権限が必要です。

説明

Emergency Responder [Group Settings] ページは、Emergency Responder サーバ グループの運用特性

を定義するために使用します。

表 23：Cisco Emergency Responder [Group Settings] ページに、Emergency Responder Server [Group
Settings] ページの説明を示します。

表 23：Cisco Emergency Responder [Group Settings] ページ

コメント説明フィールド

サーバグループの名前。この名前は情報

としてしか使用されないため、わかりや

すい名前にしてください。

Emergency
Responder Group
Name

範囲は 1024 ～ 65535 です。サーバ グループ内のEmergencyResponder
サーバ間の通信に使用される TCP ポー

ト。デフォルトポートを使用しない場合

は、未使用ポートが選択されていること

を確認してください。

Peer TCP Port
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デフォルトのカウント数は 3 で

す。 範囲は 3 ～ 10 です。

カウント間の時間は [Heartbeat
Interval] で定義されます。

Emergency Responderサーバが、応答しな

いEmergencyResponderサーバを使用不可

と見なすまでのカウント数。

Heartbeat Count

デフォルトは 30秒です。 範囲は

30 ～ 300 秒です。

サーバ グループ内の他の Emergency
Responderサーバにハートビートメッセー

ジを送信する時間間隔（秒数）。

Heartbeat Interval

デフォルトは 180分（3時間）で

す。 範囲は 30 ～ 1440 分です。

PSAPが緊急通報者に電話をかけ直すこと

ができるように、コールルートマッピン

グを保存しておく時間。

Active Call Timeout

緊急コールの受信時にEmergency
Responder から警備員に電子メー

ルまたは電子メールベースのペー

ジを送信する場合は、電子メール

サーバを設定します。

メールサーバの IPアドレスまたは完全修

飾名（email.domain.com など）。

SMTP Mail Server

警備員に送信される電子メールま

たはページは、この電子メール

アカウントから配信されます。

メール サーバを設定する場合は、電子

メールの送信に使用可能なサーバ上の電

子メール アカウントを入力する必要があ

ります。

Source Mail ID

Emergency Responder からシステ

ム管理者に送信される電子メール

またはページは、この電子メール

アカウントに送信されます。

Emergency Responderからシステムに関す

る重要情報が送信されるメール アカウン

ト。

System
Administrator Mail
ID

Emergency Responder を Unified
CM ユーザとして作成したとき

に、発信者変更をイネーブルにし

た場合は、このフラグをセットす

る必要があります。

発信者番号の動的変更。 1 つのルート パ

ターンに対して複数の ELIN 番号を設定

することによって、ルート パターンの数

を減らすことができます。 ELIN 番号は

一意にする必要があります。

Enable Calling Party
Modification

CiscoWorks2000 Syslog Collector へのログ

メッセージの書き込みをイネーブル/ディ

セーブルにするプルダウン メニュー。

Syslog
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コメント説明フィールド

この制限は、各 Emergency
Responder Web サイトに対して個

別に強制されます。

• Emergency Responder
Administration

• Emergency Responder
Serviceability

• Emergency Responder User

• Emergency Responder Admin
Utility

[Limit Concurrent Sessions]がイネーブルに

なっている場合は、この制限がすべての

ユーザに適用されます。

Max. number of
concurrent sessions

変更を保存してアクティブにするには、

[Update Settings] をクリックします。

[Update Settings] ボ

タン

このページ上のフィールドを最後に保存

された設定に戻すには、[Cancel Changes]
をクリックします。

[Cancel Changes]ボ

タン

関連トピック

サーバ グループのセットアップ, （116 ページ）

Syslog からの情報収集, （297 ページ）

同時セッションの最大数の制限, （114 ページ）

スイッチ IP アドレス変更の動的なトラッキング, （151 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Telephony Settings
[System] > [Telephony Settings] を選択すると、[Telephony Settings] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者権限が必要です。

説明

[Telephony Settings] ページは、Emergency Responder グループによって使用される電話番号とテレ

フォニー ポートを定義するために使用します。

表 24：[Telephony Settings] ページ, （314 ページ） に、[Telephony Settings] ページの説明を示しま

す。
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コメント説明フィールド

新しいルート パターンまたはト

ランスレーション パターンを追

加するには、テキスト ボックス

をクリックして、数字とワイル

ドカード（スペースは使用不可）

を含むルート パターンを入力

し、[Add] をクリックします。

既存のルート パターンを更新す

るには、該当するルート パター

ンをクリックして、パターンを

変更し、[Update]をクリックしま

す。

既存のルート パターンを削除す

るには、該当するルート パター

ンをクリックして、[Remove] を

クリックします。

既存の変更をキャンセルして最

後に保存された設定値に戻すに

は、[Cancel Changes] をクリック

します。

Intrado Emergency Response Location（ERL;
緊急応答ロケーション）のルート パター

ン/トランスレーション パターンを入力し

ます。 IntradoERLは Intradoから提供され

るERLです。 IntradoERLには、このペー

ジ上で設定されたルート パターンのみが

表示されます。新しいルートパターン/ト
ランスレーション パターンを追加するこ

とも、既存のルート パターン/トランス

レーション パターンを更新または削除す

ることもできます。

Intrado
Route/Translation
Pattern

関連トピック

サーバのグループ テレフォニー設定のセットアップ, （117 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Server Settings for Emergency ResponderServerGroup
[System] > [Server Settings]を選択すると、[Server Settings for Emergency ResponderServerGroup]ペー

ジが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者権限が必要です。

説明

EmergencyResponderサービスが開始されると、EmergencyResponderサーバがEmergencyResponder
グループに追加されます。 （新しいシステムへのインストール, （54 ページ）を参照）。
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電子メール アラートが送信されるタイミングフィールド

電話機の追跡中にユーザライセンス数が0になっ

た場合

Available user licenses get exhausted during phone
tracking

電話機に関するスイッチポート変更報告をイネー

ブルにした場合

Switch Port location change reporting

ロケーション変更報告電子メール アラートから

Cisco Unified IP Communicator を除外した場合

Suppress IP Communicator location change
reporting

電子メール アラート設定を更新します。[Update Settings] ボタン

電子メールアラート設定に対する変更をキャンセ

ルします。

[Cancel Changes] ボタン

関連トピック

Onsite Alert Settings, （325 ページ）

サーバ グループのセットアップ, （116 ページ）

Add Subscriber
[System] > [Add Subscriber] を選択すると、[Add Subscriber] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Add Subscriber] ページは、Emergency Responder サーバ グループにサブスクライバ サーバを追加

するために使用します。 サブスクライバ情報を追加したら、次の作業のいずれかを実行する必要

があります。

• インストール中にプロンプトが表示された場合は、正しいパブリッシャサーバ情報が入力さ

れていることを確認してください。

作業前の準備

サブスクライバ サーバを設定する前に、パブリッシャ サーバを設定する必要があります。

表 28：[Add Subscriber] ページ, （323 ページ） に、[Add Subscriber] ページの説明を示します。
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コメント説明フィールド

Emergency ResponderがERLから緊急

コールを受信すると、ERL の連絡先

のオンサイト アラート番号を呼び出

して、緊急コールが発信された電話

番号を含む事前に録音されたメッセー

ジを再生します。

Emergency Responder では、先頭に

「+」が付いた E.164 番号はオンサイ

トのセキュリティ電話番号としてサ

ポートされません。 Unified CM で設

定されたオンサイトのセキュリティ

電話番号が、先頭に「+」が付いた

E.164 である場合は、Emergency
Responder で先頭に「+」を付けずに

オンサイトのセキュリティ電話番号

を設定し、Emergency Responder から

受信したときにオンサイトのセキュ

リティ電話番号の先頭に「+」を付け

るように、UnifiedCMでトランスレー

ション パターンを設定する必要があ

ります。 E.164 ダイヤル プランでの

セキュリティ担当者の割り当て, （

89 ページ）を参照してください。

オンサイト アラート連絡先の電話番

号。 この番号は音声電話番号にする

必要があります。ボイスメール シス

テムまたは自動受付の番号は入力し

ないでください。

Onsite Alert Number

Emergency Responder は、ERL から緊

急コールを受信すると、その ERL に

関連付けられたオンサイト アラート

連絡先に電子メールを送信します。

電子メール IDが電子メールページン

グ システム用の場合は、電子メール

の代わりにページが連絡先に送信さ

れます。 この電子メールまたはペー

ジには、緊急コールが発信された電

話番号が含まれています。

オンライン アラート連絡先の電子

メール アドレス（email@domain.com
など）。

Onsite Alert Email
Address

[Pager Alert Setting]ページ上のフィー

ルドを設定することによって、ポケッ

トベルに送信されるメッセージのサ

イズを制限することができます。

Pager Alert Settings, （328 ページ）を

参照してください。

オンサイト アラート連絡先のポケッ

トベル電子メール アドレス

（<pager_number>@domain.com な

ど）。

Onsite Alert Pager
Address
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Emergency Responder オンサイト アラート担当者の準備, （251 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Pager Alert Settings
[ERL] > [Pager Alert Configurations] を選択すると、[Pager Alert Settings] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Pager Alert Configurations] ページは、ポケットベルに送信するフィールドを選択して、それらの

ラベルを編集することによって、システム全体のポケットベル メッセージのサイズを制限するた

めに使用します。

表 31：Pager Alert Settings, （328 ページ） に、[Pager Alert Settings] ページの説明を示します。

表 31：Pager Alert Settings

説明フィールド

次のフィールドを選択して、それらに関連付けられたラベルを編集する

ことによって、送信するポケットベル メッセージのサイズを制限する

ことができます。

• Extension

• ERL

• Location

• Time

• Server

ポケットベルに表示するフィールドを選択するには、フィールドの隣に

あるボックスをオンにします。

ポケットベルに送信するラベルを編集するには、そのフィールドのテキ

スト ボックスをクリックします。

加えた変更を保存するには、[Update Settings] をクリックします。[Update Settings]ボタン

デフォルトのポケットベルとラベルの設定を復元するには、[Restore
Defaults] をクリックします。

[Restore Defaults] ボタ

ン
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コメント説明フィールド

ERLをコピーしても、ERL内で

一意にすべき情報はコピーされ

ません。

詳細については、AddNewERL,
（331ページ）を参照してくださ

い。

検索条件を選択して、[Find]をクリックす

ると、既存の ERL が一覧表示されます。

すべての ERL を一覧表示するには、条件

を入力せずに [Find] をクリックします。

ドロップダウン メニューから、検索ごと

にページ単位で表示するレコード件数を選

択することができます。

検索結果リストでは、次の操作を実行でき

ます。

• エントリをクリックすると、その特

性を表示して更新することができま

す。

• ALI データが同じ新しい ERL を作成

するには、[Copy] アイコンをクリッ

クします。

• ERLを削除するには、[Delete]アイコ

ンをクリックします。

• ERL に加えられた変更履歴を表示す

るには、[Audit Trail] 列の [view...] を

クリックします。 詳細については、

ERLAudit Trail, （407ページ）を参照

してください。

Find Conventional
ERL where...

詳細については、AddNewERL,
（331ページ）を参照してくださ

い。

デフォルトERLを設定してから、他のERL
を設定する必要があります。

デフォルト ERLは、他に ERL設定が見当

たらない場合にコール ルーティングに使

用されるシステム定義の ERL です。

アップグレード シナリオでの

データ移行で、デフォルト ERL
に割り当てられた手動設定電話

機が存在する場合は、その設定

が変更されるまでその状態が維

持されます。

（注）

Configure Default
ERL

詳細については、AddNewERL,
（331ページ）を参照してくださ

い。

新しい ERL を作成するには、[Add New
ERL] をクリックします。

Add New ERL
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コメント説明フィールド

既存のERLの名前は変更するこ

とができません。ERL名を変更

するには、新しいERLを作成し

てから、古い ERL を削除しま

す。

先行スペースと後続スペースは

削除されます。

ERL の名前。 使用する命名方法が重要で

す。 ERL 名は、セキュリティ チームが緊

急コールを受けたときに最初に目にするも

のの 1 つです。 この名前がわかりやすけ

れば、チームはすばやくコールに対処する

ことができます。

たとえば、Building J という名前の 3 階建

てのビルでフロアごとに 1 つずつの ERL
を作成する場合は、それらの名前を

BldgJ-Floor1、BldgJ-Floor2、BldgJ-Floor3
にします。

ERL 命名方法はセキュリティ チームと協

力して策定してください。

ERL Name

新しいERLの説明を入力します（任意）。Description

この設定は、[ERL Information for
Default]ページでは使用できませ

ん。デフォルト ERL はテスト

ERL として使用できません。

この ERL がテストに使用される場合に、

このチェックボックスをオンにします。

テスト ERL は、Emergency Responder が
CiscoWorks IP TelephonyEnvironmentMonitor
（ITEM）によってモニタされている場合

に使用することができます。

テスト ERL のセットアップ, （136 ペー

ジ）を参照してください。

Test ERL (Used for
Synthetic Testing)
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コメント説明フィールド

N、S、E、W、NE、NW、SE、SW
のいずれかにすることができます。

通り名に含まれている場合の後続方向

指示（北を示す N など）。

Post Directional

32 文字以下に制限されています。住所の地域名（市、町、区名など）。Community Name

2 文字以下に制限されています。2 文字の州の略語。State

ERL に関連付けられた代表番号の 3 桁

のエリア コード。

Main NPA

7 文字以下に制限されています。ERL に関連付けられた代表電話番号。

これは、ERL の警察施設の番号にする

ことができます。

Main Telephone No.

サービス クラスが不明の場合は、

サービス プロバイダーにお問い合

わせください。

ERLのサービスクラスを選択します。Class of Service

サービス クラスが不明の場合は、

サービス プロバイダーにお問い合

わせください。

ERLのタイプオブサービスを選択しま

す。

Type of Service

4文字以下に制限されています。こ

の IDはサービス プロバイダーにお

問い合わせください。

電話局を運営している Local Exchange
Carrier（LEC;地域通信事業者）の交換

ID。

Exchange

32 文字以下に制限されています。ERL に関連付けられた加入者名。通常

は、会社名。

Customer Name

10 文字以下に制限されています。

必要な場合は、有効な注文番号を

サービス プロバイダーにお問い合

わせください。

このレコードを設定または更新するア

クティビティのサービス注文番号。

Order Number

これは、読み取り専用フィールドで

す。

レコードが作成された日付。Extract Date

4 文字以下に制限されています。ゾーンの国識別コード。 米国では、国

勢調査局によって国に割り当てられた

FIPS コードを使用します。

County ID

5 文字以下に制限されています。NENA に登録されている国識別コー

ド。

Company ID
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5 文字以下に制限されています。住所の郵便番号。Zip Code

4 桁以下に制限されています。ZIP+4 番号。Zip Code Extension

3 文字以下に制限されています。

このフィールドを変更すると、

Emergency Responder によって、古

いコードを持つ ALI を削除するた

めの削除レコードと、新しいコード

を持つ ALI を追加するための挿入

レコードが生成されます。 この削

除/挿入シーケンスは、次に ALI を

エクスポートするときにのみ生成さ

れます。このエクスポート ファイ

ルがサービス プロバイダーに提出

されていることを確認する必要があ

ります。

顧客コード。 コードが不明の場合は、

サービス プロバイダーにお問い合わせ

ください。

Customer Code

30 文字以下に制限されています。オプションのコメント。ERLから緊急

コールが発信された場合に、これらの

コメントが PSAP に表示されます。

コメント

9 桁以下に制限されています。ERL の経度。Longitude

9 桁以下に制限されています。ERL の緯度。Latitude

5 桁以下に制限されています。ERL の高度。Elevation

6 文字以下に制限されています。課税区画レート コード。TAR Code

60 文字以下に制限されています。電話の正確な場所を特定するために役

立つ、自由形式の追加の場所情報。

この情報は、緊急コールが発信された

ときに、ERL 名と一緒にセキュリティ

担当者に表示されるため、このフィー

ルドは発信者の特定を支援するために

使用します。 たとえば、定義された所

在地住所を、このページの他のフィー

ルドに繰り返し入力することができま

す。

Location
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コメント説明フィールド

予約領域への入力が必須かどうか

は、サービス プロバイダーにお問

い合わせください。

NENA 要件と CSV 要件が違う場合

があることに注意してください。

たとえば、ERLインポートでは、予

約フィールドに何も入力する必要が

ありません。 すべての ERL レコー

ドを空にしても、Emergency
Responder でそのファイルのイン

ポートが許可されます。 ただし、

ファイルからフィールド自体を削除

しないようにする必要があります。

レコード内にフィールドが存在する

必要があります。フィールドはカン

マ区切りの空文字列にすることがで

きます。

サービス プロバイダーで有効な ALI
ファイルを作成するために必要な情報。

Reserved

このボタンは、新しい ERL に関す

る情報を入力したときにのみ使用可

能になります。

変更を保存して、[EnterALI Information]
ページを閉じるには、[Save and Close]
をクリックします。

[Save and Close] ボ

タン

このボタンは、設定済みの ERL が

表示されている場合にのみ使用可能

になります。

変更を保存するには、[UpdateALI Info]
をクリックします。

[Update ALI Info]
ボタン。

このページ上のフィールドを最後に保

存された設定に戻すには、[Cancel
Changes] をクリックします。

[Cancel Changes]ボ

タン

ウィンドウを閉じるには、[Close]をク

リックします。

[Close] ボタン

関連トピック

デフォルト ERL のセットアップ, （129 ページ）

各 ERL および自動ロケーション情報（ALI）のセットアップ, （131 ページ）

複数の ERL のインポート, （133 ページ）

Export PS-ALI Records, （409 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）
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E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Export ERL Data
[Find ERL Data] ページ（[ERL] > [Conventional ERL] を選択したときに表示される）で [Export] リ

ンクをクリックすると、[Export ERL Data] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Export ERLData]ページは、個人的に使用する ERLエクスポート ファイルを作成するために使用

します。ERL エクスポート ファイルはサービス プロバイダーに提出しないでください。 たとえ

ば、ERLエクスポートファイルは、設定をバックアップしたり、設定を別のEmergencyResponder
サーバに移動したりするために使用します。

ALI データを更新するためにサービス プロバイダーに送信するファイルを作成するには、Export
PS-ALI Records, （409 ページ）を参照してください。

表 35：[Export ERLData]ページ, （342ページ） に、[Export ERLData]ページの説明を示します。

表 35：[Export ERL Data] ページ

説明フィールド

エクスポート ファイルで使用すべきファイル形式。 ERL データの場合は、

comma separated value（csv; カンマ区切り値）か XML のどちらかです。

Select Export Format

作成するファイルの名前。 ファイル拡張子を含めないでください。Enter Export File
Name

エクスポート ファイルを作成するには、[Export] をクリックします。[Export] ボタン

ウィンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。[Close] ボタン

関連トピック

ALI 送信およびサービス プロバイダーの要件, （23 ページ）

ERL 情報のエクスポート, （138 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）
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Import ERL Data
[Find ERL Data] ページ（[ERL] > [Conventional ERL] を選択したときに表示される）で [Import] リ

ンクをクリックすると、[Import ERL Data] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Import ERL Data]ページは、ERLデータが定義されたファイルから一度に複数の ERLを作成また

は更新するために使用します。このファイルは、必要な形式（csvまたはxml）のいずれかで情報

を保存可能なスプレッドシートを使用して作成します。インポートファイルを作成する前に、こ

のページのサンプルを確認してください。

多数の ERL を更新する必要がある場合は、ERL データをエクスポートして、エクスポート ファ

イルを更新し、そのファイルを再度インポートします。

アップロード ユーティリティを使用して、ERL データを含むファイルをローカル システムから

アップロードすることもできます。その後で、ERLデータをインポートすることができます。 詳

細については、ファイルのアップロード, （99 ページ）を参照してください。

表 36：[Import ERLData]ページ, （343ページ） に、[Import ERLData]ページの説明を示します。

表 36：[Import ERL Data] ページ

説明フィールド

インポートするファイルに使用される形式を選択します。

形式を選択したら、[View sample file] をクリックして、予想される形式

と値のシーケンスの例を確認します。 このサンプル情報を使用して、

スプレッドシートでインポート ファイルを作成します。

Select Import Format

ERL データをインポートするファイルを選択します。Select File to Import

ファイルをローカルシステムからアップロードするには、[Upload]をク

リックします。 詳細については、ファイルのアップロード, （99 ペー

ジ）を参照してください。

[Upload] ボタン

インポート ファイルからEmergencyResponderデータベースにERLデー

タを追加するには、[Import] をクリックします。

インポートされたERLデータによって、Emergency Responder
データベース内の競合するデータが上書きされます。

（注）

[Import] ボタン

ウィンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。[Close] ボタン
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コメント説明フィールド

ERL をコピーして

も、ERL 内で一意

にすべき情報はコ

ピーされません。

既存のOff-Premise ERLを一覧表示するには、検索条件

を選択して、[Find] をクリックします。 すべての ERL
を一覧表示するには、条件を入力せずに [Find]をクリッ

クします。 ドロップダウン メニューから、検索ごとに

ページ単位で表示するレコード件数を選択することが

できます。

検索結果リストでは、次の操作を実行できます。

• エントリをクリックすると、その特性を表示して

更新することができます。

• ALI データが同じ新しい ERL を作成するには、

[Copy] アイコンをクリックします。

• ERLを削除するには、[Delete]アイコンをクリック

します。

• ERLに加えられた変更履歴を表示するには、[Audit
Trail]列の [view...]をクリックします。 詳細につい

ては、ERL Audit Trail, （407 ページ）を参照して

ください。

Find Off-Premises
ERL where...

新しい ERL を作成するには、[Add New ERL] をクリッ

クします。

Add New ERL

関連トピック

Add New ERL, （345 ページ）

Secondary Status, （348 ページ）

Emergency Responder での構外ユーザのサポートのセットアップ, （176 ページ）

Add New ERL
[Find Intrado ERL Data] ページ（[ERL] > [Off-Premise ERL] > [Search and List] を選択したときに表

示される）で、[Add New ERL] を選択すると、[Add New ERL (Off-Premise phones)] ページが表示

されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。
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コメント説明フィールド

事前に、オンサイト アラート担

当者のリストに連絡先を追加し

ておく必要があります。 詳細に

ついては、Onsite Alert Settings,
（325ページ）を参照してくださ

い。

対応可能なすべてのオンサイト アラート

担当者の IDが表示されるテキスト ボック

ス。

Available Onsite
Alert IDs

ERLに割り当てるオンサイトアラート（セ

キュリティ）連絡先を選択します。 ERL
から緊急コールが発信されると、これらの

連絡先に通知されます。 連絡先を追加す

るには、[Available Onsite Alert IDs] リスト

からオンサイト アラート ID を選択して

[Add]をクリックします。そうすると、そ

の連絡先 IDが [Onsite Alert IDs for the ERL]
テキスト ボックスに表示されます。

[Add] ボタン

ERLの連絡先を削除するには、[OnsiteAlert
IDs for the ERL] テキスト ボックスで該当

する IDを選択して [Remove]をクリックし

ます。

[Remove] ボタン

[Insert]ボタンは、新しいERLを

作成している場合にのみ使用可

能になります。

新しいERLに加えた変更を保存するには、

[Insert] をクリックします。

[Insert] ボタン

このページ上のフィールドを最後に保存さ

れた設定に戻すには、[Cancel Changes] を

クリックします。

[Cancel Changes]ボ

タン

[Update] ボタンは、既存の ERL
を変更している場合にのみ使用

可能になります。

ERL に加えた変更を保存するには、

[Update] をクリックします。

[Update] ボタン

ウィンドウを閉じるには、[Close]をクリッ

クします。 変更を保存するには、[Close]
をクリックする前に、[Update] または

[Insert] をクリックする必要があります。

[Close] ボタン

関連トピック

Off-Premises ERL, （344 ページ）

Secondary Status, （348 ページ）
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Emergency Responder での構外ユーザのサポートのセットアップ, （176 ページ）

Secondary Status
[ERL] > [Off-Premise ERL] > [Secondary Status] を選択すると、[Secondary Status] ページが表示され

ます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Secondary Status] ページは、エラーでフラグが立てられた構外電話番号レコード更新トランザク

ションに関する情報を Intrado Secondary Status データベースに問い合わせるために使用します。

これらのレコードには、次のデータが含まれています。

• 現在は Intrado データベース内に存在する修正済みレコード。

• 修正するために顧客に戻されたエラー レコード。

• Intrado データベースから削除されたエラー レコード。

Intrado Secondary Statusデータベースに、エラーを含む構外電話番号レコードを問い合わせること

ができます。

表 39：Secondary Status (Off-Premise Phones), （348 ページ） に、[Secondary Status for Off-Premise
phones] ページの説明を示します。

表 39：Secondary Status (Off-Premise Phones)

説明フィールド

検索条件を選択して、[Find]をクリックすると、Intradoのセカンダリ ス

テータス サーバに対する問い合わせの結果が一覧表示されます。

Find DIDs where...

関連トピック

Off-Premises ERL, （344 ページ）

Add New ERL, （345 ページ）

Emergency Responder での構外ユーザのサポートのセットアップ, （176 ページ）

Find Intrado ERL
[ERL] > [Intrado ERL] > [Intrado ERL (Search and List)] を選択すると、[Find Intrado ERL] ページが表

示されます。
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コメント説明フィールド

ALI 詳細で設定された特定の住所に対して Intrado から

指定されたサービス レベルを表示するには、[Level of
service] をクリックします。 Intrado は、次のサービス

レベルをサポートします。

• NoCoverage：Intradoは、選択的ルータにアクセス

することができず、コールバック番号と住所をそ

の住所を担当している PSAP に提供することがで

きません。

• Basic：現在サービスを提供している PSAP は、有

線回線サービスまたはVoIPサービスプロバイダー

を緊急支援できません。

• Enhanced：既存のE9-1-1選択的ルータ ネットワー

ク経由でコールを PSAP にルーティングすること

ができ、Intradoはコールバック番号と住所をPSAP
に提供することができます。

[Level of service]ボ

タン

複数の ERL を選択して、[Bulk TN Update] をクリック

すると、選択した ERL の ELIN が更新されます。

[Bulk TN Update]
ボタン

ERL データのエク

スポート方法につ

いては、ExportERL
Data, （342 ペー

ジ）を参照してく

ださい。

ERL設定を含むファイルを作成するには、[Export]リン

クをクリックします。

Export

ERL データのイン

ポート方法につい

ては、Import ERL
Data, （343 ペー

ジ）を参照してく

ださい。

別のファイルに保存された情報を使用して ERL を作成

または更新するには、[Import] リンクをクリックしま

す。 ERL データをインポートすることによって、一度

に複数の ERL を作成または更新することができます。

Import

関連トピック

Default ALI Values, （351 ページ）

Secondary Status, （352 ページ）

Intrado Schedule, （353 ページ）

View ALI Discrepancies, （354 ページ）

Intrado V9-1-1 for Enterprise Service, （169 ページ）
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View ALI Discrepancies, （354 ページ）

Emergency Responder と Intrado V9-1-1 Enterprise Services, （169 ページ）

Secondary Status
[ERL] > [Intrado ERL] > [Secondary Status]を選択すると、[Secondary Status]ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Secondary Status] ページは、エラーでフラグが立てられた電話番号レコード更新トランザクショ

ンに関する情報を Intrado Secondary Status データベースに問い合わせるために使用します。 これ

らのレコードには、次のデータが含まれています。

• 現在は Intrado データベース内に存在する修正済みレコード。

• 修正するために顧客に戻されたエラー レコード。

• Intrado データベースから削除されたエラー レコード。

Intrado Secondary Statusデータベースに、修正済みのエラーを含む電話番号レコードを問い合わせ

ることができます。

表 42：Secondary Status (Intrado Phones), （352ページ） に、Intradoがサービスを提供している電話

機の [Secondary Status] ページの説明を示します。

表 42：Secondary Status (Intrado Phones)

説明フィールド

検索条件を選択して、[Find]をクリックすると、Intradoのセカンダリ ス

テータス サーバに対する問い合わせの結果が一覧表示されます。

Find ELINS where...

関連トピック

Find Intrado ERL, （348 ページ）

Default ALI Values, （351 ページ）

Intrado Schedule, （353 ページ）

View ALI Discrepancies, （354 ページ）

Emergency Responder と Intrado V9-1-1 Enterprise Services, （169 ページ）
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コメント説明フィールド

既存のスケジュールが表示され

ている場合にのみ使用可能にな

ります。

スケジュールに加えた変更を保存するに

は、既存のスケジュールが表示されている

ときに [Update] をクリックします。

[Update] ボタン

Add New Schedule

関連トピック

Find Intrado ERL, （348 ページ）

Default ALI Values, （351 ページ）

Secondary Status, （352 ページ）

View ALI Discrepancies, （354 ページ）

Emergency Responder と Intrado V9-1-1 Enterprise Services, （169 ページ）

View ALI Discrepancies
[ERL] > [Intrado ERL] > [View ALI Discrepancies] を選択すると、[View ALI Discrepancies] ページが

表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[View ALI Discrepancies] ページは、ローカル Emergency Responder データベースに保存された ALI
データと、Intrado データベース内のこの ELIN に関する ALI データのレコード内での不一致を確

認するために使用します。

表 44：ALI Discrepancies, （354 ページ） に、[Find ALI Discrepancies] ページの説明を示します。

表 44：ALI Discrepancies

説明フィールド

探している ELIN を選択するための検索条件を入力します。

すべての ELINを検索する場合は、条件を入力せずに [Find]をク

リックします。

検索を絞り込むには、ドロップダウンリストから検索するフィー

ルドを選択して、検索関係（[is contains]や [begins with]など）を

選択し、検索文字列を入力します。 [Find] をクリックします。

Find ELIN where...
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説明フィールド

ローカル Emergency Responderデータベースと Intradoデータベースから

の ALI フィールド情報のリスト：

• House Number

• House Suffix

• Street Name

• Prefix Directional

• Street Suffix

• Post Directional

• Community Name

• State

• Main NPA

• Class of Service

• Type of Service

• Exchange

• Customer Name

• Order Number

• Extract Date

• County ID

• Company ID

• Zip Code

• Zip Code Extension

• Customer Code

• Comments

• Longitude

• Latitude

• Elevation

• TAR Code

• Location

• Reserved

ALI Fields

変更をローカル Emergency Responder データベースに保存するには、

[Save] をクリックします。

[Save] ボタン
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コメント説明フィールド

このページでは、スイッチを定義

するのではなく、read コミュニ

ティ ストリングに IP アドレス パ

ターンを関連付けるだけです。

Emergency Responder は、[LAN
Switch Details] ページで特定され

たスイッチと一緒にこのストリン

グを使用します。 詳細について

は、LANSwitchDetails, （366ペー

ジ）を参照してください。

1つの IPアドレスに対して 2つ以

上のパターンが一致すると、

Emergency Responder では、最も

近い一致パターンに関連付けられ

たSNMPストリングが使用されま

す。

SNMP readコミュニティ ストリングを定

義するスイッチの IPアドレスまたはホス

ト名。

すべてのスイッチに対して同じ read コ

ミュニティ ストリングを使用する場合

は、*.*.*.*.というエントリを定義するだ

けで済みます。

スイッチのセットに対して別々の readコ

ミュニティ ストリングを使用する場合

は、変数と範囲を使用して、それぞれの

セットを定義することができます。たと

えば、10.1.115.0 ～ 10.1.125.0 の 10 台の

スイッチがある場合は、IPアドレスとし

て 10.1.115-125.0 を使用することができ

ます。 *.*.115-125.* のように、範囲と変

数を組み合わせることもできます。

IP Address/Host
Name

デフォルトは 10 秒です。 最適値

は 10 ～ 15 秒です。

EmergencyResponderで試行されたスイッ

チへの SNMP接続が失敗と見なされる秒

単位の時間。詳細については、再試行の

説明を参照してください。

Timeout

デフォルトは2回です。この数値

には最初の試行が含まれません。

つまり、再試行回数が 2 の場合

は、Emergency Responder は最大

で 3 回（最初の試行 + 2 回の再試

行）スイッチへの接続を試みま

す。

最適値は 2 ～ 3 回です。

EmergencyResponderがスイッチへの接続

を試みる回数。

再試行ごとに、前回のタイムアウトが 2
倍され、スイッチが応答を返すのに十分

な時間が確保されます。たとえば、タイ

ムアウトとして10を指定した場合は、最

初の試行が 10秒でタイムアウトし、2回

目の試行が 20秒でタイムアウトし、3回

目の試行が 40 秒でタイムアウトすると

いった具合です。

Maximum Retry
Attempts

デフォルトは、SNMP設定リスト

でカバーされない IP アドレスを

表す public です。

スイッチのSNMP readコミュニティ スト

リング。

Read Community

エントリを SNMP設定のリストに追加す

るには、[Insert] をクリックします。

[Insert] ボタン
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コメント説明フィールド

この Emergency Responder グループ

に対して定義された
CiscoUnifiedCommunicationsManager
サーバのリスト。 サーバの

EmergencyResponder設定を表示して

変更するには、サーバリンクまたは

[Edit] アイコンをクリックします。

サーバを削除するには、[Delete] ア

イコンをクリックします。

[Cisco Unified
Communications
Manager] リスト

関連トピック

Cisco Unified Communications Manager クラスタの指定, （121 ページ）

Emergency Responder Cisco Unified Communications Manager ユーザの作成, （88 ページ）

必要な CTI ポートの作成, （71 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

LAN Switch Details
[Phone Tracking] > [LAN Switch Details] を選択すると、[LAN Switch Details] ページが表示されま

す。

Cisco Emergency Responder は、LAN スイッチの SNMP バージョン 1、バージョン 2、および

バージョン 2C をサポートします。

（注）

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者またはネットワーク管理者の権限が必要です。

説明

[LAN Switch Details]ページは、Emergency Responderによって管理されるスイッチを追加、削除、

または変更するために使用します。 電話機を接続するすべてのスイッチが特定されていることを

確認してください。 このページでスイッチを入力する場合は、スイッチ ポートを ERL にしか割

り当てることができません。 未定義のスイッチまたはポートに接続された電話機は Emergency
Responder に位置未確認の電話機として一覧表示され、デフォルト ERL に割り当てられます。

表 50：[LAN Switch Details] ページ, （367 ページ） に、[LAN Switch Details] ページの説明を示し

ます。
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説明フィールド

スイッチ定義を別のファイルにエクスポートするには、[Export] リンク

をクリックします。 詳細については、ExportLANSwitch, （368ページ）

を参照してください。

Export

スイッチのリストを Emergency Responder 設定にインポートするには、

[Import]リンクをクリックします。 このリストは、ネットワーク管理ソ

フトウェアからエクスポートすることができます。 詳細については、

Import LAN Switch, （369 ページ）を参照してください。

Import

関連トピック

LAN スイッチの指定, （145 ページ）

スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスの実行（手動）, （150 ページ）

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Export LAN Switch
[LAN Switch Details] ページ（[Phone Tracking] > [LAN Switch Details] を選択したときに表示され

る）で [Export] をクリックすると、[Export LAN Switch] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者またはネットワーク管理者の権限が必要です。

説明

[Export LAN Switch] ページは、Emergency Responder スイッチ設定を含むファイルを作成するため

に使用します。

EmergencyResponder内のいくつかのスイッチエントリを更新する必要がある場合は、スイッチ情

報をエクスポートして、スプレッドシートを使用してエクスポート ファイルの内容を変更してか

ら、そのファイルを再度インポートします。

ダウンロードユーティリティを使用して、ファイルをローカルシステムにダウンロードすること

もできます。 詳細については、ファイルのダウンロード, （98 ページ）を参照してください。

表 51：[Export LANSwitch]ページ, （368ページ） に、[Export LANSwitch]ページの説明を示しま

す。

表 51：[Export LAN Switch] ページ

説明フィールド

ファイルに使用される形式（CSV など）。Select Export Format
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Run Switch-Port and Phone Update
[PhoneTracking/RunSwitch-Port&PhoneUpdate]を選択すると、ダイアログボックスが開いて「Press
Okay to run Switch-Port and Phone update process on Emergency Responder」というプロンプトが表示

されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Run Switch-Port and Phone Update]ページは、スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスを手動で

実行するために使用します。

関連トピック

スイッチ ポートおよび電話機更新プロセスの実行（手動）, （150 ページ）

電話機トラッキングとスイッチ更新スケジュールの定義, （144 ページ）

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）

Emergency Responder のスイッチ要件, （141 ページ）

Switch Port Details
[ERL Membership] > [Switch Ports] を選択すると、[Switch Port Details] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Switch Port Details]ページは、スイッチ ポートを ERLに割り当てるために使用します。 この割り

当てを使用すると、Emergency Responderで、設定済みのポート経由でネットワークに接続してい

る電話機に正しい ERL を割り当てることができます。

スイッチ ID、モジュール ID、およびポート ID の組み合わせで一意に識別可能なポートが実装さ

れたCiscoCatalyst 3750などのスイッチをサポートするために、EmergencyResponderでは次のポー

ト命名規則が使用されます。

• IfName：スイッチCLIと同様にポートに付けられた新しいフィールド表示名（Fa1/5やGi2/0/1
など）。

◦ ポート ID：モジュール ID/ポート ID の代わりに使用されます。

◦ {optional} <<スイッチ ID（Cisco Catalyst 3750 などのスタッカブル スイッチの場合）>>/
{optional} <<スイッチ内のモジュールの相対位置>> / <<モジュール内のポートの相対位

置>> が含まれています。
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コメント説明フィールド

Emergency
Responderには、一

度に最大1,000件の

スイッチ ポート レ

コードが表示され

ます。 検索結果が

1,000スイッチ ポー

トを超えた場合

は、検索を絞り込

むためのエラー

メッセージが表示

されます。

大量のポートが検

索条件と一致した

場合は、複数ペー

ジにわたって表示

されます。 ページ

の下部にある

[First]、[Previous]、
[Next]、および

[Last]リンクを使用

してページ間を移

動します。 [Page]
フィールドに特定

のページ番号を入

力してEnterを押せ

ば、そのページに

移動することもで

きます。

検索条件と一致するスイッチ ポートのリスト。1 行 1
ポートで表示されます。

選択したポートに ERL を割り当てるには、スイッチ詳

細の左側にあるチェックボックスをオンにして、テキ

スト ボックスに ERL 名を入力するか、[Search ERL] を

クリックして ERL を検索し、選択してから、[Assign
ERL] をクリックします。

ポートの電話機ロケーションを表示して更新するには、

そのポートの [Location] 列で [View] リンクをクリック

します。

リストに表示されたフィールドを変更したり、その順

序を変更したりするには、[Edit View] をクリックしま

す。 このアクションによって、別の [Edit View] ページ

が開きます。

• フィールドを追加するには、[AvailableFields]リス

トでそれを選択して [>]（右矢印）をクリックしま

す。

• フィールドを削除するには、[Selected Fields] リス

トでそれを選択して [<]（左矢印）をクリックしま

す。

テーブル ビューから ERL 名は削除できませ

ん。

（注）

[Edit Table View]ページの変更を保存するには、[Apply]
をクリックします。 ウィンドウを閉じるには、[Close]
をクリックします。

ERL とスイッチ ポート間の設定を別のファイルにエク

スポートするには、[Export]をクリックします。詳細に

ついては、Export Switch Ports, （374 ページ）を参照し

てください。

Export

ERL/ポート マッピングのセットをEmergencyResponder
設定にインポートするには、[Import] をクリックしま

す。 詳細については、Import Switch Ports, （375 ペー

ジ）を参照してください。

Import
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説明フィールド

[Configure IP Subnets] ページに加えた変更をキャンセルするには、[Cancel
Changes] をクリックします。

[Cancel Changes]ボタンは、[Configure IP Subnets]ページにのみ表

示されます。

（注）

[Cancel Changes] ボ

タン

新しい IPサブネットを設定するには、[AddNew IP Subnet]をクリックしま

す。 [Configure IP Subnets] ページが表示されます。 詳細については、

Configure IP Subnet, （378 ページ） を参照してください。

Add New IP Subnet

IP サブネット設定情報を含むファイルを作成するには、[Export] をクリッ

クします。 [Export IP Subnet] ページが表示されます。 詳細については、

Export IP Subnets, （380 ページ）を参照してください。

Export

ファイルから IPサブネット設定情報をインポートするには、[Import]をク

リックします。 [Import IP Subnet] ページが表示されます。 詳細について

は、Import IP Subnets, （381 ページ）を参照してください。

Import

Configure IP Subnet
[Configure IP Subnet]ページにアクセスするには、[ERLMembership] > [IP Subnets]を選択して [Add
New IP Subnet] リンクを選択します。 [Configure IP Subnet] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Configure IP Subnet] ページは、IP サブネットとその ERL を手動で定義するために使用します。

次の条件のいずれかが該当する場合は、IP サブネットを手動で定義する必要があります。

• EmergencyResponderで、電話機が無線の場合などに、電話機のタイプを自動的に追跡できな

い。 電話機のサポートについては、ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの要

件, （5 ページ）を参照してください。

• CiscoWorks IP Telephony Environment Monitor（ITEM）2.0 を使用して、Emergency Responder
システムの動作状態をモニタしている。 サブネットを作成し、テスト ERL を設定してそれ

らをサブネットに関連付け、模擬電話機をそのテスト ERL に属するように設定している。

IPサブネットベースのERLのセットアップ, （135ページ）および模擬電話機, （167ページ）

を参照してください。

表 57：[Configure IP Subnet] ページ, （379 ページ） に、[Configure IP Subnet] ページの説明を示し

ます。
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表 57：[Configure IP Subnet] ページ

説明フィールド

Add New IP Subnet

定義するサブネットの IP アドレス。Subnet ID

定義するサブネットのマスク。Subnet Mask

新しい IP サブネットのロケーション。Location（任意）

サブネットに割り当てる ERL。 有効な ERL 名を入力するか、[Search
ERL] をクリックして ERL を検索して選択します。

ERL Name

サブネットを追加するには、[Insert] をクリックします。

[Insert] をクリックすると、Emergency Responder から、今すぐスイッチ

上でスイッチ ポートおよび電話機更新プロセスを実行するかどうかが

尋ねられます。 今すぐプロセスを実行する場合は [OK]をクリックし、

すぐにプロセスを実行せずに IP サブネットを設定に追加するだけの場

合は [Cancel] をクリックします。

[Insert] ボタン

このページ上のフィールドを最後に保存された設定に戻すには、[Cancel
Changes] をクリックします。

[Cancel Changes]ボタン

関連トピック

IP サブネットベースの ERL のセットアップ, （135 ページ）

模擬電話機, （167 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

IP Subnet Phones
[ERL Membership/ IP Subnets] を選択して、IP サブネット検索から返された任意のレコードに含ま

れる [View Phones] アイコンをクリックすると、[IP Subnet Phones] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[IP Subnet Phones]ページは、Emergency Responderによって検出されたすべての IPサブネット電話

機を表示するために使用します。
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[IP Subnet Phones] ページには、IP サブネットごとのサブネット ID とサブネット マスクが表示さ

れ、IP サブネット内で追跡されたすべての電話機と最後の電話機が追跡された時間が一覧表示さ

れます。

関連トピック

Find and List IP Subnets, （376 ページ）

Configure IP Subnet, （378 ページ）

Export IP Subnets
[Export IP Subnets] ページにアクセスするには、[ERL Membership] > [IP Subnets] を選択します。

[Find and List IP Subnets] ページで、[Export] リンクをクリックします。 [Export IP Subnets] ページ

が表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Export IP Subnets] ページは、Emergency Responder エクスポート IP サブネット設定を含むファイ

ルを作成するために使用します。

大量のエクスポート IPサブネットを更新する必要がある場合は、電話機データをエクスポートし

て、スプレッドシートを使用してファイルの内容を変更してから、そのファイルを再度インポー

トします。

ダウンロードユーティリティを使用してファイルをダウンロードして、それをローカルシステム

上で変更してから、アップロード ユーティリティを使用してアップロードすることもできます。

詳細については、ファイルのダウンロード, （98 ページ）を参照してください。

表 58：[Export IP Subnets]ページ, （380ページ） に、[Export IP Subnets]ページの説明を示します。

表 58：[Export IP Subnets] ページ

説明フィールド

インポートするファイルに使用される形式を選択します。

形式を選択したら、[view sample file] をクリックして、予想される形式

と値のシーケンスの例を確認します。 このサンプル情報を使用して、

スプレッドシートでインポート ファイルを作成します。

Select Export Format

作成するファイルの名前。 ファイル拡張子を含めないでください。Enter Export File Name

インポート ファイルから Emergency Responder設定にデータを追加する

には、[Export] をクリックします。

[Export] ボタン

ウィンドウを閉じるには、[Close] をクリックします。[Close] ボタン
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説明フィールド

Emergency Responder が特定の ERL に割り当てることができなかった電話機

のリスト。 次の情報が表示されます。

• Emergency Responder グループ

• 電話機の IP アドレス

• 電話機の MAC アドレス

• 内線番号

• 割り当てられた ERL

• 有効な ERL

• ERL ルール

電話機が別の Emergency Responder グループによって制御されているスイッ

チに移動された場合は、その電話機の Emergency Responder グループ名がリ

ストに表示されます。

位置未確認の電話機が数多く存在する場合は、複数ページにわたっ

て表示されます。 電話機のERLへの割り当ては、一度に 1ページ

でしか実行できません。 リストの下部にあるリンクを使用して、

ページ間を移動します。

（注）

List of unlocated
phones

関連トピック

位置未確認の電話機の特定, （161 ページ）

Unlocated Phones, （261 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Find and List Manually Configured Phone, （384 ページ）

Find and List Manually Configured Phone
[ERL Membership] > [Manually Configured Phones] を選択すると、[Find and List Manually Configured
Phones] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Find and List Manually Configured Phones] ページは、変更または削除する電話機を検索して表示す

るために使用します。 このページから新しい電話機を追加するためにナビゲートすることもでき

ます。
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関連トピック

IP Subnet Phones, （379 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Add New Manual Phone, （386 ページ）

Export Manual Phones, （387 ページ）

Import Manual Phones, （388 ページ）

Add New Manual Phone
[Add New Manual Phone] ページにアクセスするには、[ERL Membership] > [Manually Configured
Phones]を選択します。 [Find and ListManually Configured Phones]ページで、[Add newManual Phone]
リンクをクリックします。 [Add New Manual Phone] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Add NewManual Phone]ページは、電話機の ERLを手動で定義するために使用します。 次の条件

のいずれかが該当する場合は、電話機を手動で定義する必要があります。

• EmergencyResponderで、電話機がアナログの場合などに、電話機のタイプを自動的に追跡で

きない。電話機のサポートについては、ネットワークのハードウェアおよびソフトウェアの

要件, （5 ページ）を参照してください。

• 電話機が、ルータ ポート、ルータに接続されたハブ、サポートされていないスイッチ上の

ポートなどのサポートされていないポート上でホストされている。

手動で定義された電話機の場合は、Emergency Responder が ERL 情報を自動的に検索して更新す

ることができません。 定期的に手動電話機設定を検査して、それらが正しいことを確認する必要

があります。

表 62：[Add NewManual Phone]ページ, （386ページ） に、[Add NewManual Phone]ページの説明

を示します。

表 62：[Add New Manual Phone] ページ

説明フィールド

Add New Manual Phone

定義する電話機の内線番号。Line Number

IP 電話の場合の MAC アドレス。MAC Address
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説明フィールド

IP 電話の場合の IP アドレス。IP Address

電話機のタイプ（「analog」など）。このフィールドは情報提供にのみ

使用されます。

Phone Type

電話機のソフトウェアのバージョン（存在する場合）。 このフィール

ドは情報提供にのみ使用されます。

Version

電話機のロケーション。Location

電話機に割り当てるERL。ERLを検索して選択するには、[SearchERL]
をクリックします。

ERL Name

電話機を電話機のリストに追加するには、[Insert] をクリックします。

[Insert] ボタンは、電話機を追加している場合にのみ表示され

ます。

（注）

[Insert] ボタン

このページ上のフィールドを最後に保存された設定に戻すには、[Cancel
Changes] をクリックします。

[Cancel Changes]ボタン

関連トピック

電話機の手動定義, （163 ページ）

Import Manual Phones, （388 ページ）

Export Manual Phones, （387 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Export Manual Phones
[ExportManual Phones]ページにアクセスするには、[ERLMembership] > [Manually Configured Phones]
を選択します。 [Find and List Manually Configured Phones] ページで、[Export] リンクをクリックし

ます。 [Export Manual Phones] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[Export Manual Phones]ページは、Emergency Responder手動電話機設定を含むファイルを作成する

ために使用します。

大量の手動設定電話機を更新する必要がある場合は、電話機データをエクスポートして、スプレッ

ドシートを使用してファイルの内容を変更してから、そのファイルを再度インポートします。
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説明フィールド

模擬電話機を追加するには、[Add new Synthetic Phone] をクリックしま

す。 [Add New Synthetic Phone] ページが表示されます。 詳細について

は、Add New Synthetic Phone, （391 ページ）を参照してください。

[Add new Synthetic Phone] ボタンは、[Modify Synthetic Phone]
ページから使用することもできます。

（注）

Add new Synthetic Phone

Add New Synthetic Phone
[Add New Synthetic Phone] ページにアクセスするには、[ERL Membership] > [Synthetic Phones] を選

択します。 [Find and List Synthetic Phones] ページで、[Add new Synthetic Phone] リンクをクリック

します。 [Add New Synthetic Phone] ページが表示されます。

Off-Premise ERL や Intrado ERL には、テスト ERL は設定できません。（注）

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。

説明

[AddNewSynthetic Phone]ページは、模擬電話機のERLを手動で定義するために使用します。ERL
設定をテストするには、サブネット内に模擬電話機を設定する必要があります。 CiscoWorks
IP Telephony Environment Monitor（ITEM）2.0 と Emergency Responder のテスト ERL を組み合わせ

て使用することができます。

模擬電話機の場合は、Emergency Responder が ERL 情報を自動的に検索して更新することができ

ません。 定期的に模擬電話機設定を検査して、それらが正しいことを確認する必要があります。

表 66：[Add New Synthetic Phone] ページ, （391 ページ） に、[Add New Synthetic Phone] ページの

説明を示します。

表 66：[Add New Synthetic Phone] ページ

コメント説明フィールド

疑似 MAC アドレスは

00059a3b7700 ～ 0059a3b8aff の範

囲にする必要があります。

MAC アドレスは、

xx-xx-xx-xx-xx-xx または

xxxxxxxxxxxxという形式で入力し

ます。

模擬電話機のMACアドレスまたはMAC
アドレスの範囲。

MAC Address
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コメント説明フィールド

模擬電話機に割り当てる ERL。 有効な

ERL名を入力するか、ドロップダウンリ

ストから ERL を選択します。

ERL Name

[Insert]ボタンは、電話機を追加し

ている場合にのみ表示されます。

模擬電話機を電話機のリストに追加する

には、[Insert] をクリックします。

[Insert] ボタン

[New] ボタンは、既存の電話機が

表示されている場合にのみ表示さ

れます。

別の電話機を追加するには、[New] をク

リックします。

[New] ボタン

[Update] ボタンは、既存の電話機

が表示されている場合にのみ表示

されます。

電話機に加えた変更を保存するには、既

存の電話機が表示されているときに

[Update] をクリックします。

[Update] ボタン

このページ上のフィールドを最後に保存

された設定に戻すには、[CancelChanges]
をクリックします。

[Cancel Changes]ボ

タン

関連トピック

模擬電話機, （167 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

Find and List Users
[User Management] > [User] を選択すると、[Find and List Users] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者権限が必要です。

説明

[Find and List Users] ページは、現在のユーザを検索して一覧表示したり、新しいユーザを追加し

たり、現在のユーザを変更または削除したりするために使用します。

表 67：[Find and List Users] ページ, （393 ページ） に、[Find and List Users] ページの説明を示しま

す。
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説明フィールド

ユーザ名または [Edit] アイコンをクリックすると [Modify User] ページが表

示されます。このページでは、ユーザの認証モード、パスワード、および

UnifiedCMクラスタを変更することができます。 [ModifyUser]ページには、

ユーザに割り当てられたグループとロールも表示されます。

[Edit] アイコン

ユーザをシステムから削除するには、[Delete] アイコンをクリックします。

管理者は削除することができませ

ん。

（注）

[Delete] アイコン

[Add New User] ボタンをクリックすると、[Add User] ページが開きます。

[Add User] ページについては、表 69：[Add User] ページ, （396 ページ） を

参照してください。

[Add New User] ボ

タン

ユーザをまとめて削除するには、[Delete Users] ボタンをクリックします。

チェックボックスをオンにすることによって、リモートとローカルの両方の

ユーザを複数選択してから、[Delete Users] ボタンをクリックします。

[Delete Users] ボタ

ン

複数のローカル ユーザをまとめてリモート認証ユーザに変更するには、

[Change to Remote Users] ボタンをクリックします。

[Change to Remote
Users] ボタン

Modify User
[UserManagement] > [User]を選択して、ユーザを検索し、[Find and List Users]ページでユーザ名を

クリックするか、ユーザに関連付けられた [Edit] アイコンをクリックすると、[Modify User] ペー

ジが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者権限が必要です。

説明

[Modify User] ページは、現在のユーザのパスワードを変更するために使用します。

表 68：[Modify User] ページ, （394 ページ） に、[Modify User] ページの説明を示します。

表 68：[Modify User] ページ

説明フィールド

情報を変更するユーザの名前が表示されます。

[Modify User] ページでは、ユーザ名を変更することができま

せん。

（注）

User Name

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

394

Cisco Emergency Responder Administration Web インターフェイス

Modify User





表 69：[Add User] ページ

説明フィールド

新しいユーザのユーザ名を入力します。User Name

新しいユーザの認証モードを選択します。 ユーザは、リモート ユーザ

かローカル ユーザのどちらかにすることができます。

Authentication Mode

新しいユーザのパスワードを入力します。Password

新しいユーザのパスワードを再度入力します。Confirm Password

このフィールドは、ユーザがリモート ユーザの場合にのみイネーブル

になります。 ドロップダウン ボックスから、リモート ユーザを認証す

る Unified CM クラスタを選択します。

Unified CM Cluster

新しいユーザを挿入します。[Insert] ボタン

[Add User] ページに加えられた変更をキャンセルします。[Cancel Changes]ボタン

関連トピック

ロールベースのユーザ管理, （92 ページ）

Find and List Roles, （397 ページ）

Find and List User Groups, （401 ページ）

Change to Remote User
[User Management] > [User] を選択して、[Find and List Users] ページで [Change to Remote Users] を

クリックすると、[Change to Remote Users] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者権限が必要です。

説明

[Change to Remote Users] ページは、ローカル ユーザの認証モードをリモート ユーザに変更するた

めに使用します。

表 70：[Change to Remote Users]ページ, （397ページ） に、[Add User]ページの説明を示します。
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説明フィールド

このエクスポートが作成されるシーケンス。 このフィールドは、データを

エクスポートするたびに自動的に増加されます。 サービス プロバイダーに

送信したシーケンスと同期がとれなくなった場合は変更することができま

す。 ただし、シーケンス番号を変更してもファイル内のデータには影響し

ません。エクスポートをやり直す場合は、エクスポート ファイルを手動で

編集して、レコード ステータス フィールドを変更する必要があります。

データは NENA 要件に適合しま

す。

（注）

Cycle Counter
（NENA ヘッダー

フィールド）

ダウンロード用にエクスポートされる PS-ALIレコードの改行形式を選択す

ることができます。 次の 2 つの形式から選択することができます。

• Windows スタイル（\r\n）

• Unix/Linux スタイル（\n）

End of Line Format

エクスポート ファイルを作成するには、[Export] をクリックします。[Export] ボタン

エクスポートしたPS-ALIファイルをダウンロードするには、[DownloadFile]
をクリックします。

Download File

エクスポート操作をキャンセルするには、[Cancel] をクリックします。[Cancel] ボタン

関連トピック

ALI Information, （336 ページ）

ALI 送信およびサービス プロバイダーの要件, （23 ページ）

ERL 情報のエクスポート, （138 ページ）

サービス プロバイダー向け ALI 情報のエクスポート, （139 ページ）

ERL, （125 ページ）

ERL 管理, （126 ページ）

E911 と Cisco Emergency Responder の用語, （2 ページ）

PS-ALI Converter
[Tools] > [PS-ALI Converter] を選択すると、[PS-ALI Converter] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。
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表 87：[Review Changes/Generate File] ページ

説明フィールド

変更されていない残りの ELIN を表示します。Add More ELIN

選択された ELIN をリストから削除します。Remove ELIN

ELIN 検索画面が表示されます。Search for ELIN

フォーマット済みファイルを生成します。[Generate File] ボタン

表 88：[Download Formatted File] ページ, （416 ページ） に、[Download Formatted File] ページの説

明を示します。

表 88：[Download Formatted File] ページ

説明フィールド

[DownloadFile]ダイアログボックスを表示します。このダイアログボッ

クスでは、フォーマット済みファイルをローカルシステムにダウンロー

ドすることができます。

[Download Formatted
File] ボタン

関連トピック

ALI Information, （336 ページ）

サービス プロバイダー向け ALI 情報のエクスポート, （139 ページ）

Bell Canada に対する ALI フォーマット ツールの使用, （583 ページ）

SBC-Ameritech に対する ALI フォーマット ツールの使用, （585 ページ）

ALI フォーマット ツール（SBC-PacBell）, （586 ページ）

SBC-Southwestern Bell に対する ALI フォーマット ツールの使用, （587 ページ）

Qwest に対する ALI フォーマット ツールの使用, （588 ページ）

Verizon に対する ALI フォーマット ツールの使用, （588 ページ）

File Management Utility
[Tools] > [File Management Utility]を選択すると、[File Management Utility]ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、システム管理者または ERL 管理者の権限が必要です。
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付 録 B
Cisco Emergency Responder Serviceability Web
インターフェイス

次の各トピックでは、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）Serviceability Web イン

ターフェイスのページ上のフィールドについて説明します。

• Control Center, 419 ページ

• Event Viewer, 420 ページ

• SNMP Community String Configuration, 423 ページ

• SNMP User Configuration, 425 ページ

• SNMP V3 Notification Destination Configuration, 427 ページ

• MIB2 System Group Configuration, 430 ページ

• CPU and Memory Usage, 431 ページ

• Processes, 434 ページ

• Disk Usage, 436 ページ

• [System Logs] メニュー, 437 ページ

Control Center
[Tools] > [Control Center] を選択すると、[Control Center] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、サービスアビリティ権限が必要です。
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説明

[Control Center] ページを使用して、サーバで実行されているサービスを表示し、そのサービスの

開始、停止、および再開を行います。 このページには、サーバ上で現在実行されているサーバの

リストが表示されます。各サービス名の前にあるオプションボタンをクリックすると、目的のア

クションを実行する各サービスを選択できます。

表 91：[Control Center] ページ, （420 ページ） で [Control Center] ページについて説明します。

表 91：[Control Center] ページ

説明フィールド

選択したサービスを開始します。[Start] ボタン

選択したサービスを停止します。[Stop] ボタン

選択したサービスを再開します。[Restart] ボタン

選択したサーバで現在実行されているサービスのリストを更新します。[Refresh] ボタン

選択したサーバで現在実行されているサービスの名前。 サービスを選

択するには、サービス名の隣にあるオプション ボタンをクリックしま

す。

Service Name

選択したサービスの現在のステータス。Status

関連トピック

Emergency Responder サーバの管理, （287 ページ）

Event Viewer
[Tools] > [Event Viewer] を選択すると、[Event Viewer] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、サービスアビリティ権限が必要です。

説明

[Event Viewer] ページは、以前の 6 か月の Emergency Responder イベントを表示するために使用し

ます。

表 92：[Event Viewer] ページ, （421 ページ） に、[Event Viewer] ページの説明を示します。
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表 92：[Event Viewer] ページ

説明フィールド

このプルダウン メニューには、[Type]と [Module]という 2つのオ

プションがあります。 [Type]または [Module]を選択すると、右側

のプルダウン メニューが切り替わり、使用できる Type または

Module のオプションが表示されます。

（注）

表示するイベントの種類を選択できます。 使用できるタイプは次のとおり

です。

• ALL

• INFO

• WARN

• ERROR

これらのオプションは、[Type] プルダウン メニューの右側にあるプルダウ

ン メニューに表示されます。

[Type] プルダウン

メニュー

このプルダウン メニューには、[Type]と [Module]という 2つのオ

プションがあります。 [Type]または [Module]を選択すると、右側

のプルダウン メニューが切り替わり、使用できる Type または

Module のオプションが表示されます。

（注）

イベントを表示するEmergency Responderモジュールを選択できます。 プル

ダウンメニューから [Module]を選択すると、右側のメニューが切り替わり、

使用できるモジュールが表示されます。 次のオプションを使用できます。

• All

• CER_DATABASE

• CER_SYSADMIN

• CER_REMOTEUPDATE

• CER_TELEPHONY

• CER_PHONETRACKINGENGINE

• CER_AGGREGATOR

• CER_ONSITEALERT

• CER_GROUP

• CER_CALLENGINE

• CER_CLUSTER

[Module] プルダウ

ン メニュー

1ページに表示するイベント数を選択できます。オプションは10、20、30、
40、または 50 イベントです。

[Items Per Page] メ

ニュー
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説明フィールド

検索結果が表示されます。

ページのこの領域は、検索操作を実行するまで表示されませ

ん。

（注）

イベントの種類が表示されます。 [Type] 列には次のいずれかが表示されま

す。

• INFO

• WARN

• ERROR

上矢印および下矢印を使用して、結果の昇順または降順を実行できます。

[Type] 列

イベントの時刻が表示されます。 上矢印および下矢印を使用して、結果の

昇順または降順を実行できます。

[Time] 列

イベントの対象のEmergencyResponderモジュールが表示されます。モジュー

ルは次のとおりです。

• CER_DATABASE

• CER_SYSADMIN

• CER_REMOTEUPDATE

• CER_TELEPHONY

• CER_PHONETRACKINGENGINE

• CER_AGGREGATOR

• CER_ONSITEALERT

• CER_GROUP

• CER_CALLENGINE

• CER_CLUSTER

上矢印および下矢印を使用して、結果の昇順または降順を実行できます。

[Module] 列

各イベントに関連付けられたメッセージが表示されます。 テキスト ボック

スの右側にある上矢印および下矢印を使用して、メッセージをスクロールし

ます。

[Message] 列

Matching Records

関連トピック

Event Viewer の使用, （186 ページ）
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SNMP Community String Configuration
[SNMP] > [V1/V2c Configuration] > [Community String] を選択すると、[SNMP Community String
Configuration] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、サービスアビリティ権限が必要です。

説明

[SNMP Community String Configuration] ページを使用して、コミュニティ ストリングの表示、追

加、更新、および削除を行います。 コミュニティ ストリングは、SNMP V1 および V2c を使用す

るクライアントによる Emergency Responder へのアクセスを制御します。

表 93：[SNMP Community String Configuration] ページ, （423 ページ） で [SNMP Community String
Configuration] ページについて説明します。

表 93：[SNMP Community String Configuration] ページ

説明フィールド

選択したサーバに定義されているすべてのコミュニティ ストリングが表示

されます。 コミュニティ ストリングの名前をクリックすると、そのコミュ

ニティ ストリングの情報が更新されます。

[Community String
Name] 列

選択したサーバの新しいコミュニティ ストリングを追加します。 このボタ

ンをクリックすると、2 つ目の [SNMP Community String Configuration] ペー

ジが表示されます。

[AddNew]ボタンをクリックすると、[AddNew]アイコンをクリッ

クしたときと同じ画面が表示されます。

（注）

[Add New] ボタン

またはアイコン

選択したコストを削除します。 コミュニティ ストリングを削除するには、

まずコミュニティ ストリングから選択する必要があります。 コミュニティ

ストリング名の左側にあるボックスをクリックして選択します。 選択した

サーバのすべてのコミュニティ ストリングを削除するには、[Community
String Name] 列見出しの左側にあるボックスをクリックします。

[Delete Selected] ボタンをクリックすると、ページの上部にある

[Delete]アイコンをクリックしたときと同じアクションが開始され

ます。

（注）

[Delete Selected] ボ

タンまたはアイコ

ン

2つ目の [SNMPCommunity String Configuration]ページを使用して、新しい SNMPコミュニティ ス

トリングを追加し、既存の SNMP コミュニティ ストリングを更新します。

表 94：[SNMPCommunity StringConfiguration]ページ 2, （424ページ） で 2つ目の [SNMPCommunity
String Configuration] ページについて説明します。
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SNMP User Configuration
[SNMP] > [V3 Configuration] > [User]を選択すると、[SNMPUser Configuration]ページが表示されま

す。

許可の要件

このページにアクセスするには、サービスアビリティ権限が必要です。

説明

[SNMP User Configuration] ページを使用して、新しい SNMP V3 ユーザを設定します。

表 95：[SNMP User Configuration] ページ, （425 ページ） で [SNMP User Configuration] ページにつ

いて説明します。

表 95：[SNMP User Configuration] ページ

説明フィールド

ユーザの表示、追加、更新、または削除を行うサーバの名前。 サーバを選

択すると、現在設定されている情報が次の形式で表示されます。

• User Name

• Authentication Required

• Authentication Protocol

• Privacy Required

• Privacy Protocol

• Access Privileges

[User Name] をクリックして [Add/Update SNMP User Configuration] ページを

表示します。このページからそのユーザの情報を更新できします。

[Server]プルダウン

メニュー

選択したサーバの新しいユーザを追加します。 このアイコンをクリックす

ると、[Add/Update SNMP User Configuration] ページが表示されます。

[Add New User] ボ

タンまたはアイコ

ン

ユーザを削除します。 ユーザを削除するには、まずユーザのリストから選

択する必要があります。 ユーザ名の左側にあるボックスをクリックして選

択します。 選択したサーバのすべてのユーザを削除するには、[User Name]
列見出しの左側にあるボックスをクリックします。

[Delete Selected] ボ

タンまたはアイコ

ン

2 つ目の [SNMP User Configuration] ページを使用して、新しい SNMP V3 ユーザを設定します。

Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

425

Cisco Emergency Responder Serviceability Web インターフェイス

SNMP User Configuration



表 96：[SNMPUser Configuration]ページ 2, （426ページ） で [Add/Update SNMPUser Configuration]
ページについて説明します。

表 96：[SNMP User Configuration] ページ 2

説明フィールド

新しい SNMP V3 ユーザの名前を入力します。

[SNMPUserConfiguration]ページの既存のユーザ名をクリックして

このページが表示された場合、このページには現在設定されてい

る情報が表示されます。

（注）

[UserName]フィー

ルド

このセクションを使用して、次の情報を設定します。

• このユーザの認証が必要な場合、[AuthenticationRequired]というチェッ

クボックスをオンにします。

• [Password] および [Reenter Password] テキスト ボックスに新しいユーザ

の認証パスワードを入力します。

• 新しいユーザの認証プロトコルを選択するには、[MD5] または [SHA]
のオプション ボタンをクリックします。

Authentication
Information

このセクションを使用して、次の情報を設定します。

• このユーザのプライバシーが必要な場合、[Privacy Required] という

チェックボックスをオンにします。

• [Password] および [Reenter Password] テキスト ボックスに新しいユーザ

のプライバシー パスワードを入力します。

• 新しいユーザのプライバシー プロトコルを選択するには、[DES] とい

うオプション ボタンをクリックします。

Privacy Information

ページのこのセクションのオプション ボタンを使用して、次の操作を実行

します。

• SNMPを使用して Emergency Responderにアクセスできるホストを指定

します。EmergencyResponderに対する SNMPアクセス権を持たせる新

しいホストの IPアドレスを挿入できます。または、EmergencyResponder
に対する SNMPアクセス権を持たせないホストの IPアドレスを削除で

きます。

• 任意のホストが SNMPを使用してEmergencyResponderにアクセスでき

るようにします。

Host IP Addresses
Information

   Cisco Emergency Responder 8.7 アドミニストレーション ガイド

426

Cisco Emergency Responder Serviceability Web インターフェイス

SNMP User Configuration



説明フィールド

新しいユーザを追加すると、このプルダウン メニューを使用して、その新

しいユーザのアクセス プライバシーを指定できます。 ユーザの情報を更新

すると、このフィールドには最新のアクセス権限レベルが表示されます。

使用できるアクセス権レベルは次のとおりです。

• ReadOnly

• ReadWrite

• ReadWriteNotify

• NotifyOnly

• None

[Access Privileges]
プルダウン メ

ニュー

選択したサーバの新しいユーザ情報を挿入します。[Insert]ボタンまた

はアイコン

現在のページに表示されるユーザ情報をクリアします。[Clear] ボタンまた

はアイコン

関連トピック

SNMP ユーザのセットアップ, （188 ページ）

SNMP V3 Notification Destination Configuration
[SNMP] > [V3Configuration] > [NotificationDestination]を選択すると、[SNMPNotificationDestination
Configuration] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、サービスアビリティ権限が必要です。

説明

[SNMPV3NotificationDestination Configuration]ページを使用して、Emergency Responder SNMPエー

ジェントからトラップ メッセージが送信される宛先を指定します。 各通知ストリングは特定の

ユーザに関連付けられているため、[SNMP V3 Notification Destination] 情報のセキュリティは強化

されています。

表 97：[SNMP V3 Notification Destination Configuration] ページ, （428 ページ） で [SNMP V3
Notification Destination Configuration] ページについて説明します。
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表 97：[SNMP V3 Notification Destination Configuration] ページ

説明フィールド

SNMP 通知の宛先情報の表示、追加、更新、または削除を行うサーバの名

前。 サーバを選択すると、現在設定されている情報が次の形式で表示され

ます。

• Destination IP Address

• Port Number

• Security Model

• Security Name

• Security Level

• Notification Type

そのアドレスのデバイス情報を更新するには、[Destination IP Address] をク

リックします。 このリストの IP アドレスをクリックすると、[Add/Update
Notification Destination] ページが表示されます。

[Server]プルダウン

メニュー

選択したサーバに定義されているすべての通知先の IP アドレスが表示され

ます。 このリストの IPアドレスをクリックすると、[Add/UpdateNotification
Destination] ページが表示されます。

[Destination IP
Address] 列

選択したサーバの新しい通知先を追加します。 このアイコンをクリックす

ると、[Add/Update Notification Destination] ページが表示されます。

[Add New] ボタン

またはアイコン

選択した通知先を削除します。 通知先を削除するには、まず通知先リスト

から選択する必要があります。 通知先の左側にあるボックスをクリックし

て選択します。選択したサーバのすべての通知先を削除するには、[Destination
IP Address] 列見出しの左側にあるボックスをクリックします。

[Delete Selected] ボ

タンまたはアイコ

ン

2 つ目の [SNMP V3 Notification Destination] ページを使用して、新しい通知先を追加し、既存の通

知先を更新します。

表 98：[SNMPV3Notification Destination Configuration]ページ 2, （429ページ） で 2つ目の [SNMP
V3 Notification Destination Configuration] ページについて説明します。
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表 98：[SNMP V3 Notification Destination Configuration] ページ 2

説明フィールド

新しい通知先を追加するには、このプルダウン メニューから [Add New] を

選択します。

[SNMP V3 Notification Destination Configuration] ページで既存の

[Destination IP Address]をクリックしてこのページが表示された場

合、[Host IP Address] および [Port Number] フィールドに、現在設

定されている情報が表示されます。

（注）

[Host IP Addresses]
プルダウン メ

ニュー

新しい通知先ホストの IP アドレス。[Host IP Address]
フィールド

Emergency Responder SNMP エージェントから通知を受信する新しい通知先

ホストのポート番号。

[Port Number]
フィールド

新しい通知先ホストのSNMPメッセージの種類を選択します。このオプショ

ンは次のいずれかです。

• Inform

[Notification Type]
プルダウン メ

ニュー

新しいリモートSNMPエンジン IDを追加するには、このプルダウンメニュー

から [Add New] を選択します。 [Add New] を選択すると、新しい [Remote
SNMP Engine ID] フィールドが表示されます。 このフィールドに新しい

Remote SNMP Engine ID を入力します。

[Notification Type] プルダウンの通知の種類として [Inform] を選択

した場合にのみ表示されます。

（注）

[SNMP V3 Notification Destination Configuration] ページで既存の

[Destination IP Address]をクリックしてこのページが表示された場

合、[Remote SNMPEngine ID]フィールドに、現在設定されている

情報が表示されます。

（注）

Remote SNMP
Engine ID

新しい V3 通知先のセキュリティ レベルを選択することができます。 次の

オプションを使用できます。

• noAuthNoPriv

• AuthNoPriv

• authPriv

[Security Level] プ

ルダウン メニュー
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説明フィールド

現在設定されているユーザに関する情報が表示されます。また、ユーザを新

しい V3 通知先に関連付けることができます。 ページのこのセクションに

は、次の情報が含まれます。

• User Name

• Authentication Protocol

• Privacy Protocol

新しい V3 通知先に関連付けるユーザを選択するには、[User Name] 列の左

側にあるオプション ボタンをクリックします。

User Information

選択したサーバの新しい通知先を挿入します。[Insert] ボタンまた

はアイコン

現在のページに表示される通知先情報をクリアします。[Clear] ボタンまた

はアイコン

関連トピック

SNMP V3 の通知先ストリングのセットアップ, （189 ページ）

MIB2 System Group Configuration
[SNMP] > [System Group Configuration] > [MIB2 System Group Configuration] を選択すると、[MIB2
System Group Configuration] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、サービスアビリティ権限が必要です。

説明

[MIB2 System Group Configuration] ページを使用して、MIB2 管理モードの連絡先担当者の名前と

所在地を指定します。

表 99：[MIB2SystemGroupConfiguration]ページ, （430ページ） で [MIB2SystemGroupConfiguration]
ページについて説明します。

表 99：[MIB2 System Group Configuration] ページ

説明フィールド

MIB2の連絡先情報を更新するサーバの名前。サーバを選択すると、連絡先

の名前と所在地を入力するフィールドが表示されます。

[Server]プルダウン

メニュー
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説明フィールド

MIB2 の連絡先の名前。System Contact

管理ノードの所在地。System Location

更新した MIB2 の連絡先情報を保存します。[Update] ボタンま

たはアイコン

現在のページに表示される MIB2 連絡先情報をクリアします。[Clear] ボタンまた

はアイコン

関連トピック

MIB2 のセットアップ, （190 ページ）

CPU and Memory Usage
[SystemMonitor] > [CPU &Memory Usage] を選択すると、[CPU and Memory Usage] ページが表示さ

れます。

許可の要件

このページにアクセスするには、サービスアビリティ権限が必要です。

説明

[CPU and Memory Usage] ページを使用して、Emergency Responder システムの CPU とメモリ使用

量を表示します。

表 100：[CPU and Memory Usage]ページ, （431ページ） で [CPU and Memory Usage]ページについ

て説明します。

表 100：[CPU and Memory Usage] ページ

説明フィールド

このページに表示される情報の自動更新をディセーブルにするには、この

チェックボックスをオンにします。

Disable
Auto-Refresh

このページを更新する頻度（秒）を指定します。Set the screen reset
value

CPU 使用量をログに記録する頻度（秒）を指定します。 5 ～ 600 秒の間隔

を指定する必要があります。

Set CPU Logging
Interval
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カテゴリごとに情報を並べ替えるには、[Processes]ページの各列見出しの隣にある上矢印と下

矢印を使用します。

（注）

表 103：[Processes] ページ, （435 ページ） で [Processes] ページについて説明します。

表 103：[Processes] ページ

説明フィールド

このページに表示される情報の自動更新をディセーブルにするには、この

チェックボックスをオンにします。

Disable
Auto-Refresh

このページを更新する頻度（秒）を指定するには、テキスト ボックスに数

値を入力し、テキスト ボックスの右側にある [Set] ボタンをクリックしま

す。

Refresh Rate

作成したログ ファイルをダウンロードするには、このリンクをクリックし

ます。 作成済みのログ ファイルがない場合、ログ ファイルをダウンロード

できません。

Download Log File

表示またはダウンロードするファイルを選択するには、チェックボックスを

オンにします。

Select

プロセスの名前。Process

プロセスの ID 番号。PID

プロセスに使用されているプロセッサ時間の割合。%CPU

タスクのプロセスステータス。Running（R）、Sleeping（S）、Uninterruptible
disk sleep（D）、Zombie（Z）、4 Traced（T）、Paging（P）。

Status

プロセスのスケジューリング優先度を示します。Nice値の 20は最も高いプ

ライオリティ、19 は最も低いプライオリティです。 ほとんどのプロセスで

デフォルトの Nice 値は 0 です。

Nice (Level)

物理メモリに現在常駐している、コード、データ、およびスタックなどのサ

イズ（KB）。

Vm RSS (KB)

仮想メモリのサイズ（KB）。Vm Size (KB)

仮想メモリに現在格納されているデータの合計（KB）。Vm Data (KB)

現在実行されているプログラム スレッドの数。Thread Count
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付 録 C
Cisco Emergency Responder の Cisco Unified
Operating System Administration Web インター

フェイス

次のトピックでは、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）の Cisco Unified Operating
System（OS）Administration Web インターフェイスについて説明します。

• ServerGroup, 442 ページ

• Hardware Status, 442 ページ

• Network Configuration, 443 ページ

• Software Packages, 445 ページ

• System Status, 446 ページ

• IP Preferences, 447 ページ

• Ethernet Configuration, 448 ページ

• Publisher Settings, 449 ページ

• NTP Server List, 450 ページ

• SMTP Settings, 452 ページ

• Time Settings, 453 ページ

• Version Settings, 453 ページ

• Certificate List, 455 ページ

• Certificate Monitor, 460 ページ

• IPSec Policy List, 461 ページ

• Software Installation/Upgrade, 464 ページ

• Ping Configuration, 465 ページ
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説明フィールド

試行およびタイムアウトの回数が表示されます。Options

サーバのドメインが表示されます。Domain

イーサネット ポート 0のネットワーク ゲートウェイの IPアドレスが表

示されます。

Gateway

関連トピック

ネットワーク ステータスの表示, （200 ページ）

Software Packages
[Show] > [Software] を選択すると、[Software Packages] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、プラットフォーム管理者の権限が必要です。

説明

[Software Packages] ページは、ソフトウェアのバージョンおよびインストールされているソフト

ウェア オプションを表示するために使用します。

表 111：[Software Packages] ページ, （445 ページ） に、[Software Packages] ページの説明を示しま

す。

表 111：[Software Packages] ページ

説明フィールド

アクティブ パーティションと非アクティブ パーティションで実行中の

ソフトウェアのバージョンが表示されます。

Partition Versions

アクティブ バージョンにインストールされたソフトウェア オプション

のバージョンが表示されます。

Active Version Installed
Software Options

非アクティブ バージョンにインストールされたソフトウェア オプショ

ンのバージョンが表示されます。

Inactive Version Installed
Software Options

関連トピック

インストールされているソフトウェアの表示, （201 ページ）
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System Status
[Show] > [System] を選択すると、[System Status] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、プラットフォーム管理者の権限が必要です。

説明

[System Status] ページは、Emergency Responder システムのステータスを表示するために使用しま

す。

表 112：[System Status] ページ, （446 ページ） に、[System Status] ページの説明を示します。

表 112：[System Status] ページ

説明フィールド

Emergency Responder システムがインストールされている Cisco MCS ホスト

の名前

Host Name

オペレーティング システムのインストール時に指定された大陸と地域に基

づく日時

Date

インストール時に選択されたタイムゾーンTime Zone

システムのロケールLocale

オペレーティング システムのバージョン。Product Version

プラットフォームのバージョンPlatform Version

システムのアップタイム情報が表示されます。Uptime

CPU のキャパシティのうち、アイドル状態である割合、システム プロセス

を実行している割合、ユーザ プロセスを実行している割合がそれぞれパー

セント単位で表示されます。

CPU

メモリの使用状況に関する情報（メモリの合計量、メモリの空き容量、メモ

リの使用量）がそれぞれ KB 単位で表示されます。

Memory

アクティブなディスクの容量の合計、空き容量、使用量が表示されます。Disk/active

非アクティブなディスクの容量の合計、空き容量、使用量が表示されます。Disk/inactive
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説明フィールド

ディスク ロギング用のディスクの容量の合計、空き容量、使用量が表示さ

れます。

Disk/logging

関連トピック

システム ステータスの表示, （201 ページ）

IP Preferences
[Show] > [IP Preferences] を選択すると、[IP Preferences] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、プラットフォーム管理者の権限が必要です。

説明

[IP Preferences] ページは、システムで使用可能な登録済みポートのリストを表示するために使用

します。 表 113：[IP Preferences] ページ, （447 ページ） に、[IP Preferences] ページの説明を示し

ます。

表 113：[IP Preferences] ページ

説明フィールド

ポートを使用（リッスン）しているアプリケーションの名前。Application

このポートで使用されているプロトコル（TCP や UDP など）。Protocol

数字のポート番号。Port Number

このポートで許可されるトラフィックのタイプ。

• [Public]：すべてのトラフィックが許可される

• [Translated]：すべてのトラフィックが許可されるが、別のポートに転

送される

• [Private]：定義済みの一連のリモート サーバ（サーバ グループの他の

サーバなど）からのトラフィックのみが許可される

Type

このポートを宛先とするトラフィックは、[Port Number] 列に表示されてい

るポートに転送されます。 このフィールドが適用されるのは、[Translated]
タイプのポートのみです。

Translated Port
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表 115：

説明フィールド

このSubscriberのEmergencyResponder Publisherのホスト名が表示されます。

ホスト名を変更するには、テキストボックスに新しいホスト名を入力して、

[Save] をクリックします。

Hostname

このサブスクライバのEmergencyResponderパブリッシャの IPアドレスが表

示されます。 IPアドレスを変更するには、テキスト ボックスに IPアドレス

を入力して、[Save] をクリックします。

IP Address

[Publisher Configuration Settings] ページの情報を保存します。[Save] ボタンまた

はアイコン

関連トピック

Emergency Responder サーバの IP アドレスの変更, （206 ページ）

NTP Server List
[Settings] > [NTP Servers] を選択すると、[NTP Server List] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、プラットフォーム管理者の権限が必要です。

説明

[NTP Server List] ページは、NTP サーバを追加、変更、または削除するために使用します。 パブ

リッシャ上では NTP サーバ設定しか構成することができません。

外部 NTP サーバが Stratum 9 以上（1 ～ 9）であることを確認してください。（注）

NTP サーバに対する変更は、完了するまで最大で 5 分かかる場合があります。 NTP サーバを

変更する場合、ページを更新して正しいステータスを表示する必要があります。

（注）

NTPサーバを追加、変更、または削除した場合は、パブリッシャとサブスクライバの両方をリ

ブートする必要があります。

注意

表 116：[NTP Server List] ページ, （451 ページ） に、[NTP Server List] ページの説明を示します。
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Time Settings
[Settings] > [Time] を選択すると、[Time Settings] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、プラットフォーム管理者の権限が必要です。

説明

[Time Settings] ページは、サーバ時刻を手動で設定するために使用します。

サーバ時刻を手動で設定するには、設定済みのNTPサーバをすべて削除する必要があります。

詳細については、NTP Server List, （450 ページ）を参照してください。

（注）

サーバ時刻を変更した場合は、パブリッシャとサブスクライバの両方をリブートする必要があ

ります。

注意

表 119：[Time Settings] ページ, （453 ページ） に、[Time Settings] ページの説明を示します。

表 119：[Time Settings] ページ

説明フィールド

プルダウン メニューを使用して、月、日、年、時間、分、および秒を

設定できます。

Date

[Time Settings] ページの変更内容を保存します。[Save] ボタンまたはア

イコン

関連トピック

NTP Server List, （450 ページ）

NTP サーバのセットアップ, （203 ページ）

時刻設定のセットアップ, （204 ページ）

Version Settings
[Settings] > [Version] を選択すると、[Version Settings] ページが表示されます。
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説明フィールド

証明書に関する次の情報が表示されます。

• ファイル名

• 証明書の名前

• 証明書タイプ

• 証明書グループ

• 説明

Certificate Settings

証明書ファイルの内容が表示されます。Certificate File Data

現在の証明書を削除します。[Delete]ボタンまたはア

イコン

証明書をローカル システムにダウンロードします。[Download] ボタンまた

はアイコン

関連トピック

Certificate Management, （209 ページ）

Certificate Monitor
[Security] > [Certificate Monitor] を選択すると、[Certificate Monitor] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、プラットフォーム管理者の権限が必要です。

説明

[Certificate Monitor] ページを使用して、次の操作を実行します。

• 開始時刻を指定する

• 頻度を指定する

• 電子メール通知をイネーブルにし、通知先の電子メール アドレスを入力する

表 128：[CertificateMonitor]ページ, （461ページ） に、[CertificateMonitor]ページの説明を示しま

す。
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付 録 D
Cisco Emergency Responder の Disaster
Recovery System Web インターフェイス

この付録では、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）Disaster Recovery System
Administration Web インターフェイスのページ上のフィールドについて説明します。

• Backup Device List, 469 ページ

• Schedule List, 471 ページ

• Manual Backup, 473 ページ

• [Backup History] および [Restore History], 474 ページ

• Backup Status, 476 ページ

• Restore Wizard, 477 ページ

• Restore Status, 479 ページ

Backup Device List
[Backup] > [Backup Device] を選択すると、[Backup Device List] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、プラットフォーム管理者の権限が必要です。

説明

[Backup Device List] ページは、バックアップ デバイスを一覧表示、追加、および削除するために

使用します。

表 135：[Backup Device List] ページ, （470 ページ） は [Backup Device List] ページの説明です。
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説明フィールド

1回のバックアップをスケジュールするには、このオプションボタンを

クリックします。

Once

日次バックアップをスケジュールするには、このオプション ボタンを

クリックします。

Daily

週次バックアップをスケジュールするには、このオプション ボタンを

クリックします。 週次バックアップをスケジュールする日を指定する

には、チェックボックスをオンにします。

Weekly

月次バックアップをスケジュールするには、このオプション ボタンを

クリックします。

Monthly

バックアップ スケジュール情報を保存します。[Save] ボタンまたはア

イコン

入力された情報を、スケジュールされたバックアップのデフォルトとし

て保存します。

[Set Default]ボタンまた

はアイコン

スケジュールを無効にします。 スケジュールが現在無効である場合、

このボタンはグレー表示されます。

[Disable Schedule] ボタ

ンまたはアイコン

スケジュールを有効にします。 スケジュールが現在有効である場合、

このボタンはグレー表示されます。

[Enable Schedule]ボタン

またはアイコン

[Scheduler List] ページに戻ります。[Back] ボタンまたはア

イコン

関連トピック

[Backup History] および [Restore History], （474 ページ）

Backup Status, （476 ページ）

バックアップ スケジュールの作成と編集, （237 ページ）

バックアップ スケジュールの管理, （238 ページ）

Manual Backup
[Backup] > [Manual Backup] を選択すると、[Manual Backup] ページが表示されます。

許可の要件

このページにアクセスするには、プラットフォーム管理者の権限が必要です。
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表 140：[Backup History] ページ, （475 ページ）に、[Backup History] ページの説明を示します。

表 140：[Backup History] ページ

説明フィールド

過去のバックアップに関する次の情報が表示されます。

• Tar ファイル名

• バックアップ デバイス

• 完了日

• 結果

• バックアップされた機能

Backup History
information

[Backup History] ページの情報を更新します。[Refresh] ボタンまたは

アイコン

表 141：[Restore History] ページ, （475 ページ）に、[Restore History] ページの説明を示します。

表 141：[Restore History] ページ

説明フィールド

過去のバックアップに関する次の情報が表示されます。

• Tar ファイル名

• バックアップ デバイス

• 完了日

• 結果

• 復元された機能

Restore History
information

[Restore History] ページの情報を更新します。[Refresh] ボタンまたは

アイコン

関連トピック

Schedule List, （471 ページ）

Manual Backup, （473 ページ）

Backup Status, （476 ページ）

Restore Wizard, （477 ページ）
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説明フィールド

新しいクラスタ データベース ホストのパスワードを入力しますPassword

新しいクラスタ データベース ホストのパスワードを再入力します。Confirm Password

[Go] ボタンをクリックし、新しいサーバをクラスタ データベース ホス

トとして指定します。

EmergencyResponderClusterDBホストの詳細が更新されます。

この変更を有効にするには、Emergency Responder サービスを

再起動する必要があります。 Emergency Responder のパブリッ

シャ サーバおよびサブスクライバ サーバをリブートして、

Emergency Responder サービスを再起動してください。 他の

サービスが IPアドレスをキャッシュしているため、Emergency
Responderサービスを再起動するだけでは機能しません。 これ

により、このサーバ グループの Emergency Responder Cluster
DB ホストの詳細のみが更新されます。 この Emergency
Responderクラスタの他のサーバは自動的に更新されません。

詳細については、Emergency Responder クラスタ データベース

ホストの詳細情報の更新, （248ページ）を参照してください。

（注）

[Go] ボタン

Update Cluster DB Host 操作をキャンセルします。[Cancel] ボタン

関連トピック

Emergency Responder クラスタおよびクラスタ DB ホストのセットアップ, （124 ページ）

Emergency Responder クラスタ データベース ホストの詳細情報の更新, （248 ページ）
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付 録 F
CLI

この付録では、Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）プラットフォームで使用でき

る、基本的なオペレーティング システム機能を実行するための Cisco Unified Operating System
（OS）コマンドについて説明します。 Cisco Unified OS Administration Web インターフェイスか

らでも、これらの機能を使用できます。 通常、CLI は、Cisco Unified OS Administration Web イン

ターフェイスの使用中に問題が発生した場合にだけ使用します。

ここでは、次の内容について説明します。

• CLI セッションの開始, 485 ページ

• CLI の基礎, 486 ページ

• Cisco Unified OS CLI コマンド, 488 ページ

• サポートされていない VMware コマンド, 581 ページ

CLI セッションの開始
CLIには、次の方法を使用して、リモートから、またはローカルでアクセスすることができます。

• SSHセキュアシェルを使用してEmergencyResponderに安全にアクセスすることで、Emergency
Responder の管理に使用するワークステーションなど、Web クライアント ワークステーショ

ンからリモートで CLI にアクセスできます。

• インストールに使用したモニタとキーボードを使用して、またはシリアルポートに接続され

ているターミナル サーバを使用して、CLI にローカルでアクセスすることができます。 IP
アドレスに問題がある場合は、この方法をご使用ください。

はじめる前に

インストール時に定義した次の情報を準備します。

• 主に使用する IP アドレスとホスト名

• 管理者 ID
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�$�W�O�H�D�V�W�R�Q�H�1�7�3�V�H�U�Y�H�U�P�X�V�W�E�H�V�S�H�F�L�I�L�H�G�I�R�U�D�G�G�R�S�H�U�D�W�L�R�Q��
�X�V�D�J�H���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�D�G�G�V�� �>�V�� �V�� �V�� �V���@�>�Q�R�U�H�V�W�D�U�W�@

例 3：norestart を使用しないサーバの追加

����������������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�D�G�G�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P
�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P�� �D�G�G�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P�� �D�G�G�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�5�H�V�W�D�U�W�L�Q�J�1�7�3�R�Q�W�K�H�V�H�U�Y�H�U��

例 4：norestart を使用しない、すでに追加されているサーバの追加

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�D�G�G�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P
�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P�� �>�7�K�H�K�R�V�W�K�D�V�D�O�U�H�D�G�\�E�H�H�Q�D�G�G�H�G�D�V�D�Q�1�7�3�V�H�U�Y�H�U���@
�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P�� �>�7�K�H�K�R�V�W�K�D�V�D�O�U�H�D�G�\�E�H�H�Q�D�G�G�H�G�D�V�D�Q�1�7�3�V�H�U�Y�H�U���@
�D�G�P�L�Q��

例 5：norestart を使用しない、自身へのサーバの追加

������������������������������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�D�G�G�E�J�O�U���F�F�P����
�E�J�O�U���F�F�P������ �>�7�K�L�V�V�H�U�Y�H�U�F�D�Q�Q�R�W�E�H�D�G�G�H�G�D�V�D�Q�1�7�3�V�H�U�Y�H�U���@
�D�G�P�L�Q��

例 6：norestart を使用しない、アクセス不能なサーバの追加

����������������������������������������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�D�G�G�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P
�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P�� �> �,�Q�D�F�F�H�V�V�L�E�O�H�1�7�3�V�H�U�Y�H�U���1�R�W�D�G�G�H�G���@
�D�G�P�L�Q��

例 7：norestart を使用したサーバの追加

����������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�D�G�G�Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P�Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P�F�O�R�F�N���F�L�V�F�R���F�R�P
�Q�R�U�H�V�W�D�U�W
�Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P���D�G�G�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P���D�G�G�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�F�O�R�F�N���F�L�V�F�R���F�R�P���D�G�G�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�7�K�H�1�7�3�V�H�U�Y�L�F�H�P�X�V�W�E�H�U�H�V�W�D�U�W�H�G�I�R�U�W�K�H�F�K�D�Q�J�H�V�W�R�W�D�N�H�H�I�I�H�F�W��

例 8：すでに 5 台設定済みの場合のサーバの追加

����������������������������������������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�D�G�G�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P
�7�K�H�P�D�[�L�P�X�P�S�H�U�P�L�V�V�L�E�O�H�O�L�P�L�W�R�I �� �1�7�3�V�H�U�Y�H�U�V�L�V�D�O�U�H�D�G�\�F�R�Q�I�L�J�X�U�H�G

要件

コマンド特権レベル：0

アップグレード時の使用：可能

utils ntp server delete
設定されている NTP サーバのいずれかまたはすべてを削除するための選択肢を表示します。

ユーザが選択内容を入力すると、NTP サービスを再起動するかどうかを質問されます。

No と答えると、サーバを削除した後で NTP サービスが再起動されません。
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utils ntp server delete



NTP サービスを再起動しないことを選択した場合、変更内容を有効にするには、NTP サービ

ス明示的に再起動する必要があります。

（注）

コマンドの構文

utils ntp server delete

例 1：誤ったコマンドライン パラメータを使用したサーバの削除

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�G�H�O�H�W�H�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P
�,�Q�F�R�U�U�H�F�W�Q�X�P�E�H�U�R�I �R�S�W�L�R�Q�D�O�S�D�U�D�P�H�W�H�U�V�H�Q�W�H�U�H�G�I�R�U�G�H�O�H�W�H
�X�V�D�J�H���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�G�H�O�H�W�H
�D�G�P�L�Q��

例 2：NTP を再起動し 1 台のサーバを削除

������������������������������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�G�H�O�H�W�H
���� �F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P
���� �F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P
���� �Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P
���� �Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P
���� �F�O�R�F�N���F�L�V�F�R���F�R�P
�D�� �D�O�O
�T�� �T�X�L�W
�&�K�R�L�F�H����
�5�H�V�W�D�U�W�1�7�3���\���Q���� �\
�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P�L�V�G�H�O�H�W�H�G�I�U�R�P�W�K�H�O�L�V�W�R�I �F�R�Q�I�L�J�X�U�H�G�1�7�3�V�H�U�Y�H�U�V��
�&�R�Q�W�L�Q�X�H���\���Q���"�\
�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P���G�H�O�H�W�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�5�H�V�W�D�U�W�L�Q�J�1�7�3�R�Q�W�K�H�V�H�U�Y�H�U��
�D�G�P�L�Q��

例 3：NTP を再起動せずすべてのサーバを削除

��������������������������������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�G�H�O�H�W�H
���� �F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P
���� �F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P
���� �Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P
���� �Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P
���� �F�O�R�F�N���F�L�V�F�R���F�R�P
�D�� �D�O�O
�T�� �T�X�L�W
�&�K�R�L�F�H���D
�5�H�V�W�D�U�W�1�7�3���\���Q���� �Q
�7�K�L�V�U�H�V�X�O�W�V�L�Q�D�O�O�W�K�H�F�R�Q�I�L�J�X�U�H�G�1�7�3�V�H�U�Y�H�U�V�E�H�L�Q�J�G�H�O�H�W�H�G��
�&�R�Q�W�L�Q�X�H���\���Q���"�\
�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P���G�H�O�H�W�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�F�O�R�F�N�����F�L�V�F�R���F�R�P���G�H�O�H�W�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P���G�H�O�H�W�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�Q�W�S�������V�\�G���F�L�V�F�R���F�R�P���G�H�O�H�W�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�F�O�R�F�N���F�L�V�F�R���F�R�P���G�H�O�H�W�H�G�V�X�F�F�H�V�V�I�X�O�O�\��
�7�K�H�1�7�3�V�H�U�Y�L�F�H�P�X�V�W�E�H�U�H�V�W�D�U�W�H�G�I�R�U�W�K�H�F�K�D�Q�J�H�V�W�R�W�D�N�H�H�I�I�H�F�W��
�D�G�P�L�Q��

例 4：サーバが設定されていない場合のすべてのサーバの削除

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
�D�G�P�L�Q���X�W�L�O�V�Q�W�S�V�H�U�Y�H�U�G�H�O�H�W�H
�7�K�H�U�H�D�U�H�Q�R�1�7�3�V�H�U�Y�H�U�V�F�R�Q�I�L�J�X�U�H�G�W�R�G�H�O�H�W�H��
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付 録 G
特定のサービス プロバイダーに対する AFT
の使用

この付録では、特定のサービス プロバイダーに ALI フォーマット ツール（AFT）を使用する方

法について説明します。

• Bell Canada に対する ALI フォーマット ツールの使用, 583 ページ

• SBC-Ameritech に対する ALI フォーマット ツールの使用, 585 ページ

• ALI フォーマット ツール（SBC-PacBell）, 586 ページ

• SBC-Southwestern Bell に対する ALI フォーマット ツールの使用, 587 ページ

• Qwest に対する ALI フォーマット ツールの使用, 588 ページ

• Verizon に対する ALI フォーマット ツールの使用, 588 ページ

Bell Canada に対する ALI フォーマット ツールの使用
次のトピックでは、Bell-Canada に AFT を使用する方法について説明します。

トランザクション コードの変更

サービス プロバイダーの Bell Canada に AFT を使用する場合、Bell Canada のトランザクション

コードが A または D であることを確認してください。 A または D 以外の場合、Bell Canada はレ

コードを拒否し、エラー メッセージとともにレコードをErrorReturnファイルに入れて返します。

表 150：NENA および Bell Canada の [Function] および [Transaction Code] フィールド, （584 ペー

ジ） は、NENAレコードの [Function Code]フィールドに表示される値と、Bell Canadaレコードの

[Transaction Code] の対応する値を示しています。
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表 150：NENA および Bell Canada の [Function] および [Transaction Code] フィールド

Bell Canada の [Transaction Code] フィールドNENA の [Function Code] フィールド

新規レコード追加の場合 A新規レコード挿入の場合 I

レコード変更の場合 A。

NENA のファンクション コード C
は、Bell Canada のトランザクション

コード A にマッピングされます。

（注）

レコード変更の場合 C

レコード削除の場合 Dレコード削除の場合 D

Bell Canada データ

表 151：Bell Canada固有のフィールドの変更, （584ページ）に、残りのBell Canada固有のフィー

ルドの説明を示します。 一部のフィールドでは、Bell CanadaのALIデータのサポート資料で指定

された形式で ALI ファイルを生成するためのデータが必要です。他のフィールドは空白にできま

す。

これらのフィールドでエラーが発生した場合、Bell Canadaはレコードを拒否し、エラー コードと

ともに Error Return ファイルを返します。

[Language Indicator] フィールドは AFT を使用して設定しません。AFT はフィールドを英語の

E に設定します。

（注）

表 151：Bell Canada 固有のフィールドの変更

コメント書式説明フィールド

必須フィールド。3 文字の英数字顧客の端末番号の電話

サービスの種類

Service Class

必須フィールド。最初の

文字はアルファベットに

する必要があります。

6 文字の英数字顧客のサービスアドレス

の郵便番号

Postal Code

必須フィールド。3 文字の英数字各地方自治体に割り当て

られた固有のコード

Municipality
Code

必須フィールド。5 文字の英数字サービスのグレード、ク

ラス、およびタイプを識

別するコード

Class of Service
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コメント書式説明フィールド

必須フィールド。1 文字の英数字トランザクションレコー

ドのソースデータベース

を識別

System Source

オプションフィールド。15 文字の英数字建物内のロケーションの

タイプ（アパートなど）

Location Type

オプションフィールド。6 文字の英数字[Location Type] フィール

ドで識別されたロケー

ションの番号（アパート

2、フロア 2、など）

Location Number

必須フィールド。35 文字の英数字市町村、区、地域Service
Municipality

必須フィールド。

Bell Canada が PS ALI 顧

客に提供した有効な LSP
識別子である必要があり

ます。

5 文字の英数字Bell Canada が PS ALI 顧

客に提供した、ローカル

電話サービスのプロバイ

ダーを示す固有コード。

LSP ID

SBC-Ameritech に対する ALI フォーマット ツールの使用
SBC Ameritech（Ameritech）には、AFT を使用して変更する必要のあるサービス プロバイダー固

有のフィールドはありません。 しかし、AFT を使用して Ameritech のレコードをフォーマットす

る場合、ファンクション コードを変更する必要があります。

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）は、ファンクション コードを次の 1 つに設定

します。

• 新規 ALI レコードの挿入の場合 I（デフォルト）

• 番地の変更など ALI レコード更新の場合 C

• ALI レコード削除の場合 D

Emergency Responder で ALI レコードを変更して、Ameritech から報告されたエラーを訂正した場

合、AFT を使用して、ELIN レコードのファンクション コードを変更しなければならない場合が

あります。

たとえば、Emergency Responderでは、まず挿入のファンクション コード IでALIレコードが生成

されます。 AFT を使用してファイルをフォーマットし、Ameritech にエクスポートした後、番地

のサフィクスが誤っているなどのエラーにより Ameritech がファイルを拒否する可能性がありま
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す。このフィールドは無効になっているため、AFTで番地のサフィクスを変更できません。この

ため、Emergency Responder を使用して ALI レコードを変更する必要があります。

Emergency Responderが、変更後再びALIレコードを生成すると、最初のファイルが受け入れられ

たと想定して、ファンクション コードは C に設定されます。 AFT を使用して、ELIN レコードの

ファンクション コードを C から I に変更します。 その後、AFT を使用してフォーマットを生成

し、再フォーマットしたファイルを Ameritech に送信します。

ALI フォーマット ツール（SBC-PacBell）
次の項では、SBC-PacBell に AFT を使用する方法について説明します。

[Call Back For ELIN] の有効化

Emergency Responder は、PSAP で ELIN を表示します。 緊急コールがなんらかの理由で切断され

た場合、または単にPSAPが発信者ともう一度話す必要がある場合、PSAPは緊急コールの発信者

にダイヤルして再接続できます。

[Call Back for this ELIN] オプションでは、架空の番号から 911 に通報があった場合に PSAP が使用

できる Direct Inward Dial（DID; ダイヤルイン）番号を指定できます。

[Call Back for this ELIN] オプションは、2 つの重要な機能を果たします。

• PSAP に、コールバック先の電話が 911 コールを生成しなかった可能性があることを警告し

ます。

• PSAP は、実際に通報した架空の電話番号の近くにある電話にコールバックできます。

[Call Back for this ELIN]フィールドをオンにして、このオプションを常に有効にしておくことをお

勧めします。 （デフォルトではこのフィールドは空白のまま、つまり [No] です）。

ファンクション コードの変更

Emergency Responder は、ファンクション コードを次の 1 つに設定します。

• 新規 ALI レコードの挿入の場合 I（デフォルト）

• 番地の変更など ALI レコード更新の場合 C

• ALI レコード削除の場合 D

Emergency Responder で ALI レコードを変更して、サービス プロバイダーから報告されたエラー

を訂正した場合、AFT を使用して ELIN レコードのファンクション コードを変更しなければなら

ない場合があります。

たとえば、Emergency Responderでは、まず挿入のファンクション コード IでALIレコードが生成

されます。 AFT を使用してファイルをフォーマットし、SBC Pacific Bell（PacBell）にエクスポー

トした後、PacBellはファイルを拒否する可能性があります。エラーの原因としては、たとえば番
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地のサフィクスが誤っていることが考えられます。このフィールドは無効になっているため、AFT
で番地のサフィクスを変更できません。 Emergency Responder を使用して ALI レコードを変更す

る必要があります。

Emergency Responderが、変更後再びALIレコードを生成すると、最初のファイルが受け入れられ

たと想定して、ファンクション コードは C に設定されます。 AFT を使用して、ELIN レコードの

ファンクション コードを C から I に変更します。 その後、AFT を使用してフォーマットを生成

し、再フォーマットしたファイルを PacBell に送信します。

SBC-Southwestern Bell に対する ALI フォーマット ツール

の使用
次の各項では、SBC-Southwestern Bell に AFT を使用する方法について説明します。

SBC-Southwestern Bell の PS コード

ELIN が Southwestern Bell で判読できる状態にするには、AFT を使用して [PS Code] フィールドを

更新する必要があります。このフィールドは、Southwestern Bell 以外では使用されません。 PS
コードは、新規 PSサイトが設定されるたびに Southwestern Bellが割り当てる 4桁のコードです。

このコードは、PS ユーザのログインおよびソースに関連付けられています。

PSコードは、正しい PSコードを持つレコードだけが PSサイトのテーブルに処理されるようにす

る機能です。 PS コードが PS サイトに割り当てられた設定済みのソース名と一致しない場合、レ

コードは処理されません。 AFT を使用してフォーマット済みファイルを生成する前に、PS コー

ドとソース名が一致することを確認します。 詳細については、Southwestern Bell のマニュアルを

参照してください。

ファンクション コードの変更

Emergency Responder は、ファンクション コードを次の 1 つに設定します。

• 新規 ALI レコードの挿入の場合 I（デフォルト）

• 番地の変更など ALI レコード更新の場合 C

• ALI レコード削除の場合 D

Emergency Responder で ALI レコードを変更して、サービス プロバイダーから報告されたエラー

を訂正した場合、AFT を使用して ELIN レコードのファンクション コードを変更しなければなら

ない場合があります。

たとえば、Emergency Responderでは、まず挿入のファンクション コード IでALIレコードが生成

されます。 AFT を使用してファイルをフォーマットし、Southwestern Bell エクスポートした後、

Southwestern Bell はファイルを拒否する可能性があります。 エラーの原因としては、たとえば番

地のサフィクスが誤っていることが考えられます。このフィールドは無効になっているため、AFT
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で番地のサフィクスを変更できません。 Emergency Responder を使用して ALI レコードを変更す

る必要があります。

Emergency Responderが、変更後再びALIレコードを生成すると、最初のファイルが受け入れられ

たと想定して、ファンクション コードは C に設定されます。 AFT を使用して、ELIN レコードの

ファンクション コードを C から I に変更します。 その後、AFT を使用してフォーマットを生成

し、再フォーマットしたファイルを Southwestern Bell に送信します。

Qwest に対する ALI フォーマット ツールの使用
Qwest には、AFT を使用して変更する必要のあるサービス プロバイダー固有のフィールドはあり

ません。 しかし、AFT を使用して Qwest のレコードをフォーマットする場合、ファンクション

コードを変更する必要があります。

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）は、ファンクション コードを次の 1 つに設定

します。

• 新規 ALI レコードの挿入の場合 I（デフォルト）

• 番地の変更など ALI レコード更新の場合 C

• ALI レコード削除の場合 D

Emergency Responder で ALI レコードを変更して、Qwest から報告されたエラーを訂正した場合、

AFT を使用して、ELIN レコードのファンクション コードを変更しなければならない場合があり

ます。

たとえば、Emergency Responderでは、まず挿入のファンクション コード IでALIレコードが生成

されます。 AFT を使用してファイルをフォーマットし、Qwest にエクスポートした後、エラーに

より Qwestがファイルを拒否する可能性があります。 エラーの原因としては、たとえば番地のサ

フィクスが誤っていることが考えられます。 このフィールドは無効になっているため、AFTで番

地のサフィクスを変更できません。 Emergency Responder を使用して ALI レコードを変更する必

要があります。

Emergency Responderが、変更後再びALIレコードを生成すると、最初のファイルが受け入れられ

たと想定して、ファンクション コードは C に設定されます。 AFT を使用して、ELIN レコードの

ファンクション コードを C から I に変更します。 その後、AFT を使用してフォーマットを生成

し、再フォーマットしたファイルを Qwest に送信します。

Verizon に対する ALI フォーマット ツールの使用
次の各項では、Verizon に AFT を使用する方法について説明します。
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ファンクション コードの変更

Verizon には、AFT を使用して変更する必要のあるサービス プロバイダー固有のフィールドはあ

りません。 しかし、AFT を使用して Verizon のレコードをフォーマットする場合、ファンクショ

ン コードを変更する必要があります。

Emergency Responder は、ファンクション コードを次の 1 つに設定します。

• I：新規 ALI レコードの挿入（デフォルト）

• C：番地の変更など、ALI レコードの更新

• D：ALI レコードの削除

• U：ALI レコードのロック解除（市内番号ポータビリティをサポートするために含まれる）

• M：ALI レコードの移行（市内番号ポータビリティをサポートするために含まれる）

EmergencyResponderでALIレコードを変更して、Verizonから報告されたエラーを訂正した場合、

AFT を使用して、ELIN レコードのファンクション コードを変更しなければならない場合があり

ます。

たとえば、Emergency Responderでは、まず挿入のファンクション コード IでALIレコードが生成

されます。 AFT を使用してファイルをフォーマットし、Verizon にエクスポートした後、エラー

により Verizon がファイルを拒否する可能性があります。 エラーの原因としては、たとえば番地

のサフィクスが誤っていることが考えられます。 このフィールドは無効になっているため、AFT
で番地のサフィクスを変更できません。 Emergency Responder を使用して ALI レコードを変更す

る必要があります。

Emergency Responderが、変更後再びALIレコードを生成すると、最初のファイルが受け入れられ

たと想定して、ファンクション コードは C に設定されます。 AFT を使用して、ELIN レコードの

ファンクション コードを C から I に変更します。 その後、AFT を使用してフォーマットを生成

し、再フォーマットしたファイルを Verizon に送信します。

Verizon のニューイングランド諸州の Disability Indicator の変更

Verizon のニューイングランド諸州（MA、ME、NH、RI、VT）で ELIN を読み取り可能にするに

は、AFT を使用して、Verison に固有の [Disability Indicator] フィールドを更新する必要がありま

す。 Disability Indicator は、事業者が身体障がい者情報を入力するために使用できる 20 文字の予

約フィールドです。

表 152：Disability Indicatorの説明, （589ページ） は、ALIレコードのロケーション フィールドへ

の読み込みに使用できる Disability Indicator を示しています。

表 152：Disability Indicator の説明

説明Disability Indicator

ライフ サポート システムLSS
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説明Disability Indicator

運動障がいMI

目が見えないB

聴覚障がいDHH

テレタイプライタTTY

言語障がいSI

発達障がいDD

AFT は、ニューイングランド諸州をインテリジェントに識別し（ALI レコードの州フィールドか

ら）、[Disability Indicator]フィールドの個別更新（ツリーからNew Englandの ELINレコードを選

択）または一括更新（バルク更新機能）できるようにします。

Verizon の西部諸州の顧客名の変更

Verizon の西部諸州（CA、HI、ID、IL、IN、MI、NC、OH、OR、SC、TX、WA、WI）は、姓と

名の間にカンマとスペースを入れる次のフォーマットで [CustomerName]フィールドを読み取りま

す。

姓, 名

このフォーマットで、PSAP での表示エラーを防ぎます。 Verizon の西部諸州で使用されている書

式に従うように、AFT を使用してフィールドを更新できます。

AFTは、西部諸州をインテリジェントに識別し（ALIレコードの州フィールドから）、[Customer
Name] フィールドの個別更新（ツリーから Verizon West の ELIN レコードを選択）または一括更

新（バルク更新機能）できるようにします。

AFTを使用して更新すると、[CustomerName]フィールドには、2つの異なるエントリ（Emergency
Responderデータベースに 1つ、サービス プロバイダーのデータベースに 1つ）が作成されます。

将来不一致が発生するのを防ぐために、Emergency Responder GUI の [Customer Name] フィールド

で同じ更新を行ってください。

ニュージャージーのロケーションの変更

Verizon のニュージャージー（NJ）システムは、ロケーション データをすべての PSAP で一様に

表示するという州の要件に基づくキーワード型のシステムです。1つ以上のキーワード、関連デー

タ、デリミタが所定の正確な書式で存在する場合のみ、ロケーション フィールドからデータが抽

出されます。 NJ システムのロケーションには、PSAP で同時に表示できる 4 つの異なるロケー

ション タイプ フィールドがあります。 ロケーション タイプ フィールドは次のとおりです。
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• Unit Type（APT、BOX、LOT、PIER、RM、ROOM、RU、SUIT、SUITE、UNIT、WING）

• Floor Number（FLR）

• Building Description（BLDG）

• Coin Location Description（DES）

AFTは、ロケーションに関するNJシステム固有の要件をインテリジェントに識別し（ALIレコー

ドの州フィールドから）、ロケーションの個別更新（ニュージャージーの ELIN を選択）および

バルク更新（バルク更新機能）できるようにします。

AFTを使用して更新すると、[CustomerName]フィールドには、2つの異なるエントリ（Emergency
Responderデータベースに 1つ、サービス プロバイダーのデータベースに 1つ）が作成されます。

将来不一致が発生するのを防ぐために、Emergency Responder GUI の [Location] フィールドで同じ

更新を行ってください。
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付 録 H
イベント ログ メッセージ

この付録では、イベント ログ メッセージを持つ各モジュールについて説明します。

• CER_DATABASE, 593 ページ

• CER_SYSADMIN, 594 ページ

• CER_TELEPHONY, 594 ページ

• CER_AGGREGATOR, 598 ページ

• CER_GROUP, 599 ページ

• CER_CALLENGINE, 599 ページ

• CER_CLUSTER, 601 ページ

• CER_ONSITEALERT, 602 ページ

CER_DATABASE
表 153：CER_DATABASE のイベント ログ メッセージ

メッセージタイプ

Failed to get the fully qualified host name. DNS might not be enabled. Putting Ipaddress in
Cluster database.

INFO

CER Server Memory Usage is HIGH, above threshold value of 80%. Memory Figures:
<MEMORY USAGE INFO>.

ERROR

Database replication broken.ERROR

Number of <NUM> limit exceeded. Fetching only a maximum of *** <NUM> *** entries.ERROR
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メッセージタイプ

Failed to load class <CLASS NAME>.ERROR

CCMString is empty can't load telephony classes.ERROR

Got OutOfService event from provider: <PROVIDER_NAME>.WARNING

Got InService event from provider: <PROVIDER_NAME>.INFO

Logged out of the duplicate provider - <CTI_Manager> from CER. Specify the CTI
Ports (if any) of this provider, in a different CCM node.

WARNING

Cannot register media terminal for port: <PORT_NUMBER>.ERROR

CTI Port: <PORT_NUMBER> is in OUTOFSERVICE, trying after 10 seconds.WARNING

Mediachannel creation failed: <ERROR>.ERROR

Failed to create media channel for: <PORT_NUMBER>.WARNING

Failed to initiate call to security: <NUMBER> <ERROR>.

<ERROR> corresponds to:

• PrivilegeViolationException

• InvalidPartyException

• MethodNotSupportedException

• InvalidArgumentException

• InvalidStateException

• E911CallRouterException

• <Other Exceptions (if any)>

ERROR

Failed to register route point: <ROUTE_PATTERN> with Provider:
<PROVIDER_NAME>.

ERROR

RouteAddress: <ADDRESS> is in OUTOFSERVICE.ERROR

<ADDRESS> Route Point received IN_SERVICE event from Provider <NAME>.WARNING

<ADDRESS>Route Point receivedOUT_OF_SERVICE event from Provider <NAME>.WARNING
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メッセージタイプ

PSAP Callback failed for: <NUMBER>

"Address = "+callingAddress+" ; Terminal = "+callingTerminal;

because, routeEndEvent returned: < EXCEPTION>

Exception can be:

• CAUSE_INVALID_DESTINATION

• CAUSE_ROUTING_TIMER_EXPIRED

• CAUSE_PARAMETER_NOT_SUPPORTED

• CAUSE_STATE_INCOMPATIBLE

• CAUSE_UNSPECIFIED_ERROR

ERROR_RESOURCE_BUSY. Please check availability of the Routes.

CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_FAC_NEEDED. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.

CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_CMC_NEEDED. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.

CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_FAC_CMC_NEEDED. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.

CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_FAC_INVALID. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.

CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_CMC_INVALID. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.

ERROR
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メッセージタイプ

Call failed to reach PSAP for: <NUMBER>

"Address = "+callingAddress+" ; Terminal = "+callingTerminal;

because, routeEndEvent returned: <EXCEPTION>

Exception can be:

• CAUSE_INVALID_DESTINATION

• CAUSE_ROUTING_TIMER_EXPIRED

• CAUSE_PARAMETER_NOT_SUPPORTED

• CAUSE_STATE_INCOMPATIBLE

• CAUSE_UNSPECIFIED_ERROR

ERROR_RESOURCE_BUSY. Please check availability of the Routes

CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_FAC_NEEDED. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.

CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_CMC_NEEDED. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.

CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_FAC_CMC_NEEDED. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.
CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_FAC_INVALID. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.

CAUSE_CTIERR_FAC_CMC_REASON_CMC_INVALID. Please Uncheck the
Requirement of FAC/CMC codes on the Route points used by the Cisco ER.

ERROR

Call from <CALLER_ID> could not be routed to the Intrado ERL. Possible reasons:

The TN Update to Intrado for the Intrado ERL may have not yet happened or has met
with errors.

WARNING

Call from <CALLER ID> could not be routed to the Offpremies ERL. Possible reasons:

The phone-location association has not yet happened or has met with errors.

WARNING

Failed to get the JTAPI Provider for: <NAME_STRING> trying infinitely.WARNING

Not registering the provider: <PROVIDER_NAME> as is already registered/in the same
CCM Cluster as that of:<element>.

WARNING

JTAPI logs are not enabled as the logs path is empty in E911Bootstrap properties.WARNING

Failed to get the JTAPI Provider for: <IP Address/Host Name> after <NUMBER>
attempts.

ERROR

Currently, no CTI Ports are available to place the call for <CallingAddress>. Phone
notification is retried in the next 60 seconds.

WARNING
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CER_AGGREGATOR
表 156：CER_AGGREGATOR のイベント ログ メッセージ

メッセージタイプ

Device <IP Address> is SNMP unreachable.

Please check SNMP settings in CER and on this CCM.

Please confirm proper access privilege (READ_ONLY) set on this box for SNMP service.
Also, verify n/w connectivity.

WARNING

During discovery some devices are unreachable.

List of Unreachable Switches <List>.

WARNING

WARNING During discovery some devices are unreachable.

List of Unreachable CCMs <List>.

WARNING

CER Server could not communicate with CERPhoneTrackingEngine.WARNING

CERServer could not communicate with CERPhoneTrackingEngine.WARNING

Device <IP Address> is SNMP unreachable.

Please check SNMP settings in CER and on this CCM.

Please confirm proper access privilege (READ_ONLY) set on this box for SNMP service.
Also, verify n/w connectivity.

INFO

Error in resolving HostName -> IPAddress through DNS, ignoring the seed from DE <IP
Address>.

INFO

IP Address mismatch detected,OLD_IP <IP Address> NEW_IP <IP Address> SEED <IP
Address> for any changed configuration, deletion and re addition of seed device is
recommended.

INFO

Device <IP Address> is not a valid switch.INFO

Device <IP Address> is SNMP Un-reachable.INFO

Device <IP Address> is not supported.INFO

This Device <IP Address> is identified for a different device family than earlier discovered,
ignored for this discovery cycle.

INFO

Failed to retrieve SysOid of a device <IP Address> Please check if device is SNMP
reachable.

INFO

This device is not supported <seed>.INFO
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メッセージタイプ

This Device <IP Address> is earlier discovered with different device family.

Please note, for changed device config.(ipAddress, deviceFamily, dnsName), delete and
re-add the device is must, also you must re-enter SNMP community string if changed
from earlier one.

INFO

The device <IP Address> is not a valid switch...please confirm.INFO

This device not a valid CCM to discover <IP Address>.INFO

Error in resolving HostName -> IPAddress, ignoring the seed for discovery <IP Address>.INFO

IP Address mismatch detected,OLD_IP <IP Address> NEW_IP <IP Address> SEED <IP
Address> for any changed configuration, deletion and re addition of seed device is
recommended.

INFO

Device <IP Address> is not a valid CCM.INFO

CER_GROUP
表 157：CER_GROUP のイベント ログ メッセージ

メッセージタイプ

Active Cisco ER set to: <Server Details>.INFO

Connection established with Cisco ER: <PEER>.INFO

Disconnected from Cisco ER: <PEER>.WARNING

Cisco ER Couldn't open socket at port <NUMBER>, Exiting.ERROR

Failed to open connection with Cisco ER: <_remoteAddress> / <_remotePort>.WARNING

CER_CALLENGINE
表 158：CER_CALLENGINE のイベント ログ メッセージ

メッセージタイプ

Cisco ER Exiting: <MSG> Graceful shutdown.INFO
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メッセージタイプ

Problem in initializing SERVER (Server Group). Cannot continue... <EXCEPTION>.ERROR

Problem in initializing Database (E911ServerGroupParameters). Retried... <COUNT>
times.

ERROR

Problem in initializing SERVER (Server). Cannot continue... <EXCEPTION>.ERROR

Problem in initializing Database (Server). Cannot continue... <EXCEPTION>.ERROR

Problem in initializing Database (CERServers). Retried... <COUNT> times.ERROR

Problem in initializing SERVER (License). Cannot continue... <EXCEPTION>.ERROR

Problem in initializing SERVER (Zone). Cannot continue... <EXCEPTION>.ERROR

Problem in initializing SERVER (DiscoveryEngine). Cannot continue... <EXCEPTION>.ERROR

Problem in initializing SERVER (CERIPSubnetManager). Cannot continue...
<EXCEPTION>.

ERROR

Problem in initializing SERVER (CERVHMPhoneManager). Cannot continue...
<EXCEPTION>.

ERROR

Problem in initializing SERVER (CCM Cluster - No Call Manager seeds configured).
Cannot continue... <EXCEPTION>.

ERROR

Problem in initializing SERVER (Seed Switch). Cannot continue... <EXCEPTION>.ERROR

Problem in initializing SERVER (Discrepant entry). Cannot continue... <EXCEPTION>C96.ERROR

Problem in initializing SERVER (Security Contact). Cannot continue... <EXCEPTION>.ERROR

Problem in refreshing LDAP (Server Group). Cannot continue...ERROR

Problem in refreshing LDAP (Zone). Cannot continue...ERROR

Problem in refreshing LDAP (Server). Cannot continue...ERROR

Problem in refreshing LDAP (Seed Switch). Cannot continue...ERROR

Problem in refreshing LDAP (CCM Cluster). Cannot continue...ERROR

Problem in refreshing LDAP (Discrepant entry). Cannot continue...ERROR

Problem in refreshing LDAP (Security Contact). Cannot continue...ERROR

Problem in refreshing LDAP (Security Contact). Cannot continue...ERROR
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メッセージタイプ

Problem in refreshing zone port tree (Switchport to zone map). Cannot continue...ERROR

LicenseManager: End Of 60 Day Evaluation Period. CER Will not work. Please upload a
valid License file".

ERROR

End Of 30 Day Grace Period. Please upload a valid license file for CER to function. Current
License MAC: <License MAC value>

ERROR

Warning!!! You have exhausted all your user licenses. Please purchase additional user
licenses.

Number of phones being tracked/configured: <num>

Total user license: <num>

WARNING

License MAC change is detected in the system. System will now operate in 30 day grace
period. Please upload a valid license before grace period expires.

INFO

user license count could not be read.INFO

Reason:INFO

License manager Init: Error loading license, Possibly there is no license file.WARNING

License checkout failed: <message>.WARNING

CER_CLUSTER
表 159：CER_CLUSTER のイベント ログ メッセージ

メッセージタイプ

IntraCluster Communication failed to ServerGroup with servers Master:<SERVER
DETAILS> StandBy: <SERVER DETAILS>.

WARNING
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CER_ONSITEALERT
表 160：CER_ONSITEALERT のイベント ログ メッセージ

メッセージタイプ

Backup Cisco ER <hostname> has taken control as Active Cisco ER.

Transition time: <timestamp>.

WARNING

Master Cisco ER <hostname> has taken control as Active Cisco ER.

Transition Time: <timestamp>.

WARNING

Emergency call Details

Caller Extension: <num>

Call Time: <time>

WARNING

Emergency call Details

Caller Extension: <num>

Zone/ERL: <zone>

LOCATION: <location>

Call Time: <time>

WARNING
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付 録 I
Cisco Emergency Responder でのポートの使

用

Cisco Emergency Responder（Emergency Responder）では次のポートが使用されます。

表 161：Emergency Responder でのポートの使用

機能（このポート

の使用が必須）

製品との関

連性

相手側このプロトコ

ルにおけるア

プリケーショ

ン/ボックスの

識別

（Client、
Server、また

は Peer）

ポート範

囲

TCP/UDPプロトコ

ル

SNMP ベースの管

理アプリケーショ

ンにサービスを提

供します。

161UDPSNMP

ネイティブ SNMP
エージェントは、

SNMP マスター

エージェントに

よって転送される

要求をリッスンし

ます。

6161UDPSNMP
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機能（このポート

の使用が必須）

製品との関

連性

相手側このプロトコ

ルにおけるア

プリケーショ

ン/ボックスの

識別

（Client、
Server、また

は Peer）

ポート範

囲

TCP/UDPプロトコ

ル

SNMP マスター

エージェントとサ

ブエージェントと

の通信に使用され

ます。

7161TCPTCP

IDS DB1500TCPTCP

IDS DB1501TCPTCP

IDS DB1515TCPXML

IPSec クラスタ マ

ネージャ

8500TCPProprietary

セキュア ファイル

転送プロトコル

22TCP該当なし

リモート アクセス

の SSH ポート

22TCPTCP

Unified CM サーバ

上で使用される

NTP ポート

123UDP該当なし

HTTPS443TCPHTTPS

Internet Security
Association and Key
Management
Protocol。

500UDP該当なし

システム ロギング

サービス

514UDP該当なし
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機能（このポート

の使用が必須）

製品との関

連性

相手側このプロトコ

ルにおけるア

プリケーショ

ン/ボックスの

識別

（Client、
Server、また

は Peer）

ポート範

囲

TCP/UDPプロトコ

ル

CTL Client が CTL
Providerと通信し、

クラスタのセキュ

リティ モードを設

定して CTLファイ

ルを管理するため

に使用されます

2444TCPProprietary

エンドポイントか

らの着信要求を

リッスンする
Certificate Authority
Proxy Function
（CAPF）ポート

3804TCPTCP

License Manager
は、このポートで

のライセンス要求

をリッスンします

5555TCPXML

Certificate Manager
デーモン

7070TCPTCP

Cellular Digital
Packet Data プロト

コル

7999TCPTCP

Compaq 管理エー

ジェント拡張

（cmaX）

253、

752、

537、

625、393

UDP該当なし

HTTPS から HP
SIM

50000 ～
50004

TCPHTTPS

Unified CM サーバ

上で使用される

DHCP ポート

67 および
68

UDP該当なし
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機能（このポート

の使用が必須）

製品との関

連性

相手側このプロトコ

ルにおけるア

プリケーショ

ン/ボックスの

識別

（Client、
Server、また

は Peer）

ポート範

囲

TCP/UDPプロトコ

ル

パッケージ管理

ツール

エフェメ

ラル

UDP該当なし

DNSエフェメ

ラル

UDP該当なし

IPSec の設定GRE：IP
47、

ESP；IP
50、AH：

IP 51、

IPSec：
UDP
500。

IP該当なし

電子ページ、電子

メール通知の送信

必須SMTPMail
Server
（*）

client25TCPSMTP

CDP 対応電話機の

検出

必須clientCDP

クラスタ マネー

ジャ

必須clmserver8500UDPCLM

syslog ポートオプションsyslogサー

バ

server514UDPSYSLOGD

syslog ポートオプションsyslogクラ

イアント

client8888UDPSYSLOG

セキュア Web アク

セス（Tomcat）
必須ブラウザserver8443TCPHTTPS

Web アクセス

（Tomcat）
必須ブラウザserver8080TCPHTTP
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機能（このポート

の使用が必須）

製品との関

連性

相手側このプロトコ

ルにおけるア

プリケーショ

ン/ボックスの

識別

（Client、
Server、また

は Peer）

ポート範

囲

TCP/UDPプロトコ

ル

ネットワーク時間

の同期

オプションNTP サー

バ

client123UDPNTPD

Emergency
Responder のマス

ター バックアップ

フェールオーバー

必須Emergency
Responder
サーバ

peer17001*TCPPeer TCP

Emergency
Responderサーバの

RMI ポート

必須Emergency
Responder
サーバ

server7777TCPPeer RMI

Emergency
Responder Adminの

RMI ポート

必須Emergency
Responder
Admin

server7778TCPPeer RMI

Web アラート必須Appletserver55000TCPApplet

ネットワーク管理オプションSNMP
エージェ

ント

server162UDPSNMP

DBレプリケーショ

ン

必須dblrpcserver1515TCPDBLRPC

IPSecトラフィックオプションEmergency
Responder
サーバ

clientESPRACOON

IPSecセットアップ

ポート

オプションEmergency
Responder
サーバ

client500UDPRACOON

Informix データ

ベース サーバ

IDSserver1500TCPIDS

AMCRMIレジスト

リ ポート

AMC1099TCPTCP
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機能（このポート

の使用が必須）

製品との関

連性

相手側このプロトコ

ルにおけるア

プリケーショ

ン/ボックスの

識別

（Client、
Server、また

は Peer）

ポート範

囲

TCP/UDPプロトコ

ル

AMCRMIオブジェ

クト ポート

AMC1090TCPTCP

DRSマスター エー

ジェント ポート

CiscoDRFMaster4040TCPTCP
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